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令和４年３月定例会会議録（第１号） 

 

 

令和４年３月２日 水曜日 午前１０時００分開会 

議 長 髙 橋 富美子     副議長 奥 山 省 三 

 

 出 席 議 員（１４名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ４番   八  鍬  長  一  議員     ５番   今  田  浩  徳  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ８番   庄  司  里  香  議員 

  ９番   佐  藤  文  一  議員    １０番   山  科  正  仁  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   髙  橋  富 美 子  議員    １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（３名） 

  ３番   新  田  道  尋  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

 １７番   佐  藤  卓  也  議員 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 荒 澤 精 也  税 務 課 長 佐 藤   隆 

市 民 課 長 伊 藤 幸 枝  環 境 課 長 小 関   孝 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 山 科 雅 寛  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 荒 田 明 子 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長 
兼教育総務課長 平 向 真 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監 査 委 員 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 



- 20 - 

選挙管理委員会 
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 関 紀 夫 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会 
事 務 局 長 横 山   浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小 松 真 子 

 

議 事 日 程 （第１号） 

令和４年３月２日 水曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

日程第 ４ 報告第１号新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 

 

   （一括上程、提案説明、採決） 

日程第 ５ 諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第 ６ 諮問第２号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

   （上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第 ７ 議案第１７号旧沼田小学校解体工事請負契約（令和３年議案第３５号）の一部変更につい

て 

日程第 ８ 議案第１８号旧明倫中学校解体工事請負契約の締結について 

 

日程第 ９ 令和４年度施政方針の説明 

 

（一括上程、提案説明） 

日程第１０ 議案第１０号令和４年度新庄市一般会計予算 

日程第１１ 議案第１１号令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

日程第１２ 議案第１２号令和４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

日程第１３ 議案第１３号令和４年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第１４ 議案第１４号令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第１５ 議案第１５号令和４年度新庄市水道事業会計予算 

日程第１６ 議案第１６号令和４年度新庄市下水道事業会計予算 
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日程第１７ 予算特別委員会の設置 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第１８ 議案第１９号新庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第２０号新庄市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 

日程第２０ 議案第２１号新庄市庁舎建設基金条例について 

日程第２１ 議案第２２号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第２２ 議案第２３号新庄市北辰屋内運動場の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第２３ 議案第２４号新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条

例の一部を改正する条例について 

日程第２４ 議案第２５号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第２５ 議案第２６号新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例の一部を改正する条例につ

いて 

 

日程第２６ 議案の予算特別委員会、各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第２７ 議案第４号令和３年度新庄市一般会計補正予算（第１０号） 

日程第２８ 議案第５号令和３年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２９ 議案第６号令和３年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３０ 議案第７号令和３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第３１ 議案第８号令和３年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第３２ 議案第９号令和３年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）のほか 

日程第３３ 決議案第１号ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議について 
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開      会 

 

 

髙橋富美子議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は14名です。欠席通告者

は、新田道尋さん、押切明弘さん、佐藤卓也さ

んの３名です。 

  これより令和４年３月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第１号）によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

髙橋富美子議長 日程第１会議録署名議員の指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より議長において、叶内恵子さん、小野周一さ

んのお二人を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

髙橋富美子議長 日程第２会期決定を議題といた

します。 

  議会運営副委員長の報告を求めます。 

  議会運営副委員長八鍬長一さん。 

   （八鍬長一議会運営副委員長登壇） 

八鍬長一議会運営副委員長 おはようございます。 

  議会運営委員長が欠席しておりますので、副

委員長の私、八鍬が報告申し上げます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告申し上げます。 

  去る２月22日午前10時から議員協議会室にお

いて議会運営委員５名出席の下、執行部から副

市長、関係課長並びに議会事務局職員の出席を

求め、議会運営委員会を開催し、本日招集され

ました令和４年３月定例会の運営について協議

をいたしたところでございます。 

  初めに、執行部から招集日を含め提出議案等

についての説明を受け、協議を行った結果、会

期につきましては、お手元に配付しております

令和４年３月定例会日程表のとおり、本日から

３月17日までの16日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願いいた

します。 

  このたび提出されます案件は、報告１件、諮

問２件、令和３年度補正予算６件、令和４年度

予算７件、議案10件の計26件であります。 

  案件の取扱いにつきましては、本日、報告１

件の後、諮問第１号及び諮問第２号につきまし

ては、人事案件でありますので、提案説明の後、

委員会への付託を省略して直ちに審議をお願い

いたします。 

  また、議案第17号及び議案第18号の議案２件

につきましても、提案説明の後、委員会への付

託を省略して直ちに審議をお願いいたします。 

  議案第10号から議案第16号までの令和４年度

予算７件につきましては、本日の本会議におい

て一括上程し、提案説明の後に全議員で構成す

る予算特別委員会を設置し、同委員会に付託を

して審査していただきます。 

  議案第19号から議案第26号までの議案８件に

つきましては、本日の本会議において一括上程

し、提案説明の後に総括質疑を行い、各常任委

員会に付託し審査していただきます。 

  議案第４号から議案第９号までの令和３年度

補正予算６件につきましては、本日の本会議に

おいて一括上程し、提案説明の後、会議規則第

37条第３項の規定により委員会への付託を省略
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して直ちに審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問の通告者は８名であります。

よって、１日目４名、２日目４名に行っていた

だきます。なお、質問時間は、質問、答弁を含

めて１人50分以内といたします。質問者並びに

答弁者の御協力を特にお願い申し上げます。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告を申し上げます。

よろしくお願いいたします。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営副委

員長から報告のありましたとおり、本日から３

月17日までの16日間にしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は３月２日から３月17日までの16日間と決

しました。 

 

令 和 ４ 年 ３ 月 定 例 会 日 程 表  

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 ３月２日 水 

本 会 議 議 場 午前 1 0時 

開会。行政報告。報告（１件）の説

明。諮問（２件）の一括上程、提案

説明、採決。議案（２件）の上程、

提案説明、質疑、討論、採決。令和

４年度施政方針の説明。予算(７件)

の一括上程、提案説明。予算特別委

員会の設置。議案（８件）の一括上

程、提案説明、総括質疑。議案の予

算特別委員会、各常任委員会付託。

補正予算（６件）の一括上程、提案

説明、質疑、討論、採決。 

予 算 

特別委員会 
議 場 

本 会 議 

終 了 後 
正副委員長の互選 

第２日 ３月３日 木 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

小嶋冨弥、佐藤文一、山科春美、 

佐藤悦子の各議員 

第３日 ３月４日 金 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

庄司里香、叶内恵子、八鍬長一、

石川正志の各議員 

第４日 ３月５日 土 
休      会  

第５日 ３月６日 日 
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会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第６日 ３月７日 月 常任委員会 

総 務 文 教

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案の審査 

第７日 ３月８日 火 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案の審査 

第８日 ３月９日 水 
予 算 

特別委員会 
議 場 午前 1 0時 

令和４年度一般会計、特別会計、 

水道事業会計、下水道事業会計予算

の審査 

第９日 ３月10日 木 
予 算 

特別委員会 
議   場 午前 1 0時 

令和４年度一般会計、特別会計、 

水道事業会計、下水道事業会計予算

の審査 

第10日 ３月11日 金 
予 算 

特別委員会 
議   場 午前 1 0時 

令和４年度一般会計、特別会計、 

水道事業会計、下水道事業会計予算

の審査 

第11日 ３月12日 土 
休      会  

第12日 ３月13日 日 

第13日 ３月14日 月 休      会 本会議準備のため 

第14日 ３月15日 火 休      会 本会議準備のため 

第15日 ３月16日 水 休      会 本会議準備のため 

第16日 ３月17日 木 本 会 議 議 場 午前 1 0時 
予算特別委員長報告、採決。各常任

委員長報告、質疑、討論、採決。 

 

 

日程第３市長の行政報告 

 

 

髙橋富美子議長 日程第３市長の行政報告をお願

いします。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、豪雪対策の状況につい

て御報告いたします。 

  その前に、ここ数日、２週間ぐらい前ですが、

本市におけるオミクロンの感染拡大があります

が、冷静な対応の下、健康課、そして保健所、

医師会との協議を進めており、市民の安全安心

に向けて全力を尽くしてまいりたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

  それでは、昨年12月中旬までは平年並みの降

雪量でありましたが、12月下旬から年末年始に

かけては連続した降雪となったことから、市民

生活などの安全安心を確保するため、１月４日

に雪害対策連絡会議を設置し、雪対策の強化を

図ってまいりました。その後、１月26日から２

月３日までの短期間に降雪が続き、最深雪が

150センチメートルを超え、引き続き降雪も見

込まれたことから、２月４日に新庄市豪雪対策

本部を設置いたしました。 
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  市民の皆様に対しましては、市報、ホームペ

ージに除雪や雪下ろし作業の注意事項等につい

て掲載するとともに、防災行政無線の活用、広

報車の街宣により啓発を強化してまいりました。 

  市民生活を維持するための除雪体制につきま

しては、交通に支障を来さないよう市道除雪を

強化するとともに、道路の幅出しなどの排雪作

業にも力を入れ、生活道路の細部まできめ細や

かな除雪に努めたことから、出動回数は29回、

約11億円の経費を要しております。また、流雪

溝の水の確保のため、１月７日から２月28日ま

で最上川から通水を実施しております。水上が

りにつきましては13件の発生がありましたが、

随時対応してきたところであります。 

  さらに、高齢者や障害者への支援対策として、

雪下ろしを100件、玄関前除雪を110件実施いた

しました。空き家の屋根雪等につきましては、

危険な状態の空き家に関して49件の相談があり

ましたが、所有者への連絡や環境課による応急

措置など22件行うなど、具体的解決に向けた対

応を行っております。 

  人的被害の状況でありますが、雪の重みによ

る家屋倒壊や雪下ろし作業中の転落事故など、

死亡事故１件を含む13件の事故が発生しており

ます。また、農業施設等の物的被害の状況であ

りますが、パイプハウスの倒壊など２件の被害

が発生しており、今後補助制度を活用し、早期

の営農再開に向け対応してまいります。 

  近年の災害は、いつどこで発生するか予想し

にくい状況にありますが、引き続き除排雪対策

の充実を図るとともに、水上がり対策において

は迅速な対応を行うことで市民の安全安心の確

保に進めてまいります。 

  以上、これまでの豪雪対策の状況についての

報告とさせていただきます。 

 

 

日程第４報告第１号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告について 

 

 

髙橋富美子議長 日程第４報告第１号新庄市土地

開発公社の経営状況の報告についてを議題とい

たします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 報告第１号新庄市土地開発公社の

経営状況について御報告いたします。 

  この報告は、地方自治法第243条の３第２項

の規定に基づくものであります。 

  お手元の新庄市土地開発公社の令和４年度予

算書につきましては、去る２月８日に開催され

ました令和４年第１回新庄市土地開発公社理事

会において承認されたものであります。 

  令和４年度の事業計画といたしましては、定

住対策に向けた宅地開発候補地調査において優

先的に進めるといたしました小桧室地区につき

まして、流雪溝整備の年次計画に合わせ、事業

の具体化に向けた準備を進めていくこととして

おります。 

  なお、詳細につきましては、配付しておりま

す予算書のとおりであります。 

  以上、新庄市土地開発公社の経営状況の報告

とさせていただきます。 

髙橋富美子議長 本件は地方自治法第243条の３

第２項の規定による報告でありますので、御了

承願います。 

 

 

諮問２件一括上程 

 

 

髙橋富美子議長 日程第５諮問第１号人権擁護委

員の推薦につき意見を求めることについて及び

日程第６諮問第２号人権擁護委員の推薦につき
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意見を求めることについてを会議規則第35条の

規定により一括議題にしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第１号から諮問第２号までは一括議題とす

ることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 諮問第１号及び諮問第２号人権擁

護委員の推薦につき意見を求めることについて

御説明申し上げます。 

  御提案申し上げますのは、令和４年６月30日

をもって任期満了となります本市の人権擁護委

員２名の方につきまして、山形地方法務局長よ

り候補者の推薦依頼がありましたので、その推

薦に当たり、人権擁護委員法第６条第３項の規

定により議会の意見を求めるものであります。 

  今回推薦する方は、２名とも任期満了後も引

き続き推薦する方で、長沢淳子さん、小野德子

さんであります。参考といたしまして経歴を添

付しておりますが、人権擁護委員として人格、

識見から適任の方であると存じますので、御審

議いただき、御意見を賜りますようお願い申し

上げます。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました諮問第１号及び諮

問第２号は、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第１号から諮問第２号は直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を

求めることについては、これに同意することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第１号はこれに同意することに決しました。 

  次に、諮問第２号人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについては、これに同意する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

諮問第２号はこれに同意することに決しました。 

 

 

日程第７議案第１７号旧沼田小学

校解体工事請負契約（令和３年議

案第３５号）の一部変更について 

 

 

髙橋富美子議長 日程第７議案第17号旧沼田小学

校解体工事請負契約（令和３年議案第35号）の

一部変更についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第17号旧沼田小学校解体工事

請負契約（令和３年議案第35号）の一部変更に

ついて御説明申し上げます。 

  本案は、令和３年８月臨時会において御可決

いただき、作業を進めております旧沼田小学校

解体工事請負契約につきまして、契約内容を変

更する必要が生じたため、議会の議決に付すべ
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き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

２条の規定により御提案申し上げるものであり

ます。 

  変更の内容につきましては、契約金額を

2,911万8,100円増額いたしまして２億3,811万

8,100円とするものであります。 

  工事費増額の主な要因といたしましては、施

工業者の調査により新たにアスベストの含有が

確認され、建材等の除去、グラウンド側工作物

の撤去工事の追加、産業廃棄物の数量の増加な

どであります。 

  なお、令和４年度より旧沼田小学校跡地に明

倫学園のグラウンドを整備する計画であります。 

  引き続き安全面に十分に配慮しながら解体工

事を進めてまいります。 

  以上、御審議をいただき、御決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第17号につい

ては、会議規則第37条第３項の規定により委員

会への付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいま市長の報告で

約2,900万円変更、増加ということで、理由と

してはアスベストの含有とか産廃量の増加とい

う説明がありました。こういったことは契約の

前に分からなかったのだろうかと思うんですが、

どうでしょうか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 このたび増額

となった最も大きな理由としまして、アスベス

トの除去費用が約2,600万円でございます。こ

ちらは市の事前調査により判明しておりました

外壁以外の部分につきまして、施工業者が法律

で義務づけられている事前調査におきまして新

たに発覚した部分でございます。この部分が増

額の理由となってございます。以上です。 

髙橋富美子議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第17号旧沼田小学校解体工事請負契約

（令和３年議案第35号）の一部変更については、

原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第17号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第８議案第１８号旧明倫中学

校解体工事請負契約の締結につい

て 

 

 

髙橋富美子議長 日程第８議案第18号旧明倫中学

校解体工事請負契約の締結についてを議題とい

たします。 
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  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第18号旧明倫中学校解体工事

請負契約の締結について御説明申し上げます。 

  本案は、条件付一般競争入札に付した旧明倫

中学校解体工事に係る請負契約を締結するため、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により御提案申

し上げるものであります。 

  契約の内容でありますが、工事名は旧明倫中

学校解体工事、工期は令和４年３月３日から令

和４年10月31日まで、契約金額は２億9,700万

円、契約の相手方は沼田建設株式会社でありま

す。 

  工事の内容でありますが、敷地内に存在する

建物及び附帯設備などの解体であり、解体面積

は、教室棟３階建て2,239平方メートル、体育

館棟２階建て1,005平方メートルなどとなって

おります。 

  また、昨年６月の市議会全員協議会において

御説明申し上げましたが、事前調査の結果、建

物の外壁等にアスベストを含有した塗装材が使

用されていることを確認しております。解体工

事に当たっては、アスベストの飛散防止など関

係法令に基づいた対策を講じ、安全面に十分に

配慮しながら進めてまいります。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第18号につい

ては、会議規則第37条第３項の規定により委員

会への付託を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 条件付一般競争入札で

やったという説明がありました。外壁にアスベ

ストがあったということで、それも含めての金

額となっています。先ほどの沼田小解体工事に

当たって、増えた理由が外壁以外にもあったと

いうことが出ておりまして、そういう意味から、

外壁以外にないのかよく調べたかということを

一つお聞きしたいです。これからまた増える、

契約変更ということがないようにしていただき

たいなと思うんですが、その点。 

  それからもう一つは、一般競争入札でありま

すが、ずっと明倫学園関係に関して全て同じ会

社が落札です。落札率は今回97.93％、議案第

17号の沼田小学校の解体工事も97％ということ

で、かなり高い落札率となっています。競争性

という点で、同じ会社がいつもこのようになる、

また高い落札率、こういったことを考えると、

大変失礼ですが、どうなのかなと疑問が湧いて

くるわけです。そういう意味では、土木Ａの会

社は11社もあるわけですから、もう少し競争に

なるように、そして高値落札にならないように

する方法はないのか。必ず同じ会社でなければ

ならないということはないわけです。その点ど

う考えておられるのか、お願いします。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 最初の御質問

でございます。このたびの発注に当たりまして

は、市の事前調査におきまして全ての旧明倫中

学校の外壁の部分につきましてアスベストが判

明しておりますので、昨年の６月議会におきま

して補正予算という形で予算を上程させていた

だいておりまして、予算措置をさせていただい
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たところでございます。 

  その外壁以外の部分につきましても、やはり

沼田小学校と同様に内壁の仕上げ剤ですとか管

理棟の煙突部分の中にもアスベストがあるとい

うことを既に把握してございますので、その部

分を含めたこのたびの契約金額となってござい

ます。以上です。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 入札の関係の質問でございま

す。入札につきましては、一般競争入札、指名

競争入札とあるわけですけれども、市の規定の

中では金額で1,000万円以上の工事等について

は原則一般競争入札ということで、金額で一応

それを基準としております。 

  今回、入札自体については５社が応募してお

ります。質問にあった同じ業者がいつもそうい

った形で入れている、落札率についても結構高

いという質問でございますが、実際には一般競

争入札は広く公募して、公告をして募集をかけ

て、そこに手を挙げていただいた業者が今回５

社だったと。その中で５社がそれぞれ札を入れ

た結果としてたまたま沼田小の解体とこのたび

の明倫中の解体業者が同じ業者になったという

ことでございますので、何ら問題ないのかと思

います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 最初の質問については

分かりました。変更はこれからないということ

が確認できるのではないかと言いますが、また

あればお願いします。 

  ２つ目の入札に関して、たまたまだったとい

うことですが、業者の育成ということを考えま

すと、やはり市内の様々な業者の皆さんに仕事

をしていただくということを考えると、私はこ

のように１つの会社が、ほとんど１つのものに

ということにならないように、例えばこの会社

はほかの仕事をたくさんしているから抜いて、

別の業者、ほかの業者たくさんあるのだから、

そちらに条件で分けて、仕事を分けていくとい

うことはできないのか、そういう考えはないの

か、どうでしょうか。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 実際に、一般競争入札、先ほ

ども申し上げたとおりですけれども、広く公告

をして、公募をかけて手を挙げていただいてお

りますので、そこに参加される業者がこのぐら

いでできるということで札を入れるということ

でありましょうから、広くという話になると、

小さな業者はなかなか技術的に無理だというこ

とであれば当然手を挙げることはないわけで、

たまたまこのたびの部分については５社が手を

挙げていただいたということでございますので、

よろしくお願いします。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 先ほどの説明

の中で一部不足しておりましたので、追加して

説明させていただきますが、工事を進める上で、

契約額につきまして、進み具合によりまして新

たな動産の産業廃棄物が増えるとか当初の設計

になかった部分について、今後変更契約がある

のかないかということについては、変更契約が

ないということではなくて、あり得るというこ

とでございます。 

  先ほど申し上げましたのは、予算措置はさせ

ていただいておりますが、工事の進み具合によ

りましては変更もあり得るということで申し上

げておきたいと思います。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） これは税金で、市民の
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税金でやっていまして、市民はコロナ禍もあり、

税金を納めるのも大変苦労しておられる方がた

くさんおられるわけです。そういう中で節約し

ながらやっていただいていると思いますが、変

更で、今までの明倫学園のことを考えてみると

次々と変更が出てきて、金額が膨らんできてい

るような気がします。それは、やはり前もって

の調査が足りない、不足、もしかしたら職員が

足りないのか分かりませんが、そういったこと

で膨らんで膨らんできているような気がして、

税金を納める、苦しくなって、納めて頑張って

おられる皆さんから見ると「明倫学園の工事費

が大きいな」と、「また膨らんでが」という声

があるわけです。そうならないように、やはり

事前調査をよくしていただき、契約においては

なるべく競争になり節約になるようにしていた

だきたいなということがあります。 

  今回、そのお願いというか、そんなことです

が、２つ目、財政課長から「小さな業者は手を

挙げてない。たまたまそうなった」と、たまた

ま５社ということですが、市民から見れば、

様々な会社があれば、その会社を全て、できる

だけ公平に、なるべく市の仕事をしていただき

たいな、どこも頑張っていただきたいなという

ことを考えると、１つの会社に、これだけ大き

なものを１つの会社だけでいいのだろうかとい

うところがあります。 

  そういう意味では、例えば小さな会社はもち

ろんできないわけです。土木Ａでは11社しかな

いわけで、それ以下の会社はできない、請け負

うことができないわけです。そういう意味では

せめて11社の中からほかの会社も仕事できるよ

うに市で考えて、条件付ですから、できないの

か、お願いします。その点、もう一回お聞きし

ます。 

  今まで入った会社は今までの仕事に専念して

いただいて、新しい仕事はほかの会社にも競争

に入っていただいて、仕事していただきたいと

いう姿勢はできないのか、そういうやり方はで

きないのか、もう一回お聞きします。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 佐藤議員のおっしゃる部分に

ついてだと一般論で言えば、指名競争入札であ

れば実際に指名審査委員会があって、その中で

この業者については前回の工事があるのでこの

業者は除きましょうとかという話はできるんで

すけれども、金額の大きい部分についてはあく

までも一般競争が原則ですので、一般競争入札

というものは、先ほども言いましたけれども、

広く公告して募集をかけて業者を募っているわ

けでございますので、そういうわけにはいかな

いということです。 

  ただし、指名競争入札、先ほどの金額未満の

部分については指名競争入札ということでやっ

ておりますので、その部分については、指名審

査委員会の中でこの業者だったら大丈夫だろう

ということで選考して、指名をして実際に入札

に当たるということになりますので、よろしく

お願いいたします。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第18号旧明倫中学校解体工事請負契約の

締結については、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第18号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第９令和４年度施政方針の説

明 

 

 

髙橋富美子議長 日程第９令和４年度施政方針の

説明をお願いいたします。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、令和４年度の市政運営

に関し私の所信を申し上げ、議員各位をはじめ

広く市民の皆様の御理解と御協力を賜りたいと

存じます。 

  初めに、いまだに終息が見えない新型コロナ

ウイルス感染症ですが、世界的にワクチン接種

が進み、感染者数は一時落ち着きを見せ、世界

経済も回復の兆しが見えたものの、昨年末に確

認されたオミクロン株による新たな脅威にさら

されております。 

  このような中、ロシアのウクライナ侵攻は東

西冷戦構造に逆戻りするのではないかと懸念さ

れるところであります。よく「歴史は繰り返

す」と言われておりますが、戦争の歴史だけは

決して繰り返してはなりません。日本政府もそ

の立場で冷静に会話による解決の糸口を各国に

呼びかけてほしいものであります。 

  さて、国内では昨年２月から新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止対策として本格的にワクチ

ン接種が開始され、現在３回目の接種が前倒し

で行われています。本市においては12月から３

回目の接種がスムーズに進んでおり、医師会並

びに関係機関の協力に対し感謝申し上げます。 

  国内経済においては、昨年１月に首都圏の４

都県に新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊

急事態宣言が再発令されて以降、全国各地で発

令と解除を繰り返し、飲食店や観光業界では今

なお不安が拭えない状況にあります。また、輸

入木材の供給不足によるウッドショックや半導

体不足により、建築業界や自動車・家電業界な

どでも打撃を受け、その影響は一般家庭にも及

んでおります。さらに、燃油価格の高騰がコロ

ナ禍から回復しつつある日本経済に大きな影響

を与えております。 

  こうした中、新型コロナウイルス感染症拡大

の影響で１年延期となった東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック、先月開催されました冬季

北京オリンピックでの日本勢の活躍は、多くの

国民と子供たちに夢と希望を与えてくれました。 

  県内においては、新型コロナウイルス感染症

拡大の第３波に見舞われた昨年３月、県独自の

緊急事態宣言が発出され、飲食店に時短要請が

出されました。そうした中、本市では飲食店や

ホテル・旅館業等に対し独自の支援を行ってま

いりました。 

  ８月に入ると各地域でクラスターによる感染

が急拡大し、県内全域で特別警戒レベル４まで

引き上げられましたが、その後は落ち着きを見

せ、夜の会食などの人数制限が緩和されると一

時飲食店等では活気を取り戻し始めました。し

かし、12月31日に県内でオミクロン株が初めて

確認されると年明け１月には感染が急拡大、２

月中旬からは本地域でも感染の広がりを見せ、

医療現場や地域経済、家庭生活は今なお大きな

不安に襲われています。 

  一方、コロナ禍においても昨年の県内の雇用

情勢は有効求人倍率が年間を通して上昇傾向に

あるなど、改善が見られました。本年１月の山

形労働局の発表によりますと、昨年の春、県内

で就職した高校生は16年ぶりに８割を超えたと

いうことで、高校生の目が都会から地元に向け

られたことは一つの光明でありました。 

  また、県立新庄病院の移転工事が本格化し、
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躯体の全体像が明らかになってまいりました。

同時に、周辺の環境整備も令和５年の開院に合

わせて準備が進められています。 

  東北中央自動車道は、村山本飯田、大石田村

山間が昨年12月11日に開通し、本年中に残りの

区間も開通が予定されており、福島県相馬市か

ら本市までの延長約200キロメートルが１本の

道でつながることとなります。 

  本市における新型コロナウイルスの感染状況

については、昨年４月上旬から８月上旬までは

一人も感染者が確認されませんでしたが、県内

での感染が拡大し始めた８月中旬に本市でも初

めてクラスターが発生し、10月中旬までの２か

月間で約100人が感染するなど、市民生活に大

きな影響を与えました。しかし、市民の皆様の

新しい生活様式の取組への協力により、市中感

染拡大を抑えることができました。大切な人を

守るためにも、引き続き市民の皆様一人一人が

新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めてい

ただきますよう御協力をお願いいたします。 

  一昨年、コロナ禍を受け、戦後初めて中止と

なった新庄まつりですが、昨年２年ぶりに開催

されました。特に祭り期間中は県内の特別警戒

レベルが「レベル４」に設定されたため、規模

を縮小し、感染症拡大防止対策を徹底した上で

の実施となりました。新庄まつりは、飢饉で疲

弊した領民を励まし、五穀豊穣を願うために行

われたのが起源とされており、コロナ禍で疲弊

した市民の皆様にとって改めて祭りの原点を振

り返るきっかけとなり、新庄まつりへの熱い思

いを感じることができました。 

  コロナ禍で暗い話題が多い中、本年１月19日

の夕方、しんじょう観光大使第１号である作家

の今村翔吾先生が「塞王の楯」で第166回直木

賞を受賞したというビッグニュースが舞い込ん

できました。今村先生は、東日本大震災の災害

ボランティアとして東北地方を訪れた際に、新

庄まつりの起源に触れ、新庄藩を舞台とした江

戸火消しの活躍を描いた時代小説「羽州ぼろ鳶

組」で作家デビューし、全国の読者を魅了して

おります。今村先生は「新庄は第二のふるさ

と」と言ってくださるほどの新庄のファンであ

り、今後のさらなる御活躍を期待しております。 

  昨年、令和４年から10年間の市土の利用計画

を定める第５次新庄市国土利用計画の策定を進

めてまいりましたが、これからの市土を見てみ

ますと、昨年８月の新庄警察署の移転に続き、

県立新庄病院の移転、県立高校の再編、さらに

最上広域消防本部の移転が予定されており、今

後数年間でまちの様相が大きく変化してまいり

ます。 

  また、新庄最上地域初の４年制大学である

（仮称）東北農林専門職大学の開学を令和６年

度に控えており、学術研究拠点としての発展も

期待されます。そのため、必要な手だてをしっ

かりと整えていかなければならないと感じてお

ります。 

  地域の活性化では、市内の高校生の取組が話

題を呼んでおります。最上地域の高校に通う生

徒でつくる地域開発チーム「ＷＡＴＳ（ワッ

ツ）」は、自主制作映画「想いよ届け」をこの

たび制作し、この３月に上映会を行うなど、動

画による地域の魅力発信に積極的に取り組んで

います。さらに、現役高校生が会社の執行役員

として経営に携わっている「フィエスタ」では

革製のカバンを開発し、ふるさと納税の返礼品

として採用されております。また、新庄東高等

学校の生徒の提案により「新庄蔵ぷりん」がオ

ープンし、新庄神室産業高等学校の生徒とコン

ビニ大手ローソンが共同開発した「まるでラ・

フランスみたいなパン」は、東北６県のローソ

ンで１か月間限定で販売されました。さらに、

ゆめりあに開設された鉄道ギャラリーにおいて

は、同校の生徒によるジオラマ制作が進められ

ており、２月26日には８市町村のうち新庄市分

のジオラマが完成しました。 
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  このように、地元の若者たちによる地元の活

性化への取組は、これからの若者の定住、起業

に向けた取組につながるものと期待しており、

本市といたしましても若者の定住に向けた取組

をこれまで以上に展開してまいります。 

  以上、本市を取り巻く社会情勢を踏まえなが

ら、令和４年度の市政運営の基本的な考え方に

ついて申し上げます。 

  私は、これまで「人行きかうまち」「人ふれ

あうまち」「人学びあえるまち」をまちづくり

の基本理念として掲げ、その実現に向けて経済

力、地域力、教育力を強化する施策を常に展開

してまいりました。これら３つの基本理念を結

び合わせた地域基盤力の向上により地域の魅力

を最大限に引き出し、元気で、人に優しく、希

望が持てる、誰もが安心して暮らせる共生社会

のまちづくりに向けて引き続き全力で取り組ん

でまいります。そして、新庄市障がいのある人

もない人も共に生きるまちづくり条例と昨年制

定された新庄市手話言語条例の下、さらに障が

い者に優しいまちづくりを推進してまいります。 

  また、新型コロナウイルス感染症拡大により

新しい生活様式が求められ、オンラインサービ

スやキャッシュレス決済の利用の増加などデジ

タル化の流れが急加速しております。 

  こうした社会背景を踏まえ、令和４年はデジ

タル化元年として、将来にわたって持続可能な

まちづくりを進めるために、デジタル技術の活

用方針を定めた新庄市デジタル化推進基本計画

に基づき、「市民サービスの向上」「行政の効率

化」「地域の活性化」の実現を３つの柱として

取り組んでまいります。 

  さらに、昨年から取り組んでいる「歴史的風

致を活かしたまちづくり」については、令和４

年度中に歴史的風致維持向上計画を策定し、国

の認定を目指してまいります。令和７年度は新

庄開府400年という記念の年を迎えます。本市

の歴史的価値を再構築することで、城下町新庄

の歴史や文化を後世に伝え、市民の誇りや郷土

愛のさらなる醸成を図ってまいります。 

  次に、市政運営の指針についてでありますが、

市民憲章にうたわれている「先人の築きあげた

伝統を重んじ、新庄市民であることに誇りをも

ち、愛する郷土を発展させる」ことを目指し、

新庄市総合計画と新庄市行財政改革大綱を基本

に据え、財政規律を重んじながら市政運営に取

り組んでまいります。 

  市政運営の根幹である第５次新庄市総合計画

では、成熟社会から文化創造の時代を迎えた今、

これまで以上に自分らしく豊かに暮らすことが

大切な時代になると捉えております。新庄市の

目指すべき将来像「住みよさをかたちに新庄

市」に向けて、市民一人一人が心の豊かさを実

感できるまちを目指して着実に計画を推進して

まいります。 

  この将来像を実現するために取り組むべきこ

とをまちづくりの分野ごとに、子育て、教育、

健康・福祉、産業、生活環境、都市基盤の６つ

に分けて柱立てし、これらの施策を効果的、効

率的に実施するため、シティプロモーションと

行政経営を横断的に展開してまいります。 

  また、まちづくりにおける重点課題と経営課

題の解決に向けた全庁的に取り組むべきプロジ

ェクトとして、「若者や子どもであふれるまち

プロジェクト」「市民が健康で元気なまちプロ

ジェクト」「持続可能で選ばれるまちプロジェ

クト」の３つを重点プロジェクトと位置づけ、

推進してまいります。あわせて、人口減少克服

と地方創生を目指す第２期新庄市総合戦略によ

り総合的な取組を推進してまいります。 

  次に、行財政改革でありますが、これからの

行政運営は、限られた行財政資源を活用しなが

ら、多様化、複雑化する行政課題へ柔軟に対応

し、市民ニーズに即した良好な行政サービスを

提供することで、市民満足度の高いまちづくり

を進めることがより一層求められております。 



- 34 - 

  第７次新庄市行財政改革大綱の３つの基本方

針「効果的・効率的な行政システムの推進」

「活力ある組織と人材の育成」「財政基盤の確

立」を基本として、市民サービスの向上と行財

政資源の確保に向け、取り組んでまいります。 

  次に、財政運営でありますが、これまで厳し

い財政状況に対応するため、地方債残高や利息

負担の軽減に努めるとともに、内部管理経費の

削減、投資的経費の抑制などに取り組んでまい

りました。 

  今後は、新型コロナウイルス感染症の影響な

どにも引き続き柔軟に対応しながらも、デジタ

ル化の推進など、時代の変化に伴う新たな市民

ニーズにも対応し、市政運営を停滞させること

なく適切に対応しなければなりません。今後の

人口減少を見据えながら、人口規模や歳入規模

に見合った適正な歳出規模とするコンパクトな

財政運営に努めてまいります。 

  次に、第５次新庄市総合計画に掲げる８つの

まちづくりの柱、市全体で取り組む３つの重点

プロジェクトに沿って、令和４年度の主要事業

の概要を申し上げます。 

  初めに、１つ目のまちづくりの柱「子育て子

どもの笑顔があふれるまち」ですが、母子保健

事業をより一層推進することで、妊娠・出産支

援の充実と子育て家庭に寄り添う支援の充実を

図ってまいります。また、子供たちが安全で充

実した保育環境の中で過ごせるよう、民間立保

育施設等の施設整備に関する費用の一部を補助

する民間立保育所等施設整備費補助金交付事業

を実施してまいります。老朽化した中部保育所

については、令和６年度の開所を目指し、新庄

城址最上公園内に整備を行ってまいります。 

  子育て世帯の負担軽減を図るため、本年４月

に小学校及び中学校等に入学する児童生徒に対

し小中学校等新入学祝い金支給事業を新たに実

施いたします。また、現在実施している多子世

帯保育料負担軽減・副食費負担軽減事業におい

ては、第１子・２子の年齢要件を撤廃いたしま

す。さらに、国民健康保険税においては、15歳

以下の子供がいる世帯を対象に、子供に係る均

等割額を全額軽減いたします。 

  このほか、発達上の困難を有する児童の保護

者や保育士などへの支援策であるペアレント・

プログラムなど、乳幼児期からの特別支援活動

事業のさらなる充実を図り、子育て世帯の不安

や負担が軽減され、地域の中で子供が健やかに

成長することを目指してまいります。 

  ２つ目のまちづくりの柱「教育いのち輝き学

びあうまち」では、社会を主体的に生き抜く力

を育む学校教育を推進していくこととしていま

す。ＧＩＧＡスクール構想の下、小中学生１人

１台の専用タブレットを活用したＩＣＴ教育を

推進するため、ＩＣＴ支援員を配置し、教員の

スキル向上、授業支援、研修などのサポートを

行い、児童生徒の情報活用能力の育成を図って

まいります。 

  また、特別支援教育体制の確立、強化のため

に、特別支援教育センターを設置し、特別支援

指導員を配置するとともに、個に応じた教育支

援、保護者理解につなげてまいります。 

  地域に根差した学校づくりを推進するために、

本市の特色ある小中一貫教育や地域と共にある

学校づくりを実践してまいります。 

  本年は、明倫学園のグラウンドなどの外構整

備に着手し、令和５年８月までの全工事完了を

目指してまいります。 

  生涯にわたる学習機会の提供や青少年教育、

家庭教育の推進、地域と学校との連携を推進す

るため、老朽化した八向地区公民館については、

令和３年度末で廃止となる本合海児童センター

に移転し、改修を行った上で本年10月の開館を

目指してまいります。 

  ３つ目のまちづくりの柱「健康・福祉健やか

でしあわせなまち」では、新型コロナウイルス

のワクチン接種について、変異株による感染が
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拡大している状況を受け、追加接種の前倒しを

決定いたしました。また、接種対象年齢が引き

下げられ、接種の開始時期もこの３月から予定

されていることから、医師会や関係機関と調整

し、接種を希望する方全員が迅速かつ安全に接

種が受けられるよう進めてまいります。 

  生活習慣病の早期発見と重症化予防のため、

特定健診や各種検診の受診率向上と保健指導を

充実させるとともに、市民自ら健康づくりを実

践していくことを目指し、引き続きかむてん健

康チャレンジ事業に取り組んでまいります。 

  地域社会で孤立せずに地域コミュニティーの

一員としての役割や生きがいを持って暮らすこ

とのできる地域福祉コミュニティーの形成を推

進し、多様化する支援ニーズに対して包括的な

相談体制の構築を図ってまいります。そのため、

令和５年度の支援体制構築を目指し、本年から

重層的支援体制整備について関係機関との協議

を進めてまいります。そして、地域全体で支え

合う共生社会の実現を目指してまいります。 

  高齢者が健康で生きがいを持ち、安心して暮

らすことができるとともに、必要とする介護支

援が受けられるよう高齢者福祉の推進に力を入

れてまいります。 

  また、障害者が社会参画しやすい環境整備や

日常生活を支える環境を整備し、障がい者に優

しいまちづくりに向け、障がい者福祉の推進を

図ってまいります。 

  ４つ目のまちづくりの柱「産業活力のあるま

ち」では、農業経営の持続的な発展を目指すた

め、収益性の高い農業の実践を目指し、果樹園

芸振興、畜産振興を柱として、意欲ある担い手

に対して支援することで農業産出額の拡大を目

指してまいります。 

  また、地域農業を支える担い手を育成、確保

するため、担い手総合支援対策事業として、新

規就農から農業経営の改善、発展まで一貫した

支援を充実してまいります。 

  農林環境の保全として、多面的機能支払事業

や林道振興行政事業による林道整備など、整備

と適正な維持管理に取り組むことで、農地や森

林が適正に管理され、多面的な機能が保たれる

よう努めてまいります。 

  新型コロナウイルス感染症拡大等の影響を受

ける事業者に対し、新たにキッチンカーなどを

活用した創業や事業拡大を支援することで、市

内事業者の販路拡大、経営力強化を図り、企業

の経営安定と創業しやすい環境の整備を目指し

てまいります。 

  安定的な雇用を促進していくために、人財育

成推進・確保対策協議会と連携し、働きやすい

職場環境づくりに向けた支援をすることで、市

内企業が就労先として選ばれるよう、特に若年

層の人材確保に向けた取組を強化してまいりま

す。また、雇用の場を確保するため、新たな工

業用地の整備について検討を進めてまいります。 

  コロナ禍での開催となった昨年の新庄まつり

ですが、感染症予防対策の徹底と新庄まつり実

行委員会の熱意で無事成功裏に終えることがで

きました。本年は通常開催できることを信じて

おります。また、令和７年度に新庄藩が開府

400年を迎えることを全国にアピールするため、

プレ事業として東京巣鴨に山車を派遣します。 

  さらに、このたび信金中央金庫から企業版ふ

るさと納税として寄附金を頂きました。この寄

附金を活用して、新庄開府400年に向けて城下

町新庄の歴史的資源を活用し、市内の観光周遊

促進に向けた事業に取り組んでまいります。 

  私の公約の一つである道の駅については、令

和７年度のオープンに向けて、エコロジーガー

デン周辺を国との一体型で整備することについ

て協議してまいります。 

  これまで検討されてきたインターチェンジ付

近の道の駅については、本市が事務局となる８

市町村による新たな組織で今後検討してまいり

ます。 
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  ５つ目のまちづくりの柱「生活環境安全・安

心で美しいまち」ですが、近年、局地的な集中

豪雨や地震などによる被害が全国的に発生して

おり、防災減災への関心が高まっております。

大規模自然災害から市民の生命と財産を守り、

安心した生活を実現するため、事前防災及び減

災等に向けた施策に取り組んでまいります。 

  また、行政として公助の充実を図りながら、

市民の自助、共助を主体とする自主防災組織の

育成と活動支援を行うため、自主防災組織育成

助成事業を継続してまいります。 

  高浸水地域に位置している畑地区は、令和２

年の豪雨災害により被災した数日間、飲料用水

の供給ができなくなるなど、災害時の安定した

供給が課題となっておりました。そこで、本年、

本合海地区から畑地区への送水を可能とするた

め、本合海地区配水管布設及び橋梁添架工事を

実施し、インフラにおける防災対策の充実を図

ってまいります。さらに、移動式の排水専用ポ

ンプを新たに２台配備し、本合海地区及び市内

の内水氾濫に対応できるよう防災体制の強化を

図ってまいります。 

  交通事故や犯罪が起きにくい環境が整備され、

市民が安全安心に暮らすことができるよう、交

通安全・防犯活動の推進に力を入れてまいりま

す。その中で、犯罪や事件の未然防止と発生し

た場合の二次被害を防止するために、本年は２

次整備事業として防犯カメラ８台を市内各所に

設置してまいります。 

  生活環境の保全を推進するために、自然環境

保全活動の推進や防犯灯のＬＥＤ化更新補助事

業を継続で行うことで、省エネルギー化やカー

ボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指し、

自然環境の保全に対する市民の意識醸成と良質

な生活環境が維持されるよう努めてまいります。 

  ６つ目のまちづくりの柱「都市基盤快適な暮

らしを支えるまち」では、道路網の充実を図る

ため、日常的なパトロールや地域からの要望に

よる市道の改修を行い、市道機能の保全に努め

るほか、道路橋梁の劣化状況を把握し、計画的

な維持修繕により長寿命化を図ることで、安全

な道路環境の整備を目指してまいります。 

  今シーズンも年末年始から大雪の日が続き、

１月のほとんどが除雪作業に追われる日々が続

きました。本市において克雪は長年の課題であ

り、その対策として、冬期間の安全な交通確保

と住民生活の維持を図るため、市道及び生活道

路の除排雪の強化に努めてまいります。また、

昨年好評だった小型除雪機等購入費補助金を継

続し、雪総合対策事業の強化を図り、克雪対策

の推進を図ってまいります。 

  令和２年度から見直しを進めてまいりました

都市計画道路について、今後、廃止区間を含む

路線について都市計画変更手続を進めてまいり

ます。また、機能的で住みやすい市街地形成を

目指すため、立地適正化計画に着手し、令和５

年度を目途に都市計画用途地域の見直し作業を

進めてまいります。その上で、緩やかな居住誘

導として、整備されたインフラを有効活用し、

空き地、空き家など市街地の空洞化解消に向け

て取り組んでまいります。 

  市営バスまちなか循環線につきましては、順

調に利用者数を伸ばし、徐々に市民に浸透して

いるものと感じております。今後も安心して利

用していただけるよう安全な運行に努めてまい

ります。 

  地域公共交通の課題の一つである公共交通空

白地域の解消に向けて、２つのモデル地域でデ

マンド型乗合タクシーの実証運行を実施いたし

ます。その他の地域につきましても、関係機関

と連携し、デマンド型乗合タクシーの導入に向

けて協議を進めてまいります。 

  人口減少社会においても安全安心な水道水を

安定供給するため、昨年10月、利用者の口径に

応じた口径別料金体系に見直しを行っておりま

す。また、本年は水道料金等の支払いにおいて
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コンビニ収納やスマートフォン収納を導入し、

利用者の利便性の向上を図ってまいります。 

  県立新庄病院の移転に伴い、配水本管から病

院までの管路を耐震化するため、金沢地区配水

管布設替え工事を行い、水道施設の計画的な整

備、更新に努めてまいります。 

  生活排水処理につきましては、本市の普及率

が県平均を下回っていることから、引き続き普

及率の向上を図り、生活排水の適正処理を目指

してまいります。 

  ７つ目のまちづくりの柱「シティプロモーシ

ョン選ばれるまち」では、市民が知りたいこと、

市が知らせたいことがしっかりと伝わる戦略的

な広報を推進し、本市の情報や魅力を広く市内

外に伝えることで、市政への関心や参加意欲が

高まり、本市への愛着や誇りが醸成されるよう、

「伝わる」情報発信の充実に努めてまいります。

その一つとして、スマートフォンに対応したデ

ザインにリニューアルした市公式ホームページ

とＬＩＮＥなどの多様な情報媒体による情報発

信を強化します。 

  移住交流に向けた支援の充実を図るため、昨

年12月に移住コーディネーターとして地域おこ

し協力隊員が着任しました。関係機関と連携し

ながら、仕事や住まいに関する情報の提供など、

移住促進のための情報発信の強化に取り組んで

まいります。 

  ８つ目のまちづくりの柱「行政経営将来にわ

たって持続可能なまち」では、地域課題を地域

と行政が連携して解決できる体制を整備するた

め、地域づくり活動を推進してまいります。効

果的、効率的な行財政運営を目指すため、第７

次新庄市行財政改革大綱や新庄市中期財政計画

などの個別計画に基づき、業務の効率化や健全

な財政運営に向け、取り組んでまいります。 

  私は、これまでインフラ整備といえば道路や

橋梁、上下水道などハード面が中心であったと

感じておりますが、現在の高速化する情報社会

においては情報インフラの整備が重要であると

考えております。そこで、デジタル技術をより

積極的に活用することで、市民サービスのさら

なる向上や業務の効率化に努めてまいります。 

  先行して昨年12月から、市民課、税務課など

の窓口で複数のＱＲコード決済に対応できる総

務省統一ＱＲ「ＪＰＱＲ」を県内で初めて導入

しました。これにより住民票などの手数料や施

設使用料の支払いがスマートフォンのアプリを

用いて決済できるようになりました。 

  また、市営バスまちなか循環線と土内線、芦

沢線では、冬期間の積雪状況により運行環境が

悪化し、慢性的な遅延が発生している状況にあ

りました。そのため、リアルタイムで運行状況

が確認できるバスロケーションシステムを昨年

11月から試験導入しており、本年４月からは本

格的に運用してまいります。 

  本年は、マイナンバーカードを利用すること

で、市役所に来なくとも全国で住民票等各種証

明書が取得できるようコンビニ交付の導入に向

け、準備を進めてまいります。 

  また、社会教育施設では、オンラインイベン

トやオンライン会議が開催できるよう、施設の

Ｗｉ－Ｆｉ環境を強化してまいります。 

  このほか、先月からは、市民課、会計課両窓

口において、来庁者のプライバシーの保護、窓

口の混雑緩和、スムーズな案内を行うため、整

理番号を表示し、音声案内をする広告付き番号

案内表示システムを民間企業との連携により導

入しております。 

  このように、市民サービスの向上を実現する

ためにデジタルトランスフォーメーションなど

を推進し、市民ニーズに合った質の高い行政サ

ービスの提供を目指してまいります。 

  また、今後の市庁舎建設に向けて庁舎建設基

金を設置し、将来予定される新庁舎建設のため、

本年から積み立ててまいります。その上で、新

庁舎建設に係る職員研修を実施し、訪れる誰も
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が利用しやすい庁舎となるよう研究してまいり

ます。 

  これら８つのまちづくりの柱の事業と併せ、

まちづくりにおける重点課題と経営課題の解決

に向け、３つの重点プロジェクトに全庁的に取

り組んでまいります。 

  １つ目の「若者や子どもであふれるまちプロ

ジェクト」では、若者の地元回帰の促進、子供

を産み育てたいと思える環境づくり、郷土愛の

醸成に向けた教育の推進に取り組むことで、若

者や子供であふれるまちを目指してまいります。 

  ２つ目の「市民が健康で元気なまちプロジェ

クト」では、健康増進に向けた支援と生きがい

創出、多様な活躍に向けた環境整備、介護予防

の推進に取り組むことで、市民が健康で元気な

まちを目指してまいります。 

  ３つ目の「持続可能で選ばれるまちプロジェ

クト」では、戦略的広報の推進、行財政改革の

推進、市民参画の推進に取り組むことで、持続

可能で選ばれるまちを目指してまいります。 

  新年度を迎えるに当たり、市政運営に関する

基本的な考え方と主要な事業についての概要を

申し上げました。 

  私は、就任以来、一貫して「元気とやさしさ

があふれるまちづくり」に取り組んでまいりま

した。近年は「障がい者にやさしいまちづく

り」を政策のキーワードに掲げ、そのために市

役所として何ができるのか、職員自身が自分の

職務において何ができるのかを常に考え行動す

るよう促してまいりました。その一つとして、

町なかの公衆トイレなどバリアフリー化を進め

ております。 

  また、新型コロナウイルス感染症拡大により

新しい生活様式が求められ、オンラインサービ

スやキャッシュレス決済の利用の増加などデジ

タル化の流れが急加速しており、暮らし方や働

き方も変化し、求められるまちの姿も変わって

きております。 

  こうした社会背景を踏まえ、将来にわたって

持続可能なまちづくりを進めるために、本年は

本市におけるデジタル化元年として、デジタル

技術の活用と情報インフラの強化を進めてまい

ります。 

  その上で、デジタル技術を利用できる人も利

用できない人も誰一人取り残されることのない

よう努め、新庄市ならではの住みよさを形にし

て、市民一人一人が心の豊かさを実感できるま

ちを目指していかなければなりません。そのた

めにも職員一人一人が高い意識を持ち、掲げた

目標に向けて全力で取り組むことで、本市の課

題を解決し、さらにＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）にも取り組むことで、全ての市民にとっ

て優しいまち、安心して暮らせる共生社会の実

現につなげてまいりたいと考えております。 

  最後に、市民の皆様の「役に立つ所」が市役

所であります。「まちは誰のもの」と常に自ら

に問いかけ、市民第一主義を引き続き意識しな

がら、市民の皆様にとって本当に住みやすく、

住んでよかったと思えるまちを目指し、そして

一日でも早いコロナ禍の終息を願い、職員一丸

となり市政運営に取り組んでいく決意を表明し、

令和４年度の施政方針といたします。 

  御清聴ありがとうございました。 

髙橋富美子議長 どうも御苦労さまでした。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時１１分 休憩 

     午前１１時２１分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議案７件一括上程 

 

 

髙橋富美子議長 日程第10議案第10号令和４年度
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新庄市一般会計予算から日程第16議案第16号令

和４年度新庄市下水道事業会計予算までの議案

７件を会議規則第35条の規定により一括議題に

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第10号令和４年度新庄市一般会計予算から

議案第16号令和４年度新庄市下水道事業会計予

算までの議案７件を一括議題とすることに決し

ました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第10号から議案第16号まで、

新庄市一般会計及び特別会計並びに水道事業会

計及び下水道事業会計の令和４年度当初予算に

ついて御説明申し上げます。 

  国は、令和４年度地方財政計画によれば、社

会保障関係費の増加が見込まれる中、地域社会

のデジタル化や公共施設の脱炭素化の推進、消

防・防災の一層の強化などにも取り組みながら、

地方が安定的な財政運営を行うために必要とな

る一般財源総額について、令和３年度の水準を

下回らないよう実質的に同水準を確保したとし

ております。 

  本市においては、公共施設の改修費用や社会

保障費の増大が見込まれるほか、明倫学園のグ

ラウンド・外構整備や中部保育所建設事業など、

引き続き多額の経費を要する見込みとなってお

ります。 

  また、新型コロナウイルス感染症対策につき

ましては、オミクロン株の急速な感染拡大によ

りいまだ終息の兆しが見えない中、低迷する経

済対策や感染予防対策としてのワクチン接種事

業をしっかりと進めていく一方で、一般財源の

総額については大きな伸びが見込めない状況と

なっております。 

  このような中ではありますが、市民の暮らし

に直結する課題、要望などに的確に対応し、第

５次新庄市総合計画に基づく事業を着実に推進

することを予算編成方針の根幹に据え、令和４

年度の当初予算を編成いたしました。 

  その結果、一般会計の予算総額は185億8,300

万円となり、前年度との比較では４億3,400万

円、率にして2.3％の減でありますが、昨年度

に引き続き大型の予算となっております。 

  このたびの大型の予算規模となった主な要因

といたしましては、先ほども申し上げましたが、

明倫学園のグラウンド及び外構の整備事業費や

新たに中部保育所の建設事業を計上したことな

どによるものであります。また、ふるさと納税

寄附金につきましても、今年度予算と同額の10

億円を計上したことから、これも予算規模を大

きくする要因となっております。 

  主な事業内容でありますが、行政サービスに

おけるデジタル化を推進する中において、住民

票などのコンビニ交付サービスを導入し、住民

サービスのさらなる向上と事務の効率化を図っ

てまいります。 

  子育て支援事業といたしまして、子育て家庭

の経済的負担を軽減するとともに、健やかに学

校生活を送るための一助として、小学校及び中

学校等に入学した児童の保護者に対し児童１人

当たり３万円の入学祝い金を支給することとい

たします。また、子供の教育・保育環境の充実

を目指し、新たな中部保育所の建設事業に着手

するとともに、民間立保育施設が施設整備を行

う場合、その費用の一部を助成してまいります。 

  新型コロナウイルスワクチン接種事業につき

ましては、引き続き18歳以上の方への追加接種

を行うとともに、５歳から11歳までの子供への

接種を実施し、発症と重症化の予防を図ってま

いります。 

  また、コロナ禍における新たな事業展開の支

援策といたしましては、市内の中小企業または

個人が、移動調理販売車両、いわゆるキッチン
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カーを導入して新たに事業展開をしようとする

場合に、これに補助金を交付して経営力の強化

と事業の再構築の支援を図ってまいります。 

  今年度に整備計画を策定したエコロジーガー

デン道の駅整備事業につきましては、令和７年

度のオープンに向け、引き続き測量等の業務を

進めるなど、事業を推進してまいります。 

  令和３年度、明倫学園が開校いたしましたが、

令和４年度はグラウンド及び建物周辺の外構工

事に着手し、令和５年８月までの完成を目指し

て取り組んでまいります。 

  今年度も昨年に続いて大変な豪雪となりまし

たが、雪に強いまちづくりをさらに推し進める

ため、金沢地区流雪溝用水導入事業に加え、今

年度着手した桧町地区の流雪溝整備事業も一層

推進していくこととしており、全体として安全

安心に暮らせる住みよい地域社会をつくってい

くことを基本とした予算としております。 

  以上、当初予算編成の概要について御説明申

し上げましたが、一般会計の詳細及び４特別会

計につきましては財政課長に、水道事業会計及

び下水道事業会計につきましては上下水道課長

に説明させますので、御審議いただき、御決定

くださいますようお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

   （荒澤精也財政課長登壇） 

荒澤精也財政課長 それでは、議案第10号令和４

年度一般会計予算案について御説明申し上げま

す。１ページをお開きください。 

  一般会計の予算総額は、第１条でございます

が、歳入歳出それぞれ185億8,300万円となり、

前年度比４億3,400万円、率にして2.3％の減と

なっております。 

  第２条及び第３条につきましては、後ほど説

明させていただきます。 

  第４条一時借入金につきましては、その最高

額を令和３年度と同額の15億円と定めますとと

もに、第５条におきまして人件費に係る歳出予

算の流用について定めております。 

  ２ページから６ページまでの第１表歳入歳出

予算につきましては、後ほど御確認いただきた

いと思います。 

  ７ページ、第２表債務負担行為につきまして

は、新たに債務負担行為を設定するものとして、

明倫学園建設事業につきましては期間を令和４

年度から５年度にかけて限度額を２億2,062万

円と設定し、旧矢作家住宅保存修理事業につき

ましても期間を令和４年度から５年度にかけて

実施し、限度額を5,330万円と設定するもので

ございます。 

  第３表地方債につきましては、令和４年度の

市債といたしまして保育所建設事業をはじめと

する14件となっております。総額につきまして

は臨時財政対策債を含めまして13億2,730万円

で前年度比５億240万円の減となっております。 

  それでは、９ページからの歳入歳出予算につ

いて御説明いたします。 

  歳入歳出ともに各款の予算額と前年度予算額

の比較につきましては９ページ及び10ページの

事項別明細書のとおりとなっておりますので、

各款の予算額につきましてはこちらを御参照い

ただきたいと思います。 

  まず初めに、11ページからの歳入について御

説明申し上げます。 

  １款市税ですが、款の合計額は43億4,310万

9,000円で前年度比4,218万3,000円の増でござ

います。個人市民税が1,472万7,000円の減、法

人市民税が6,859万7,000円の増、12ページの固

定資産税が家屋の増などにより1,829万円の増

となっております。 

  一方で、13ページ、市たばこ税につきまして

は売上げ本数見込みの減少により3,908万4,000

円の減となっております。 

  14ページ中段、２款地方譲与税から16ページ、

10款地方特例交付金までにつきましては、令和

３年度の決算見込み及び令和４年度の地方財政
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計画上での伸び率を勘案して計上しております。 

  続きまして、11款地方交付税につきましては、

地方財政計画の伸び率や事業費補正などを考慮

し、前年度比１億3,700万円増の46億7,200万円

と見込んでおります。 

  同じく16ページ下段からの13款分担金及び負

担金につきましては、前年度比1,109万6,000円

の増、17ページからの14款使用料及び手数料は

2,009万5,000円の減と見込んでおります。 

  続きまして、19ページ、15款国庫支出金は全

体で24億1,356万1,000円となり、前年度比１億

9,461万8,000円の減となっております。障害児

通所給付費等負担金や保育所等整備交付金が増

加した一方で、最も大きな減少要因といたしま

して明倫学園建設に係る負担金が大きく減少し

たものでございます。 

  続きまして、23ページからの16款県支出金に

つきましては、14億8,761万2,000円で前年度比

3,554万6,000円の減となっております。障害児

通所給付費等負担金や林業・木材産業成長産業

化促進対策交付金などが増加した一方で、畜産

所得向上支援事業費補助金や産地生産基盤パワ

ーアップ事業費補助金などの農林水産業費補助

金が大きく減少したものでございます。 

  続きまして、27ページに飛びまして、18款寄

附金でございますが、今年度のふるさと納税の

寄附実績を勘案しまして、令和３年度と同額の

10億円とするものでございます。 

  その下の19款繰入金につきましては、７億

1,672万6,000円で前年度比9,966万8,000円の増

となっておりますが、明倫学園、その他の大規

模建設事業や臨時的なソフト事業の財源としま

して、財政調整基金及び市有施設整備基金から

合わせて３億5,000万円を、またふるさと納税

寄附金を原資とするまちづくり応援基金から３

億2,000万円の繰入金を計上しております。 

  最後に、30ページ、22款市債につきましては、

13億2,730万円で前年度比５億240万円の減とな

りました。地方財政計画の減少率を考慮して臨

時財政対策債を大幅に引き下げたことが大きな

減少要因となっております。 

  続きまして、31ページからの歳出について御

説明いたします。 

  １款議会費は、１億8,021万2,000円で前年度

比433万8,000円、率にして2.4％の減となって

おります。 

  32ページからの２款総務費は、25億8,611万

3,000円となり、前年度比１億2,706万9,000円、

率にして5.2％の増となっております。１項１

目一般管理費には令和３年度退職者と令和４年

度新規採用者との差額分や会計間の異動に伴う

職員給与費をここで措置しておりますが、１目

全体で308万6,000円の増となっております。 

  なお、一般会計全体における人件費は前年度

比3,348万8,000円の増となっております。特別

職及び一般職の給与費につきましては120ペー

ジ以降の給与費明細書に記載しておりますので、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

  続いて、７目企画費の37ページ、下段でござ

いますが、ふるさと納税事業費については前年

同様10億円の寄附金を見込みまして予算計上し

てございます。 

  また、38ページ中段の地域づくり支援事業費

のうち区長報酬につきましては、これまでの謝

金から改正して計上してございます。 

  39ページの歴史的風致を生かしたまちづくり

事業費につきましては、歴史的風致維持向上計

画の認定に向け、必要な費用を計上しておりま

す。 

  41ページからの11目市民生活対策費につきま

しては、めくっていただきまして42ページ上段

になりますが、防犯カメラの新設工事費を計上

してございますが、令和４年度及び令和５年度

の２か年で街頭に防犯カメラを設置しまして、

安全安心な地域づくりに取り組んでまいります。

その下の地域公共交通対策費につきましては、
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公共交通空白地域の解消に向けたデマンド型乗

合タクシー運行事業費を新たに計上してござい

ます。 

  46ページの３項戸籍住民基本台帳費には、行

政サービスのデジタル化を推進する中で住民サ

ービスの利便性をさらに高めるため、住民票や

戸籍等の諸証明をコンビニ等で取得できるシス

テム導入のための費用を計上しております。 

  47ページからの４項選挙費につきましては、

令和４年度執行予定の参議院議員選挙に係る経

費及び令和５年度執行予定の県議会議員選挙に

係る準備経費等を計上してございます。 

  51ページからの３款民生費は、61億1,388万

1,000円で前年度比２億5,374万5,000円、率に

して4.3％の増となっております。 

  54ページの４目障害者自立支援費のうち介護

給付費訓練等給付費が前年度より１億556万

4,000円増の９億6,191万3,000円となっており

ます。 

  また、55ページの５目老人福祉費には前年度

に引き続き地域福祉基金積立金2,000万4,000円

を計上し、その下の６目介護保険費には介護保

険事業特別会計への繰出金５億3,966万9,000円

を計上しております。 

  １項社会福祉費全体では１億2,680万6,000円

の増となっております。 

  続きまして、２項児童福祉費の主な事業とい

たしまして、56ページ中段でございますが、小

中学校等新入学祝い金1,530万円でございます

が、子育て家庭の経済的負担を軽減するととも

に、健やかに学校生活を送るための一助として、

小学校及び中学校等に入学した児童１人当たり

３万円の入学祝い金を新たに支給するものでご

ざいます。 

  また、58ページ中段の公立保育所施設整備事

業費には新たな中部保育所の建設事業に要する

経費を計上するとともに、59ページになります

が、民間立保育所施設が施設整備を行う場合に

その費用の一部を助成いたします民間立保育所

等施設整備費補助金を新たに制度化するもので

ございます。 

  59ページの２目児童母子措置費が前年度比

2,849万7,000円の減となっておりますが、児童

手当及び児童扶養手当給付費の減が主な要因と

なっております。 

  ２項児童福祉費全体では前年度比１億1,341

万6,000円の増となっており、児童福祉の全体

にわたり子育て支援の様々な施策展開に資する

予算を編成しております。 

  63ページからの４款衛生費は、12億914万

1,000円で前年度比2,635万2,000円、率にして

2.1％の減でございます。 

  １目保健衛生総務費では、64ページ下段の新

型コロナウイルスワクチン接種事業費につきま

して、今年度に引き続き18歳以上の方への追加

接種及び５歳から11歳までの子供へのワクチン

接種に取り組むための費用8,041万2,000円を計

上してございます。 

  67ページの６目環境衛生費でございますが、

前年度比842万3,000円の減となっておりますの

は、横町の公衆トイレの改修工事費の減少が主

な要因となってございます。 

  続きまして、69ページ、２項清掃費のうち２

目塵芥処理費でございますが、前年度比1,308

万3,000円の減となっておりますのは、最上広

域分担金の減が主な要因となってございます。 

  続きまして、70ページ、５款労働費につきま

しては、2,014万2,000円で前年度とほぼ同額と

なっておりますが、勤労者生活安定資金預託金

2,000万円が主な内容となっております。 

  71ページからの６款農林水産業費は、８億

2,620万5,000円で前年度比１億451万2,000円、

率にして11.2％の減となっております。 

  72ページ、１項３目農業振興費が前年度比

9,353万4,000円の減となっておりますが、産地

生産基盤パワーアップ事業費補助金の減などが
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主な要因となってございます。 

  また、73ページの上段でございますが、コロ

ナ禍により今年度も延期となりました全国ねぎ

サミット実行委員会への負担金720万円を改め

て計上してございます。 

  74ページ、４目畜産業費は、前年度比4,773

万6,000円の減となっておりますが、畜産所得

向上支援事業費補助金の減が主な要因となって

おります。 

  また、５目農地費の土地改良事業費の減につ

きましては、平成５年度から債務負担行為を設

定して支出しておりました新庄農業水利事業農

家負担軽減対策助成金が今年度をもって終了し

たものでございます。 

  78ページ、２項１目林業振興費が前年度比

3,944万9,000円の増となっておりますが、これ

につきましては林業・木材産業成長産業化促進

対策交付金の増が主な要因となっております。 

  79ページからの７款商工費は、11億9,751万

9,000円で前年度比２億4,643万9,000円、率に

して17.1％の減となってございます。 

  まず１項２目商工振興費でございますが、81

ページの上段に移動調理販売車両等導入支援事

業費補助金600万円を新たに計上しております。

これは、新型コロナウイルス感染症拡大の影響

により経営に多大な影響を受けている市内の中

小企業または個人が、移動調理販売車両、いわ

ゆるキッチンカーを導入して新たな事業展開を

しようとする場合に、これに補助金を交付して

支援するものでございます。 

  その下の３目観光費につきましては、前年度

比1,131万3,000円の増となっておりますが、新

庄開府400年記念事業のプレ事業として東京巣

鴨への山車の派遣を行うため、事業費1,571万

8,000円の予算を新たに計上してございます。 

  86ページの新型コロナウイルス対策費につき

ましては、令和４年度予算をゼロとし、１億

9,012万円の減となってございます。この分が

商工費の全体予算の主な減少要因となっており

ますが、今年度実施いたしましたやまがたGo 

To Eatキャンペーン登録事業者応援給付金や地

域経済活性化商品券発行事業費が減少したこと

によるものでございます。 

  本市のコロナ禍における今後の経済対策につ

きましては、感染症拡大が地域に与える影響等

を随時把握しながら、補正予算により的確かつ

効果的に実施していきたいと考えております。 

  86ページからの８款土木費は、19億1,879万

5,000円で547万1,000円、率にして0.3％の増と

いうことで、ほぼ前年同程度となってございま

す。 

  初めに、89ページ、２項３目道路新設改良費

は3,684万1,000円の増となっておりますが、角

沢松本線及び一本柳檜葉沢線の事業費がそれぞ

れ増加したものでございます。 

  90ページ、４項１目都市計画総務費は3,036

万8,000円の増となっておりますが、道の駅整

備事業の測量業務委託料等の経費のほか、住宅

リフォーム総合支援事業費補助金につきまして、

県の補助金に市の単費を追加しまして前年度よ

り1,870万円増の4,220万円を計上しております。 

  続いて、91ページからの５項１目住宅管理費

につきましては、前年度比１億205万9,000円の

減となっておりますが、公営住宅改善事業とし

て小桧室団地の屋根改修工事費や定住促進住宅

３号棟の外壁改修工事等の減によるものでござ

います。 

  93ページ、６項１目除排雪費につきましては、

道路に係る除排雪業務委託料と除排雪車借上料

合わせて３億3,600万円を計上しております。 

  また、94ページ、２目雪総合対策費におきま

しては、流雪溝整備事業などに係る経費として

総額１億7,114万9,000円を計上し、雪に強い安

全で快適なまちづくりをさらに推進してまいり

ます。 

  95ページ、９款消防費は６億8,160万9,000円



- 44 - 

で前年度比79万7,000円、率にして0.1％の増で、

こちらもほぼ前年同程度となってございます。 

  まず１項２目非常備消防費が前年度比2,426

万1,000円の減となっておりますが、消防団員

の活動服分の備品購入費が減少したものでござ

います。その他の内容といたしましては、96ペ

ージ、３目消防施設費におきまして、前年度に

引き続き老朽化している小型動力ポンプ積載車

及び小型動力ポンプの更新費用に係る経費を計

上し、97ページ、５目災害対策費におきまして

は水害時の排水ポンプを新たに整備する備品購

入費を計上してございます。 

  98ページからの10款教育費は、23億1,115万

円で前年度比４億6,946万4,000円、率にして

16.9％の減となりました。 

  １項２目事務局費が734万1,000円の増となっ

ておりますが、これにつきましてはスクールバ

スの更新に係る予算が増加したものでございま

す。 

  102ページ、２項１目小学校管理費につきま

しては、4,285万3,000円の増となっております

が、光熱水費や修繕料の増加に加えまして、日

新小学校のプール解体に係る工事費を計上して

ございます。 

  104ページ、３項１目中学校管理費につきま

しては、2,234万4,000円の増となっております

が、日新中学校テニスコートの改修に係る工事

費を計上してございます。 

  106ページ、４項１目義務教育学校費につき

ましては、3,038万8,000円の増となっておりま

すが、萩野学園の教科教室等におけるエアコン

設置に要する設計及び工事請負費を計上してご

ざいます。 

  108ページ、４項４目学校建設費につきまし

ては、６億9,748万6,000円を計上しております

が、今年度の体育館等の建設に引き続きグラウ

ンド及び建物周辺の外構工事に係る費用を計上

するものでございます。 

  続きまして、108ページからの５項社会教育

費について御説明申し上げます。 

  初めに、110ページ、２目市民プラザ費の減

少につきましては、エレベーター改修工事費の

減によるものでございます。また、３目公民館

費の増につきましては、八向地区公民館の改修

工事費による増でございます。 

  続いて、112ページ、６目文化財保護費が

1,890万5,000円の減となっておりますが、新庄

藩主戸沢家墓所の保存修理が完了したことによ

り減少するものでございます。 

  113ページの７目旧矢作家住宅管理費につき

ましては、保存修理に係る工事請負費を計上す

るものでございます。 

  同じく113ページ、８目ふるさと歴史センタ

ー費でございますが、今年度に引き続き空調設

備改修に係る工事請負費4,849万6,000円を計上

してございます。 

  117ページ、12目体育施設費につきましては、

前年度比2,863万7,000円の増となっております

が、修繕費が減少した一方で、体育館進入路、

融雪設備改修工事費等の工事請負費や移動式電

動バスケットゴールなどの備品購入費を計上し

たことにより増となってございます。 

  続きまして、119ページ、12款公債費は、15

億1,822万7,000円で前年度比3,409万4,000円、

率にして2.3％の増となっております。 

  ここまでが一般会計歳出の説明でございます。 

髙橋富美子議長 説明の途中でありますが、ただ

いまから１時まで休憩いたします。 

 

     午前１１時５６分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

  財政課長荒澤精也さん。 

   （荒澤精也財政課長登壇） 

荒澤精也財政課長 引き続き、特別会計について
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御説明いたします。 

  137ページをお開きください。 

  議案第11号国民健康保険事業特別会計予算案

でございますが、歳入歳出予算額は31億5,076

万1,000円で前年度比5,445万9,000円、率にし

て1.8％の増となっております。 

  第２条一時借入金の限度額は１億円と定め、

歳出予算の流用は第３条の規定のとおり保険給

付費に限定するものでございます。 

  143ページからの歳入を御覧ください。 

  １款国民健康保険税は、５億7,041万3,000円

を計上し、前年度比8,656万1,000円の減となっ

ております。 

  144ページ、３款県支出金の保険給付費等交

付金につきましては、22億6,637万1,000円で前

年度比7,075万8,000円の増となっております。 

  ５款繰入金につきましては、一般会計繰入金

が２億868万5,000円で前年度比1,896万9,000円

の減となっております。 

  歳出につきましては、148ページからの２款

保険給付費でございますが、22億3,542万9,000

円となり、前年度比6,601万3,000円の増となっ

ております。 

  また、150ページの３款国民健康保険事業費

納付金につきましては、県への納付金として計

８億3,058万円を計上しておりますが、前年度

比1,924万7,000円の減となっております。 

  続きまして、157ページ、議案第12号交通災

害共済事業特別会計予算案につきましては、歳

入歳出予算額は408万7,000円で前年度比158万

5,000円、率にして27.9％の減となります。 

  歳入歳出の明細につきましては、160ページ

及び161ページに記載しておりますが、内容と

いたしましてはほぼ前年度と同様となってござ

います。 

  次に、163ページ、議案第13号介護保険事業

特別会計予算案でございますが、歳入歳出予算

額は37億9,304万3,000円で前年度比620万円、

率にして0.2％の微増となっております。 

  第２条歳出予算の流用につきましては、国保

会計と同様に保険給付費内に限定するものでご

ざいます。 

  169ページからの歳入につきまして、１款保

険料は７億8,060万5,000円で前年度比127万

3,000円の減となってございます。 

  ４款国庫支出金につきましては、１項、２項

合わせまして９億1,956万3,000円で前年度比

556万5,000円の増、さらに170ページ、５款支

払基金交付金も419万7,000円の増となっており

ます。 

  また、歳出につきましては、175ページから

の２款保険給付費におきまして各サービス等給

付費の合計が35億5,237万9,000円となり、前年

度比1,273万9,000円の増となっております。 

  最後に、187ページ、議案第14号後期高齢者

医療事業特別会計予算案でございますが、歳入

歳出予算額は４億9,745万5,000円で前年度比

4,727万8,000円、率にして10.5％の増となって

おります。 

  192ページの歳入につきまして、１款保険料

及び３款繰入金ともに増加しておりますが、

195ページ、歳出の３款後期高齢者医療広域連

合納付金を4,463万6,000円の増と見込んだため、

これに相応して歳入も増となるものでございま

す。 

  以上で令和４年度の一般会計及び特別会計予

算案の説明を終わらせていただきます。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 上下水道課長矢作宏幸さん。 

   （矢作宏幸上下水道課長登壇） 

矢作宏幸上下水道課長 私からは、議案第15号令

和４年度新庄市水道事業会計予算及び議案第16

号令和４年度新庄市下水道事業会計予算につき

まして、別冊の令和４年度新庄市上下水道事業

予算書により御説明申し上げます。 
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  予算書１ページを御覧ください。 

  議案第15号令和４年度新庄市水道事業会計予

算でございます。 

  水道事業会計につきましては、人口減少など

に伴い、給水収益の減少傾向が続く厳しい経営

状況ではございますが、災害時においても安定

した水道水の供給が行えるよう、本合海地区の

緊急時用連絡管整備事業を実施するなど、平成

28年度以降では最大となる建設改良事業費を計

上し、将来にわたり安全安心な水道水を供給し

ていくための予算を編成いたしました。 

  第１条令和４年度新庄市水道事業会計予算は

次に定めるところによります。 

  第２条業務の予定量は次のとおりといたしま

す。給水件数は１万4,333件、年間総給水量は

372万6,000立方メートル、１日平均給水量は１

万208立方メートル、主要な事業として建設改

良事業費５億4,978万8,000円でございます。 

  続きまして、第３条収益的収入及び支出の予

定額でございます。収入の第１款水道事業収益

は10億9,587万4,000円を見込んでおり、支出の

第１款水道事業費用は10億5,510万1,000円を見

込んでおります。 

  続きまして、第４条資本的収入及び支出の予

定額でございます。２ページを御覧ください。 

  収入の第１款資本的収入は１億4,103万9,000

円を見込んでおり、支出の第１款資本的支出で

は７億8,380万5,000円を見込んでおります。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する６億4,276万6,000円は、過年度損益勘定

留保資金等で補塡してまいります。 

  第５条予定支出の各項の経費の金額を流用す

ることのできる場合は、営業費用と営業外費用

との間とします。 

  第６条議会の議決を経なければ流用すること

できない経費として職員給与費の5,258万6,000

円、交際費の１万円とします。 

  第７条他会計からの補助金として、統合水道

利子償還等のため、一般会計から水道事業会計

へ補助を受ける金額は416万8,000円とします。 

  第８条棚卸資産の購入限度額は865万円とし

ます。 

  次に、予算に関する説明書について御説明い

たします。 

  記載しております内容としましては、３ペー

ジからの予算実施計画、10ページには令和４年

度の現金の流れを示した予定キャッシュフロー

計算書、11ページからは給与費明細書、14ペー

ジ以降には予定貸借対照表、予定損益計算書、

重要な会計方針等を定めた注記を記載しており

ますので、御覧いただきたいと思います。 

  以上、議案第15号令和４年度新庄市水道事業

会計予算について御説明申し上げました。 

  続きまして、予算書20ページを御覧ください。 

  議案第16号令和４年度新庄市下水道事業会計

予算でございます。 

  下水道事業会計につきましては、快適な生活

環境の改善と公共用水域の水質保全を推進して

いくため、汚水管渠整備区域の拡大や、懸案で

ありました準用河川矢目田川の溢水を防止する

ため、雨水幹線を整備し、豪雨時の浸水対策を

図っていく予算としております。 

  第１条令和４年度新庄市下水道事業会計予算

は次に定めるところによります。 

  第２条業務の予定量は次のとおりといたしま

す。公共下水道事業につきましては、接続戸数

は8,013件、年間総排水量は234万2,785立方メ

ートル、１日平均排水量は6,419立方メートル、

主要な事業として建設改良事業費２億7,204万

円でございます。農業集落排水事業につきまし

ては、接続戸数は485件、年間総排水量は29万

1,718立方メートル、１日平均排水量は799立方

メートルでございます。 

  続きまして、第３条収益的収入及び支出の予

定額でございます。公共下水道事業の収入第１

款下水道事業収益は８億9,337万8,000円を見込
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んでおり、農業集落排水事業の収入第１款下水

道事業収益は8,512万9,000円を見込んでおりま

す。 

  21ページを御覧ください。 

  公共下水道事業の支出第１款下水道事業費用

は８億7,381万7,000円を見込んでおり、農業集

落排水事業の支出第１款下水道事業費用では

8,655万9,000円を見込んでおります。 

  続きまして、第４条資本的収入及び支出の予

定額でございます。公共下水道事業の収入第１

款資本的収入は５億8,744万9,000円を見込んで

おり、農業集落排水事業の収入第１款資本的収

入では2,541万9,000円を見込んでおります。 

  22ページを御覧ください。 

  公共下水道事業の支出第１款資本的支出は８

億4,905万9,000円を見込んでおり、農業集落排

水事業の支出第１款資本的支出では3,732万

7,000円を見込んでおります。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する２億7,351万8,000円は、当年度損益勘定

留保資金等で補塡してまいります。 

  第５条水洗便所改造等資金利子補給について

は、令和５年度から令和９年度までの期間で融

資総額300万円の融資残高に対し年1.2％以内の

割合で計算した額を限度額といたします。 

  第６条は公共下水道事業の企業債について記

載しております。 

  第７条一時借入金の限度額は５億円とします。 

  第８条予定支出の各項の経費の金額を流用す

ることのできる場合は、営業費用と営業外費用

との間とします。 

  23ページを御覧ください。 

  第９条議会の議決を経なければ流用すること

のできない経費として、職員給与費の6,442万

9,000円とします。 

  第10条他会計からの補助金として、総務省基

準に基づく繰入金など一般会計から下水道事業

会計へ補助を受ける金額は２億9,248万7,000円

とします。 

  次に、予算に関する説明書について御説明い

たします。 

  24ページからの予算実施計画、34、35ページ

には令和４年度の現金の流れを示した予定キャ

ッシュフロー計算書を記載してございます。36

ページから38ページには給与費明細書、39ペー

ジには債務負担行為に関する調書、41ページ以

降には予定貸借対照表、予定損益計算書、重要

な会計方針等を定めた注記を記載しております

ので、御覧いただきたいと思います。 

  以上、議案第16号令和４年度新庄市下水道事

業会計予算について御説明申し上げました。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願いいたします。 

 

 

日程第１７予算特別委員会の設置 

 

 

髙橋富美子議長 日程第17予算特別委員会の設置

を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第10号令和４年度新庄市一般会計予算か

ら議案第16号令和４年度新庄市下水道事業会計

予算までの令和４年度の各予算を審査するため、

委員会条例第６条第１項の規定により予算特別

委員会を設置したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

予算特別委員会を設置することに決しました。 

 

 

予算特別委員会委員の選任 

 

 

髙橋富美子議長 これより、ただいま設置されま
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した予算特別委員会委員の選任を行います。 

  お諮りいたします。 

  予算特別委員会委員の選任につきましては、

委員会条例第８条第１項の規定により、議長に

おいて全議員を指名したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

全議員を予算特別委員会の委員に選任すること

に決しました。 

  なお、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本日の本会議終了後、この議場において予

算特別委員会を開催し、委員長の互選を行って

いただきますので、御参集方よろしくお願いい

たします。 

 

 

議案８件一括上程 

 

 

髙橋富美子議長 日程第18議案第19号新庄市職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例についてから日程第25議案第26号新庄市中小

企業緊急災害等対策利子補給基金条例の一部を

改正する条例についてまでの議案８件を会議規

則第35条の規定により一括議題にしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第19号新庄市職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例についてから議案第26

号新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金

条例の一部を改正する条例についてまでの議案

８件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第19号新庄市職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例について

御説明申し上げます。 

  令和３年６月に、育児休業、介護休業等育児

または家族介護を行う労働者の福祉に関する法

律が一部改正されたことに伴い、本市の職員の

勤務時間、休暇、その他の勤務条件についても、

妊娠、出産、育児などと仕事の両立支援につい

ての措置を講じていくこととしており、本案は

そのうち非常勤職員につきまして育児休業等の

取得要件を緩和するとともに、育児休業等を取

得可能な職員の区分や、育児休業等を取得しや

すい勤務環境を整備するために、市が講じる措

置を明文化するため、必要な改正を行うもので

あります。 

  主な改正の内容といたしましては、現行では

子が１歳に達するまでとしている非常勤職員の

育児休業期間を原則１歳６か月間まで、特別な

事情がある場合には最長２歳まで延長できるこ

ととするものであります。 

  また、妊娠、出産等を申し出た職員に対する

休暇制度の周知や面談・相談体制の整備など、

職員が育児休業を取得しやすい勤務環境の整備

として市が講じる措置について規定するもので

あります。 

  施行日は令和４年４月１日といたします。 

  次に、議案第20号新庄市個人情報保護条例の

一部を改正する条例について御説明申し上げま

す。 

  本案は、令和３年５月に公布されたデジタル

社会の形成を図るための関係法律の整備に関す

る法律の施行により、令和４年４月１日付で行

政機関の保有する個人情報の保護に関する法律

が廃止されることに伴い、新庄市個人情報保護

条例において同法の規定を引用している部分に

つきまして、必要な規定の整備を行うものであ

ります。 

  施行日は令和４年４月１日といたします。 

  次に、議案第21号新庄市庁舎建設基金条例に
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ついて御説明申し上げます。 

  本市の庁舎は、昭和30年に建設してから66年

が経過しており、平成28年に耐震補強工事を行

ったものの、建物の老朽化が進んでおります。

また、近年は防災拠点としての庁舎の重要性が

高まっていることや、執務スペースの不足、エ

レベーターの設置などバリアフリー化といった

課題に対応するためにも新しい庁舎の必要性が

増しております。 

  新庁舎の建設につきましては多額の事業費が

必要となることから、その財源を確保するため、

新たに基金条例を規定するものであります。 

  施行日は令和４年４月１日といたします。 

  次に、議案第22号新庄市公民館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例について御

説明申し上げます。 

  本案は、令和３年度末をもって廃止する新庄

市本合海児童センターの施設を活用し、新庄市

八向地区公民館を移転するため、必要な改正を

行うものであります。 

  主な改正の内容といたしましては、移転後に

おける新庄市八向地区公民館の位置を現在の本

合海児童センターの所在地である新庄市大字本

合海185番地とし、移転に伴い変更が生じる施

設、設備の使用料について、本市の使用料見直

しに関するガイドラインに基づき設定するもの

であります。 

  なお、児童センターの廃止後は地区公民館と

して使用するに当たり、施設の改修が必要であ

ることから、施行日につきましては使用開始に

合わせて規則で定めることといたします。 

  次に、議案第23号新庄市北辰屋内運動場の管

理を行わせる指定管理者の指定について御説明

申し上げます。 

  本案は、令和４年４月１日から設置する新庄

市北辰屋内運動場の管理を行わせる指定管理者

を指定するため、議会の議決を求めるものであ

ります。 

  指定管理者の候補の選定に当たり、公募を行

ったところ、一般財団法人新庄市体育協会１団

体から応募がございました。市民から選出され

た委員を含む指定管理者候補選定委員会におい

て、新たに設置する北辰屋内運動場の設置理念

及び特性を理解していることや、これまでの体

育施設の運営実績、人材育成への取組などが高

く評価され、一般財団法人新庄市体育協会が指

定管理者候補に選定されました。 

  指定の期間につきましては、令和４年４月１

日から令和８年３月31日までの４年間とするも

のであります。 

  次に、議案第24号新庄市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する

条例の一部を改正する条例について御説明申し

上げます。 

  本市の特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の利用者負担額につきましては、県にお

いて保育料無償化に向けた段階的負担軽減事業

が令和３年９月から実施されたことを受け、本

市においても年収470万円未満の世帯に係る利

用者負担額について２分の１を軽減する措置を

実施しております。現在、この軽減措置は保護

者等に対する補助事業として実施をしておりま

すが、令和４年度におきましては条例の規定に

よる利用者負担額に関する特例を設け、補助の

申請などの手続を不要とするとともに経済的な

負担を軽減するため、本案を提案するものであ

ります。 

  改正の内容といたしましては、令和５年３月

31日までの間において県事業の対象となる年収

470万円未満の世帯の利用者負担額を半額とす

る特例を附則に追加するものであります。 

  施行日は令和４年４月１日といたします。 

  なお、この軽減措置は県の事業を財源とする

ものでありますので、条例上の特例の期限は単

年度とし、国及び県の動向を見極めながら、必

要に応じ特例の期限を延長していくことといた
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します。 

  次に、議案第25号新庄市国民健康保険条例の

一部を改正する条例について御説明申し上げま

す。 

  令和３年９月に全世代対応型の社会保障制度

を構築するための健康保険法等の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係法令の整備などに関す

る政令が公布され、国民健康保険法施行例の一

部が改正されました。この改正により、未就学

児に係る国民健康保険税の被保険者均等割額の

５割を減額する制度が新設されたことから、本

市の国民健康保険条例について必要な改正を行

うものであります。 

  また、昨年度より本市の国民健康保険運営協

議会において、子育て世代の経済的負担を考慮

し、子供に係る被保険者均等割額の軽減につい

て重ねて御審議いただき、昨年11月に答申を受

けました。本市においては、答申を踏まえ、国

制度における未就学児に係る被保険者均等割額

の減額措置に加え、対象年齢及び減額幅を拡充

し、15歳以下の子供に係る被保険者均等割額の

全額を減額するため、必要な改正を併せて行う

ものであります。 

  施行日は令和４年４月１日といたします。 

  次に、議案第26号新庄市中小企業緊急災害等

対策利子補給基金条例の一部を改正する条例に

ついて御説明申し上げます。 

  現在、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り経営に支障が生じた市内の中小企業者を支援

するため、基金を設置し、中小企業に資金を貸

し付ける金融機関に対する利子補給事業を行っ

ておりますが、借り受けた資金について返済期

間などの条件変更を行った中小企業者に対し直

接利子補強を行う必要が生じたため、必要な改

正を行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、この基金を活

用し利子補給を行う対象として当該資金を借り

受けた中小企業者を追加するものであります。 

  施行日は公布の日といたします。 

  以上、御審議いただき、御決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 これより、ただいま説明のあり

ました議案８件について総括質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 私は、議案第23号に関

して質問します。この案件に関しては後ほど常

任委員会に付託され、慎重な審査をされるもの

と思いますが、基本的な考え方を整理したいと

思いましたので質問させてください。 

  北辰の体育館をどうするんだということで、

今ほぼ完成が見えてきている現明倫学園施設一

体型の校舎建設の進み具合と関わって、北辰の

跡地をどうするんだという議論は、我々同僚議

員からもこれまで一般質問、それから予算委員

会等で質疑があったところです。 

  今年度11月だったと思いますが、全員協議会

で基本的な市の考え方をお示しいただいたと。

あわせて、去る12月定例会でありますが、市有

の体育施設への位置づけ、それから利用料金等

管理に関わる条例を我々は既に可決しておりま

すので、180度違った質問はいたしませんが、

背景として、明倫学園の建設に伴い、そこに通

っていらっしゃる児童生徒の皆さんが体育の授

業に弊害があるということで、東山体育館等も

ございますが、それでカバーできない部分の体

育館代替という位置づけ、それから11月の全協

でも申し上げたかもしれませんが、現在、残念

ながらスポーツに関わる子供たちがどんどん減

っていく中で、スポーツに関わる機会の創出と

いうこと、それからもう一つなんですが、市有

施設、行政財産として残したとしても管理運営

は誰がするんだということで、私の想像の中で

は、地元の有志の方々が名乗りを上げて、地元

に残っている市の施設を有効活用するものかな
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と推察しておりました。 

  今回お示しいただいたところは、先ほど市長

の報告にもあったように、体育協会一つだけが

今回名乗りを上げたということです。 

  そもそも、地元の皆様が例えば組織化して、

本来であれば管理してくれれば私はいいかなと

思ったんですが、その辺、体育協会一つしか名

乗りを上げてもらえなかったと。その件に関し

て、原課ではどのように捉えていらっしゃるの

かお伺いいたします。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

髙橋富美子議長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 指定管理の議案で市長か

ら説明させていただいたとおり、あくまで公募

させていただいた上で、その応募団体が新庄市

体育協会だけであったと。体育協会においては、

一般の市民の方々から選定委員会を経て候補者

としてふさわしいということで、今回、条例化

とも議会に上程させていただいているところで

ございます。 

  結果的には地域の方々が組織化なりしていた

だいてここを指定管理者として管理していくと

いうことでは手を挙げていただいておりません

ので、そういうことはできなかったのかなと思

っているところでございますけれども、結果的

に地域の方々からはそういう指定管理者として

の応募はございませんでしたけれども、地域の

方々からは、母校ということで、地域、施設の

環境整備などにおいては地域活動として取り組

んでいきたいというようなお話も頂戴しており

ますので、地域の方々と共にある施設といたし

まして、施設管理において地域の方々からも御

協力いただきながら、お願いできることはお願

いして、地域の方々とともに大事にこの施設を

活用してまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 分かりました。 

  先ほど申し上げたように、賛成する動機とし

ては、今現在、明倫学園に通われている児童生

徒の皆さんが体育の授業をする上で支障がない

というところがまず私は一つ判断基準だったん

です。 

  最近、明倫学園の体育館も完成したという状

況を伺ってございますが、例えば今現在の明倫

学園で学ばれている児童生徒の皆さんが新体育

館を活用できるという状況は、教育次長はどの

ように捉えていらっしゃいますか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長平向真也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 明倫学園体育

館等につきまして、おかげさまをもちまして無

事工期内で完成しまして、今週28日に引渡しを

受けたところでございます。 

  昨日３月１日に仕様説明を受けまして、使用

を開始したところですが、今後の使用の仕方と

しまして、既に使えるわけですけれども、体育

用具等の搬入が本日まで予定しておりますけれ

ども、そういった形で進めていくというような

形で、使用できるという状況でございます。以

上です。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） これで最後になります

が、明倫学園は新庄市においては小中一貫の２

校目でございまして、１校目は萩野学園、その

ときにも、具体的名称を出して恐縮でございま

すが、萩野小学校の跡地をどうするんだという

議論がありました。当然、地元の方も教育委員

会には要望等もあったかと思います。あのとき

の財政力の判断でいって、あるいは教育委員会

の基本的な判断で、市が管理運営していくとい

う方向はないと。このたびは、たとえ指定管理

という方策を取ったとしても市が維持するとい
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うことには変わりない。その辺の整合性をどう

これから考えていくのかなということでござい

ます。 

  11月の全員協議会の席でも申し上げましたが、

耐震補強をこれからするまでもなく、ある程度

は使える施設だと。今回、条例、指定管理制度、

４年間の契約はあるものの、その辺、これから

スポーツ少年団等の利用が見込めると思います

が、社会教育課が抱えている体育施設、非常に

大きいボリュームがあるということで、１つつ

くるだけですけれども、これまでよりも守備範

囲が広がるということです。現在の野球場にし

ろ老朽化が進んでおりまして、必要な手だてを

打つ中で、その辺のところ、優先順位、もう一

回、この４年の中で私は考えていく必要がある

と思いますが、いかがお考えでしょうか。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

髙橋富美子議長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 確かに議員のおっしゃる

とおり、私どもの所管する施設においては老朽

化が進んでいる部分、大規模な修繕が必要な施

設も抱えておるところでございますけれども、

おっしゃったような形の中で、財政的な部分も

ございますけれども、中期財政計画などを立て

ながら、市民の方、利用者の安全安心を第一に

考えて、施設利用に支障のないような形を取り

ながら計画的に修繕を進めてまいりたいと考え

ておりますので、御理解のほどよろしくお願い

いたします。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 議案第24号について伺

います。 

  市の特定教育・保育施設並びに特定地域型保

育事業の利用者の負担に関する条例の一部を改

正するということで、市長から提案の理由を伺

いましたが、この条例を今回提案することに至

った背景と狙いということをもっと詳しく伺っ

ておきたいと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 この条

例の改正につきましては、先ほど市長からあり

ましたように、県の事業であります保育料無償

化に向けた段階的負担軽減事業が背景にござい

ます。こちらにつきましては、昨年９月から県

の事業として、国の階層の第３階層、第４階層

の保育料のゼロ歳から２歳について、県が国の

基準額の２分の１を補助するというものです。 

  それに関連しまして、市の条例で定めており

ます保育料につきまして２分の１を軽減すると

いった事業になるわけですけれども、現行の条

例のままですと一旦保育料を納めていただきま

して、その後、申請によりましてお返しする、

お返しするといいますか、補助するということ

になります。また、施設が集めているところも

ございます。施設につきましてもそういった負

担額、利用額の整理、それから資料の提供とい

うことで、施設にも事務的な負担が生じるとい

うことになります。 

  このたび、この条例を改正することで、２分

の１ということで、保護者にとっては申請など

必要なく、することなく、その額を納めていた

だければこの事業はこれで成り立つということ

になるものですから、そうした利便性といった

点から改正というふうに考えたところでござい

ます。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） まさしく業務の効率化

と市民の手続の簡便化ということが狙いである

のだということです。 

  この附則のところで令和５年３月31までの間
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ということで、県の単年度の事業を更新してい

くという中に合わせているのかとは思うんです

が、県がこの事業を例えば終了したといった場

合、新庄市も同じように終了していくと考えて

いいということなんでしょうか。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 現在の

ところ、県ではこの制度を単年度の要綱として

示して、また今回も令和４年度の要綱として示

されているところでございますけれども、それ

を県に合わせて見直ししていくという形になろ

うかと思います。また、県が何らかの事情によ

りやめるとなった場合、市としてはやはり同じ

ように検討していく必要があるかと思います。

このまま市として一般財源で続けていくのか、

あるいは県に合わせて事業をやめて、また子育

て支援としてほかの事業を検討していくとか、

そういったこともあろうかと思いますので、直

ちにやめるということではなく、検討を行って

いくというふうにしたいと思います。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 35市町村、昨年９月に

事業を実施して、給付という形であったり、そ

の前段階から条例なり規則なり整備をして手続

の簡便化を進めている自治体だったり事業を進

めているかと思います。 

  その中で、13市あるうち完全に無償化、第３

段階、第４段階に対しての無償化が広がりを見

せています。ほかの自治体においても、この事

業だけでなく、子育て、子供を育てやすい、産

みやすい、そういった事業を積極的に展開して

いる中で、新庄市、今年度は半額ですけれども、

次年度、またその先の中で無償化ということを

考えて検討はあったのかどうなのか。 

  他市町村の事例、課長は、課は十分承知され

ていると思うんですけれども、そちらに比較し

て、新庄市として今回この半額でとどめた背景

というか、そういったものをもし伺えたら伺っ

ておきたいと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 この事

業につきましては、県の事業と捉えているとこ

ろでございます。県の事業として明確に何年度

まで、あるいは継続するといったスキームが県

にはございませんで、そうしたところが不透明

だというところもあり、県の事業として捉え、

半額としているところでございます。 

  ただ、現在13市のうち８市が無償化の実施を

行っているところでございますが、市としては

半額事業といったところに上乗せではなく、ま

た別のところで、例えば子育て支援には成長の

過程で様々な支援が必要になってきますので、

そうしたところで支援をしていきたいと考えた

ところでございました。以上です。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第２６議案の予算特別委員会、

各常任委員会付託 

 

 

髙橋富美子議長 日程第26議案の予算特別委員会、

各常任委員会付託を行います。 

  議案の委員会付託につきましては、お手元に

配付しております付託案件表のとおりそれぞれ

所管の委員会に付託いたしますので、よろしく
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お願いいたします。 

令 和 ４ 年 ３ 月 定 例 会 付 託 案 件 表  

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

予 算 特 別 委 員 会 

議案（７件） 

○議案第１０号令和４年度新庄市一般会計予算 

○議案第１１号令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

○議案第１２号令和４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

○議案第１３号令和４年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

○議案第１４号令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

○議案第１５号令和４年度新庄市水道事業会計予算 

○議案第１６号令和４年度新庄市下水道事業会計予算 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（５件） 

○議案第１９号新庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例について 

○議案第２０号新庄市個人情報保護条例の一部を改正する条例につ

いて 

○議案第２１号新庄市庁舎建設基金条例について 

○議案第２２号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例について 

○議案第２３号新庄市北辰屋内運動場の管理を行わせる指定管理者

の指定について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（３件） 

○議案第２４号新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について 

○議案第２５号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議案第２６号新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例の

一部を改正する条例について 

 

 

議案６件一括上程 

 

 

髙橋富美子議長 日程第27議案第４号令和３年度

新庄市一般会計補正予算（第10号）から日程第

32議案第９号令和３年度新庄市下水道事業会計

補正予算（第２号）までの補正予算６件につき

ましては、会議規則第35条の規定により一括議

題にしたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第４号令和３年度新庄市一般会計補正予算

（第10号）から議案第９号令和３年度新庄市下

水道事業会計補正予算（第２号）までの補正予

算６件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 
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山尾順紀市長 それでは、議案第４号から議案第

９号までの令和３年度新庄市一般会計及び特別

会計並びに水道及び下水道事業会計の補正予算

について御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第４号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ８億

1,946万1,000円を追加し、補正後の予算総額を

224億2,203万5,000円とするものであります。 

  このたびの補正につきましては、全体を通し

まして、職員給与費等の人件費の整理に加え、

新型コロナウイルス感染症の影響により休廃止

または縮小した事業を中心に、各種事業の決算

見込みに相応した事業費の精査と財源の補正を

行うものであります。 

  加えて、歳出予算の経費のうち年度内にその

支出が終わらない見込みのあるものについて、

翌年度に繰り越して使用することができるよう

御提案するものであります。 

  ６ページ第２表繰越明許費についてでありま

すが、２款総務費のシステム改修事業費や民生

費の生活困窮者自立支援事業、８款土木費の道

路長寿命化事業など計７事業について繰越しと

するものでありますが、うち２事業が国の補正

予算の追加配分によるものとなっております。 

  ７ページの第３表におきましては、公衆便所

整備事業に係る市債を新たに追加するとともに、

事業費の確定などによる各種市債の額の変更を

行うものであります。 

  11ページからの歳入についてでありますが、

１款市税については決算を見込んだ補正を行う

とともに、６款法人事業税交付金及び７款地方

消費税交付金につきましても交付見込額に応じ

た補正を行うものであります。さらに、15款及

び16款の国・県支出金並びに22款市債等につき

ましても事業費の精算に伴う補正を行うもので

あります。 

  18ページからの歳出につきましては、各種事

業の確定に伴う費用の補正など、決算見込みに

相応した補正を行っております。 

  ２款総務費では、全体的な財源を見込む中に

おいて、財政調整基金、減債基金及び市有施設

整備基金へ合わせて６億5,600万円の積立金を

補正計上しております。また、道路の除排雪経

費及び全体を通して、今般の豪雪に伴う指定管

理委託料や公共施設などの除排雪経費の増額補

正を行っております。 

  新年度の事業展開へ円滑な移行のためにも適

切な対応を要する補正内容を組ませていただい

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、37ページからの議案第５号から

議案第７号までの３特別会計補正予算及び議案

第８号水道事業会計補正予算並びに議案第９号

下水道事業会計補正予算につきましても、今年

度のおのおのの事業の総括などを図るために必

要な予算の補正を行うものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては財政課長及び上下水道課長

に説明させますので、御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

   （荒澤精也財政課長登壇） 

荒澤精也財政課長 それでは、初めに議案第４号

一般会計補正予算（第10号）について御説明申

し上げます。１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ８億

1,946万1,000円を追加し、補正後の総額は224

億2,203万5,000円となります。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きましては、２ページから５ページまでの第１

表歳入歳出予算補正を御確認いただきたいと思

います。 

  次に、６ページ、第２表繰越明許費補正につ

いて御説明いたします。 

  繰越し予定事業につきましては、全部で７事

業でございます。 

  初めに、２款総務費のマイナンバー制度に係
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るシステム改修事業につきまして、マイナンバ

ーカード所有者の転出・転入手続のワンストッ

プ化を図るためのものでございます。全額が令

和３年度の国の補正予算の追加配分によるもの

でございまして、このたびの歳出予算に計上す

るとともに、令和４年度に全額繰り越して事業

を行うものでございます。 

  ３款民生費の生活困窮者自立支援事業につき

ましては、制度の申請期限が延長されたことに

伴い、令和４年度に給付を行う可能性がある金

額について繰越しを行うものでございます。 

  ８款土木費の道路長寿命化事業から一本柳檜

葉沢線整備事業までの４事業につきましては、

関係機関との協議に時間を要したことや、施工

に当たり不測の事態が生じたことなどにより年

度内の完成が見込めない状況となったため、繰

越しとするものでございます。また、泉田二枚

橋線整備事業につきましては、国の補正予算に

よるものでございまして、このたびの歳出予算

に計上するとともに令和４年度に全額を繰り越

して事業を行うものでございます。 

  続いて、７ページからの第３表地方債補正に

ついて御説明申し上げます。 

  初めに、新たに追加いたします公衆便所整備

事業債につきましては、横町の公衆便所の改修

事業費に充てるものでございますが、交付税措

置のある有利な起債が活用可能であることから、

このたび新たに追加するものでございます。 

  また、地方債の変更につきましては、事業費

の確定による変更が主なものでございますが、

このうち８ページの義務教育学校建設事業債に

つきましては、交付税措置のある有利な起債が

旧沼田小学校及び明倫中学校の解体工事にも充

てられるということで、大幅な増額変更を行っ

てございます。 

  続きまして、歳入歳出予算の詳細について御

説明いたします。 

  ただいま市長も申し上げましたが、全体を通

しまして職員給与費等人件費の整理と、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により休廃止または

縮小を余儀なくされた事業を中心に、各種事業

について決算見込みに相応した財源の補正を行

っております。また、道路の除排雪経費をはじ

め今般の豪雪に伴う指定管理委託料や公共施設

等の除排雪経費の増額補正を行っております。 

  11ページからの歳入について御説明いたしま

す。 

  まず１款市税の市民税におきましては、決算

見込みを推計してそれぞれ必要な補正を行って

おります。 

  ６款法人事業税交付金及び７款地方消費税交

付金につきましても、交付見込みを推計してそ

れぞれ必要な補正を行ってございます。 

  11款の地方交付税につきましては、今年度普

通交付税の追加算定交付があった金額のうち減

債基金に積立てを行う分について予算化するも

のでございます。 

  12ページ、14款の各種使用料のうち、コロナ

禍における受診控えの影響により夜間休日診療

所使用料が大幅に減収となる可能性があること

から、2,000万円の減額補正を行うものでござ

います。 

  15款国庫支出金及び14ページからの16款県支

出金につきましては、事業費の確定や精査に伴

う負担金、補助金などの増減を補正しておりま

す。このうち、13ページ中段になりますが、予

備費により実施しております子育て世帯及び住

民税非課税世帯への10万円給付事業に係る財源

といたしまして、子育て世帯臨時特別支援事業

費補助金を合わせて８億5,485万5,000円ほど予

算化してございます。 

  15ページ、18款寄附金につきましては、企業

版ふるさと納税寄附金として頂戴いたしました

金額及び祭り振興に充てる目的として多くの企

業から頂いた寄附金合わせて2,603万3,000円を

予算化して、新庄まつり振興基金積立金の財源
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とするものでございます。 

  16ページ、19款財政調整基金繰入金につきま

しては、子育て世帯及び住民税非課税世帯への

10万円給付事業の予備費の財源としていた分に

つきまして、これらの国庫補助金をこのたび予

算化して充てることとしたことから、繰入金を

充当しないこととして８億6,000万円を減額す

るものでございます。 

  最後に、16ページからの22款市債につきまし

ては、第３表地方債補正のところでも御説明申

し上げましたが、公衆便所整備事業債を新たに

追加するとともに、事業費の確定による補正を

行うものでございます。 

  続きまして、18ページからの歳出について御

説明いたします。 

  初めに、２款総務費でございますが、１項４

目財政管理費におきまして、このたびの補正予

算において全体的な財源を見込む中で、財政調

整基金に３億8,000万円、減債基金に１億5,600

万円、市有施設整備基金に１億2,000万円の積

立てを行うこととしております。 

  20ページ、３項１目戸籍住民基本台帳費のシ

ステム改修業務委託料605万円につきましては、

先ほど繰越明許費補正でも御説明いたしました

が、マイナンバーカード所有者の転出・転入手

続のワンストップ化を図るためのもので、全額

が令和３年度の国の補正予算によるものとなっ

ております。 

  22ページ、３款民生費のうち２項１目児童福

祉総務費の子ども・子育て支援新制度事業費に

は、国の政策により実施いたします公立及び民

間立の放課後児童クラブや保育所、幼稚園等で

働く保育士等の処遇改善に要する費用として、

放課後児童対策事業委託料41万8,000円、放課

後児童健全育成事業費補助金44万円及び保育

士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業費補助

金417万3,000円をそれぞれ計上してございます。 

  23ページ、下段の２項４目児童館費には、こ

のたびの豪雪に伴う児童センター等の除排雪経

費として指定管理委託料を増額補正してござい

ます。これにつきましては、25ページ中段の斎

場指定管理委託料も同様の内容となってござい

ます。 

  26ページ、６款農林水産業費１項３目農業振

興費の各種補助金の減額補正につきましては、

事業費の精算に伴うものをはじめとして、コロ

ナ禍における機械製造の遅延や事業拡大の断念

など種々の事由により減額補正を行ってござい

ます。 

  28ページ、７款１項３目観光費のうち観光振

興対策事業費の新庄まつり振興基金積立金につ

きましては、先ほど歳入でも御説明いたしまし

たが、寄附金を財源として基金へ積立てを行う

ものでございます。 

  29ページ、８款土木費２項３目道路新設改良

費の泉田二枚橋線整備事業費につきましては、

繰越明許費補正で御説明いたしましたとおり、

国の補正予算によるものとなってございます。 

  31ページの６項１目除排雪費には、道路の除

排雪業務費として２億円を追加補正してござい

ます。 

  続きまして、32ページからの10款教育費２項

小学校費から４項義務教育学校費におきまして

修繕や除排雪に要する経費をそれぞれ計上し、

また34ページ、５項社会教育費におきましても

市民プラザ費をはじめとした各公共施設の指定

管理委託料について、除排雪経費の増分とコロ

ナ禍における使用料の減収や燃料費の不足分等

を全体的に勘案して補正計上してございます。 

  以上で一般会計終わりまして、特別会計の説

明に入らせていただきます。 

  37ページを御覧ください。 

  議案第５号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）でございますが、歳入歳出それぞ

れ178万2,000円を減額し、補正後の予算総額を

33億7,911万8,000円とするものでございます。 
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  内容といたしましては、特定健康診査業務委

託料をはじめ事業費の精査に伴う過不足を補正

するものでございます。 

  続きまして、47ページ、議案第６号介護保険

事業特別会計補正予算（第３号）は、歳入歳出

それぞれ12万6,000円を減額し、補正後の予算

総額を38億4,264万9,000円とするものでござい

ます。こちらも給付費をはじめ事業費の精算に

伴う過不足を補正するものでございます。 

  最後に、59ページ、議案第７号後期高齢者医

療事業特別会計補正予算（第２号）は、歳入歳

出それぞれ247万4,000円を追加し、補正後の予

算総額を４億5,325万1,000円とするものでござ

いますが、後期高齢者医療広域連合納付金と一

般会計繰出金の増額補正の内容となってござい

ます。 

  以上で、一般会計、特別会計の補正予算案の

説明を終わります。 

  御審議の上、御可決賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後２時０６分 休憩 

     午後２時１６分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

  上下水道課長矢作宏幸さん。 

   （矢作宏幸上下水道課長登壇） 

矢作宏幸下水道課長 私からは、議案第８号令和

３年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号）

及び議案第９号令和３年度新庄市下水道事業会

計補正予算（第２号）につきまして、別冊の令

和３年度新庄市上下水道事業補正予算書（３

月）により御説明申し上げます。 

  １ページを御覧ください。 

  議案第８号令和３年度新庄市水道事業会計補

正予算（第３号）でございます。 

  第２条業務の予定量の補正につきましては、

このたび建設改良費について補正するため記載

しております。 

  第３条収益的収入及び支出の補正ですが、水

道事業収益につきましては、既決予定額10億

9,451万8000円に補正予定額73万4,000円を減額

し、計10億9,378万4,000円とします。これは第

二庁舎の管理に係る他会計補助金等の額の確定

に伴い計上するものであります。 

  支出の水道事業費用につきましては、既決予

定額10億7,781万円に補正予定額285万6,000円

を増額し、計10億8,066万6,000円とします。こ

れは管路の布設替え工事などに伴う施設の固定

資産の除却費が増額したことによるものです。 

  第４条資本的収入及び支出の補正ですが、資

本的収入につきましては、既決予定額4,632万

4,000円に補正予定額716万4,000円を増額し、

計5,348万8,000円とします。 

  また、資本的支出につきましては、既決予定

額３億9,439万円に補正予定額1,677万4,000円

を減額し、計３億7,761万6,000円とします。こ

れは、工事等の完了に伴い、工事負担金、工事

請負費の事業費が確定したことによるものです。 

  なお、資本的収入が資本的支出に対し不足す

る額３億2,412万8,000円は過年度損益勘定留保

資金等で補塡いたします。 

  第５条議会の議決を経なければ流用すること

のできない経費の補正ですが、職員給与費の既

決予定額5,569万1,000円に補正予定額23万円を

減額し5,546万1,000円とします。 

  なお、３ページと４ページには補正予算の実

施計画を記載しております。 

  以上、議案第８号令和３年度新庄市水道事業

会計補正予算（第３号）について御説明申し上

げました。 

  続きまして、５ページを御覧ください。 

  議案第９号令和３年度新庄市下水道事業会計

補正予算（第２号）でございます。 
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  第２条業務の予定量の補正につきましては、

このたび建設改良費について補正するため記載

しております。 

  第３条収益的支出の補正ですが、公共下水道

事業の下水道事業費用につきましては、既決予

定額９億2,916万6,000円に補正予定額29万

4,000円を減額し、計９億2,887万2,000円とし

ます。これは、事業費確定に伴い、管渠の修繕

費や第二庁舎管理に係る水道事業会計への負担

金などを補正するものです。 

  続きまして、農業集落排水事業の下水道事業

費用につきましては、既決予定額9,088万3,000

円に補正予定額２万円を減額し、計9,086万

3,000円とします。これは、処理場の動力費な

どを減額する一方で、処理場の除排雪に係る借

上料などを増額するものです。 

  第４条資本的支出の補正ですが、公共下水道

事業の資本的支出につきましては、既決予定額

７億9,063万4,000円に補正予定額6,000円を減

額し、計７億9,062万8,000円とします。これは

主に建設改良費の人件費の減額であります。 

  なお、資本的収入が資本的支出に対して不足

する額２億9,965万5,000円は当年度損益勘定留

保資金等で補塡いたします。 

  第５条議会の議決を経なければ流用すること

のできない経費の補正ですが、職員給与費の既

決予定額6,438万2,000円に補正予定額32万円を

減額し6,406万2,000円とします。 

  なお、７ページから９ページには補正予算の

実施計画を記載しております。 

  以上、議案第９号令和３年度新庄市下水道事

業会計補正予算（第２号）について御説明申し

上げました。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算６件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第４号から議案第９号までの補正予算６件

については、委員会への付託を省略することに

決しました。 

  それでは、ただいま説明のありました令和３

年度補正予算６件の審議に入ります。 

 

 

日程第２７議案第４号令和３年度

新庄市一般会計補正予算（第１０

号） 

 

 

髙橋富美子議長 初めに、議案第４号令和３年度

新庄市一般会計補正予算（第10号）について質

疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 12ページの15の１で保

育士等処遇改善臨時特例交付金がプラス503万

1,000円、これは国で保育士などの処遇改善と

いうことで補助を増やしたということだと思い

ます。これらが23ページの３の２の１に保育

士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業補助金

417万3,000円とかその他学童保育も出ているよ

うです。 

  ところで、保育士などの働く皆さんの処遇改

善が１人当たり月幾らぐらい改善になるのか。

それは、学童保育、保育士関係と児童館職員も

どうなのか。 

  それで、財源、今回は全額が国のような気が

しますが、財源については今後どのようになっ

ていくのか、お願いします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 
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髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 こちら

の処遇改善につきましては、国が12月補正で決

められました事業となっているところです。 

  予算書においては、放課後児童対策事業委託

料の41万8,000円につきましては公立の４小の

放課後児童クラブの支援員の分、そして放課後

児童健全育成事業費補助金につきましては民間

立の放課後児童クラブの支援員、そして保育

士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業費補助

金につきましては民間立の保育所、幼稚園等、

特定教育保育施設というところが対象となって

いるところです。 

  このたびの処遇改善につきましては、保育士、

幼稚園等の教諭と放課後児童クラブで若干算定

の仕方が異なっておりまして、放課後児童健全

育成事業の支援員につきましては月額１万

1,000円といった金額になっております。こち

らは社会保険料込みといった金額になります。

一方で、保育士、幼稚園の教諭等につきまして

は、報道等では9,000円、約３％アップと報道

されていますけれども、算定の方法につきまし

ては、定員区分による児童の年齢ごとの単価が

決まっておりまして、さらに年齢ごとの月平均

利用人数、そうしたところの算出結果によって

施設へ給付するものです。 

  それぞれ職員への賃金アップとして給付する

ものでございますけれども、経営に携わる法人

の役員である職員は除かれる全ての職員へとい

うことになっております。保育士にかかわらず、

例えばその施設で仕事に従事されている運転士

ですとか調理師ですとか事務局の方ですとか、

そういった方も対象になるといったような制度

でございます。 

  その算定結果、当市におきましては、１施設

当たり、それぞれ規模が違いますので、少ない

ところでは７万円前後、多いところでは23万円

というところで差はありますけれども、それぞ

れ職員数も異なりますので、割り返しますと大

体１万1,000円をちょっと超える程度といいま

すか、そういった金額になるようでございます。 

  児童館、児童センターにつきましては、国の

制度によりますと対象になっていないというこ

とでございますが、市としては指定管理者をお

願いしているところもございますので、また保

育士が支援員として従事していらっしゃるとい

うこともありまして、今後、補助金として交付

するか、あるいは委託料の中で対応できている

かといった協議も含めて検討してまいりたいと

思っているところでございます。 

  また、国の財源ですけれども、今年２月から

来年９月までの間は国の財源として10分の10が

交付される予定です。10月以降につきましては、

幼稚園、保育所等については給付費と同じで、

国が２分の１、県と市が４分の1といった給付

費と同じ算定になるようでした。 

  放課後児童クラブにつきましては、そういっ

たところを合わせますと放課後児童健全育成事

業ということになりますので、国・県、市が３

分の１といったような負担割合になろうかと思

われます。以上になります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 保育所については、国

の基準の人数に比べて職員の配置が手厚くなっ

ている、市は手厚くなっていると聞いています。

そういう意味では、１人当たり手厚くなってい

る部分、１人当たり減ったりしないのか、１人

当たりの支給額、給与が、そういうことを心配

しています。できれば、手厚くやっているけれ

ども、手厚くなって１人当たり給付が少なくな

らないように、今でさえ少ない給料ですので、

国で基準に示したぐらいを何とか市で応援して、

働く保育士など、学童保育などの職員の待遇を

改善してもらいたいと思うんですが、その点ど
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うでしょうか。 

  また、これは国がやることですので、今後10

月以降、国の負担が減るわけですが、これは全

額国がやっていただきたいと要望することはど

うかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

  それから、別の質問もいたします。 

  16ページの財政調整基金繰入金及び18ページ、

２の１の４の同じく財政調整基金について載っ

ていますが、これらを見ますと財政調整基金は

12億4,000万円増えたと見ていますが、現在の

これをやった結果の財政調整基金は幾らになる

のか、お願いします。 

  次に、24ページの４の１の１で新型コロナワ

クチン接種業務委託料がマイナスになっていま

す。330万円でしょうか、数字がありますが、

大きなマイナスです。また、同じページの４の

１の２の予防費も417万円減となっております。

これは、市長は急いでいるんだと、頑張ってい

ると、ワクチン接種を頑張っている、先にやっ

ているんだとおっしゃっていましたが、こうや

って減ったという理由はどういうことなのかな

と思っているんですが、どうですか。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

髙橋富美子議長 総務課長関 宏之さん。 

関 宏之総務課長 最初に、会計年度任用職員の

処遇ということでよろしいですか。 

  国で示された内容につきましては、子育て推

進課長からありましたけれども、今年２月から

９月までの間、職員に対して３％程度、大体月

額9,000円になりますけれども、そちらの賃金

改善を行う場合は国で負担しますよという内容

であるわけなんですけれども、それでは10月か

らどうするかという一番大きな問題になるわけ

なんですけれども、国に要望していくというの

も一つの方法かもしれませんけれども、賃金改

定を行う際に、国の補助がなくなったから下げ

るとかいうことにはいかないと考えております。

それでは給付費で、賃金改善ではありませんの

で、あくまでも賃金改善するのであれば給与を

上げるという形の対応になるんですけれども、

会計年度任用職員の処遇改善は実施したいと考

えております。10月以降につきましても、市の

財源をもって対応してまいりたいと考えている

ところです。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 財政調整基金についてでござ

います。 

  16ページの財政調整基金繰入金８億6,000万

円については、11月の臨時会において補正させ

ていただいた分ということになりますが、これ

については、子育て世帯、住民税非課税世帯の

10万円給付の部分で財政調整基金から繰入れと

いう形でさせていただいたわけですが、このた

び国の補助金等がここに予算計上させていただ

いておりますので、その分についてはマイナス

８億6,000万円ということでございます。 

  また、新たに３月補正ということで３億

8,000万円ほど積み立てさせていただいており

ますが、最終的に令和３年度末の現在高で言い

ますと、見込みでございますが、15億6,759万

1,000円と見込んでおります。 

  以上でございます。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 新型コロナウイルスワクチン

接種事業費の委託料と予防接種事業費の委託料

がマイナスになっている件という御質問でござ

いましたが、まず新型コロナウイルスワクチン

の委託料ですが、こちらに関しましては３回目

の接種を現在実施しておりますが、国からの話

で、令和４年３月に実施したワクチンの接種料

金につきまして、請求があるのが令和４年４月

になるものですから、そちらに関しては令和４

年度からの予算で支出するようにということが

ございまして、３月分に関しては令和４年度か
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ら支出することがありまして、その分で減額と

なってございます。 

  あと予防接種費でございますが、こちらに関

しましては風疹の追加対策というものがありま

して、そちらの予防接種をある年代、抗体保有

率の低い世代に対して無料クーポンを発行して

抗体検査等をしておりますが、そちらが当初予

算の見込み時から比べて実施者が少なかったと

いうことで減額補正したところでございます。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 財政調整基金について

言わせていただけば、このお金は、いろいろコ

ロナで困っておられる方、特に仕事が激減した、

なくなった、そういう方々に対する支援として

私は使えるお金として考えられないかなと思う

んですけれども、そういうのに使うように考え

られなかったのか、お願いします。 

  それから、ワクチン委託料の新型コロナワク

チン委託料は、国からワクチン接種の材料が来

るとかそういうのが遅くなっているということ

はないのか、なかったのか、お願いします。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 財政調整基金をコロナの支援

等に使ってはいかがかという御質問でございま

した。 

  実際に１月から２月にかけまして、山形県で

もまん延防止等の指定になったということでご

ざいます。加えて、20日までということで、そ

の間、当然営業の規制とかという形になってお

った。ただ、新庄市に限ってはそういったまん

延防止の地域に指定されなかったということも

ありますが、実際には風評被害といいますか、

それに伴って飲食店街を中心としましてそれぞ

れ経済的に打撃を受けたという事実を確認して

おります。ただ、これについて庁内でも検討を、

今検討段階でございますが、至急対処すべき、

実際にコロナ関連の財源といたしまして、地方

創生臨時交付金等が２億円ほどございまして、

その中で令和３年度の部分については約2,000

万円ほど使っておりますけれども、令和４年度

に繰越しというような形で１億8,000万円ほど

財源がございますので、これについては至急そ

ちらをもって経済支援を中心にやっていきたい

と考えてございます。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 コロナウイルスワクチンの接

種に伴いまして、国からの資材等の不足がなか

ったかという御質問でございましたが、ワクチ

ンの供給につきましても、２月に実施している

分、また３月に実施する予定の分、十分来てい

るということで、順調に進んでいるということ

で、ワクチンは進んでいるということでござい

ます。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

髙橋富美子議長 山科正仁さん。 

１０番（山科正仁議員） ３月補正ということで、

おおむね令和３年度決算の近似値であろうかな

と思います。 

  先ほど課長の説明ありましたけれども、７ペ

ージの地方債ですけれども、その中に曙町の公

衆便所整備事業債の新規追加と旧沼田小及び明

倫中の解体工事、これはともに交付税措置のあ

る有利な起債にするということで承りました。 

  これは具体的にどのように有利であるか。一

般財源を使うに対してはもちろん有利であろう

かと思いますが、どのぐらい有利であるのかと

いう点がまず１点でございます。 

  それから、23ページ、３款民生費３項児童福

祉費４目児童費ということで、それから25ペー

ジにかけての斎場費、両事業ともに除排雪経費

として委託料の増額という点は説明を受けまし
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たが、これを直営の施設と比べた場合、直営は

別途除排雪業務委託と除排雪車両等の借り上げ

ということがセットになっております。非常に

直営のほうが手厚く除雪に関しては運営されて

いるのかなということが見受けられますので、

この点、指定管理者側との話をよくやった補正

であるのか。かなり今年の雪で苦労なさったん

じゃないかなと思いますので、その辺をちゃん

と対応した上での補正をかけているのか、この

２点についてお伺いいたします。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 地方債の部分でございます。

地方債に関しましてはそれぞれメニューがござ

いますので、それの中でなおかつ有利な起債と

いう形でそれぞれ検討した中でその起債に手を

挙げるという形を取っております。 

  実際に政府系の部分については、借入れにつ

いては利子も当然市中銀行から借入れするより

安いという部分もありますし、なおかつ交付税

措置等のある部分を借入れしたいという形で、

それぞれメニューがございますので、その中身

の中で、そのメニューの中で細部にわたって検

討した中で、事業費に係る充当率であったり、

交付税措置があったりという部分を比較しまし

て有利な部分を活用させていただいているとい

うことでございます。 

小関 孝環境課長 議長、小関 孝。 

髙橋富美子議長 環境課長小関 孝さん。 

小関 孝環境課長 私からは、23ページの斎場管

理運営事業費の中の委託料ということで、こち

らは新庄市の火葬場、このたび雪下ろし、雪を

下ろした後の排雪ということでかかった経費で

ございます。 

  火葬場の除雪につきましては、運営管理委託

料の中に当初から盛り込まれておるものではあ

るんですが、例年よりも予想以上に雪が多かっ

たこと、また立地的に市内よりも若干雪がやは

り積雪量が多いんだそうです。山あい、山間地

だということもありまして、そういったことか

ら例年に比べて経費がかさんだということでご

ざいます。それに加えまして、屋根の雪下ろし

とその排雪作業ということで、このたび指定管

理の委託料を増額させていただくことになった

という次第でございますので、御承知願いたい

と思います。以上です。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 先ほど

御質問にありました23ページの児童館等運営事

業費の中の除排雪ということになりますが、こ

ちらにつきましても、それぞれ指定管理を行っ

ております児童館、児童センターにつきまして、

子供たち、送迎の車等が出入りしますので、必

要に応じて除雪作業、今回は主に排雪作業とい

うことになりますけれども、そうしたところを

増額としておったところでございます。こちら

についてはそれぞれ協議を行った上の金額とな

っております。以上です。 

１０番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

髙橋富美子議長 山科正仁さん。 

１０番（山科正仁議員） 起債に関しては確かに

メニューがたくさんありまして、その中で一番

有利な点を選んでいるのかなと思っております

が、起債というのはどう考えてもいわゆる借金

なわけでして、我々の世代でなくて、次の世代

の人にずっと払っていってもらうということも

あります。普通の一般家庭で言えば、貯金はあ

るんだけれどもこれを使いたくないので、ロー

ンを組んで長く払っていこうという感覚だと思

うんですが、実際、例えば一般財源で今現在払

える、横町公衆便所ぐらいは恐らく払えるぐら

いの余力はあると思うんですけれども、それも

全てにおいて有利な起債、借金に替えてしまっ
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た場合に、将来負担というのはよくバランスを

考えてやっていかないとまずいなと思っており

ますので、将来負担の増ということと起債の元

利償還金のバランスをよく考えて行っているん

でしょうけれども、その辺のまた詳しい内容と

いうのをお伺いしたいと思います。 

  あわせて、児童館と斎場の除雪経費に関して

返答いただきましたが、例えば学校関係の除雪

に関しても、今おっしゃったように、回答いた

だいたような除雪の体制を取ってなさっており

ますが、その中の技労員とか内部的に非常に苦

労なさっている方というのは必ずいらっしゃい

まして、学校に関して申し上げれば、ある程度

「予算がない」という回答が市から来るという

ことで、技労員が早く来たり遅くまでいたりし

て除雪するということを繰り返しております。

その辺もちゃんと組み込んで補正とか、当初予

算に盛り込めば一番いいでしょうけれども、そ

の辺、季節に応じた対処というのが必要かと思

われますが、再度、御回答をお願いします。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 議員、御指摘のとおりだと思

います。実際に起債を借りれば借金なので、ツ

ケを当然未来に残すことになりますので、その

辺については、中期財政計画等も含めて、今後

事業は何があるかという部分は中期財政計画を

毎年ローリングをかけてやっているわけでござ

います。 

  ただ、今回の横町のトイレについては、金額

的に860万円ということでございますが、実際

に充当率が90％という高い率で借りられる、ま

た交付税措置も30％ということで、その部分に

ついては将来の負担という部分もあるでしょう

けれども、いろいろ考えた中で新規に追加で借

りましょうということになったということで、

十分、議員のおっしゃるとおり、そういった考

えは当然私どもも持ち合わせておりますので、

今後とも中期財政計画の中でも含めて考えてい

きたいと思っております。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 学校施設の管

理の部分についてお答えさせていただきたいと

思います。 

  学校の施設は老朽化しておりますし、修繕関

係等も緊急修繕がかなり増えております。また、

今年のような豪雪時には除排雪経費もかさんで

いる、現場の技労員の方々も大分苦労されてい

るということは認識しているところでございま

す。このたびの除排雪経費、学校の修繕費に関

しても増額補正を上げさせていただいておりま

して、随時必要に応じて対応しているところで

ございます。以上です。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 私からは、15ページの

１番のふるさと納税寄附金とその下の商工費寄

附金について、２点についてお伺いしたいと思

います。 

  まずは、企業版は、企業名はお聞きしたと思

うんですけれども、このことについて今後の取

組内容などが分かればお聞かせください。 

  ２点目、商工費寄附金については、まずは企

業なのか個人なのか、通常開催がもしされてい

た場合には各若連に行くべきものだったのか、

その点についてもお分かりになる範囲で結構で

すので、お聞かせください。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

髙橋富美子議長 総合政策課長渡辺安志さん。 

渡辺安志総合政策課長 それでは、私から、企業

版ふるさと納税、今後の取組ということで回答

させていただきます。 
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  こちらは、昨年、皆様方に大変御心配かけま

したけれども、信金中央金庫から頂いた1,000

万円の企業版ふるさと納税ということで、地元

新庄信用金庫と一緒になって企画を練り、城下

町新庄周遊促進プロジェクトとして申請して採

択をいただいたというものになります。 

  こちらにつきましては、これから新庄では城

下町新庄の歴史資源を活用したまちづくりを行

っていきますので、それに合わせた形で３か年

でこの1,000万円の事業費を使わせていただき

たいと思っています。 

  １年目には観光周遊コンテンツの開発、２年

目には新庄城址最上公園エリアの新庄まつり関

連のコンテンツの拡充、そして３年目にはそれ

らの事業を生かしたソフト事業としてまち歩き

アプリの開発とかマップの作成とかという形で、

その翌年、令和７年度に開府400年を迎えると

いう形で、城下町新庄に向かって新庄信用金庫

と一緒になって周遊プロジェクトを３年間やっ

ていきたいと思っております。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 まつり振興基金積立金の

1,600万円の御質問をいただきました。こちら

につきましては、ほぼ企業からの寄附でありま

して、個人も若干いらっしゃいます。 

  全ての額がまつり実行委員会から若連に行っ

たのかという御質問でありますが、こちらはそ

ういったことではなくて、祭りに対する振興の

ための寄附を頂いたということで、令和３年度

の予算につきましては、通常の花もらいが今回

はできなかったということで、その分の増額に

ついては実行委員会負担金の中で対応させてい

ただきました。 

  以上でございます。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 企業版ふるさと納税に

ついてお聞きさせていただきました。３年間で

ということで、壮大なプロジェクトだなと思っ

ております。今後とも、ふるさと納税をしてく

ださる方たちにも注目されるような内容で、ふ

るさとを思ってくださる方たちの心の支えにな

ってくれたらなと思っております。それ以外に

企業として現在進んでいるとかそういうことが

もしあればお聞かせ願いたいのです。 

  もう１点については、今年も通常開催できる

のか危ぶまれる声も多々聞こえている新庄まつ

りなんですけれども、やれる範囲でやっていた

だきたいという企業の熱い応援だと思っており

ますので、今年やりたいということがもしあれ

ば、もう少し幅を持ってやっていただけたらと

いう気持ちもありますので、もう一度、課長か

らお話をいただきたいのですけれども。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

髙橋富美子議長 総合政策課長渡辺安志さん。 

渡辺安志総合政策課長 企業版ふるさと納税につ

きましては、昨年も御説明したように、うちで

受け入れる体制、県からの認定もいただいてお

りますので、このような形で受け入れることが

できるようになりました。具体的にこの後どこ

かということになりますと、今後、企業のいろ

いろ決算とかが出てくると思うので、そういう

お話をいただければ大変うれしいなと思ってい

るところでございますので、具体的にほかにあ

りますかということについてはお答えできるも

のを持ってないという形で御理解いただければ

と思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 原課としましても新庄ま

つりが通常開催できるよう、コロナの状況もあ

りますけれども、したいと考えてございますの

で、御協力方よろしくお願いしたいと思います。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

１８番（小野周一議員） 議長、小野周一。 
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髙橋富美子議長 小野周一さん。 

１８番（小野周一議員） 私から、農林予算の農

業振興費が１億1,700万円から大体３割ぐらい

減額補正になっているんですけれども、これを

見ますと産地パワーアップ事業は土地利用型と

園芸があるんですけれども、パワーアップ事業

というのは複数年度にわたって農家が営農計画

を立てて恐らく事業を申請していることと思い

ます。そういう中で、今回このぐらい30％も減

額補正するということは、先ほど財政課長から

説明あったんですけれども、これが令和４年度

に減額されたものをやりたいという申請があっ

た場合どうなるのか。30％も減額補正になると

いうことは、当初の営農計画を立てる段階で私

はいかがなものかと思うんですけれども、減額

補正がなればいいということじゃなくて、実は

満額使っていただいて営農計画をしてほしかっ

たなという思いでいるんですけれども、その辺

のことをお聞きしたいと思います。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

髙橋富美子議長 農林課長三浦重実さん。 

三浦重実農林課長 産地生産基盤パワーアップ事

業補助金につきまして、全額使っていただくこ

とができなかったということで、その中身につ

いて若干説明をさせていただきまして、今後の

取組についてもお話をさせていただければと思

っております。 

  議員おっしゃるように、産地パワーアップの

目的でございますけれども、地域の特性に応じ

た営農戦略を定めました産地パワーアップ計画

に基づき、意欲ある農業者が高収益の作物栽培

体系に転換するための機械または資材の導入を

支援するものということでございまして、まず

一つ、土地利用型につきまして476万3,000円の

減額をさせていただいたところでございますけ

れども、その理由につきましては事業費の精査

がございます。一つは事業主体が株式会社絆フ

ァームですけれども、事業費１億333万6,000円、

補助額にしまして89万4,000円の減となってお

ります。また、もう一つが新庄市稲作生産者協

議会、品目水稲でございますけれども、もみす

り機、コンバイン、トラクター各１台、事業費

2,691万円で補助額としては361万2,000円の減、

事業実施主体が萩野大豆そば、大豆関係でござ

いますけれども、播種機、ドライブハロー、中

耕ディスク各１で221万4,300円の減、それにつ

きましては補助額25万7,000円の減というもの

と、もう一つ園芸関係がございます。 

  園芸関係につきましては、コロナ禍の影響を

考慮しまして、今年度の事業を実際断念したと

いう中身でございます。今後の事業実施に向け

て今現在検討していただいているという運びと

なっております。 

  主な事業といたしましては、事業主体が北部

営農センターということで、露地野菜によりま

す掘り取り機の申請が285万円でございました

けれども、今年度は事業を行わないと。最上中

央農業協同組合花卉生産組合におきましては、

リンドウの支柱50万円につきましても断念する

という返答でございました。新庄市ねぎ部会に

つきましても、掘り取り機300万円ほかにつき

まして今回は断念せざるを得ないという御返事

をいただいております。また、新庄市果樹研究

会におきましては、オート乗用草刈り機、スピ

ードスプレーヤー250万円の事業費でございま

したけれども、これも断念せざるを得ないとい

うことで、今現在も協議をしていただいている

ということでございます。 

  引き続き、昨年の11月、当初予算には盛り込

むことができませんでしたけれども、私たち、

令和４年２月28日発行の農業だよりにつきまし

て、今年度新たに取り組んでいく考えはござい

ませんかということで募集をかけております。

また、農協とも今後連携を図りまして、さらな

る事業計画推進をしてまいりたいと考えており

ます。どうかよろしくお願いいたします。 
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１８番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

髙橋富美子議長 小野周一さん。 

１８番（小野周一議員） 分かりました。新庄市

の基幹産業は農業と言いながら、農林課長の話

を聞いて、本当に個々の農家は大変なんだなと

いう思いであります。 

  そういうわけで、今回取りやめたのかですよ

ね。恐らく複数年度にわたり営農計画を立てて

提出していると思うんですけれども、特に園芸

関係の産地パワーアップに関して再度申請した

場合、今回の当初予算、令和４年度当初予算も

私は見ているんですけれども、なかなか農業に

意欲を持ってやるという農家が少なくなってい

ますよね。その辺は一方通行じゃなくて、役所

から「我々も応援するからどうですか」という

ぐらいの思いというものを農業団体と詰めて話

し合ってほしいなという思いで質問させていた

だいたわけでございますので、よろしくお願い

したいと思います。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

髙橋富美子議長 農林課長三浦重実さん。 

三浦重実農林課長 ただいま議員おっしゃるよう

に、農家との話合い、または農協関係者との連

携が何よりも大切なことだと考えておりますの

で、引き続き御協力よろしくお願いいたします。

以上です。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） １点だけお伺いいたし

ます。補正予算書29ページになります。 

  ８の２の３というところで、市道泉田二枚橋

線防雪柵設備工事ということで、地元の話にな

って恐縮でございますが、次年度へ恐らく

3,000万円近く繰越しすると。今年度の令和３

年度当初予算も令和４年度の当初予算も大体同

様の2,800万円前後、ただ来年度に持ち越すわ

けで、地元住民悲願の完成に向けたものと捉え

ることができるんです。ただ、今年度も着工が

始まっているのは農作業が終わってからになり

ますね。今年は雪が早かったということで、見

ていて、事業者の皆さん、大変な思いをされた

かなと思います。 

  恐らく、来年度の話になって恐縮ですけれど

も、倍ぐらいの事業費、ボリューム的にあるん

だということで、その辺、事業の発注から施行

まで、これまでと違った工夫を凝らさないと完

成できないのかなと心配しておりますけれども、

基本的なその辺の考え方をお示しいただければ

と思います。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 泉田二枚橋線防雪柵整備

事業につきまして御質問いただきました。 

  今回の補正予算につきましては、国の補正分

の予算ということで計上させていただいており

まして3,000万円ほど、また来年度の当初にお

きましても同程度の要望額ということで計上さ

せていただいているところでございます。こち

らがうまく内示をいただければ、おおむね完成

を見越せるだろうなということで大変期待もし

ているところでございます。 

  これまでも事業を進めてきている中で、どう

しても事業着手は農繁期が終わってからという

ことで事業を実施してきたところでございます

が、これまでのボリュームの倍ほどの事業を展

開するということもございますので、可能であ

れば複数社による入札なども考えながら期間内

に終わらせるような形で計画を進めていければ

と思っています。 

  いずれにしても、新年度の国の予算内示を見

させていただいた上で事業のボリューム感をつ

かんでということになるかと思いますが、その

辺も含めてできるだけ早く終わらせるような形

で準備をしたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 



- 68 - 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 忘れもしない先月21日

からの２日間、すごい暴風雪、国道13号も車両

はハザードランプをつけないと通れない、数年

にあるかないかという事態なんですが。 

  これで泉田二枚橋線の市としての役割である

交通の安全性をある程度保つことができるので

はないかなと。地元住民はじめ、あそこの路線

は萩野学園へのスクールバスの通学路であった

り、あるいはお隣の金山町から新庄への道路と

いうことで結構通られる方が多いんです。この

予算措置と来年度の予算を見ると安心しておら

れる市民の方もいらっしゃると思います。それ

を一言、本当に強くお願い申し上げまして、質

問を終わります。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 確認をさせてください。

先ほどの７ページの起債、第３表地方債補正の

ところだったんですが、最初の説明であると交

付税措置がある地方債を使えることが分かった

ので替えましたというような説明をいただいた

かと思います。 

  この整備事業に使えることが分かった地方債、

具体的に地方債名をお願いしたいということと、

そして据置期間と償還期限をどのように見越し

ているか、予定しているのか、どのようになる

のか伺っておきたいと思います。 

髙橋富美子議長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後３時０９分 休憩 

     午後３時１８分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 地方債のうち公衆便所整備事

業の部分でございます。実際に公衆便所の整備

事業に当たって、当初予算の段階で使える部分

があるんじゃないかということで想定したんで

すけれども、実際どういった建物を建てるのか

という部分で、それぞれ事業の部分が確実視さ

れた部分でユニバーサルデザインであったりと

かバリアフリーとかも組み入れるとかといった

構造的な部分もあって、何の事業債がいいのか

ということで、今回使う部分については地域活

性化事業債ということでございます。充当率が

90％で交付税の算入が30％ということになって

ございます。 

  また、先ほど山科議員から言われた部分もあ

るんですけれども、実際に起債を借りる上で将

来に負担を回すという話の部分と、逆に将来の

方々も当然それを使用し利用するという考えで

あれば、将来の方々も使うということであれば、

それなりに逆にその部分で平準化するという意

味合いもございますので、そうした部分で今回

事業が全部見えた段階でこういった地域活性化

事業債を借りるという予定になっております。 

  また、利率と償還の部分については今後国と

の協定になりますので、ほぼ耐用年数に相当す

る、最大でも30年ぐらいという形になろうかと

思いますけれども、また率についても、金利に

ついても今後の協定の中で確定するというよう

な状況になってございます。 

  以上でございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 率直に申し上げて、多

少、何というんですかね、自治体として、公共

事業というか、箱物、いいんですけれども、こ

の事業をしていく上で、当初予算の中では一般

財源で九百何万円かの金額を出しているわけじ

ゃないですか。物をつくっていくという場合、
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人の心のようなことを何とかしていこうという

事業と違って、箱物は基本設計があって、案が

あって、設計があって、実施設計があって、そ

ういったものは昨日今日で決まるわけではない

わけじゃないですか。１年以上前、規模によっ

ては２年前、そういった中で進めてくる事業で

あって、そういったことを考えるとあまりにも

唐突で、計画性が脆弱で、想定したように将来

世代に、将来世代の市民がそのストックについ

て維持管理をしていく、運営していくというか、

それについて起債というのは、箱物を将来世代

と一緒に使っていくために起債をするというの

は、通常当たり前の考え方ではあるんですけれ

ども、想定したとおりの平準化という言葉がま

た、またというか、出てきたところを見ると、

このやり方、在り方を見ると、最初一般財源だ

った、いわゆる現金でやろうとしていた、それ

を起債に変えた。２通りの見方があるのかなと

思ったわけです。現金が実際的に、本当は現金

でやって、起債をしないで、将来に対する借金

の返済の先送りをしないようにしようと考えた

のかもしれない。でもそれが、事業計画で財政

のやりくりをしていく中で、雪も多かっただろ

う、そういった中で現金が必要になったのかな

と。本来だったら先送りするのを今回は規模が

小さい箱物事業だからしなくてもいいんじゃな

いか、予算内でできるんじゃないかと思ってい

たところが、やりくりの中でできなくなった。

なので急遽起債をすることになって、結局将来

の市民に先送りを、ほかの起債と合わせて負担

を先送りしていくということをせざるを得ない

となったのではないかと私は思うわけです。 

  非常にある意味がっかりするというか、計画

性がないのだなと非常に思うわけです。それに

ついて、どう考えていらっしゃる、どうである

のか、どういう議論があってここに至ったのか、

再度説明をお願いしたいと思います。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 先ほど答弁したことと同じで

すけれども、実際に当初予算を組む段階におい

ては11月から予算編成が始まって１月には次年

度の予算を組むわけでございます。実際に公衆

便所の部分については、当時予算要求でも起債

とかという話の部分があって、何か使えるもの

がないかということで、ただトイレを整備する

に当たってどういった造りのものをするのかと

いうのは実際に工事が入った今年度になって確

定したと、いわゆるユニバーサルデザイン、さ

っき言ったバリアフリーであるとかその部分の

メニューを網羅できるような起債は何かという

部分で、地域活性化事業債ということで今回提

案させていただいたということでございます。 

  実際にはそれぞれ確定した時点において12月

で追加補正ということもあろうかと思いますけ

れども、今回３月補正になった部分については、

起債の部分については年度の部分で締めますの

で、今回起債を活用させていただいたというこ

とで、最初から計画されるべきでないかという

御質問であるわけですけれども、大きな建物の

部分については当然１年２年前から基本設計、

実施設計というような分があってそれなりに期

間もかかるわけですけれども、公衆便所の部分

については今回単年度で工事を行うという部分

がありますので、その部分については、先ほど

も話があったわけですけれども、当初に全く計

画してなかったわけではなくて、今回整備する

に当たって最終的にそういった構造の部分でユ

ニバーサルデザイン、バリアフリーという部分

をそういったメニューを網羅できる有利な起債

ということで、地域活性化事業債ということで

このたび３月補正で提案させていただくという

ことになってございます。決して最初から計画

してないということではないということでござ

います。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 
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髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 地域活性化事業債を活

用するというのであれば、ユニバーサルデザイ

ンであったり、そうすれば最初からそれを使っ

ていくという段階で設計することができたと思

いますし、見積りを行うこともできたと思いま

すし、そういった中で去年の予算編成時におい

て最初から起債であれば起債という形で提案が

できたのではないかと私は思うわけです。それ

は揺るぎない考えの中で思うわけです。それだ

けまずお伝えさせていただきたいと思います。 

  ほかにちょっと質問したいことがあったので、

先ほど３款民生費２項児童福祉費、今回の新し

い、２月に国で決定した保育士、幼稚園教諭の

処遇改善について、大体の大まかな内容につい

ては先ほどの質疑で理解をしたところなんです

が、民間立、今回時間がないということで、３

月中の申請ができなければ３月４月分の処遇の

補助金が受けられないというような非常にタイ

トな内容であると聞いております。市内の民間

事業者の皆さんの準備はどのような状況である

のか把握しておられるのか。 

  そして、先ほども出ましたけれども、施設に

よって園児の加配、園児に対する加配の人数に

よって決算上１人当たりの処遇の金額が変わる

と、計算をしてみると。そうすると施設によっ

て、おおむね9,000円ということですけれども、

加配が多ければその計算をすることによって下

回ってしまう、１人当たりの補助金が下回って

しまう、加配が少なければ増えるというか、多

くなってしまうというような、そういった制度

上の問題があると聞いております。その点につ

いて、各施設であったり説明をされているのか

どうなのか、理解のほうどうなっているのか。

市内においてはそういった差額というものが出

るのか出ないのか。また、確実にこの補助金が

職員の方々の手に渡る、そういったところをど

のようにして進めていくのかということも併せ

て伺っておきたいということ。 

  次に、28ページの７款商工費１項３目のエコ

ロジーガーデンの除排雪委託料なんですが、

106万円増額になっていて、当初予算、途中の

補正予算を含めますと総額で230万円を超えて

くる、前年比にしてかなり大雪であったという

ことで増額になっているのは致し方ないとは思

うんですが、日々の除雪というのはエコロジー

ガーデン内のどこをどのようにして除雪をされ

ているのか伺っておきたいと思います。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 先ほど

の処遇改善に関して、準備といいますか、説明

というところでございますけれども、こちらに

関しては国から示されたのが12月の国の補正の

後でして、また様々な要綱が示されて１月、そ

してまた２月に入ってから公立も該当するよと

いうようなぎりぎりのスケジュールの中で次々

と、何といいますか、示されてきたといいます

か、そういったところもあり、各施設には詳し

い説明はまだ行っていない状況です。 

  ただ、こちら側の対応としまして、まず国か

ら示されているのが、この２月３月で対応しな

ければ令和４年度の交付はないよということが

示されている状況の中で、まずは行うというこ

とで補助申請を行ってまいります。そういった

スケジュールなものですから、申請の締切りと

いうのもまた４月になってからもあるというこ

とになっておりまして、こちらの申請について

はそのときに申請していきたいと思っていると

ころです。また、施設に対してもそうした説明

を同時に行っていくと考えているところです。 

  それから、それぞれの保育士への支給に対し

てどのように確認をするのかといった点でござ

いますけれども、こちらの制度として、国から
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示されている確認の方法としまして、まず事前

に賃金改善の計画書を提出することとなってお

ります。その事後に賃金改善実績報告書を提出

することとなっております。さらに、おのおの

個々の職員に対してどういった賃金を、事前と

事後とでどのように変わったかという具体的な

金額を提出するということになっておりますの

で、そうしたことで確認ができると考えている

ところです。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 補正予算書29ページのエ

コロジーガーデンの除排雪業務委託料の増額に

ついてでございますが、先ほど来、財政課長を

はじめ各施設のプラス、増加もあった、大雪の

件もあるんですが、昨年度から見まして除雪の

面積、通路分の面積が増えたということも勘案

して増加になっております。回数的にも昨年度

よりも多くなっているということもありますが、

実際的には作業の面積が増えたということの増

加分もありますので、御承知おきいただければ

と思います。以上です。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第４号令和３年度新庄市一般会計補正予

算（第10号）は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２８議案第５号令和３年度

新庄市国民健康保険事業特別会計

補正予算（第２号） 

 

 

髙橋富美子議長 議案第５号令和３年度新庄市国

民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を

議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 42ページの１の１の１

で国保税がマイナス3,537万4,000円となってお

ります。これはコロナ禍による影響があるのか、

減免なのか。コロナ禍の影響世帯、人数、金額

などについて、分かればお願いします。 

佐藤 隆税務課長 議長、佐藤 隆。 

髙橋富美子議長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 国保税の減額について、その

中身についての御質問かと思いました。 

  令和３年度当初予算時において、令和３年度

は税率の改定を行いました。減額改定を行いま

した。当初予算策定においてその税率の改正が

まだはっきりしてなかった部分もございまして、

例年どおりの予算にしておったということでご

ざいます。したがいまして、その差額を減額さ

せていただいておるというところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 国民健康保険税の減額、

減税を行ったということで理解しました。 

  現在、コロナ感染陽性者が増えています。こ

ういう中で、増える前から、先ほど財政課長か
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らもあったような気がしますが、自営業者など

を中心に仕事がなくなる、経済的にかなり厳し

い状況であるということでありました。そうい

うことは国民健康保険税の減免申請ができるわ

けです。その数などに出ているのかどうか、お

願いします。 

佐藤 隆税務課長 議長、佐藤 隆。 

髙橋富美子議長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 コロナ減免の件数の御質問か

と思いますけれども、昨年度も同じような減免

がありましたけれども、昨年度に比べますとほ

とんど申請はないという状況でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 現在、申告なども始ま

っておりまして、所得減の状況が出てくるだろ

うなと思われます。そのときに、税務課として

は、少しでも減免できるよというお話などして

いただけるんでしょうか。 

佐藤 隆税務課長 議長、佐藤 隆。 

髙橋富美子議長 税務課長佐藤 隆さん。 

佐藤 隆税務課長 申告相談や納税相談におきま

して「楽でないや」というようなお話があった

とき、その業種、業態にもよりますけれども、

該当するようであれば、申請なさってはいかが

ですかというお話はしてございます。以上です。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 ほかに質疑なしと認めます。よ

って、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第５号令和３年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２９議案第６号令和３年度

新庄市介護保険事業特別会計補正

予算（第３号） 

 

 

髙橋富美子議長 議案第６号令和３年度新庄市介

護保険事業特別会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第６号令和３年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第３号）は原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第６号は原案のとおり可決されました。 
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日程第３０議案第７号令和３年度

新庄市後期高齢者医療事業特別会

計補正予算（第２号） 

 

 

髙橋富美子議長 議案第７号令和３年度新庄市後

期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第７号令和３年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第２号）は原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３１議案第８号令和３年度

新庄市水道事業会計補正予算（第

３号） 

 

 

髙橋富美子議長 議案第８号令和３年度新庄市水

道事業会計補正予算（第３号）を議題といたし

ます。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第８号令和３年度新庄市水道事業会計補

正予算（第３号）は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第８号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３２議案第９号令和３年度

新庄市下水道事業会計補正予算

（第２号） 

 

 

髙橋富美子議長 議案第９号令和３年度新庄市下

水道事業会計補正予算（第２号）を議題といた

します。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第９号令和３年度新庄市下水道事業会計

補正予算（第２号）は原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第９号は原案のとおり可決されました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午後３時４４分 休憩 

     午後３時５１分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

髙橋富美子議長 追加案件が出ておりますので、

ここで議会運営副委員長の報告を求めます。 

  議会運営副委員長八鍬長一さん。 

   （八鍬長一議会運営副委員長登壇） 

八鍬長一議会運営副委員長 議会副委員長の八鍬

でございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告申し上げます。 

  先ほど午後３時45分から議会運営委員５名出

席の下、議会事務局職員の出席を求めて議会運

営委員会を開催し、本日の本会議における議事

日程の追加について協議したところであります。 

  協議の結果、ロシアによるウクライナ侵略に

断固抗議する決議についての決議案１件を本日

の議事日程に追加することにいたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果について報告といたします。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営副委員長から報告がありま

した決議案１件を本日の議事日程に追加するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

決議案１件を本日の議事日程に追加することに

決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午後３時５３分 休憩 

     午後３時５８分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

  それでは追加日程に入ります。 

 

 

日程第３３決議案第１号ロシアに

よるウクライナ侵略に断固抗議す

る決議について 

 

 

髙橋富美子議長 日程第33決議案第１号ロシアに

よるウクライナ侵略に断固抗議する決議につい

てを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  議会運営副委員長八鍬長一さん。 

   （八鍬長一議会運営副委員長登壇） 

八鍬長一議会運営副委員長 提案申し上げます。 

  決議案第１号ロシアによるウクライナ侵略に

断固抗議する決議について。 

  上記の議案を新庄市議会会議規則第14条第２

項の規定により提出します。 

  令和４年３月２日提出、新庄市議会議長髙橋

富美子殿。 

  提出者、新庄市議会運営委員会副委員長八鍬

長一。 
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  決議案については、別紙になっていますので、

読み上げて提案といたします。 

  ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する

決議。 

  ２月24日、ロシアは、世界中の平和を望む切

なる願いに反し、ウクライナへの侵略を開始し

た。さらに現在は、核の力を背景に国際社会の

安定を一層脅かしている。 

  ロシア軍の侵略により多くの人々が住み慣れ

た地を追われ、避難を余儀なくされている。武

力攻撃は居住地にも及び、幼い命が奪われるな

ど罪のない民間人にも被害が広がっている。 

  このようなウクライナの主権と領土を侵害す

る行為は、明らかに国際法、国連憲章に違反し

ている。 

  また、今般のロシアの行動は、欧州にとどま

らず、海を挟んで対面する日本はもとより、ア

ジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがしか

ねないもので、断じて看過できない。 

  よって、本市議会は、ロシアのウクライナへ

の侵略に対し断固抗議するとともに、即時無条

件でロシア軍の完全撤退を強く求める。 

  以上、決議する。 

  令和４年３月２日、新庄市議会。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました決議案第１号ロシ

アによるウクライナ侵略に断固抗議する決議に

ついては、会議規則第37条第２項の規定により

直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  決議案第１号ロシアによるウクライナ侵略に

断固抗議する決議については、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

決議案第１号は原案のとおり可決されました。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） この決議文を国に意見

書として取り上げていただきたいと思います。 

髙橋富美子議長 はい、承りました。 

 

 

散      会 

 

 

髙橋富美子議長 以上で本日の日程を終了いたし

ました。 

  それでは、明日３月３日木曜日午前10時より

本会議を開きますので御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後４時０１分 散会 
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令和４年３月定例会会議録（第２号） 

 

 

令和４年３月３日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 髙 橋 富美子     副議長 奥 山 省 三 

 

 出 席 議 員（１４名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ４番   八  鍬  長  一  議員     ５番   今  田  浩  徳  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ８番   庄  司  里  香  議員 

  ９番   佐  藤  文  一  議員    １０番   山  科  正  仁  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   髙  橋  富 美 子  議員    １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（３名） 

  ３番   新  田  道  尋  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

 １７番   佐  藤  卓  也  議員 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 荒 澤 精 也  税 務 課 長 佐 藤   隆 

市 民 課 長 伊 藤 幸 枝  環 境 課 長 小 関   孝 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 山 科 雅 寛  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 荒 田 明 子 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長 
兼教育総務課長 平 向 真 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監 査 委 員 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 
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選挙管理委員会 
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 関 紀 夫 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会 
事 務 局 長 横 山   浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小 松 真 子 

 

議 事 日 程 （第２号） 

令和４年３月３日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 小 嶋 冨 弥  議員 

２番 佐 藤 文 一  議員 

３番 山 科 春 美  議員 

４番 佐 藤 悦 子  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第２号）に同じ 
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令和４年３月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 小 嶋 冨 弥 

１．コロナワクチン３回目接種について 

２．市の行政手続について 

３．新庄の情報発信について 

市 長 

２ 佐 藤 文 一 

１．小中学校洋式トイレの増設について 

２．北本町アーケードについて 

３．新庄まつりについて 

市 長 

教 育 長 

３ 山 科 春 美 

１．教科書採択について 

２．アンガーマネジメントの活用について 

３．2022年４月からの成年年齢が18歳に引き下げられるこ

とについて 

市 長 

教 育 長 

４ 佐 藤 悦 子 

１．新型コロナの急速な感染拡大から市民の命を守るため

に 

２．子供の人権と、災害避難者の排泄の尊厳を守るため

に、小中学校のトイレは、直ちに洋式化すべき 

３．雪から市民の命を守るために 

４．ジェンダー平等実現のために 

５．米と農業を守るために 

市 長 

教 育 長 
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開      議 

 

 

髙橋富美子議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は14名です。 

  欠席通告者は、新田道尋さん、押切明弘さん、

佐藤卓也さんの３名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

髙橋富美子議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は８名です。質問の

順序は、配付しております一般質問通告表のと

おり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名です。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

髙橋富美子議長 それでは最初に、小嶋冨弥さん。 

   （15番小嶋冨弥議員登壇） 

１５番（小嶋冨弥議員） おはようございます。 

  令和４年３月定例議会一般質問を行います。

議席番号は15番、起新の会の小嶋冨弥でありま

す。 

  ようやくそこはかと春の兆しが感じられ、俳

聖松尾芭蕉の高弟、服部嵐雪は俳句で、梅一輪

一輪ほどの暖かさと詠みました。まさにこのよ

うな季節になるのではないでしょうか。 

  それでは、通告の順に従いましてお伺いいた

しますので、よろしくお願いいたします。 

  まず初めに、終息の見えない新型コロナ感染

は、第６波オミクロン株の拡大であります。そ

こで、それらの感染予防についてのコロナワク

チン３回目の接種についてお伺いいたすもので

あります。 

  申すまでもなく、第２回目の接種日から、医

療従事者等、高齢者施設入所者・従事者等は６

か月経過後、65歳以上の高齢者は７か月経過後、

64歳以下の人は８か月経過以後に接種が可能で、

一般の予約開始が１月27日から始まりました。 

  国のワクチン接種の提供は、モデルナ社製と

ファイザー社製の交互接種なわけでありますが、

気になる副反応の心配から、選択希望に偏りを

しておると聞いていますが、そこで、これらを

含め、今日までの市民各位の反応及び接種の進

捗状況、今後についてお尋ねいたします。 

  次に、社会機能基盤を支え、維持に必要な仕

事に従事しておられるエッセンシャルワーカー

の方々に対しての３回目の接種前倒しの考えに

ついてお尋ねいたすものであります。 

  このエッセンシャルワーカーは、特定の仕事

内容を示す言葉ではなく、日々の生活を維持し

ていくために、新型コロナ感染リスクを感じな

がら現場で働き続けてくれる職業の方々の総称

と認識をしております。もちろん、医療従事者、

高齢者施設入所従事者は、３回目の接種が済ん

でいると思いますが、保育士、学校教員、電気、

ガス、水道整備、ごみ収集、雪ですので除雪に

携わる方々等の社会インフラに関する職業の仕

事に従事しておる方でありますので、これらに

ついて問うものであります。 

  次に、５歳から11歳までの子供、小児に対す

る新型コロナウイルスワクチン接種について、

市の取組についてお伺いいたします。 

  県内では、オミクロン株感染のクラスター等
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の拡大で、令和４年１月27日から２月20日まで

まん延防止法等重点措置の適用に伴う要請がさ

れました。当初は、重点措置区域にされません

でしたが、２月の中旬後から感染の拡大が強ま

り、クラスター等の発生、学校、学年、学級の

閉鎖、学童保育園等でも感染し、大変危惧され

ておるのであります。 

  感染の予防の手だてとして早期の接種が望ま

れるわけでありますが、接種は努力義務の適用

ではないのですが、これらについて、市の取組

を併せて問うものであります。 

  次の発言事項は、市の行政手続について質問

をいたします。 

  政府をはじめ各自治体は、行政手続の効率化、

ＤＸ、すなわちデジタルトランスフォーメーシ

ョンを進めております。このような考えの一つ

といたしまして、市民が市役所に来て行政手続

をする際に申請書の記入が不要で、身分証明書

の提示で済む書かない窓口の導入についてお伺

いいたすものであります。 

  まず、流れといたしまして、市民が窓口で免

許証、例えばそれにマイナンバーカード等の身

分を証明するものを提示し、申請内容を伝えま

す。それを受け、職員は、氏名を手がかりにパ

ソコンで必要な個人データを探し出し、内容が

反映された申請書を作成、印刷し、申請した市

民が署名すれば、申請書に基づき、各種の手続

が完結となるシステムなのであります。 

  このようなシステムの申し上げたいメリット

として、申請書の作成時間が減り、市民の負担

軽減が図られ、また、利便性の向上に加え、コ

ロナ感染等などの予防などに対する密を抑える

ことも可能なのではないでしょうか。 

  国では、自治体の行政手続の目標を、スマー

トフォンで全ての手続を60秒以内で完結をうた

っております。２月24日から、市民課の窓口番

号表示システムの導入を図り、市民サービスに

努めておりますことは大変画期的なシステムだ

と評価いたします。市民サービスの一つとして、

書かない窓口の設置について考えを問うもので

あります。 

  次に、発言事項の３つ目としての当新庄市の

情報発信に関してお尋ねいたします。 

  先般の２月25日、厚生労働省の人口動態統計

の速報値が公表されました。全国で2021年生ま

れの赤ちゃんは84万2,897人、亡くなったのは

145万2,289人、出生数から死亡を引いた人口の

自然数は過去最大の60万9,392人。少子化が進

み、人口減に歯止めがかからず、社会保障制度

の維持が危ぶまれるとマスメディアでは報道さ

れました。 

  新庄市の現状はどうなのでしょうか。今市民

の皆さんは、豪雪、コロナウイルス禍と、また、

ロシアのウクライナ侵略等のストレスの疲労が

強く感じられますが、これらをぶっ飛ばす元気

な新庄市の発信の方法、方策がたくさんあると

思います。私はその一つとして、当市の観光大

使である第166回目の直木賞を受賞した今村翔

吾さんの文庫記念館を新庄市で創出したらいか

がでしょうかと提案するものであります。なぜ

ならば、何といっても現在37歳の若さで、旬の

方であります。2017年、新庄藩の火消しを主人

公にした「火喰鳥羽州ぼろ鳶組」でデビュー、

2020年には「八本目の槍」で吉川英治文学新人

賞、「じんかん」で山田風太郎賞、直木賞は候

補３回目での受賞の快挙となったわけでありま

す。 

  今村翔吾氏は、新庄まつり、雪まつりに来新

し、中高生文学塾を開いたり、新庄を第二の故

郷と愛していることは、多くの市民も認識して

いることと思います。まさにこれから将来を嘱

望される若手の作家、小説家であります。新庄

市との強い絆の今村翔吾さんの文庫記念館の創

出は、市の情報発信のツールの一端としてなり

得る可能性は大いに秘めていると考えているの

であります。今村先生を慕うファンは、全国で
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たくさんおりますよ。いかがでしょうか。これ

について、市のお考えをお聞かせください。 

  もう一点伺います。 

  春の訪れとともに、プロ野球の話題が膨らん

でいます。２月26日からオープン戦が始まりま

したプロ野球は、今や勝敗を別にして、日本ハ

ムファイターズの監督に就任した新庄剛志監督

の一挙手一投足が話題を呼んでおります。自ら

ビッグボスと称し、型破りなアクションを演出、

マスコミを喜ばせておりますが、かつては、新

庄剛志監督が現役の選手時代に当市新庄市との

結びつきがあったような気がいたしますが、改

めて同じ新庄市と新庄の同盟として、これらを

機に監督及び球団親会社との交流を深め、新庄

市の知名度アップのビックチャンスと捉えては

いかがでしょうか。これらについてお伺いいた

します。 

  以上で私が通告した質問ですが、３月は年度

末とともに別れの季節でもあります。この３月

をもちまして、定年により、一線を引かれます

職員の皆様方に対しましては、心より御苦労さ

まと感謝を申し上げる次第であります。この議

場にて論戦を交わしました課長には、真摯なや

り取りをさせていただき、改めまして地域に対

する熱い気持ちが強く感じられるのであります。

今後のさらなる活躍と御健康に留意されますこ

とを御祈念申し上げます。それでは、答弁のほ

ど、よろしくお願い申し上げます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、小嶋市議の御質問にお答えさせて

いただきます。 

  コロナワクチンの件でありますが、初めに、

ファイザー社ワクチンとモデルナ社ワクチンの

交互接種に関する御質問ですが、本市では、１、

２回目の接種で、ほとんどの方がファイザー社

のワクチンを接種したため、追加接種において

もファイザー社のワクチンを希望する方が多い

状況となっております。ただし、国から供給さ

れるワクチンは、ファイザー社ワクチンとモデ

ルナ社ワクチンがほぼ同量となる予定となって

おりますので、追加接種を迅速に進めていくた

め、市のホームページや全戸配布のチラシ、さ

らにコールセンターでの予約受付時において、

モデルナ社のワクチンによる交互接種の有効性

や安全性を引き続き周知してまいります。 

  追加接種の進捗状況につきましては、２月28

日現在、65歳以上の方は7,942人、64歳以下の

方は2,107人が完了と見込んでおり、対象人口

に占める接種率は、それぞれ約75％と約13％と

なっております。 

  今後の追加接種の時期につきましては、２回

目の接種が昨年の９月11日まで完了したおおむ

ね40歳代の方までが、３月末までの接種完了を

見込んでおります。 

  また、４月以降についても、２回目接種から

６か月を経過した方から接種を進め、５月末の

接種完了を目指してまいります。 

  次に、エッセンシャルワーカーへの優先接種

に関する御質問ですが、これまで本市では、医

療従事者や高齢者施設の入所者及び職員はじめ、

消防職員、警察職員、保育士、除雪のオペレー

ター、教職員など、モデルナ社のワクチンを活

用した優先接種やキャンセルが発生した場合の

補充者として先行して接種していただき、優先

接種を進めてまいりました。今後も引き続きエ

ッセンシャルワーカーに対しての優先接種を実

施してまいります。 

  次に、５歳から11歳までの小児に対するワク

チン接種に関する御質問ですが、本市において

も小学生の感染が確認されており、小学校での

感染拡大や高齢の御家族への感染拡大が懸念さ

れます。 

  国は、小児に対しても発症予防について高い
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効果を認めており、特に呼吸器や心疾患などの

重症化リスクの高い基礎疾患を有する小児に対

しての接種を進めております。 

  本市においては、国の方針に基づき、小児へ

のワクチン接種を３月からの実施に向け、準備

を進めてまいりました。対象となる小児は約

1,800人であり、その保護者に接種の意向調査

を実施しております。接種は、市内の小児科医

院における個別接種で、希望された方に市が日

時と会場を指定し、案内することとし、３月11

日から開始いたします。接種に関しては、重症

化予防の効果と副反応のリスク双方について正

しい知識を持っていただいた上で、接種してい

ただくことができるよう、周知に努めてまいり

ます。 

  次に、市の行政手続についての御質問ですが、

この２月より、新たな取組として、市民課、会

計課窓口において、番号案内表示システムを導

入いたしました。お客様が発券機から整理番号

を受け取ってお待ちいただき、窓口では、お名

前ではなく番号でお呼びすることにより、プラ

イバシーの保護やスムーズな御案内ができるこ

とから、好評をいただいております。 

  さて、御質問の書かない窓口のシステムにつ

いてですが、マイナンバーカードや免許証を活

用して本人確認を行い、そのカードから氏名や

住所などを読み取り、画面上で質問に沿って入

力することで申請書の手書きが不要となり、内

容に応じて複数の手続の御案内も可能になるな

ど、利便性が高く、全国的にも様々なシステム

開発や導入が進んでおります。 

  市では、行財政改革大綱やデジタル化基本計

画により、デジタル技術を活用し、行政手続の

利便性向上を図ることとしておりますので、ど

のような手続に書かない窓口の導入が可能か、

令和５年度の基幹システムの更新に合わせて検

討してまいります。 

  また、今議会の補正予算に計上しております

が、マイナンバーカード所有者の転出について

は、スマホやパソコンによるオンラインでの転

出届が、令和４年度中に全国でできるようにな

ります。今後も窓口混雑の緩和や来庁者が安心

して手続ができる環境づくりに取り組んでまい

ります。 

  次に、新庄市の情報発信についての御質問に

お答えさせていただきます。 

  今村翔吾氏には、昨年２月から、新庄市第１

号の新庄観光大使に就任していただき、現在も

市の観光振興の一翼を担っていただいておりま

す。 

  今年の１月には直木賞を受賞し、今後ますま

すの活躍が期待され、当市も最上広域市町村圏

事務組合、一般社団法人とらいあと協力し、２

月に国元企画展と称し、直木賞受賞をお祝いす

る展示を実施したところであります。今後も関

係機関と協力しながら、今村氏の作品の御紹介

などを兼ねて、情報発信を行っていきたいと考

えております。 

  このたびの受賞を契機に、今村氏の知名度は

全国的にもより多くの方に知っていただけると

ころとなりました。このように著名な方が、新

庄市を第二のふるさとと親しみを持っていただ

けるのは大変光栄なことであり、今後も市とし

てこの絆を結びつけ、国元から応援し続けたい

と考えております。今や直木賞作家となった今

村氏の記念館は、新庄市をより多くの人に知っ

ていただく手だてとして有効であると考えます

ので、今後の情報発信事業の参考とさせていた

だきます。 

  次に、２つ目の項目についてお答えさせてい

ただきます。 

  ビッグボスこと新庄剛志監督については、監

督が選手として阪神タイガースに所属していた

平成５年、本市と友好自治体の盟約を締結して

いる奈良県の旧新庄町、現葛城市と岡山県新庄

村の３自治体で後援会を組織して応援していた
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経過がございます。監督御本人が本市を訪れた

こともありますが、所属球団が替わったことや、

当時監督側の窓口となっていただいた御尊父の

体調悪化を機に、後援会活動を終了しておりま

す。 

  新庄監督のよい意味での型破りな言動に対す

る世間の注目は確かに大きく、再度関係を構築

して、本市の活力創出や交流拡大に対する御協

力を得ることができれば、大きな成果が期待で

きるものと考えられます。 

  後援会活動が活発な頃は、県事業として連携

して応援ツアーを実施していましたが、こうし

た活動による交流拡大のほか、物産振興事業へ

の起用も考えられます。御本人にどのようなア

プローチが可能なのか、どのような事業に生か

すことができるのか、関係課とも連携しながら

検討してまいります。 

  補足となりますが、観光大使の件についてで

ありますが、この場を借りて報告させていただ

きます。 

  元ＮＨＫアナウンサーの山本哲也氏、12月31

日の宝くじの当然発表会の総合司会をなさった

方でありますが、以前はゆうどきネットワーク

の番組を持っていた、現在は、小さな旅で放送

される方でありますが、この方を観光大使とし

てお願いするということで、12月31日に退職す

るというお話を聞きましたので依頼を申し上げ

たところ、本人から承諾を得ているところであ

ります。１月の東京ふるさと会で、任命式をす

る予定でしたが、残念ながら中止となったもの

で、現在延び延びとなっております。今後機会

を見ながら任命式を執り行わせていただきたい

と思っています。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） どうもありがとうござ

います。 

  再質問させていただきますけれども、今日は

３月３日ひな祭りですね。ひな祭りには、桃で

す。桃は、中国古来では邪気を払い、桃の実は、

幸せを持ち込むと言われております。今日のひ

な祭りにちなんで、これから女性議員の方も２

名発言いたしますけれども、今日はこのような

ひな祭りにふさわしいほっこりしたような議会

になればいいなと思っていますので、御答弁の

皆さん方もよろしくお願いしたいと思います。

そんなような私の気持ちで、再質問をさせてい

ただきます。 

  まず、ワクチンの努力義務、15歳から12歳は

努力義務ではないと。一体この努力義務とは、

私、分かりませんので、専門の方に、努力義務

というのはどんなことを指すのかなと、まず一

つ教えてもらいたいなということからお願いし

ます。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 ワクチン接種の努力義務につ

いてということで御質問いただきました。 

  努力義務とは、この新型コロナウイルス感染

症に係る予防接種については、予防接種法の附

則第７条第２項の規定によりまして、法の第６

条第１項の臨時接種として実施しております。

この臨時接種は、感染症の緊急の蔓延予防の観

点から実施するものでございまして、接種に当

たっては、予防接種法の第９条で、対象者は接

種を受けるよう努力しなければならないと規定

されてございます。この規定が努力義務と呼ば

れておりまして、この努力義務とは、罰則など

を設けた義務とは異なりまして、強制ではなく、

御本人が納得した上で接種を判断していただく

ということになってございます。ですので、感

染症の蔓延防止の観点から、国民の皆様に御協

力いただきたいという趣旨から、このような規

定がございます。以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 
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髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） そのようなことと理解

せざるを得ないといいますか、しますけれども、

そこで、その努力義務から外れた子供ワクチン

の対象者は、市長から、小児は1,800人なんて

いいますけども、その前に新庄市では、親御さ

んに対して意向調査を送りましたね。1,800人

の対象者の中で、希望をもらってフィードバッ

クした率、その中でどんな問題点というか、保

護者はどんなことを心配とか、いろいろあると

思いますけれども、その内容を教えてもらえれ

ばと思って質問いたします。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 小児の方の予防接種の事前調

査ということで、２月の時点でさせていただい

ております。接種等の希望調査、２月25日まで

だったと思いますが、回答いただきたいという

ことでさせていただきました。その中で、現時

点で把握しているのが、600人ほど返事をいた

だいたということは聞いておりまして、そのう

ちの８割の方が接種を希望するということで来

ている。その後も接種希望についての調査は、

また送られてきておりますので、最終的なもの

というのはまだ把握してございませんが、中に

はやっぱり全員が接種をしたいというか、迷っ

ていらっしゃる保護者の方も相当数いらっしゃ

ると思います。その時点では、もう今回の調査

で分からないとした方々もいらっしゃいますの

で、そういった方も今後フォローしながら接種

を進めてまいりたいと思っております。以上で

す。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） やっぱり心配である反

面、結構子供たちは、小中学校は学年閉鎖とか、

学級閉鎖がかなり多いんですね。そういった意

味で、昨日も15人ですか。新庄市でも発生して

います。市長が心配して、２日に折り込みメッ

セージ、チラシを入れてくれて大変よかったな

と。そんなことで注意してくださいということ

が、みんな心配事なんだけれども、子供の心配

のもとはどんなふうに捉えるのかな。したほう

が安全だよと思う反面、やっぱり副反応とか、

いろいろあると思いますけれども、例えば保護

者が付き添っていかなければならない時間があ

るとか、ないとかということも含めて、どうい

うふうに子供の８割の方が、８割は、あと２割

がどんな関係で事由まで掌握しているんでしょ

うか。まず、お願いいたします。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 先ほど８割の方という答弁を

させていただきましたが、関心が高い方につい

ては早く回答いただいたということで、その中

の早くいただいた方はやっぱり関心があるとこ

ろで、８割ほど接種を希望していらっしゃると

いうことでございます。 

  その中で、やっぱり不安を感じられる保護者

の皆さんもいらっしゃるものですから、調査の

段階で、厚生労働省が出しております５歳から

10歳のお子様への保護者の方へということで、

その接種についてのお知らせ、副反応がどうい

ったものがあるか、また、接種のワクチンの安

全性とか、そういったものを書いたチラシも一

緒に入れさせていただいております。 

  接種に関しては、やはり保護者の同意が必要

でございまして、特に小児の接種に関しては、

努力義務が適用されてございませんので、この

理由としましては、小児用のワクチンは臨床試

験等から有効性、安全性が確認されていること

で海外でも広く接種が進められていること等を

踏まえて、日本でも接種が進められることにな

っている。しかしながら、そこについては、現

時点においてオミクロン株に対するエビデンス

が確定的ではないことも踏まえ、承認について
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努力義務の規定は適用せず、今後の最新の科学

的知見を踏まえ、改めて議論することが適当で

あるということともされております。そういっ

たことを総合的にやっぱり保護者の方が判断し

ていただくことになりますが、やはり子供さん

から御高齢の方にうつるということもございま

す。そういったリスクもあることですから、な

るべく接種していただきたいなということでは

考えているところです。以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） 本当に悩ましい問題も

あると思いますけれどもね。やはり現状を見ま

すと、やはりみんな心配だなと思っておるわけ

であります。 

  それにしても、私は、新庄市の場合は、毎月

そういうふうにチラシで配って情報を提供して

もらう、これはいいなと。かなり市民の皆さん

には安心感を与えているんじゃないかなという

ことで、これは大変前向きで、市民に対する市

の取組が評価できると思いますけれども、２月

23日、山形県のお知らせで入ってきた。県で４

か所かな。３月５日から米沢グランドホクヨウ、

３月12日から13日に三川町、３月19日から21日、

山形県庁、３月26から27日まで新庄ニューグラ

ンドで480人なんてチラシが出たけれども、こ

れは市としてはどういうふうに、市の進捗が少

ないから県ではもっとしろという意味かなと。

それともどういう意味かなと。この辺、県の関

係はどうなっているのかなとちょっと疑問を感

じますので、県で突然こうしなさい、してくだ

さいよなんていう、これは悪いことではない、

いいことだとは思いますけれども、新庄市の場

合は個別接種で、今度は集団だけれども、これ

はそういう選択でスムーズにいっていると思い

ますけれども、県のこれはどう理解するような

方向かなと、ちょっと疑問に感じましたので、

いかがなんでしょうか。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 議員おっしゃるとおり、県で

集団接種ということで、最上地区におきまして

は３月26日の土曜日と27日の日曜日にニューグ

ランドホテルで約480人の接種予定ということ

で、追加接種を実施するということで聞いてお

ります。 

  県の集団接種が、新庄の接種が遅れているか

らするのかという、そういったことではござい

ません。新庄でも既に３月には64歳以下の方に

も６か月経過した方に案内をもう差し上げてご

ざいますので、最短で接種できるような体制を

整えてございます。ただ、県と市でやっている

個別接種、県のやっている集団接種、その中で

選択肢が増えるということで考えておりまして、

県がやる集団接種は土曜日、日曜日に設置する

わけですので、これから現役世代の方が接種す

るに当たっては、土日にできる枠が増えるとい

うことで、そういったことでは大変助かるのか

なということで考えてございます。以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） 分かりました。 

  何といっても心配は、早く取り除いて安全に

するためにさらなる御努力を、大変だけれども、

お願いしたいと思います。 

  次に、窓口について、これからデジタル時代

で、令和５年の総合的なものに、その中に入れ

るというんですけれども、大変便利になるんで

すね。デジタルトランスフォーメーションの考

えは、やはり前例にとらわれないでやはり進め

ろというようなことで、やっぱりどうしても行

政は前例踏襲とか、前例に倣うというのが今ま

でのやり方だと思いますけれども、まるきりデ

ジタルトランスフォーメーションが出ることに

よって前例がなくなるような新しい方向づけだ

と思います。 
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  そこで、書かない窓口というのは、各地で結

構やっているんですね。まず、利用者から、市

民からいうと、市民課に行って、どこに記載台

があるんだかな。書くところはあるだろうかな。

そうすると、ここに行くといろんなものがある

な。そうするとここで書く。そして窓口に持っ

ていって、これがなくなるんだよ。記載台も何

もないから。コロナ禍でこのたび入れた窓口の

あれは大変いいと思う。すごいと思う、やっぱ

り。あれを生かして、自分が申請をもらうとき

にぺっと押して番号が出てくると、今度その窓

口に呼ばれて行くと、免許証か身分証明書のあ

るものを持っていくとしてくれるんだよ。何の

誰それ、何年生まれの誰が申請したとかという

のを書くことがないの。そうすると、あそこの

記載台も記載するものもないから、あそこが広

くなる。これから建て替えをするというけれど

も、これまで時間がかかるでしょう。市民は、

今のところを利用しなければならない。そうす

ると、密になるとかになることがない。そうい

うこともぜひしてもらいたいなと思いますけれ

ども、市民課の課長は、一生懸命頑張って新し

くやっているんだけれども、こういうような、

したいか、してはいけないだろうからしなくて

もいいか、したほうがいいかという観点はどう

かお聞きします。 

伊藤幸枝市民課長 議長、伊藤幸枝。 

髙橋富美子議長 市民課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝市民課長 書かない窓口のシステムにつ

いてですが、市民課といたしましてもこの取組

については、全庁的な取組になると考えており

ます。住所異動、住民異動に伴って、様々な課

との連携が必要になりますので、令和５年度に

住民記録システムをはじめ、基幹システムの入

替えがございますので、そのタイミングで、ど

ういった手続にこういった書かない窓口の仕組

みを活用できるか。例えばこれまでも御質問い

ただいておりましたが、おくやみコーナーであ

ったり子供に関する手続であったり、そういっ

たところをどこまでできるか、最初はスモール

スタートになると思いますけれども、全庁的な

協議の中で、何とかこのシステム導入に向けて

頑張っていきたいなと感じているところです。

以上です。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） よかった。すると、言

わないでやると、頑張ると言っているからあり

がたいなと。ぜひひとつ課長一人ではできない、

みんなでしてもらわないと駄目だから、よろし

くお願いします。 

  次、今村翔吾さんの質問をします。 

  市長答弁でいただいて、情報発信の手段とし

て使う、また、ＮＨＫの山本哲也さんを観光大

使にお願いしたらしてくれた。大変明るいニュ

ースでよかったなと思っている。 

  そこで、再質問しますけれども、今村さんは、

観光大使とともに新庄開府400年記念事業の総

合アドバイザーでもあるんですね。大変御尽力

なさって、それに関して、あるいは新庄はそう

いう風致のまちですけども、戊辰の戦争か何か

で焼かれて、新庄は歴史的風致という建物が、

歴史的なものが残念ながら残っていない。これ

で、やっぱり今村翔吾さんを例えば活用して、

文学の道、今村翔吾ロード、今村翔吾散策路と

か、そういうものも風致のまちに入れて造った

らいいのかなという思いも詰めて私、今回一般

質問させてもらっているんだけれども、まず、

雪の里情報館とか、まゆの郷とか、あの辺を利

用して、そう大きくなくてもいいから今村翔吾

さんの文庫をまずそろえて発信するというよう

なことをアプローチしたらいいのではないかな

と思いますけれども、情報の発信はいろいろあ

るけども、まず文庫本にこだわって私は言うん

だけれども、どうだろう、課長。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 
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髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 今村翔吾さんの文庫をエ

コロジーの中においてはどうかという御質問を

いただきました。 

  エコロジーガーデンの現在第４期計画の中で

計画を進めているところでありまして、来年度、

第５期の利用計画の改定時期でもあります。そ

の中でもそのような御意見を頂戴しております

ので、検討事項の一つとして御検討させていた

だければと思います。よろしくお願いします。 

１５番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

髙橋富美子議長 小嶋冨弥さん。 

１５番（小嶋冨弥議員） あのよ、でもな、何ぼ

こっちでしてくださいと言ったって、あっちは

嫌だと言えばできない部分がある。相手のある

ことだ。そこをやっぱり交渉とか、折衝とかと

いうのは課長の腕だ。課長、頑張ってもらって。 

  こういうことがあった。ふるさと応援隊で東

京に行って、私たちも、前の佐藤義一さんはい

ないけれども、佐藤義一さんと今うちの会派の

会長の石川さんとも行って今村先生とお会いし

て、今村先生はファンクラブの人と一緒に新庄

に来た。そこで、ある居酒屋で会食に私たちも

交ざって、お邪魔して懇談したんだけれども、

先生はお酒を飲まないからいいんだけれども、

その中で、ファンの人が写真を撮ってＳＮＳと

か、全国にツイッターで流したんです。居酒屋

に尋ねてきたと。今村翔吾先生がここで会食し

て焼き鳥を食べたのかと、おかみさんがびっく

りしたと。それだけやっぱり新庄にわざわざ来

て、そして行くという、やっぱりそういうファ

ンもいる。そういうのをしていけば、やっぱり

交流人口とか、いっぱい来るんのではないのか

なと。旬の人だと思います、まだ37歳で。だか

ら、今から早く、滋賀県に事務所も構えていて、

テレビで引っ張りだこだ。今関西のほう。渡辺

安志課長に聞けば、一番早いかもしれないけど。

でも、柏倉さんが担当だからお願いするしかな

いんだけれども、ひとつそういうことも大事で、

そういう大きいことでなくてもいいと思います。

だんだんだんだんそこから人のにぎわいも、そ

れが全てではない、一つの手段として考えても

らいたいなと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

  あと何といっても、ビッグボスだな。今日の

新聞も見たら日本ハム、ヒット１点で１点を取

って勝ったと新聞に出てるんだ。スポーツ新聞

以外に。あれだってやっぱり新庄監督と後援会

をつくってやったけれども、選手は終わったか

らこれで縁が切れたみたいだけれども、今度は

チャンスではないかなと。日本ハムとあやちゅ

うちゅうなんて言葉で仲よくして、そして、な

ぜこんなことを言うかというと、村山市で去年

オリンピックがあったでしょう。そのときブル

ガリアの優勝したホストタウンで呼んだ。職員

が、ブルガリアというと思い出すのは、ブルガ

リアヨーグルトだ。ヨーグルトをどこで作って

いる。まずいっぱい作っているけれども、有名

なのは、名前を言っていいか、悪いけれども、

言う。明治だ。明治に行って、東京に行って、

職員がこういうホストタウンで来るから何とか

協賛してもらえないかと。そうしたらうまくマ

ッチングして、明治ブルガリアヨーグルトを村

山市で一生懸命して、市役所の職員も動いてく

れたと思います。応援団みたいなのがいたから

マッチングしてよかったのだけれども、そうい

うこともあるのよね。 

  あともう一つ俺、思うのは、今ふるさと納税

で大きく10億円今年も計画して、目標に向かっ

ているんだけれども、はえぬきがやっぱり新庄

は評判で、東北でもトップクラスではないか。

だからはえぬきは今度、今日のあれで食味がち

ょっとランクが下がったみたいで、これはこれ

でしようがないんだけれども、例えばビッグボ

ス米なんてネーミングをつくって新庄剛志さん

のラベルをぴっと貼って、それをふるさと納税
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の給付金とかをして、もっと言うと、今度皆さ

ん方のボスは誰だ、組織のボスは。ボスとボス

の写真を撮って握手をしたら、ラベルでも貼っ

て、新庄米、ビッグ米とかと売り出すチャンス

もあるのではないかなと思って俺は今こういう

ふうな一般質問をさせてもらうんだけれども、

そういうことも考えられないかな。 

  だから、いろんな手だてがあると思う、やっ

ぱり。まず、それこそ挑戦するか、しないかを

まずお伺いするかな。お願いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 大変ありがとうございま

す。いろんな御意見を頂戴したところでござい

ます。 

  初めに、今村先生のお話からちょっとさせて

いただければと思います。 

  先ほども渡辺課長の名前が出ましたけれども、

渡辺課長がファン倶楽部の会長であって、その

縁で私どもも今村先生とつながりを持って、新

庄を第二のふるさとというようなことで言って

いただいているわけです。その中で、先生から

は羽州ぼろ鳶組の文庫の表紙、これを新庄のあ

ちらこちらのマンホールにしてやれないかとい

うふうなお声もいただいております。いずれ30

巻ほどになればそういったことも可能かなとい

うようなことで、先生とも話を進めているとこ

ろでありますし、また、現在、滋賀県に事務所

を構えていますが、新庄事務所を造りたいとい

う話も伺っております。事務所は、新庄の駅前

通りの空き店舗等を利用して、そこにもお店を

構えたいという話までいただいているところで

ございますので、そちらの縁を大事にしながら、

今後とも情報を活用していきたいと思います。 

  また、新庄監督については、いろんな形でア

プローチをしながら、どういったことができる

のかということを探っていきたいと思いますの

で、今後とも御意見をいただければと思います。

よろしくお願いします。（「ありがとうございま

す。終わります」の声あり） 

髙橋富美子議長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１０時５１分 休憩 

     午前１１時０１分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤文一議員の質問 

 

 

髙橋富美子議長 次に、佐藤文一さん。 

   （９番佐藤文一議員登壇） 

９ 番（佐藤文一議員） 改めましておはようご

ざいます。 

  今定例会、２番目に質問をさせていただきま

す。議席番号９番、市民・公明クラブの佐藤文

一です。 

  通告書に従いまして質問させていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

  まず初めに、新庄市の新庄市立の小中学校洋

式トイレの増設について質問いたします。 

  新庄市立の義務教育学校萩野学園に続き、２

校目の明倫学園が開校し、大変喜ばしいことと

思っております。しかし、一方で、ほかの学校

施設の老朽化がピークを迎えているのも事実で

ございます。義務教育学校２校以外を見てみる

と、小規模、あるいは大規模改修などはあった

ものの、教室等の校舎に関しては、古い順に、

新庄小学校、昭和42年、築55年、八向中学校、

昭和46年、築51年、新庄中学校、昭和54年、築

43年、日新中学校、昭和55年、築42年、升形、

本合海小学校が同じ昭和57年、築40年、そして、

日新小学校が平成11年、築23年となっており、

１校を除き、文部科学省の示している鉄筋コン
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クリート造校舎の改築までの年数、おおむね40

年程度に達している状況です。しかし、実際は

新庄市だけではなく、全国に同じような自治体

が多く存在しており、全てを早急に改築するに

は、莫大な労力、予算が必要であり、容易なこ

とではなく、現在同省では、学校施設の長寿命

化を進めることが必要としており、子供たちの

多様なニーズに応じた教育環境の向上と老朽化

対策の一体的な整備が必要と考えます。 

  そんな中、トイレの改善については特に遅れ

ており、全国の公立小中学校の和式便器に対し

ての洋式便器率は、文部科学省2020年９月の調

べで全国平均57％、都道府県別で見ると、全国

１位が富山県の79.3％、山形県は54.6％と全国

平均より下回っているのが現状でございます。 

  また、災害時の避難場所として指定されてい

る学校が避難所になったとき、トイレは、幼児

から高齢者、障害者の方も含め、全ての避難者

が使用する場所となります。バリアフリー化、

オストメイト対応トイレも含め、災害時のトイ

レ対策は、健康と衛生に直結するライフライン

と捉える時代。防災機能の強化の観点から見て

も、安心して使用できる状態に準備しておくこ

とが重要と考えます。 

  先日、新庄のある小学校では、洋式便器が少

なく、和式の便器が空いているにもかかわらず、

順番に並んで用を足しているという状況を耳に

しました。家庭での洋式トイレの保有率は、総

務省調べで、2008年とかなり古いデータではあ

りますが、持ち家で92.2％、貸家で96.1％とな

っており、14年経過した現在は、さらに上回っ

ていると思われます。また、新庄市の公立保育

所の洋式便器率は100％、民間の保育施設もほ

とんどが洋式化されているということです。 

  今後、小中学校のトイレに関し、中長期的に

は、全面的な見直しが必要なのはもちろんです

が、今現在、教育長宛てに児童トイレの洋式化

を求める要望書も届いていると伺っております。

私も洋式便器が不足している学校については、

一部洋式化は早急に必要と考えます。 

  そこで、質問をいたします。 

  １つ目、義務教育学校も含め、現在の各小中

学校の洋式便器の設置率を伺います。 

  ２つ目、小中学校の早期洋式トイレ増設につ

いて、今後の考え方を伺います。 

  続きまして、北本町のアーケードについて質

問いたします。 

  この件に関しましては、この発言通告書を提

出した後、行政報告があり、重複する部分も出

てくるとは思いますが、御了承いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

  去年の暮れ、12月22日に北本町のアーケード

の一部が崩れ落ちたという報道がありました。

その直後、バリケードによる通行止め、看板の

設置、仮設の歩行者道路、通路など、市で対処

できることは取りあえず実行したとは思います

が、一歩間違えれば人身事故、死亡事故にもつ

ながりかねない事故であり、今後、ほかの場所

でいつ起きてもおかしくない状況でありました。

現在は雪下ろしなどもされ、危険箇所の天井材

の撤去、防護ネット、腐食した柱の補強などが

なされるのを確認はしておりますが、不安に思

っている市民の方から相談を受けているのが現

状でございます。 

  また、アーケードというと、過去、新庄市に

は、駅前通り、南本町、そして北本町と３か所

のアーケードがあり、デパート、映画館はじめ

様々な商店が建ち並び、商店街がとてもにぎや

かで、皆が歩いて買物をしていたのを思い出し

ます。そして、時代とともにアーケードの老朽

化、劣化も進み、駅前通りのアーケードが撤去

され、そして南本町のアーケードも撤去されま

した。このたび、北本町のアーケードも解体す

る方針を示しているということで、少し寂しい

気もしますが、安全性の確保が困難ということ

でありますので、緊急の対処が必要と考えます。
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それを踏まえ、質問いたします。 

  １つ目、12月29日から現在までの経過状況、

今後の流れについて伺います。 

  ２つ目、駅前通り、南本町アーケード撤去の

経緯、北本町アーケードとの関連性を伺います。 

  続きまして、新庄まつりについて質問いたし

ます。 

  今なお蔓延している新型コロナウイルス感染

症ですが、現在は変異種のオミクロン株が猛威

を振るい、今後についても今現状ではどうなる

か予測できない状態にあります。しかしながら、

今年も新庄まつりはやってきます。今後、実行

委員会での決定事項になるとは思いますが、２

年間の経験を基に開催するのか、しないのか。

通常どおりの開催か、縮小しての開催か、早期

の決定を望みます。 

  一方、各町内の若連では、山車連盟の理事会

にて山車の題目も正式決定し、まつりの開催の

決定、内容を待つ状態になっております。今年

の山車の数に関しては、明日、庄司議員の質問

事項にありますのでここでは伏せておきますが、

昨年はコロナ禍の中、県内特別警戒レベルがレ

ベル４の状況でも15台の山車が製作され、縮小

とはいえ、開催が実現できたということは、今

年も中止の選択肢はないと現時点で決定しても

いいのではないでしょうか。 

  また、予算の問題ですが、通常開催であれば

追加の補助金はなし、縮小開催であれば昨年同

様の補助金を用意しますということをはっきり

打ち出せれば、各若連は、昨年の経験を基に、

経験のない町内は経験のある町内の話を聞き、

早期に山車製作に取りかかれると私は考えてお

ります。 

  そして、このたびの令和４年度主要事業でも

ある新庄まつりｉｎ巣鴨山車派遣事業に関する

ことになりますが、ある関係者の方から、今年

の新庄まつりの内容も分からない。補助金の増

額も去年のみで、今年は出ないと聞いている。

補助金の増額もなく、花もらいもできなければ、

山車を造れない。なのに、山車を派遣する金が

あるというのはおかしいんじゃないかという話

を聞きました。事業の内容が違うと言われれば

それまでかもしれませんが、市民の方々から見

れば、予算の出どころは同じと考えるのが普通

だと思い、私は何も答えられませんでした。 

  先ほども言いましたが、通常開催であれば追

加の補助金はなく、縮小開催であれば昨年同様

の補助金を用意しますと言えるよう準備してい

ただければ、山車関係者、囃子関係者も安心す

ると思います。 

  それでは、質問いたします。 

  １つ目、昨年と同様レベルの縮小開催となっ

た場合、昨年と同じレベルの補助金を用意する

ことは可能なのか、伺います。 

  ２つ目、今年度、新庄まつり山車派遣事業を

計画しているが、詳細を伺います。 

  以上、答弁のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。小中学校洋式トイレ

の増設については、教育長より答弁させますの

で、よろしくお願いいたします。 

  初めに、北本町アーケードに関する御質問に

ついてお答えさせていただきます。 

  １つ目の、昨年12月29日の事故発生から現在

までの経過状況と今後の流れについての御質問

でありますが、本アーケードは、昭和58年当時、

北本町の法人が県道の占用許可を受け、設置し

た施設で、市道となった現在も同法人が所有す

る占用許可物件となっております。この天井材

の落下事故については、幸いなことに人的被害

はありませんでしたが、事故の一報を受け、直

ちに占用者である同法人へ連絡するとともに、
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歩行者の安全確保のため、落下箇所を通行止め

とし、その他の危険箇所に看板やバリケードを

設置して、落下物への注意喚起を行いました。

その後、年明けの１月４日に同法人に対して、

アーケードが安全であるかどうかの調査と歩行

者の安全対策を早急に行うよう、文書により通

知したところであります。その際、構造部材の

腐食や天井材が落下する危険性を指摘した設計

業者作成の調査報告書が、２月３日に同法人か

ら提出されました。このことから、現状では歩

行者への安全確保が困難と判断し、歩行者に対

する事故防止措置の即時実施を命令し、不履行

の際は市が行政代執行して、それに係る費用は、

同法人から徴収することを戒告いたしました。

翌２月４日には、命令に対する措置の実施が確

認できないことから、同法人に対し、代執行令

書を発出し、危険箇所の天井材撤去と落下物へ

の防護ネットを張る事故防止作業を市が代執行

しております。 

  また、２月３日に提出された報告書において、

同法人は今後アーケードを解体する方針を示し

ていることと、現在構造部材の劣化により、安

全性が確認されない状況にあることから、４月

30日までの期限を定めて、アーケード本体を除

却するよう２月３日に命令しており、これに対

しても不履行の際の代執行と、これに係る費用

の徴収について戒告したところであります。 

  今後においてもこの命令内容の履行に向けた

同法人としての対応方針や費用の調達手段など、

履行の確実性についてしっかりと確認を行い、

早期実施を促してまいりたいと考えております。 

  ２つ目の商店街アーケードの件についての御

質問でありますが、本アーケードを含む中心商

店街のアーケードにつきましては、それぞれの

商店街の法人が、商店街の近代化、高度化を図

る事業において、山形県中小企業高度化資金と

いった融資制度なども活用し、駅前通りは昭和

47年、南本町は昭和55年に設置したものであり

ます。北本町のアーケードに関しても同様に昭

和58年から昭和80年にかけて設置されました。

その後、経年劣化などによる老朽化が課題とな

り、駅前通りのアーケードにつきましては、平

成11年に駅前通りの法人が、自己資金にて撤去

したものであります。 

  また、平成26年頃に経済産業省の商店街まち

づくり事業が商店街アーケード撤去費用にも活

用可能であったことから、負担軽減を図るため

に南本町の法人と北本町の法人に対して周知を

行い、南本町のアーケードにつきましては、当

該補助事業を活用し、平成27年に南本町の法人

が独自に撤去を行ったものであります。 

  その後は、北本町の法人より、アーケード撤

去に係る財政的な支援の相談を受けておりまし

たが、アーケード撤去のみに対する補助事業が

確認できないまま現在に至っております。引き

続き同法人による対応を注視しております。 

  また、アーケード撤去により、新庄駅前通り

につきましては県が無散水消雪を、南本町等に

ついては新庄市が無散水消雪に替えております。 

  次に、令和４年度の新庄まつりについての御

質問にお答えします。 

  新庄まつりの令和３年度の実施については、

令和２年度中止より協議を重ね、独自の感染対

策ガイドラインを策定し、当初は例年どおりの

開催を目指してまいりましたが、感染が拡大し

たことにより、行事内容を縮小し、開催したと

ころであります。規模縮小ながら２年ぶりの開

催となり、感染状況の変化はありましたが、多

くの皆様から好評を得ていると感じております。 

  また、令和３年度に多くの企業団体様より、

新庄まつりの振興のための御寄附を頂きました。

御寄附につきましては、令和３年度の助成金額

の増額分やコロナ対策助成の財源に充てさせて

いただき、残額についてはまつり振興基金に積

立てを行う予定であります。 

  さて、令和４年度の新庄まつりにつきまして
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は、昨年10月に開催しました新庄まつり実行委

員会において、例年どおりのまつり行事を行う

ことを確認したところであります。新庄まつり

実行委員会からは、各山車若連に50万円、各囃

子若連に12万円、その他コロナ対策費などの要

望をいただいております。 

  令和４年度の実施におけるコロナ感染症の拡

大状況が令和３年度並みの状況であれば、助成

の増額が可能かとの御質問ですが、現在のとこ

ろ、例年どおりの開催に向けた対応であること

から、増額の予定はしておりません。 

  次に、２つ目の質問であります。山車派遣事

業の計画についてお答えさせていただきます。 

  今回の事業は、令和７年に新庄開府400年を

迎えることから、プレ事業として山車派遣の受

入れ実績のある東京巣鴨へ派遣を行うものであ

ります。期日は、今のところ令和４年11月５日

から６日を予定しております。 

  派遣の内容は、山車を２台、それから数十名

規模の神輿渡御行列を予定しており、引き手に

ついては、地元の小中高生、大学生などを検討

していきたいと考えております。巡行構成につ

いては、平成29年度を参考にしながら、東京巣

鴨を管轄する地元警察及び交通関係の方々と協

議してまいります。 

  通常開催と昨年のような非通常のときの支援

はどうするのかというようなことでありますが、

先ほど申し上げましたように、現状としては通

常開催を予定しているというところであります。

今後行われる実行委員会等の状況を見ながら、

その中で、どのような開催が含まれるのか、そ

れによる対応になるということであります。最

初から通常開催ではないというような方針は取

っていないということを御理解いただき、通常

開催ではない場合には、昨年度のような対応と

いうことも当然考えなければならないと思って

いるところであります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

髙橋富美子議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 それでは、市立小中学校の洋式

トイレの増設に関する御質問についてお答えし

ます。 

  教育委員会としても市立学校におけるトイレ

の洋式化は必要と考えており、これまでも学校

との協議を踏まえ、各校の状況に応じ、少しず

つ洋式化を進めてまいりました。 

  まず、市立学校全体の洋式便器の設置率につ

いてですが、学校全体のトイレの数は456基、

うち多目的トイレなどを含めた、いわゆる洋式

トイレは316基、設置率は約69.3％という状況

です。 

  各学校の状況ですが、義務教育学校につきま

しては、開校時に全て洋式トイレを整備いたし

ました。その他の学校は、施設の形状、大規模

改修の時期など、各校それぞれの状況により、

整備率に差があります。 

  次に、小中学校の早期の洋式トイレの増設に

関する質問についてですが、市校長会からも要

望を受けているところであり、今後も各校の現

状や整備率、学校の考え、施設の状況、児童生

徒数の推移、また、必要な工事期間や財源など

を多角的に検討し、さらに、議員の御質問にも

ありますが、災害時の避難所としての利用など

も考慮し、具体的な年次計画の下、整備してま

いります。 

  一方、毎年、新入学生の状況や環境の変化な

どで早急な対応が必要とされる場面が出てくる

ことも想定されます。実際、先日ある小学校に

この４月入学予定の保護者の皆様より、トイレ

の洋式化、特に低学年のトイレの洋式化につい

て御要望をいただいたところです。教育委員会

としましては、年次計画を基本としながら、各

校の現状も踏まえ、早急に対応が必要な場合は

学校と協議しながら、迅速、丁寧に対応してい

きたいと考えております。引き続き児童生徒の
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教育環境の向上に努めてまいりますので、御理

解、御協力を賜りますようお願いいたします。 

  以上であります。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 御答弁ありがとうござ

います。 

  それでは、トイレのほうから再質問をさせて

いただきます。 

  ただいま洋式便器の設置について、新庄全体

では69.3％という答弁をいただきました。実は、

詳細について私も調べさせていただきました。

新庄市全体では69.3％と県平均を上回ってはい

ますが、ひもとくと、ただいま教育長からもあ

りましたとおり、義務教育学校では100％洋式

化されており、中学校全体では77.9％、小学校

全体になると41.3％、極端に小学校が少ないこ

とが分かりました。さらに管理棟、職員トイレ、

体育館、プールなどを除いた純粋に教室と児童、

生徒たちが主に使うトイレに絞って調べた結果、

実は中学校でも100％洋式化をされており、小

学校では37.6％となり、最終的に和式便器に対

して洋式便器の設置率の一番低いトイレ、こち

らが本合海小学校の男児トイレのゼロ％、数は

和式１か所に対し、洋式ゼロでした。しかし、

本合海小学校の洋式トイレは男女共用というこ

とになっておりまして、主に女児が使用してい

るということを聞き、一応ゼロと計算した結果

であり、実際は男児も使用できるようにはなっ

ております。実際は、新庄小学校の女児トイレ

で15.4％、数にすると和式５から６か所に対し、

洋式１か所というのが一番低く、次に本合海小

学校の女子トイレ25％、数にすると和式３か所

に対して１か所というのが結果でございました。

先ほど教育長からもありましたとおり、設置場

所、スペースの問題、また、児童数も関係して

くるとは思いますけれども、やはりほかの学校

と比べると少ないと実感したところでございま

す。 

  それでは、再質問させていただきますが、現

在、児童数に対してトイレの数に制限というも

のがあるものでしょうか。お伺いいたします。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 児童数に対し

てのトイレの数の制限といいますか、基準とい

うことになろうかと思いますが、こちらは一般

の事業所につきましては、労働安全衛生規則で

設置基準というのがあるわけでございますけれ

ども、公立学校のトイレにつきましては、特に

国の基準ですとか、補助基準といったものはご

ざいますが、しかしながら、議員おっしゃった

とおり、学校のそれぞれの現状を踏まえて改善

していく必要があると考えているところでござ

います。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 大変前向きなお話をい

ただきましてありがとうございます。 

  40年前に比べれば児童数もかなり減ってきて

おり、和式２か所を使い、洋式に改修するとい

うこともできますし、最近では短い工期で和式

便器から洋式に替える工法、また、スペースの

確保のため、カーブ型のドアをスライドさせて

開閉するものなどもあると聞いております。ぜ

ひ早期かつ柔軟な対応をお願いしたいと思いま

す。 

  次に、予算の件となりますけれども、財政課

長にお伺いいたします。 

  トイレの改修については、中期財政計画に組

み込まれていると伺ったのですが、詳細をお聞

かせいただければと思います。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 
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荒澤精也財政課長 中期財政計画上の年度という

話でございますけれども、令和６年度から３か

年間において、それぞれ洋式工事、改修工事等

の部分で計画しておるところでございます。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 令和６年から３か年と

いうことでしたが、こちらは今、前向きな話を

いただいたんすけれども、こちらの予算に関し

て前倒しというものは可能なんでしょうか。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 中期財政計画については、毎

年ローリングをかけて毎年見直しをかけている

ところでございますので、当然必要不可欠なも

の、それから緊急度とか、優先度とかも含めて

毎年見直しをかけておりますので、前倒しする

ことは可能でございます。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） ありがとうございます。

ただいまの答弁をいただき、安心いたしました。 

  冒頭でも申し上げましたとおり、家庭のトイ

レも洋式、保育施設でも洋式を使い慣れてきた

子供たちが、小学校に入学したら使ったことの

ない和式のトイレというのを目の前にしてのス

トレスというのは、相当なものだと思います。

間に合わずに粗相をしたり服を汚してしまった

り、我慢をして具合が悪くなったりするなど、

健康面でも精神面でも大きな不安となり得ます。 

  また、和式トイレは床に近くて、便器の大腸

菌などが拡散しやすいという衛生的にも問題が

あると言われております。先ほどいい返事をい

ただいたんですけれども、やはり早急に増設し

ていただくことをお願いいたします。欲を言え

ば、可能であればですけれども、３月中に補正

予算を組んでいただき、今回の入学式に間に合

うようにしていただければ、なお新１年生の不

安は取り除かれ、安心して学校生活を送れるよ

うになると思いますので、よろしくお願いを申

し上げまして、次にまいります。（「答弁もらっ

たらいいんでないか」の声あり）それについて、

答弁をお願いいたします。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 早期の改修を

というふうな御質問でございます。 

  これまで学校施設建設ですとか、老朽化とい

うこともございまして、様々な課題に対応して

きているところでございます。学校トイレの洋

式化改修につきましても、早急な対応が必要と

は十分認識しているところでございまして、修

繕等で臨時的に対応してきたところではござい

ますけれども、議員おっしゃったとおり、特に

大規模校で設置率が低くて、１基当たりの使用

人数が特に高い学校もございますので、そうい

った状況を見ながら、また、特別支援教室も同

じ階にあるなどの状況もございますので、そう

いった特にまだ学校に慣れていない、学校生活

に慣れていない新入生の方に御不便をおかけす

るような、精神的負担をかけるようなことにな

らないように、できるだけ早急に対応してまい

りたいと考えてございます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 大変ありがたい質問であります。

たまたま教育次長がそういうような答弁をした

んですが、実は教育長との話合いの中で、   

   いなかったものですから、３月中にでき

る限り早く新入生用に改修する案を教育長に指

示したところであります。教育長が今後どのよ

うな形にするか、ちょっと打合せが足りなくて

大変申し訳ないんですけれども、ちょっと次長

が    休みだったものですから、打合せの
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中身はちょっと承知していなかった。ぜひ御理

解いただきたいと思います。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 大変ありがとうござい

ます。早急にお願いを再度申し上げまして、次

に進ませていただきます。 

  次に、北本町のアンケートについて質問させ

ていただきます。 

  先ほど、駅前通り、南本町のアーケードの解

体時に北本町の法人の方にもお話ししたという

話でしたが、このときの補助金が出ているとい

う、先ほどの答弁でありましたけれども、この

補助金に関しまして、北本町の法人の方は受け

取っていないんでしょうか。受け取ったんでし

ょうか。やっていないから受け取っていないも

のなんでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 平成26年頃の経済産業省

の事業を使って南本町さんのアーケード撤去を

行っているわけですけれども、北本町について

は、アーケード撤去ではなくて別の事業に活用

したということでございますので、御理解いた

だければと思います。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 別の事業というものを

もしお答えできるのであればお願いしたいと思

います。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 大変申し訳ございません。 

  現在アーケードにＬＥＤ照明がついておりま

すけれども、ＬＥＤ照明と、それから立体駐車

場がありますけれども、立体駐車場のエレベー

ター修繕等が入っておるものです。よろしくお

願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 この経過についてでありますけれ

ども、両町内に申し上げて、北本町の商店街に

おいては鉄骨の腐食が激しいということで、コ

ンクリートのはかまで補強したというようなこ

とがございます。 

  両方の商店街に、もし撤去するならば無散水

消雪等で対応しなくてはいけないというような

ことをお話しした経過がございます。北本町商

店街からは、資金的な形で壊せないというよう

なことがありました。どうするのかということ

で、長寿命化の一種としてはかまをはかせても

らいたいということで、あそこの地中にコンク

リート、行ってみると分かるんですけれども、

あそこにはかまをはかせている状況が、そのと

きの状況であります。それが長寿命化でありま

すので、当然、今回のような腐食が来るという

ことは予測されたわけで、その後の維持のため

の町内会昭和会におけるアーケードの積立て等

も行っていたという話を聞いたことあるわけで

すけれども、その件をきちっとはっきりしてい

ただくということが、今後の撤去、あるいは戒

告した内容である。一応団体の中は、かなり会

員が少ない云々とは言っているわけですけれど

も、実際に法人という元請がきちんとあります

ので、その辺の法人の中身をきちんと整理して

いただいて、それによって今後の対応というよ

うなことでの戒告だと御理解いただければと思

います。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 内容は分かりました。 

  今現在、そういうことで腐食がまた始まって

いるということで、ネット等を張って安全を確

保しているというお話なんですけれども、こち

らは補修後に関しまして、今現在のアーケード

の安全性というのは、どのくらいのレベルなの
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か。答えづらいとは思いますけれども、全く大

丈夫で問題なしなのか。やはり不安があるとは

思いますけれども、どのくらいのレベルと考え

ているのか、お聞かせいただければと思います。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 北本町のアーケードの現

在の状況で御質問いただいたところです。 

  北本町の商店街から報告をいただいておりま

す設計事務所による調査報告書によりますと、

アーケードの天井材の腐食が激しい、また、そ

の天井材を固定している下地材の腐食が激しい

ということで、天井材の落下の危険性があると

の報告が１つ出ております。また、本体の構造

部材の柱やはりに関しての鉄骨のさびの発生が

著しく大きいと報告に出ておりまして、ただ、

構造計算上どうなるかというところまでの結論

は出ていないのですが、建設当時の構造部材よ

りは劣化が進んでいて、その内容については、

安全が確認できるという状況ではないと判断し

ているところでございます。 

  以上でございます。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 今、安全確保できない

というのは、非常に大変なことだと、本当に早

急に対応しなければならないことだとは思いま

すけれども、先ほど市長の答弁でも、南本町と

同時にやる場合に自己資金が少ないというお話

をいただきました。２月中旬に北本町の法人の

方から庁内に、アーケード天板剝離事故とその

後の対応についてというチラシが配られていた

らしいです。１月４日から新庄市と協議を重ね

ていたということが書いてあるのですが、その

チラシの中に。協議した際に何らかの要望とか

というものは、なかったものなんでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 アーケードの修理をして

いる法人との協議ということで、事故当時から

法人の窓口となっている方と御相談させていた

だいている状況ではございました。その中でも、

市としての許可権者から占用者に対しての命令

で、文書の発出とそれに対応する内容について、

先に対応をお願いしたいということでの協議を

させていただいたところです。また、その命令

の中で、その履行期限までに実施できない場合

は、代執行での対応も市としても考えているこ

ともお伝えしているところでございますが、そ

れに対しての要望等については、当然、占用者

としての責任については、法人の方も御理解い

ただいているということで認識しておりますの

で、それに向けて準備をしていただいているの

ではないかと認識しているところでございます。

以上です。 

 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） ちょっと時間も少なく

なってきましたので最後の質問にさせていただ

きますけれども、アーケード本体の除去期限は

４月30日としております。解体から全てを除去

するまでの工期を何日ぐらいと見ているのか。

また、不履行と判断するのは、30日から工期を

引いた部分の判断になるのか。また、あくまで

も４月30日という判断になるのか伺うのと、も

う一つ、万が一ですけども、不履行となった場

合に関しまして、代執行を開始するのは４月30

日以降という形になるんでしょうか。ちょっと

お聞かせいただければと思います。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 本体のアーケードの撤去

に関する命令に関しての期限といたしまして４

月30日と期限を切らせていただいたところでご

ざいます。こちらにつきましては、メールを発

出したのが２月４日で、それから２か月程度の
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期間を取って、解体するにはその程度の期間が

必要だということで、その期限を切って命令を

発出したところでございます。それに向けて準

備をしていただいているものと認識をしている

ところでありますが、その履行期限である４月

30日をもって、履行されるかどうかの判断を市

としてすることになると思いますので、もしも

代執行であれば４月30日以降の実施となるもの

と認識しております。 

  また、先ほど市長からの答弁もありましたよ

うに、命令に対する履行期限に向けて、早期の

実施に向けての指導も行いながら、それまでの

実施に向けて指導を行いながら実施を促してい

きたいとも考えているところでございますので、

よろしくお願いいたします。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） ４月30日以降というと

まだかなり時期があるという、もうかなり不安

な気もしますけれども、何せよまず安全が第一

だと思います。話を聞くと、市単独ではできる

ことではないというのが分かりました。相手が

あっての話のようですので、これからもさらに

連絡を密に取っていただきまして、なるべく早

急に、不履行とかのないよう、実言を実行でき

るよう取り組みしていただければとお願いを申

し上げまして、次にまいりたいと思います。 

  続きまして、新庄まつりについてでございま

す。 

  先ほど、最初から補助というものは考えてい

ないという市長の答弁がありましたけどれも、

実際のところは、製作する若連にとってはその

予算というものが、予算というか、花もらいが

できるかどうかというのが一番の悩みなんです。

というのも、私のとこだと思っております。実

際そこが収入源というものもありまして、結局

コロナ禍が続き、個人のお宅に訪問することが

できるのか、できないのか。できない場合は山

車が造れないというか、害にもなりかねない。

収入源であるところもございます。実際のとこ

ろ、まだ、やはりそうなってみなければ分から

ないということなんですけれども、実際用意で

きるのか、用意できないのか。昨年度1,000万

円多くしての3,800万円という予算をつけて、

令和３年度の予算をつけていたと思いますけれ

ども、その財源1,000万円を増やす財源という

ものを、もしそういうことになればそれも考え

なければいけないという答弁もありましたので、

その辺を商工観光課長より、お聞かせいただけ

れば。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 先ほどの市長答弁でもご

ざいましたように、現段階では、通常開催を目

指す実行委員会の方針もあります。昨年度も途

中からまん延防止が広がって、県のレベル、感

染度合いがレベル４まで上がったということで、

これは花もらいができないというふうな要望も

ございまして、山車連盟から要望があって、実

行委員会から市にそういった話があったという

ことで、検討した結果、補助金を上乗せしたと

いうことでございますので、現段階では、連盟

も実行委員会も通常開催を目指すことで頑張っ

ておりますので、そのレベルに達したり、また

要望が出た段階で、そちらの財源、それから補

助金については検討させていただければと思い

ます。以上です。 

９ 番（佐藤文一議員） 議長、佐藤文一。 

髙橋富美子議長 佐藤文一さん。 

９ 番（佐藤文一議員） 結局通常開催できれば

いいんですけれども、急遽できなくなる。ドッ

トコイ言えばそのとき財源がもうなくなるんで

すね、町内としては。造ってはいたけれども、

実際花もらいできなくなっちゃいました。その

ときの考えを伺っているんですけれども、確定

ではないですれれども、そういうつもりがある
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という言葉はいただけるのか、いただけないの

か。課長からは難しいとは思いますけれども、

実際私も計算してみたんです。先ほどもありま

したけれども、今回、昨日、補正で企業版ふる

さと納税寄附金プラス多くの企業から頂いたあ

りがたい寄附金、それから2,603万円、こちら

がまつり振興基金の積立金として可決されてお

ります。 

  一方、昨年増額された令和３年度の新庄まつ

り実行委員会の負担金というものが3,800万円。

今回の巣鴨派遣事業の負担金として1,571万

8,000円。この２つを足すと5,371万8,000円と

なるわけなんですけれども、例年2,800万円と

いうものは、毎年一般財源からの歳出となって

おりますので、これを引くとちょうど2,571万

8,000円。最初に申し上げました今回の積立金、

昨日決まった積立金2,603万円とはかったよう

に同じような金額となるんです。これをそのま

まということはできないんでしょうけれども、

この令和４年度の予算案では、基本、基金の繰

入金が2,078万8,000円ですので、やむを得ず縮

小開催となった場合、約500万円というものを

企業版ふるさと納税から基金に積立金をした残

りの500万円、こちらを繰り入れることによっ

て解決できると思いますね。山車の製作もスム

ーズに、巣鴨もスムーズに進行できると思うん

です。それについて考えがあればお聞かせいた

だければと思います。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 昨日、基金の補正予算を

可決していただきましたけれども、企業版ふる

さと納税の使途と、また、まつりの寄附をいた

だいた基金の意味合いがちょっと違いますので、

その辺は誤解のないようにしていただければな

と思います。必ずしもその企業版ふるさと納税

の基金を活用するということで、まつりの実行

委員会のほうにするということではございませ

んので、御理解のほどよろしくお願いします。 

髙橋富美子議長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午前１１時５２分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山科春美議員の質問 

 

 

髙橋富美子議長 次に、山科春美さん。 

   （７番山科春美議員登壇） 

７ 番（山科春美議員） こんにちは。 

  ３月定例会の３番目に質問させていただきま

す。議員番号７番、起新の会の山科春美でござ

います。 

  ３月定例会３番目、そしてまた今日は３月３

日ということでひな祭りということですので、

女性議員の１人としてこれから質問させていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  初めに、教科書の採択について質問いたしま

す。 

  令和２年が教科書採択の年でしたが、あと２

年後、令和６年に採択の年を迎えます。平成18

年に教育基本法が改正された際に、伝統と文化

を尊敬し、それらを育んできた我が国の郷土を

愛するとともに他国を尊重し、国際社会の平和

と発展に寄与する態度を養うこととの文言が明

記され、愛国心を育てるということが重要な論

点となりました。この改正を受けて、教育現場、

歴史教科書においても自虐史観から脱却するこ

とを目指すことになりましたが、当地域におけ

る歴史教科書についての考え方をお伺いいたし

ます。 

  １つ目として、調査員の定員の人数や採択委
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員の構成メンバーについて。 

  ２つ目が、中学校の歴史教科書は、どのよう

に採択されているのですか。 

  ３つ目、歴史教科書の採択において、教育基

本法第２条第５号の日本の伝統文化を尊重し、

日本の誇りを持てるという部分をどのように認

識し、歴史教科書の採択を行っているのですか。 

  ２つ目の質問としまして、アンガーマネジメ

ントの活用についてということです。 

  アンガーマネジメントは、怒りの感情と上手

に付き合うための方法として、1970年代にアメ

リカで始まったものであります。現在、他の教

育現場や職場、その他、人間関係のカウンセリ

ングやアスリートのメンタルトレーニングまで

様々な場でこのプログラムが導入されていると

ころも多いようですが、当市での活用について

お伺いいたします。 

  １つ目、教職員研修へのアンガーマネジメン

トプラグラムの導入について。 

  ２つ目、市職員研修へのアンガーマネジメン

トプラグラムの導入についてということです。 

  ３つ目の質問なんですけれども、2022年４月、

今年４月から成年年齢が18歳に引き下げられる

ことについてということなんですが、今年４月

から、民法で定める成年年齢が20歳から18歳に

引き下げられます。少子高齢化を背景にし、自

立心を持たせ、積極的な社会参加を促す目的と

いうことで、明治以来140年以上続いた大人の

定義が変わります。今まで民法では、未成年者

が法律行為、契約などをするときには、その法

定代理人、親、法定代理人の同意を得なければ

ならないとされていますけれども、今年の４月

からは、成年になればその同意が不要になりま

す。また、親権に服さなくなるために、父母が

成年に達した子に対して、契約などを代わって

行ったり住むところを決めたりする身上監護権、

子供の財産を管理する財産管理権という必要も

なくなります。契約のルールに関する知識や社

会経験が乏しい成年を狙って悪質な業者が近寄

ってくる可能性も指摘されています。 

  そこで質問ですが、中学校の授業で成年とな

ることの意味や発生する責任、契約に関する

様々なルールなどについての学ぶ機会は、どの

ようにされていますか。 

  ということで、以上、質問させていただきま

す。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山科市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  大きな３つの御質問のうち、教育委員会に関

わるものについては、教育長より答弁させます

ので、私からは、２つ目の御質問の中の市職員

研修へのアンガーマネジメントプログラムの活

用についてお答えさせていただきます。 

  アンガーマネジメントにつきましては、平成

29年６月、全職員を対象とした職員健康講座と

して外部講師を招いて研修を実施し、全体の８

割以上に当たる233名の職員が受講しておりま

す。また、山形県市町村職員研修所で実施して

いる職階別の職員研修においてもアンガーマネ

ジメントに関する内容が取り入れられておりま

す。研修の内容といたしましては、怒りの感情

に上手に向き合うことを通じて、思考や行動を

コントロールするスキルを身につけるとともに、

ストレスとの向き合い方を意識することで、心

身における健康を保持するというもので、受講

した職員からも高い評価を得ました。今後も機

会を見て実施してまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

髙橋富美子議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 初めに、教科書採択についての

御質問にお答えします。 

  教科書は、都道府県教育委員会が、市町村の
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区域を単位として設定する採択地区ごとに同一

の教科書を採択することとされており、本地区

では、最上地区教科用図書採択協議会を設置し

て、小中学校それぞれ４年に１回、採択事業を

執行しております。調査員の人数は、教科ごと

に３名から６名で構成されております。採択協

議会の委員は、各市町村教育委員会代表教育委

員３名、各市町村教育委員会教育長８名、保護

者２名、生涯学習関係者２名、計15名で構成さ

れております。 

  中学校の教科書、歴史の採択方法ですが、採

択協議会から委嘱された社会科の６名の調査員

が、送付された見本本全ての教科書の主な特徴

について調査研究を行い、結果を協議会に提出

します。採択協議会は、報告の内容について、

山形県教育委員会の選定資料や法定展示におけ

る一般の方の意見などを参考にしながら協議し、

教科書を選定します。その後、各市町村教育委

員会で議決を行い、教科書を採択します。 

  日本の伝統文化についてですが、教育委員会

では、採択協議会に対し、教育基本法で示され

ている伝統と文化の尊重を含め、これからの社

会で生きる力をつけるために学習指導要領の内

容に基づいていろいろな視点から検討をいただ

いているところです。今後も社会科の必要な資

質、能力を身につけられるよう、事業を充実さ

せてまいります。 

  次に、教職員研修へのアンガーマネジメント

プログラムの導入についての質問にお答えしま

す。 

  教職員の研修につきましては、主に県が実施

しており、市内の教員もキャリアステージに応

じてアンガーマネジメントも含めた研修を受講

しております。 

  教育委員会においては、市校長会の中で、全

国の事故事案を例としてアンガーマネジメント

の重要性を確認し、体罰や不適切な言動の未然

防止のために指導を行っております。 

  各学校においては、教職員の心理的な負担を

軽減し、子供とよりよい関わりを持てるように

するためにアンガーマネジメントについて職員

会議で周知したり、具体的な実践方法を資料と

して配付したりするなどして、アンガーマネジ

メントへの意識を高めております。 

  校内での研修の中で、生徒役、教師役になっ

て生徒指導の場面でロールプレイすることで、

具体的な指導の在り方を教師が第三者の視点に

立って振り返っている学校もございます。子供

たち一人一人が安心して学校生活を送るために

も教職員の心の安定とよりよい指導の在り方を

探る一つの視点として、様々な場面でアンガー

マネジメントを意識した指導を行ってまいりま

す。 

  最後に、中学校での成年となることの意味や

発生する責任、契約に関する様々なルールを学

ぶ機会についての質問にお答えします。 

  市内の小中義務教育学校では、発達段階に応

じたキャリア教育や自分の生き方を考える学習

を行っております。成年に向けた節目について

考え、自分の生き方や将来の夢についてまとめ、

発表する学習として、保護者を招いた２分の１

成人式や立志式などを行っている学校もありま

す。また、小学校高学年の社会や、中学校の社

会の公民の授業の中で、18歳から選挙権があり、

責任ある一人の大人として判断や行動をする大

切さを学習しております。 

  消費者教育については、中学校の社会の公民

の授業の中で、契約や消費者の権利、消費者問

題への対応に関しての法律や制度などについて

学習しております。 

  また、小学校高学年の家庭科の授業で買物の

仕組みを学び、中学校の技術家庭科の家庭分野

で売買契約の仕組みや、消費者被害の背景、ク

ーリングオフ制度などについて、より具体的な

事例を基に学習しております。さらに、講師を

招いた研修会を実施した学校もあります。今後
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も成年となることの意味や消費者教育について、

児童生徒の発達段階や社会の状況を踏まえた指

導を続けてまいります。 

  以上であります。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 御答弁ありがとうござ

います。 

  最初、教科書採択についてということなんで

すけれども、４年に１回ということで、採択地

区が最上地区採択協議会ということで、最上８

市町村の教育委員会でされるということで理解

させていただきました。 

  採択協議会というのは、教科書の採択は令和

６年ということなんですけども、その時期に採

択された、国で採択された教科書が来てから始

めるという形でしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

髙橋富美子議長 学校教育課長髙橋昭一さん。 

髙橋昭一学校教育課長 最上地区の採択協議会で

すが、基本的には毎年協議会を設けるという形

になっております。それで、４年に１回、また

は学習指導要領が変わって教科書が変わるとか、

それは大体４年に１回選定するんですが、その

ときに大きく調査研究をするという形で、組織

そのものとしましては、その４年間同じものを

使うという前提ではありますが、採択協議会の

組織として会議はしております。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ４年に１回ではなくて

毎年されているということで、大きくその調査

をするときが教科書採択のときということで分

かりました。ありがとうございます。 

  私の所属するというか、幸福実現党でもこの

学校教育について関心があって、いろいろ提言

とかもさせていただいているんですけれども、

１つは、歴史教科書をすごく重要視しているも

のでございます。日本の誇りを取り戻す運動を

進めておりますけれども、その柱となるものが、

さきの大東亜戦争に対する歴史認識です。これ

は日本の子供たちの愛国心を育てる上で、大変

重要な部分であります。審議される対象の教科

書は、全て文部科学省の検定を通過したもので、

どの教科書も採択しても法的には問題はないの

ですけれども、詳細を見てみると、特に歴史認

識についての考え方が各社異なることが分かり

ます。例えば育鵬社というものの2015年の大東

亜戦争の意義についてなんですけれども、アジ

ア諸国で独立の希望を与えた部分が、以下のよ

うに明記されています。ちょっとだけ教科書の

引用を２つだけさせていただきます。 

  １つなんですが、長く東南アジアを植民地と

して支配していた欧米諸国の軍隊は、敗戦から

半年でほとんどが日本によって破られました。

この日本軍の勝利に東南アジアのインドの人々

は、独立への希望を強く抱きましたとあります。 

  また、欧米諸国の支配から独立を求めていた

これらの植民地は、戦争が終わった後、10数年

間の間、次々と独立を勝ち取ってきましたとい

うことで、これは引用なんですけれども、引用

を終了いたします。 

  私自身も本当に戦争とかは、今本当にウクラ

イナとかでもいろいろありますけれども、美化

することには否定的な考えを持っておりますけ

れども、やっぱり子供たちを戦争に巻き込みた

くないという気持ちは、本当に３人の子供を持

つ母親としてもちろん持っております。しかし

ながら、やっぱり先人の方々が命をかけて国の

ために戦ってきたこと、また、アジアの人たち

への独立の希望を与えたこと、その結果、アジ

アだけではなくアメリカの植民地の人たちが

次々に独立を果たしたことを考えることは、次

の世代の子供たちに誇りを持たせ、日本だけで

はなく世界に対して責任を持たせる上で、非常

に大切な論点だと評価しているところでござい
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ます。 

  一方、2011年度、ある教科書には、以下のよ

うな記述があって、逆に子供たちの愛国心を失

わせるような印象があります。ここで、もう一

つの教科書の引用をさせていただきます。 

  徴兵制や強制連行によって戦地に送られたり、

苛酷な労働を強いられたりしたのは男性だけで

なく、女性も含まれていました。さらに広島、

長崎で被爆した朝鮮人、日本軍として占領地で

の終戦を迎え、戦争犯罪人とされた朝鮮や台湾

の人々もいました。こうした人々の中には、個

人の立場から、日本政府や企業などに謝罪と補

償を求めている人もいますと教科書にあります。

引用を終了いたします。 

  これらの戦後補償の問題について、既に国家

間の問題で解決済みであるんですけれども、本

来教科書で取り上げられるような内容のもので

はないにもかかわらず、明記されていることに

ついて大きな疑問が残るところであります。 

  いろいろあるんですが、全てお伝えすること

はできませんけれども、やはり愛国心を育てる

という立場からいうと、はっきりとそれぞれの

会社の立場が分かると思います。そうした中で、

新庄市としては、特に歴史教科書の採択に当た

り、愛国心を重要視していただきたいと強く願

うものですが、もちろん新庄市地域を愛すると

いうところもそうなんですけれども、そのあた

りはいかがでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

髙橋富美子議長 学校教育課長髙橋昭一さん。 

髙橋昭一学校教育課長 今、具体的に教科書の内

容を示していただいたんですけども、議員おっ

しゃるように、教科書につきましては、文科省

で検定調査というのがございまして、その基準

の一つに公正中立で妥当な内容であるかという

のが一つの視点になっております。ですので、

検定を通った教科書そのものについては、表現

としては全て妥当であると国が判断していると

まず捉えているところであります。 

  それで、先ほどの具体的な詳細がございまし

たけども、やはり事象といいますか、学説とか

ということについては、歴史上については議論

が分かれているところも正直ありまして、客観

的とか、中立であるとか、そういったことをい

まだに議論されているようであります。そうい

った場合については、政府の見解とか、それか

ら、例えば過去の反例とか、そういうものを併

記することで、偏りなく、バランスよく表現し

ているというところがあるようでございます。

いずれにしましてもその事象だけではなくて、

例えば子供たちに合った教科書というか、主体

的になる、学べる教科書といういろんな視点で

選んでおりますので、それについて、それぞれ

の教科書のよさについて報告いただいて、選定

しております。 

  最後に、愛国心ですが、どの教科書も愛国心

は学習指導要領に載っていますので、取り上げ

ております。新庄市の子供たちは、直近の３回

全国の状況調査によりますと、自己肯定感とい

いますか、非常に高いんです。愛国心といいま

すとふるさと学習とかにもつながってくるんで

すけれども、それについては、国よりも毎年高

いポイントで、結果としてですが、出ていると

いうことで、社会科だけではなくていろいろな

面で育てていきたいなと思っております。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。 

  新庄市の子供たちが、地域を愛する心、また、

国とか、この日本とかも愛する心があってすば

らしいなと思います。本当に日本中の子供、大

人、また、学校の先生たちの調査もそうなんで

すが、全体的にほかの国から見ると自己肯定感

がすごく少ないと言われておりますので、新庄

市の子供たちがそうやって自己肯定感があると

いうのは、本当にもう先生方の努力であると思
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いまして、すばらしいなと思います。 

  あと一つ、ちょっと教科書のところなんです

けれども、やっぱり本当に正しい歴史を子供た

ちに教えるために、ぜひともこの偉人教育が必

要だと思いますけれども、今、歴史教科書から、

例えば坂本龍馬とか、偉人の方たちの名前を消

す案が出てきているということなんですけれど

も、そういったところはどうなのかということ

なんですが、この間、明倫学園のちょっと視察

とかに行かせていただいたときには二宮尊徳像

とかもあって、やっぱりまきを背負って、本当

に本を読みながら頑張ったというところなんで

すが、その二宮尊徳の名前も教科書からなくな

ってくるみたいな話もちょっと聞いたところが

あります。ここのところずっと採択で使われて

いるところの歴史教科書を少し調べさせていた

だいたんですけれども、偉人の神武天皇、仁徳

天皇、それから二宮尊徳も勝海舟だとか、様々

な一覧があるんですけれども、偉人教育、偉人

とされている方々が、18人から多くて23人とか

が削除されているという、ちょっと資料もござ

いまして、全然まだ削除されていない出版社も

あるということです。そういうところもあって

少し何か気になっていたところなんですけれど

も、その状況を踏まえて、今後そういったとこ

ろも偉人の教育、やっぱり人の一生懸命頑張っ

た姿を見て子供たちが学べるというところもあ

ると思います。偉人の存在を学びつつ、国を愛

する心を養う。また地域を愛する心を育てると

いうことではなくて、やっぱり他者への礼節や

先生方、また、両親、先祖の皆様への感謝の思

いだけではなくて、やっぱり本当にこの地域、

この新庄に生まれてよかったなとかと思える幸

福感を醸成することもできると思いますけれど

も、そのあたり、どうなのか。ぜひ教育長の御

見解を伺いたいと思います。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

髙橋富美子議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 社会科の場合は、小学校なんか

は特に代表的な歴史的人物を通して歴史学習を

学ぶという、そういうふうなスタンスがあるわ

けですので、その辺は、代表的な人物を通しな

がら勉強するということは大変大切なことだと、

それは学習指導要領でもそう言っていますので、

それは大事にしていきたいなと思います。 

  ただ、歴史というその推移も、例えば鎌倉幕

府を私たちは、いい国つくろう鎌倉幕府なんて

1192年と覚えたのが、あれだって違うんじゃな

いかという説が出てきたり、教科書によっては

肖像画が、これは別な人だったよといういろん

な話まであったりして、いろいろ歴史というの

は非常に難しい問題もはらんでいるということ

もあるので、その辺を一応各教科書会社はそう

いうことを通しながら、それぞれの採択時期に

は、見本本を通していろんな記述内容を検討し

て出されてきていることですので、その内容を

十分検討しながら採択されたものでありますの

で、私自身もいろんなことの意味も十分分かる

んですが、その辺も大事にしなければいけない

部分を忘れずに、そして、やらなければいけな

い部分もそういうことを大事にしながら、これ

からも教科書を採択し、そして事業に当たって

ほしいなと思っています。以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。 

  やっぱり本当に教育は本当にすごく大事で、

今、教育長自らお話ししてくださって、すごく

教育は本当に大切で、いろいろ本当に思って地

域の子供たちのために頑張ってくださってあり

がとうございます。 

  やっぱり身近な教科書から本当に正しい歴史

観問題を通して、やっぱり誇りを持つ、自己肯

定感を持って、やっぱり日本、また地域、新庄

を愛せるような子供たちに進んでいっていただ

きたいなと思います。 
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  ちょっとこちらは終わりまして、次なんです

けれども、アンガーマネジメントの活用につい

てということで、教職員の研修とか、また、市

職員の研修でもやっていて、高い評価を得たと

いうことだったので、やっぱりちょっと身近な

話題というか、すごくいい評価がある研修なの

じゃないかなと思います。 

  学校の先生方も本当に今いろいろタブレット

の教育とか、英語教育とか、本当にいっぱいい

っぱいで、これまでの事業のプラスアルファな

どといろいろ抱えておられる仕事で、何かすご

く本当に大変だと思いますけれども、ぜひ本当

に頑張っていただきたいなと思います。 

  また、本当に市職員の皆様方ももう本当にた

くさんの高度化とかというか多様化する住民ニ

ーズの社会経済情勢の変化の中、市の職員の

方々も本当に頑張っておられると思いますけれ

ども、本当に中間管理職の方も本当にストレス

も多いところもあるんですが、本当に大変なこ

とだと思いますけれども、ぜひ本当に頑張って

いただきたいと思います。 

  ちょっと質問なんですけれども、そのアンガ

ーマネジメントのところで、学校というか、子

供たちへの導入はお考えでしょうかというとこ

ろなんですが、青森県の八戸市の小学校がある

んですけれども、高学年を対象に、授業の年間

計画に総合学習として年５回導入されていて、

全国的にも珍しい取組ということです。同校で

は、人間関係を良好にするコツを知るというこ

とで子供同士のトラブルを未然に防ぐことがで

きるということで、2020年から導入されている

ということです。この小学校の授業の様子をリ

モートで御覧になった八王子市の教育委員長、

委員会が、これは大変いいということで、教育

委員会を挙げて導入を決めたということもあり

ます。 

  新型コロナウイルスの感染症の影響によって、

各学校では、様々な教育活動が制限されるだけ

ではなく、マスク着用により、互いの表情が見

えにくいということで、児童生徒同士の人間関

係づくりに影響が生じていると聞いております。

今後も新型コロナウイルス感染症の終息が見通

せない中で、アンガーマネジメントの手法も含

めて、良好な人間関係をつくるためのスキルを

児童生徒に身につけさせるということも大事な

のではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

髙橋富美子議長 学校教育課長髙橋昭一さん。 

髙橋昭一学校教育課長 アンガーマネジメントの

八戸市のプログラムといいますか、専門的なお

話も伺いました。学校においては、そういう言

葉だけではなくて、例えば心のコントロールと

か、それからストレスの対処とか、それから怒

りとか、不安とか、悩みとかがあったときの対

処の仕方とか、伝え方とか、そういったことに

ついては、授業の中でも保健などで取り上げて

おります。ただ、その専門的なプログラムをや

っている学校はまだないんですけれども、非常

に重要だと思っています。ただ、児童生徒に対

する指導については、必要感もありまして、実

はいろいろな場でやっているのかなと思います。

例えば、いわゆるソーシャルスキルトレーニン

グとかということで、自分の気持ちを伝えるこ

とが苦手な子供さんなんかは、具体的にそうい

った学習をしています。また、発達に課題を抱

える、困り感を持っている子供さんなんかも気

持ちのコントロールなんかでは、このアンガー

マネジメントは取り入れているところでありま

す。学級活動で取り上げたり、そういうコント

ロールの仕方とかをやっている学校もあります

ので、これからの社会にやはり必要なスキルだ

と思いますので、特別その専門的なプログラム

ではなくてもいろいろな場でこの要素を取り入

れた学習はやっていきたいなと思っているとこ

ろであります。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 
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髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

いろいろな場所でやっているということで、そ

れは本当にいいことだと思います。 

  いじめであるとか、結果的にいじめとかで不

登校になってしまったりとか、いろんな課題が

ありますけれども、そういう子供たちが、よく

よくたどっていくと、怒りのところとか、相手

のことをよく考えずにちょっと乱暴な言葉を吐

いてしまったみたいなということが、一つの導

入になっていることが少なくないと思いますの

で、そういう意味で怒りとかをいかにコントロ

ールするかということで、学校においても良好

な人間関係を構築する上で、すごく意義深いと

いうことも思います。いろいろやっているとい

うことでよかったと思います。 

  でも、この怒りというところなんですが、私

も民間企業とかにいろいろ勤めていたときもあ

るんですが、振り返ってみると、やはり叱って

くれる上司によっていろいろ学んだというとこ

ろもあったなと思いますが、非常に自分に対し

て厳しかった上司は、その時代に自分が学んだ

ことがすごく多かったなということもあって、

その辺をどのように整理すればいいのかなとも

思ったんですけれども、やっぱり感情があふれ

て怒るというのがちょっと違っていて、でも共

同の怒りというか、教え導くための怒りという

のは、すごくそれは大事なのではないかと思い

ますけれども、でもやっぱりストレスとかによ

る、そういった怒りとか、感情があふれるよう

なその怒りというのは、なくしていけるような、

一つのプログラムであればいいのではないかな

と思います。本当にちょっとストレスの多い時

代でありますので、子供だけではなくても大人

たちも、本当に叱り方とか、感情のコントロー

ルを学ぶということもすごく大事なのではない

かと思います。その八戸のところもそうなんで

すけれども、学校の先生方もやっているんだっ

てとか、また、例えば市役所の職員の方もやっ

ているんだってみたいな形で、その中で、地域

でも市民を対象とした活用、市民講座でもそう

いうのをやったりとか、子育てセミナーに使っ

たりとか、そういった事例とかもありますので、

ぜひそういったところは検討していただきたい

なと思います。 

  それでは、最後の成年年齢引下げということ

なんですけれども、小学校、中学校でも様々な

契約に対するルールとか、大人になるための自

覚とか、２分の１成人式とか、立志式というこ

とでやっぱり将来の夢を語り合っているという

ことで、すごくいいことだなと思います。 

  その中で、そうやっているということなんで

したけども、消費者庁で令和２年度の事業とし

て、中学生を対象とする消費者教育プログラム

開発に関する検討会というのがあって、次の２

つのプログラムを作成したということなんです

が、１つ目が契約編、買物トラブルはなぜ起き

る。２番目、批判的思考力編ということで、事

実と異なる情報に惑わされないためにというこ

となんですけれども、そういった中学校を対象

としたその契約、消費者教育のところでやって

いるこプログラムもあるようでしたけれども、

そういったこととかの導入とかは考えてはいら

っしゃらないでしょうか。よろしくお願いしま

す。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

髙橋富美子議長 学校教育課長髙橋昭一さん。 

髙橋昭一学校教育課長 成人成年年齢について、

消費者関係の学習というのは、学校では社会科

とか、家庭科とか、学習指導要領の中で位置づ

けられているものであります。ですので、授業

の中では取り上げている状況であります。先ほ

どの消費者庁の年間何時間かかけてやる内容に

つきましては、そういう専門的なプログラムを

今取り入れてやっているところは聞いてはいな

いです。ただ、その成年に関することにつきま
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しては、例えば主権者教育とか、もっと大きく

言えば責任と義務とか、主権者、選挙とか、そ

ういう主権的な話の中身と消費者と様々な要素

がありまして、もっと言えば税金とか、裁判と

か、様々あるんですけれども、消費者だけで年

間５時間とかなり時間が厳しいのかなと思いま

すが、優先させる形で、必要であればやはり消

費者についてトラブル防止ということで事例も

選びながら活用していくことが考えられるのか

なと思っているところであります。 

  以上でございます。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

いろいろ本当に学校の学習、指導要領にのっと

ってやっていらっしゃるということなので、で

も何か必要となればちょっと検討されるという

ことで、ありがとうございます。 

  先日、読売新聞の新聞記事なんですけれども、

お父さんが20代でちょっと頭髪が薄くなってし

まったということもあって、自分がそうなる、

自分もそうなるのではないかと心配して、もう

軽い気持ちで検査を受けたところ、５年後に危

ないみたいに言われて、何かちょっと薄毛予防

で150万円ぐらい、若い人がもうかかってしま

ったということも新聞に載っていました。 

  また、若い方というのは、やっぱり異性に好

かれたいとか、やっぱり立派な会社で就職した

いとか、ビジネススキル向上などのそういった

思いもあって、将来の容姿への不安とか、願望

を狙っての契約などで巧妙に近づいてくるトラ

ブルもすごく多いようであります。やっぱり独

りで抱え込むというのがすごくいけないことな

んですけれども、何かトラブルがあったときの

相談体制について、当市ではどのようにされて

いるでしょうか。 

伊藤幸枝市民課長 議長、伊藤幸枝。 

髙橋富美子議長 市民課長伊藤幸枝さん。 

伊藤幸枝市民課長 消費生活に関する市の相談体

制についてお答えさせていただきます。 

  正面玄関に市民相談室がございますが、その

中に新庄市消費生活センターを設置しておりま

して、国家資格を持った消費生活相談員が、契

約トラブル、また、多重債務、訪問販売といっ

た内容に関する相談に応じております。 

  また、県の最上総合支庁にも最上消費生活セ

ンターがございます。また、県庁には、山形県

消費生活センターもありまして、特に悪質な商

法については、警察とも連携を図るなど、関係

機関と連携を取りながら相談に応じているとこ

ろです。 

  また、全国のそういった地方公共団体の消費

生活センターと、それから国の国民生活センタ

ーがＰＩＯ‐ＮＥＴという独自のネットワーク

で結ばれておりまして、全国の相談処理は、全

てこちらに記録されております。そういった全

国のネットワークを活用しながら、相談業務の

参考とさせていただいております。 

  また、４月から18歳が成年ということで、か

なり市民課でも高校生を対象に、今年度12月に

市内の高校５校の３年生に対して、こういった

啓発のパンフレットをお配りさせていただきま

した。本来は出前講座なんかもしたかったとこ

ろなんですが、コロナの影響もありまして、来

年度以降、そういったところも取り組んでまい

りたいと考えております。以上です。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） ありがとうございます。

いろいろ相談体制もがっちり組まれているよう

でよかったと思います。 

  188でしたか、消費者ホットライン、消費セ

ンターというのもありますので、やっぱりそう

いった何かあったとき、本当に独りで抱え込ま

ないように、市でも県でもがっちりと受皿を用

意してくださっているようなので、そういった



- 108 - 

ところもいろいろパンフレットみたいなのも高

校生に渡してくださったということなので、本

当によかったと思います。でも、やっぱりみん

なで気をつけて見ていかなければいけないなと

いうところもあると思います。 

  最後に、成年年齢が18歳になるということな

んですけれども、新庄市の成人式は、どのよう

になるのかということでお伺いさせていただき

ます。何歳で成人式をするんでしょうか。よろ

しくお願いします。 

渡辺政紀社会教育課長 議長、渡辺政紀。 

髙橋富美子議長 社会教育課長渡辺政紀さん。 

渡辺政紀社会教育課長 来年度の成人式につきま

しては、これまでどおり、対象者が二十歳、ま

たは21歳になっている学年の方々を対象に８月

に実施したいと考えております。市の成人式に

つきましては、式典の開催によりまして成人と

しての自覚を促すとか、ふるさと意識を醸成し

ていただくことを目的としておりますけれども、

また、一方で高校などを卒業した後に、進学や

就職によって会う機会が少なくなってしまった

旧友たちとの再開の場として懇親を深める場と

してもその機会を設けたいということで成人式

も開催させていただいておりますので、そのよ

うなことを考えているところでございます。 

  また、ちなみにでございますけれども、国で

成年年齢引下げによる成人式の実施についての

調査が行われておりまして、この１月に結果が

示され、全国でおおむね９割以上の自治体にお

いて、成年年齢の引下げに伴い、成人式の対象

年齢も引き下げるというよりは、これまで同様

の対象年齢により、同時期によって成人式を開

催する予定であるという回答をいただいたとい

う調査結果が出ておりますので、また、県内の

近隣の自治体の状況を見ておりましても、これ

までどおりの対応と考えておりましたので、市

といたしましてもこれまでどおりの対応とさせ

ていただきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

７ 番（山科春美議員） 議長、山科春美。 

髙橋富美子議長 山科春美さん。 

７ 番（山科春美議員） 新庄市はこれまでどお

りということで、やっぱり本当に高校を卒業し

て旧友との再会の場というのは、本当にそうだ

なと、私も本当にそのときそうだったなと、久

しぶりに会ってよかったなと思いましたので、

分かりました。20歳から21歳の８月ということ

で分かりました。ありがとうございます。 

  本当に自由には責任を伴うということですけ

れども、様々なトラブルに巻き込まれないよう

に、また、何かあっても救済策も整えていく上

で、今後、社会を支える若い方たち、子供たち

が、やっぱり自信と誇りを持って地域を愛せる

成年となって活躍する姿を私たち大人も今後も

注視しながら、皆さんで育てながら、新庄のよ

き未来をつくっていけたらなと思います。 

  また、最後に、本当に今年退職される職員の

皆様方、また、今まで本当に市勢の発展のため

に御尽力されてこられたことに心より感謝申し

上げます。何か去年も言わせていただいたんで

すけれども、まだまだすごくお若いですのでも

う本当に生涯現役で絶対活躍して、まだまだ大

丈夫なので、健康で活躍されることを祈念させ

ていただきます。 

  以上で終わらせていただきます。ありがとう

ございます。 

髙橋富美子議長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後１時５０分 休憩 

     午後２時００分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 
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髙橋富美子議長 次に、佐藤悦子さん。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党を代表して

一般質問を申し上げます。 

  １番として、新型コロナの急速な感染拡大か

ら市民の命を守るためにということです。 

  オミクロン株の感染力は非常に強くて、新庄

市内でも１月は１人とか３人とかとずっと行っ

たのに、２月16日には陽性者の数が突然９名に

なり、そして老人福祉施設のクラスター、それ

からずっと連続２桁、そしてこのような状態で、

27日には32人にも陽性者がなり、この中では雪

まつり後の飲酒が原因ではないかとか、市内飲

食店でのクラスター発生、さらに障害者施設で

のクラスター発生ということで、山形県内でも

ほかの町村にないぐらい非常に感染が広がって

います。持病を持つ方などは、こういう中で命

を落とす方が全国でも出ており、非常にその数

が増えています。 

  そこで、重症化リスクの高い高齢者などを中

心に３回目のワクチン接種の必要量の確保と接

種を急ぐ必要があると思いますが、いかがでし

ょうか。 

  次に、高齢者施設や医療機関に対しての定期

検査と無症状者を対象に、いつでも何度でも無

料で受けられるＰＣＲ検査を行う体制が、本市

では確保されているでしょうか。 

  それから、有症者を自宅に置き去りにせず、

重症化を防ぐ医療を提供するために、市として

も医療機関との連携が図られる必要があると思

いますが、どうなっているでしょうか。自宅療

養者への食料・日用品の提供体制の整備はいか

がでしょうか。 

  また、地域医療構想による県立新庄病院の病

床削減は撤回させて、病床確保と宿泊施設の確

保、保健所体制の強化を市は要請するべきでは

ないでしょうか。 

  それから、飲食関連業者の皆さんが、３月を

もって廃業するという方がたくさん出ておられ

ます。関係者の関連業者の実態を市として調べ、

継続支援を直ちに行うべきではないでしょうか。 

  大きな２つ目の質問です。 

  子供の人権と、災害避難者の排泄の尊厳を守

るために、小中学校のトイレは、直ちに洋式化

すべきということについてです。 

  先ほど、佐藤文一議員からも大変すばらしい

質問がありました。そこで、重なるところもあ

りますが、総務省の統計で、住宅の洋式トイレ

の保有率は約90％だが、小中学校の洋式率は

57％という数字がありました。本市の小中学校

の洋式率はどうなっているでしょうか。災害が

起きたとき、避難所として学校が使われる場合

があるわけですが、高齢者、障害者などの避難

者の排せつの尊厳を守る義務が果たせるのでし

ょうかということでお願いします。 

  ２つ目は、子供の７割が便秘の問題を抱え、

学校のトイレの劣悪な状況が大きく起因してい

ると言われております。子供が排便を我慢して

しまうことがあるというのです。理由は、汚く

て臭い、和便器が嫌だなど、和式から洋式に替

えること及び床を湿式、ぬれた状態から乾式、

いつも乾いた状態に変えることで、感染予防上

もよくなり、節水もできるそうです。そして、

子供たちの清掃教育もしやすくなるとのことで

す。金山町も真室川町も小学校では、便器の数

を減らすことなく、財源はコロナ交付金を使っ

て全部洋式化しているとお聞きしました。これ

は新庄市も直ちにできることではないでしょう

か。 

  大きな３つ目の質問は、雪から市民の命を守

るために質問します。 

  今年、雪下ろしができずに亡くなった方は、

お聞きすると、市の制度上、市の支援を受けら

れなかった方でした。残念でした。高齢者世帯
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への雪下ろし支援の条件の緩和が必要ではない

かと考えますが、いかがでしょうか。 

  また、屋根の雪を下ろした雪の排雪が必要な

場合も多いわけですが、その支援が今の制度で

はできないようです。その支援ができるように

改善もすべきではないかと思いますが、いかが

でしょうか。 

  大きな４つ目の質問です。 

  ジェンダー平等実現のためにです。 

  ジェンダーとは、生物学的性別ではなく、社

会的、制度的、文化的につくられてきた性差を

指す概念的な言葉です。ジェンダー平等社会と

は、多様なそれぞれの人が、その人らしく生き

ていくことが大事にされている社会です。共に

家事や家族のケアを支え合い、相談し合える同

士の心地よい組合せ、あるいは結婚しないこと

も含め、自立して生きていける保障が、ジェン

ダー平等です。 

  世界経済フォーラムが毎年発表するジェンダ

ーギャップ指数を見ると、日本は、2021年、

156か国中120位です。日本の男女の賃金格差は、

生涯賃金で１億円にも上るという状況です。そ

の要因は、管理職比率の低さ、非正規化による

貧困化、保育や介護など、女性の多いケア労働

の賃金が低く抑えられていることなどにありま

す。男女の賃金格差解消に向けての本市の対策

について伺います。 

  また、総務省は、昨年度から、交付税算定に

おける人件費削減率を廃止しました。本市も正

職員化で必要な人員増ができます。産休や育児

休業を取得する人数を安定的な正規職員増で対

応することについては、どうでしょうか。 

  また、企業の非正規雇用者の賃上げに中小零

細業者への税減免や助成などの支援の強化はど

うか。 

  ここで申告書に「女性従業員の賃上げの」と

いうところが書いてありますが、これは間違い

でありましたので、カットさせていただきます。

女性従業員だけを賃上げさせるわけではないの

で、ここはカットです。 

  そして、最低賃金を時給1,500円に引き上げ

させる運動をこの地方から進めることはいかが

でしょうか。 

  次に、コロナ禍による女性の貧困が深刻化し、

失業、ＤＶ、自殺が増えています。支援のため

に相談体制の拡充が必要と思いますが、いかが

でしょうか。 

  また、市の公共施設の一部に、トイレに生理

用品の設置が行われてありました。大変ありが

たいことだと歓迎されています。女性の人権や

プライバシーを守るために、全ての学校のトイ

レ、公共施設にナプキンを設置してはどうでし

ょうか。 

  次に、市役所本庁舎のトイレに完全な仕切り

を設けて、男女別にしてプライバシーを保護し

てほしいという声がありますが、どうお考えで

しょうか。 

  ５つ目の質問は、米と農業を守るためにです。 

  米１俵当たりの生産経費は、平均１万5,000

円を超え、農家の大多数が赤字となっています。

生産者米価の大暴落を打開し、米価を回復させ

る必要があるのではないでしょうか。コロナで

生じた過剰米を国の責任で買い上げ、市場から

切り離す。買い上げた米を子ども食堂など、生

活困窮者などに無償で提供する仕組みをつくる。

ミニマムアクセス米の輸入を削減し、個別所得

補償の復活など、米の需給と価格の安定に政府

が責任を果たすよう、市として強く求めるべき

ではないかと思いますが、御見解を伺います。

以上です。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、高齢者に対する追加接種の御質問で
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すが、国は、65歳以上の高齢者については、２

回目接種後７か月以上経過した後に追加接種が

可能としておりましたが、医療従事者や高齢者

施設などの入所者などへの追加接種について一

定の完了が見込まれる場合は、６か月で追加接

種を実施するよう通知がありました。 

  この通知を受けまして本市では、一般の高齢

者に対する追加接種につきましては、２月１日

から開始しており、現在は６か月を経過した方

に順次接種券を送付して接種していただいてい

るところであります。また、64歳以下の方も、

３月１日から追加接種を開始しております。 

  ワクチンの必要量の確保につきましては、現

在国から５月中旬までの供給見込み量が示され

ており、追加接種の対象となる方全員に必要な

ワクチンは確保できるものと推測しております。

今後も接種を希望する方が、可能な限り迅速に

接種できるよう、接種体制を維持してまいりま

す。 

  次に、ＰＣＲ検査の検査体制に関する御質問

ですが、高齢者施設や医療機関における検査に

つきましては、保健所の主管する業務となって

おり、医学的な見地から、検査対象者の選定や

検査の時期、検査の頻度を決定し、適切に実施

していると伺っております。 

  また、感染の不安がある無症状の方に対して

は、県の感染拡大傾向時の一般検査事業による

委託を受けた調剤薬局やドラッグストアなど、

88の事業者が無料で検査を実施しており、この

うち新庄市内では、５つの調剤薬局で予約制に

より検査が実施されております。各調剤薬局の

検査方法につきましては、ＰＣＲ検査と抗原検

査の両方が実施できる施設が１か所、抗原検査

のみ実施できる施設が４か所となっております。

市といたしましても希望する方が検査を受ける

ことができるように、体制の強化を市長会など

の機会を捉えて県に要請してまいります。 

  次に、医療機関との連携に関する御質問です

が、最上保健所が事務局となり、最上地域新型

コロナウイルス感染症対策会議が開催されてお

ります。この会議には、医師会、県立新庄病院、

最上管内の公立医療機関や民間医療機関、薬剤

師会、最上管内の市町村などが構成員として参

画しており、この場において、最上地域全体の

感染状況の情報交換や感染拡大防止に向けた取

組方針を協議しております。会議では、県立新

庄病院への患者の一極集中を避け、最上地域の

医療のとりでを堅守していくため、県立新庄病

院以外の医療機関に対し、今後、濃厚接触者へ

のＰＣＲ検査体制に協力していただくことや発

熱外来の窓口を設置していただくこと、遠隔診

療制度を導入していただいていくことなどにつ

いて、関係機関と調整を図っております。 

  また、自宅療養者の支援に関する業務につき

ましては保健所の担当となっており、最上保健

所では、自宅療養となった方に対し、事前に日

用品や食料品の配送の希望を聞き取り、希望さ

れる方に対しては遅くとも療養開始後２日目ま

でに配送し、医療機関においては電話診療を実

施し、さらに、薬剤師会においては自宅へ処方

薬の配送を指示するなど、関係機関が連携し、

自宅療養者の支援を行っております。 

  新庄市役所の健康課への連絡は、個人情報の

関係で細かな情報は入っていないということを

お知らせしております。 

  次に、県立新庄病院の病床確保などに関する

御提案ですが、新しい県立新庄病院における病

床数につきましては、県が、将来の最上地域の

人口推計を基に医療サービスの需給状況を見据

え、積算したものであります。最上地域につい

ては、２次医療圏別に見ても全国的に医師数が

少ない地域となっており、今後の新型コロナの

感染拡大により、感染症病床の逼迫も懸念され

ておりますので、改築後も最上地域における医

療が安定的に供給されるよう、県に要望してま

いります。 
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  宿泊療養施設の確保については、保健所にお

いて各家庭の状況や症状により、施設療養か自

宅療養かを決定しておりますが、自宅療養をさ

れる方が、体調の急変や家庭内での感染に対応

するため、宿泊療養施設を確保していくことは

非常に重要であると捉えております。 

  また、保健所の運営体制につきましては、ク

ラスターの発生などで業務量が増大している保

健所へ他の保健所の保健師などの派遣や、事務

職の応援を得るなどして対応しているとのこと

ですが、運営体制は、全般的に逼迫していると

伺っております。 

  本市としては、県の市長会などの機会を捉え

えて、宿泊療養施設の拡充及び保健所の運営体

制の強化を要請してまいります。 

  次に、新型コロナウイルス感染症拡大による

飲食関連業界への影響につきましては、県内で

のオミクロン株流行に伴う感染拡大第６波によ

り、一部地域において政府のまん延防止等重点

措置の適用による人流抑制策もあり、深刻な打

撃となっているものと認識しております。 

  市といたしましては、12月補正予算にて御可

決いただいた新庄市小規模事業者事業継続支援

給付金事業を現在実施中であり、幅広い業種の

市内事業者に対して、事業継続支援を行ってい

るところであります。 

  内容としては、対象事業者数940件、金額を

１事業所当たり10万円とし、申請の締切りを３

月31日までとしております。 

  なお、２月28日現在で134事業者から申請を

いただいております。 

  また、県で実施しました山形県飲食業緊急支

援給付金や国で実施している事業復活支援金に

ついても、できるだけ多くの事業者の方に御活

用いただくため、関係機関と連携しながら周知

を行ったところであります。 

  市立小中学校のトイレの洋式化に関する質問

については、教育長より答弁いたしますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、高齢者世帯への除雪支援の御質問にお

答えさせていただきます。 

  高齢者に対する支援としましては、高齢者世

帯冬期生活支援事業を行っております。対象と

なる世帯としましては、65歳以上の高齢者のみ

の世帯、または高齢者と障害者のみで構成する

世帯とし、生計中心者の所得税額が非課税の世

帯となっております。 

  事業の内容としましては、屋根の雪下ろし、

または玄関前通路などの雪払いを実施し、利用

者にはその費用の１割を負担していただいてお

ります。 

  排雪につきましては、この事業の対象となっ

ておりませんが、自力で困難な方には、新庄市

社会福祉委員協議会で実施している除雪ボラン

ティアを紹介するなどの対応をしております。 

  今回残念ながらお１人の方が亡くなられたこ

とを重大に受け止めております。除雪困難な方

への支援の在り方については、事業の内容を含

め、再検討するとともに、今以上に互助と公助

が連携できる方策についても検討してまいりま

す。 

  次に、ジェンダー平等の実現についての御質

問にお答えします。 

  全ての労働者が、性別などにより差別される

ことなく、自身の能力を十分に発揮できる雇用

環境を整備することは、重要な課題であります。

男女雇用機会均等法の施行などの法整備の進展

に伴い、企業における女性の聖域が拡大し、管

理職に占める女性の割合も上昇傾向にあるなど、

女性の活躍は進んでいますが、労働者全体とし

て見ると、男女間の賃金格差は依然として存在

しております。 

  そのような状況の中、令和４年４月から、女

性活躍推進法の改正により、女性の活躍できる

行動計画を策定、公表する義務づけの対象が、

労働者数301人以上の事業主から、労働者数101
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人から300人以内の事業主にも拡大されます。

これにより、管理職に占める女性の割合などの

可視化が促進されるため、そういった情報を精

査、分析し、関係機関と連携して課題の解決に

取り組んでまいります。 

  次に、交付税算定における人件費削減率が廃

止されたことで、正職員化で必要な人員増がで

きるようになったので、産前産後休暇や育児休

業取得職員への対応として、正職員を増やして

はどうかとの質問でございますが、交付税算定

の人件費削減率につきましては、令和２年度か

ら経常的経費削減率に含まれるとされており、

廃止されたということではありません。 

  経常的経費削減率は、経常費を削減して、節

約すればするほど交付税が多く交付される仕組

みとなっております。したがって人件費削減率

が廃止されたからといって正職員を増やすこと

ができるということではなく、反対に、職員数

を増やして経常経費を増やせば増やすほど、交

付税額が少なくなる仕組みとなっておりますの

で、御理解くださるようお願い申し上げます。 

  次に、非正規雇用者の賃上げのための中小零

細企業に対する支援強化についてお答えさせて

いただきます。 

  非正規雇用者を取り巻く状況といたしまして

は、山形県の最低賃金が793円から29円引き上

げられ、822円となり、昨年10月から県内で事

業を営む使用者及びその事業所で働く全ての労

働者に適用されております。 

  また、国では、最低賃金及び賃金の引上げに

向けた環境整備を図るため、業務改善助成金な

どにより、企業の最低賃金及び賃金の引上げに

向けた生産性向上のための支援を実施しており

ます。 

  市といたしましては、事業主がこのような支

援制度を積極的に活用できるよう、制度の周知

に努めるとともに、労働者がよりよい環境で働

くことができる取組について、引き続き検討し

てまいります。 

  次に、コロナ禍による女性の貧困問題に関す

る相談体制についてですが、御質問にあるよう

な相談は、現在、成人福祉課などの関係各課で

対応しており、そのほかにも新庄市社会福祉協

議会、生活自立支援センター最上などの各機関

において幅広く実施されております。早期の解

決が難しいケースに対しては、各機関が情報を

共有、緊密に連携して、課題解決に努めるなど、

相談者の気持ちに寄り添った丁寧な対応を心が

けております。 

  また、令和３年４月に施行された社会福祉法

の改正により、市町村においては、複雑化、複

合化した支援ニーズに対応するため、属性を問

わない相談支援、社会とのつながりや参加の支

援、地域づくりに向けた支援の３つを一体的に

実施する重層的支援体制へ移行することが求め

られております。本市でも支援体制整備につい

て、関係機関と協議を行いながら準備を進めて

いるところでございますので、御理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

  次に、市役所本庁舎トイレの仕切りについて

の御質問にお答えさせていただきます。 

  市役所本庁舎のトイレにつきましては、レイ

アウトは建設当時のままでありますが、これま

で一部を和式から洋式に交換したほか、老朽化

した給排水管の交換など、その都度修繕を行っ

てまいりました。 

  御指摘のトイレの仕切りにつきましては、各

方面からの御指摘がありますので、開放されて

いる部分を塞ぐなど、至急対応してまいりたい

と思います。 

  次に、米と農業を守るための御質問にお答え

させていただきます。 

  米価につきましては、御指摘のとおり、その

取引価格は低下しており、農業者の収入に大き

く影響しているものと思います。米価下落の要

因としては、高齢化や人口減少などにより、米
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の需要は年間10万トン程度減少しており、さら

にコロナ禍の影響から、業務用を中心として在

庫量が増えていることにあります。そのため、

米価の安定を図るため、需要に応じた米の生産

に各地域において取り組んでいるところであり

ます。令和４年産におきましては、全国で21万

トン、面積約４万ヘクタールの主食用米の減産

が必要とされており、新庄市におきましても応

分の減産が必要となり、主食用米から加工用米、

大豆、高収益作物などへのさらなる転換を進め

なければなりません。 

  詳細な御提案もいただいておりますが、今後、

米の需要が大きく増える見通しを立てられない

状況にありますので、米に限らず大豆や野菜な

どの転換作物への支援を含め、農業所得の安定

が図られるよう、制度設計を国に求めてまいり

たいと思います。 

  また、米の産地新庄市として需要に応じた米

の生産にしっかり取り組み、主食用米から必要

とされる作物への転換を進め、農業所得の安定

が図られるよう努めてまいります。 

  なお、小中学校のトイレの洋式化と公共施設

のトイレの生理用品の設置については、教育長

より答弁させますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  私からは、以上、壇上からの答弁とさせてい

ただきます。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

髙橋富美子議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 まず、市立小中学校のトイレの

洋式化に関する質問についてお答えします。 

  トイレの現状についてですが、洋式トイレの

設置率は約69.3％という状況です。各校それぞ

れの状況により、整備率に差があります。教育

委員会としても、市立学校におけるトイレの洋

式化は必要と考えており、これまで学校との協

議を踏まえ、各校の状況に応じ、少しずつ洋式

化を進めてまいりました。今後、各校の現状や

整備率、学校の考え、施設の状況、児童生徒数

の推移、また、必要な工事期間や財源などを多

角的に検討し、さらに、議員の御質問にもあり

ますが、災害時の避難所としての利用なども考

慮し、具体的な年次計画の下、さらに洋式化を

進めてまいります。引き続き児童生徒の教育環

境の向上に努めてまいりますので、御理解と御

協力を賜りますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、学校や公共施設の女子トイレにおける

生理用品の設置についての質問にお答えします。 

  学校におきましては、児童生徒が生理用品を

忘れたり必要になったりした場合は、保健室で

いつでも提供できる準備を整えております。発

達段階に応じた子供たちの心理、体調、家庭状

況など、様々な事情に配慮するため、養護教諭

が直接話を聞き、相談に乗りながら対応してい

ます。義務教育の発達段階においては、子供た

ちの様子や家庭環境の変化などに養護教諭が細

やかに配慮しながら対応することが必要であり、

これまで同様、保健室での対応を継続していき

たいと考えております。 

  しかしながら、子供たちへのより適切な支援

の方策の一つとして試行的にトイレへの設置を

行い、効果や課題などの検証を行うことも有効

と考えますので、今後は、学校とも相談しなが

ら検討していきたいと思います。 

  また、社会教育施設におきましては、現在、

県からの協力依頼を受けた一部の指定管理受託

者がトイレに生理用品を設置しておりますが、

新年度より、市の事業として全ての社会教育施

設の女子トイレに生理用品を設置し、施設利用

者の利便性を図るとともに、申出による事務室

での配付を予定しております。 

  以上であります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 新庄県立病院の感染症
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病床は９つ、そのうち、昨日時点で入院者数は

６、占有率は66.7％、実は県立病院では、上の

ほうが病床はかなり、全部空いていると伺いま

した。そういう意味では、自宅でコロナの療養

をするということは、家族にうつす、また、施

設ではクラスターがどんどん広がっていったよ

うに、うつっていくのが目に見えるわけです。

施設や自宅では、感染症に対する専門的な知識

はない方々ですので、新庄市の現状のようにど

んどん広がってしまうことを抑えられないと思

います。そういう意味で、県立病院の空いてい

るところに、まず、使える場所でありますし、

陽性になった方を人にうつしたりしないように

なるまで入れることはすぐできると思いますが、

その点、要望できませんでしょうか。 

髙橋富美子議長 暫時休憩いたします。 

 

     午後２時３３分 休憩 

     午後２時３４分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 県立新庄病院の空いている病

床を使ってできないかという御意見でございま

したが、病院の人員とそういったマンパワー等

もございますので、そういった判断は県でする

べきものでありまして、新庄市として申し上げ

られることはございません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市民の現状ですが、施

設のクラスターが発生した中で、ＰＣＲ検査を

受けて陰性だということで、働いているという

人がおっしゃっていましたが、本当はもう毎日

検査してもらいたい。もう命がけだと。そして、

うちに帰れば家族がいる。高齢者だったり働く

人だったり子供だったり、それを考えるとうち

に帰れないと。その負担たるや物すごいものが

あるなと感じました。看護師さんやお医者さん

もそういう状態で働いているということは聞い

ていましたが、市内での介護施設などで働いて

いる方の状況はそういうことなんだと思って、

私は、ドキドキしながら話を伺いました。結果、

そういう個人的な努力はしましたが、ホテルに

もうちに帰れないといってホテルに泊まったり

していました。でも、結果その方も陽性になっ

たと何日かしてお聞きしました。そして、２階

にうちの中で隔離されている状態だとおっしゃ

っていましたが、いつ家族にうつすかと考えた

ら怖いとおっしゃっているし、家族も真剣にマ

スクも３枚にしてみたり、いろいろ真剣に取り

組んではいるけれども、いつ自分たちがかかる

か心配だとおっしゃっていました。 

  そういう意味では、宿泊療養施設を県に要望

するとおっしゃっていましたが、それもすぐや

っていただきたいし、県立病院についても県の

判断に任せず、市民の命がかかっているわけで

すから、県に強く要望して変えろと、病床を削

減、削減で入院できないようにするのは間違っ

ているんじゃないかと。こうなったら使えるよ

うに空けていただいて、人もかき集めて体制を

つくって、人にうつさないように治るまで隔離

するべきじゃないかと言うべきじゃないかと思

いますが、どうですか。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 議員おっしゃるとおり、本市

においても感染が大変拡大している状況ではご

ざいます。多くの方が自宅療養されているとい

うことも聞いておりまして、保健所では感染さ

れた方の症状や家族の状況を確認しまして、必

要に応じて入院、宿泊療養、また、自宅療養を

判断していると伺ってございます。 

  また、その中で、子供さんの感染が確認され

た場合など、子供さんだけの宿泊療養、そうい
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ったことにはいかないということで、そういっ

たケースは自宅療養、また、家族数が多く、部

屋数が少ない場合など、家庭内での感染対策が

難しいため宿泊療養を案内するなど、ケースに

応じた形で対応しているということでございま

す。 

  そういった中で、新庄の場合、最上地域の場

合、宿泊所を使う場合には、村山地区の施設を

利用しているということで、そちらには保健所

で送迎も行っているということでございます。 

  入院施設の病床につきましては、県立で、去

年から比べると病床を増やして９床にしていた

だいている。どこの地域も拡大している中、精

いっぱいの努力をしていただいていると考えて

おります。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 県立病院の病床削減は、

新しい県立病院を建てるときの数字として減ら

しているわけですが、今からもうそれに向けて

病床削減をしている状況なんだなということを

改めて今回知りました。これはこのようなコロ

ナ感染のようなパンデミックというか、そうい

うことが起きたときに、こういう病床削減では

対応できない。余裕を持った病床でなければ、

市民の命を守れないと思います。そういう意味

で、新しく県立病院を建てるとき、病床を大幅

に今の病床より削減すると聞いていますが、そ

れは駄目なんじゃないかと。高齢者は、数は減

らないわけですから、高齢者は病気になりやす

いし。そういう意味では、市長として、県立病

院の病床削減は駄目だと。増やす。今までの数

を確保し、このような感染対策で万全の体制で

できるような余裕を持った県立病院ではなけれ

ば、市民の命は守れないと市長として言ってい

く必要があると思いますが、どうですか。 

山科雅寛健康課長 議長、山科雅寛。 

髙橋富美子議長 健康課長山科雅寛さん。 

山科雅寛健康課長 繰り返しになりますが、県立

新庄病院の病床の削減に関しましては、県が将

来の最上地域の人口推計を基に医療サービスの

地域状況を見据え、積算したものでございます。

人口が減少して患者数が減った場合に、医療需

要に合った適正規模の病床数ということで、再

編を行なわなかった場合には、供給過剰となる

ことも考えられるということでございます。 

  ただ、最上地域に医療が安定的に供給されま

すよう、最上地域内での連携を図りながら、今

後も安定的な医療体制の整備について、県に要

望してまいりたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 病床削減は撤回すべき

だと私は言っていく必要があると思います。人

口は減るけれども、高齢者の数はこれからそん

なに減らないわけなんです。そういう意味では、

病床削減政策は駄目だと私は言うべきだと思い

ますし、必要であればこれからでも県立病院の

病床削減反対だと署名運動してもいいんじゃな

いかなと私は思いますけれども、市長としてど

う思いますか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 私の所見といいますのは、建てて

いただいただけで大変ありがたいと思っており

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 残念な答えだなと思い

ます。 

  次に、飲食関連業者の皆さんのことですが、

県、国の給付の周知を行っているということで

ありましたけれども、今回の国の給付は、非常

に貧しく、使いづらいものになっています。そ

ういう意味で、３月をもって廃業と表明してい

る方は、いっぱい増えている状態なんです。本
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当に深刻です。対象者が、先ほどの答えで940

件あるんじゃないかと言いましたが、現在、申

請者は200件ちょっとということで、全然違う。

これらはもしかしたら廃業になるのかなと心配

なんです。そういう意味では、廃業しないでぜ

ひ続けてくれということを市として、昨日の補

正予算でも財政課長がおっしゃった地方創生交

付金でしたか。それを使えるとおっしゃってい

ましたし、それを使って、ぜひ直ちに経済支援

をやれるようにしていただきたいと思いますが、

どうでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 原課としましても現在実

行しております事業もありますし、今後の推移

を見ながら適正な形で対策を講じてまいりたい

と考えてございますので、御理解いただきます

ようよろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

山尾順紀市長 昨日、財政課長が申し上げました

ように、２月16日から、コロナのオミクロン株

で、郡内はじめ市の中で拡散されたということ

で、経済的に非常に厳しいということは、庁舎

内でも判断をしております。 

  そんなことで、昨日の財政課長の話になった

ということをぜひ御理解いただきたいと思いま

す。 

  対応としては、この議会を終了をしてからと

なりますが、議員の皆さんにも今後、詳しい内

容を御説明し、できる限り早く支援体制を組み

たい。これまでのやっているプラスの体制を組

んでいきたいと考えておりますので、それぞれ

議会の皆さんにも御説明しますので、ぜひ御理

解、御協力いただきたい。よろしくお願いいた

します。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） どうもありがとうござ

います。 

  トイレのことについてなんですけれども、私

は、新入生は、もちろんすぐやっていただきた

いし、小学校全部、金山や真室川のように、数

を減らすことなく、コロナ交付金を使って全部

洋式化していただきたいと思いますが、もう一

度お願いします。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 洋式化という

ことで教育長からもありましたように、私ども

としましても洋式化を進めていく必要がある認

識を持っているところでございます。ただ、実

際に設置していく上での課題としまして、やは

り学校によっては、古い学校ほどそうですが、

トイレのスペースが狭いということがあります

ので、洋式化により個数をどれだけ減らせるの

か、減らしてよいのかも学校側と相談していか

なくてはいけないというようなこともあります。

協議しながら計画的に進めていくと考えており

ます。 

  それから、工事の期間につきましても、すぐ

にというふうなことでございますが、その期間、

工事期間中はトイレが使用できなくなるという

こともありますので、夏休み、春休み中の工事

期間をいつに設定するかというようなことで、

まずは具体的な整備計画を立てるということが

大事だと考えております。先ほど佐藤文一議員

にお答えした内容では、やはり臨時的に早急に

対応しなければならないということもあります

けれども、全体的にまだ和式のトイレが140基

ほど残っておりますので、こちらについては、

財源もできるだけ有利な財源を活用しながら計

画的に進めていく必要があると考えているとこ

ろでございます。以上です。 
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１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ２つの今の和式を１つ

にするみたいなお話がありましたけれども、ほ

かの例を見ても、今の和式で使っているスペー

スで洋式が設置できる。これは調べますとあり

ます。それを調べる気持ちはありますか。数は

減らさなくても大丈夫です。どうですか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 ２個が１つに

なるというふうな極端な例ではなくて、例えば

５つある女子トイレの部分を４つにして、当然

便器を交換する部分もありますし、その外側の

通路の部分、そういったスペースもありますの

で、そういった全体のレイアウトを考えながら

なるべく減らさないように学校側とも協議しな

がら進めてまいりたいと考えております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） トイレは、湿式ではな

くて乾式になるようにしたほうが衛生的である

と思いますが、どうですか。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 議長、平向真

也。 

髙橋富美子議長 教育次長兼教育総務課長平向真

也さん。 

平向真也教育次長兼教育総務課長 衛生面から考

えましてもやはり洋式化して乾式化していくこ

とは大事であると私たちも当然考えているとこ

ろでございますので、先ほど来申し上げており

ますように、具体的な整備計画を立てる中で計

画的に進めてまいりたいと考えております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） トイレにナプキン設置、

学校にナプキン設置についてなんですけれども、

教育長からは、試行的に行ってみるかという話

もありました。保健室でいつでも応じられる、

これはありがたいんですが、学校は休み時間が

非常に短かったりします。そのときに殺到する

わけです。小学校５年で生理になったある方は、

途中、休み時間にトイレに行きたい、あら、生

理と思っても保健室に行くまでの時間が取れな

い。次は給食当番だみたいなことで、２時間そ

のまま、結局できないまま本当に困ったことだ

ったと思います。そういう生徒の大変な気持ち

を考えたときに、やはり個室にと思いますが、

どうでしょうか。 

髙橋昭一学校教育課長 議長、髙橋昭一。 

髙橋富美子議長 学校教育課長髙橋昭一さん。 

髙橋昭一学校教育課長 先日、貧困のときに、生

理用品の回答ということで申し上げたことと重

なるんですけれども、それ以来、最近の保健室

の様子も伺ったところ、児童生徒について、大

きなその後の変化はないということは聞いてお

ります。かなり県内でも高校あたりで設置が増

えている中ではありますが、子供たちの様子を

これまでどおり、話を聞きながら細やかに対応

できているという話は聞いておりますので、そ

ういう形でお答えさせていただきます。 

  以上でございます。 

 

 

散      会 

 

 

髙橋富美子議長 以上で本日の日程を終了いたし

ましたので、散会いたします。 

  明日４日午前10時より本会議を開きますので、

御参集願います。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時５１分 散会 
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令和４年３月定例会会議録（第３号） 

 

 

令和４年３月４日 金曜日 午前１０時００分開議 

議 長 髙 橋 富美子     副議長 奥 山 省 三 

 

 出 席 議 員（１４名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ４番   八  鍬  長  一  議員     ５番   今  田  浩  徳  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ８番   庄  司  里  香  議員 

  ９番   佐  藤  文  一  議員    １０番   山  科  正  仁  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   髙  橋  富 美 子  議員    １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（３名） 

 

  ３番   新  田  道  尋  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

 １７番   佐  藤  卓  也  議員 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 荒 澤 精 也  税 務 課 長 佐 藤   隆 

市 民 課 長 伊 藤 幸 枝  環 境 課 長 小 関   孝 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 山 科 雅 寛  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸  会 計 管 理 者 
兼 会 計 課 長 荒 田 明 子 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長 
兼教育総務課長 平 向 真 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 
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監 査 委 員 大 場 隆 司  監 査 委 員 
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 

選挙管理委員会 
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 関 紀 夫 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会 
事 務 局 長 横 山   浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小 松 真 子 

 

議 事 日 程 （第３号） 

令和４年３月４日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 庄 司 里 香  議員 

２番 叶 内 恵 子  議員 

３番 八 鍬 長 一  議員 

４番 石 川 正 志  議員 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第３号）に同じ 
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令和４年３月定例会一般質問通告表（２日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 庄 司 里 香 

１．急激な人口減少を食い止めるために 

２．元気で長生きなシルバー世代が住めるまちであるため

に 

３．生活しやすいまちづくりの対策として（冬期の雪の対

策） 

４．新たな道の駅の計画を最上８市町村で造りあげるため

に 

５．令和４年度「新庄まつり」について 

市 長 

教 育 長 

２ 叶 内 恵 子 
１．行財政改革について 

 

市 長 

教 育 長 

３ 八 鍬 長 一 
１．「道の駅」２つはいらない 

２．野生動物・鳥による感染症対策について 
市 長 

４ 石 川 正 志 

１．職員定員管理計画の見直しについて 

２．行政運営体制について 事業の民間委託について 

３．組織のフラット化について 

市 長 
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開      議 

 

 

髙橋富美子議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は14名です。 

  欠席通告者は、新田道尋さん、押切明弘さ

ん、佐藤卓也さんの３名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

髙橋富美子議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は４名です。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

庄司里香議員の質問 

 

 

髙橋富美子議長 最初に、庄司里香さん。 

   （８番庄司里香議員登壇） 

８ 番（庄司里香議員） おはようございます。 

  令和４年３月議会一般質問５番目となりまし

た。２日目のトップバッターとなります。 

  議席番号８番、起新の会、庄司里香でござい

ます。発言通告書に従い進めさせていただきま

す。 

  まずは、１番目として、急激な人口減少を食

い止めるためにということで、我が国でも令和

５年４月１日に設立を予定しているこども家庭

庁でもお分かりになるとおり、子育て世代の子

供にかかる負担を少しでも軽く、そして人口減

少が進む我が国の喫緊の課題を国民全てが問題

意識を持って取り組まなければということで、

我が新庄市でも、来年度より実施される施策も

あるかのようにお聞きしたいと思っております。 

  １番、国や県での子供を対象とした補助制度

は様々あるかと思いますが、小中学生を対象と

した制度は、まだ少ないように思います。今後

市が進めていきたいと考えている支援策はある

のかについてお伺いいたします。 

  ２番、現在行われている新生児への支援、健

診などの状況について、またその事業への保護

者等、御家族の反応はどのようであるかについ

てもお伺いします。 

  ２番として、日本をこれまで率いてこられた

団塊の世代の方々が現在70代となり、人口体系

が下の世代が細り、上の世代が大きくなってい

るという昨今、出生率も下げ止まり、現在ここ

では2008年の統計になっております1.37％で、

我が山形県は1.44％となっております。年金や

保険制度も危ぶまれる声さえ聞かれております。 

  だからということではありませんが、現役世

代だけでなく、シルバー世代も元気で生涯現役

を目指して頑張ることで、次の世代やそしてそ

の次の世代の方々へのバトンを確実なものにで

きるのではないかと考えております。 

  そこで、元気で長生きなシルバー世代が住む

まちであるためにというテーマで、１番として

シルバー世代の取組として、百歳体操や歩け歩

けのウオーキングが行われていますが、実施さ

れている団体や実施しているサロン等は、市内

の幾つほどあるのかについてお尋ねいたします。 

  ２番として、市としてこのようなシルバー世

代の活動を推奨するためのサポートをどのよう

にされていくのかお考えをお尋ねいたします。 

  ３番として、今シーズンは大変雪が多く、小

屋や住宅の屋根が壊れたり、倒壊するといった

ニュースも聞かれ、私の住む御近所でも死亡事
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故が起きてとても悲しい気持ちになりました。

もっと早く何かできることがあったのではない

かと思うと、このようなことが起きないように

と御近所の方々とお話をしたりしております。 

  そこで、３番として、生活しやすいまちづく

りの対策として冬期の雪の対策をテーマにいた

します。 

  １番、市内小中学校での冬期のスクールバス

での送迎についての問題点や課題についてお伺

いいたします。また、今後改善する予定がある

とすれば併せてお伺いいたします。 

  前回の一般質問においてお話ししたと記憶し

ておりますが、来シーズンまでに計画されるこ

とがあればお聞きしたいと思い、２ということ

で市内の流雪溝の整備の状況と今後の方向性に

ついてもお尋ねしたいと思います。市内での水

上がりが減ったと市民の方々から改善されたと

好評を得ているから、さらによくなるためにも

っと深くお話をお聞きしたいという内容でお聞

きします。 

  ３番、市内の商業地、ここでは商店街ではな

くスーパー近隣の道路、道路沿いの店舗などス

クールゾーンを差し示しております。その歩道

の除雪の状況と歩道の融雪システムの導入につ

いてお尋ねいたします。具体的には、明倫学園

から桧町を経て、円満寺までの地内、県道曲川

新庄線の国道13号線との交差点までの区間のこ

とを指し示しております。 

  ３番、前回の一般質問ではエコロジーガーデ

ンの道の駅の補助制度を用いた整備計画のお話

をいたしました。今回は、新庄ランドマーク構

想という名前がついております北のゲートウェ

イの道の駅について質問をしたいと思います。 

  私も、コロナ禍になる前は、遠出のたびにそ

の御当地グルメやお土産等の購入のため、東北

だけでなく北陸や関東地方の道の駅を訪れるこ

とが旅の楽しみの一つのものでした。確かに道

の駅は全国に1,700か所近くもあるので、やは

りどこの町や市でも持っていると言っても過言

ではございません。むしろ、道路の整備計画の

遅れている新庄最上だからこそ、今このテーマ

なのだろうと思っております。他地域では、リ

ニューアルや改築といったところも少なくない

と、このことをまず申し述べさせていただきま

す。 

  １、北のゲートウェイ新庄ランドマーク構想

について、民間、ここでは商工会議所などの地

元の商工団体のことを指し示します。これから

の提案の状況や活動について、どのように把握

されているのかについてお尋ねいたします。 

  ２、最上８市町村の協議の進捗状況について

お尋ねいたします。 

  ３、国、ここでは国交省を指します。国交省

や県との話合いについては進んでいるのかにつ

いてお聞きしたいと思います。 

  ５、現在コロナの第６波と言われているオミ

クロン株は東京では下ぶれしていると言われて

おりますが、本市ではまだ人口比では高止まり

していると言われております。山形県としては、

まん延防止等重点措置を２月16日で終了したの

ですが、その後感染拡大した本市はその措置の

対象外だったために、補助もまた対象外という

ことで、各方面で大変御苦労されている方々が

多くいることも事実です。この波が一日も早く

収まることを願うばかりです。こんなときにと

お思いでしょうが、何か明るいお話で終えたい

という気持ちがあり最後の質問となります。 

  ５、令和４年度の新庄まつりについてです。

１、昨年参加、または製作を見合せた５つの地

区の若連の山車は、今年は参加の見込みはある

のかについてお聞きいたします。 

  ２番、山車の製作を手がけるスタッフや引き

手、ここでは若連や子供たちということになり

ます、の不足など、地域の抱える問題は様々と

思いますが、その中で地区の再編も必要なので

はないかと考えたりしております。山車の参加
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数の確保について、市としてどのように考えて

おられるのか併せてお聞かせください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。それでは、

庄司市議の御質問にお答えさせていただきます。 

  急激な人口減少を食い止めるためにというよ

うなことの御質問でありますが、初めに小中学

生を対象とした今後の子育て支援施策について

の御質問にお答えさせていただきます。 

  これまでの小中学生を対象としました主な子

育て支援策につきましては、子育て支援医療を

はじめ集合型による学習支援であるひとり親家

庭等学習支援事業や、留守家庭児童の健全育成

を図り、保護者が安心して仕事に従事できるよ

う、放課後児童クラブの運営などに取り組んで

きたところであります。 

  また、学校教育の分野では、読書好きな児童

生徒を増やすとともに、学力を向上させること

を目的に、小中学校に学校司書や共同生活支援

員を配置し、図書活動の充実を図っております。 

  さらに、特別な支援が必要な児童生徒を支援

するため、必要とする各学校に個別学習指導員

及び特別支援教育支援員を配置するとともに、

子育て推進課に養護主任２名を配置し、学校教

育課など関係機関と連携しながら、乳幼児期か

らの切れ目のない支援活動の充実を図ってきた

ところであります。 

  今回、新たな子育て支援としましては、子育

て家庭における経済的負担の軽減を目的に、次

代を担う子供たちが健やかに学校生活を送るた

めの一助とする小中学校等新入学祝い金支給事

業を実施いたします。事業の内容といたしまし

ては、義務教育学校や特別支援学校等を含む小

学校及び中学校に入学した児童生徒の保護者に

対し、児童生徒１人当たり３万円を支給するも

のであります。令和４年度の当初予算に計上し

ておりますが、人数にして新小学生240人、新

中学生270人、額にして1,500万円を見込んでい

るところであります。今後とも市の子育て支援

を充実していきながら、多様化する子育てニー

ズに対応できるよう努めてまいります。 

  次に、新生児への支援や健診の状況について

の御質問ですが、本市では母子健康手帳の交付

時や妊婦健診時に母親への支援が必要と判断し

た場合、妊娠中から医療機関と連携したサポー

ト体制を取り対応しております。また、産後に

つきましても１か月から２か月の間に赤ちゃん

訪問を実施し、赤ちゃんの様子や母親の体調、

家族の支援状況などを確認しております。訪問

時は、子育てで不安に思うことを率直に御相談

いただく方が多く、支援が必要な方への早期対

応につながっており、非常に好評を得ておりま

す。 

  さらに令和４年度からは、産後１年未満の子

を持つ母親を助産婦が訪問し、専門的なケアや

アドバイスを行う産後ケア事業を開始すること

としており、母親の孤立感や育児不安の解消を

図ってまいります。 

  また、乳幼児相談や、ママと赤ちゃんルーム、

離乳食教室などの育児支援事業も引き続き実施

し、健診など全ての機会を逃さずに子供の発育

発達状況や育児不安を確認し、必要な支援につ

なげてまいります。今後も、全ての親と子が健

やかに育つまち新庄を基本理念に、切れ目のな

い相談や支援の充実を図り、安心して妊娠出産、

子育てに臨めるように進めてまいります。 

  次に、シルバー世代の活動への支援について

の御質問にお答えさせていただきます。 

  高齢者の自発的な地域活動組織として、地域

サロンがございます。令和３年度は28地区で活

動しており、その活動内容としましては百歳体

操、唱歌、輪投げ、出前講座の開催など、各地

域で特色を持った活動を行っております。また、

各地域の老人クラブにおきましても、現在26の
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クラブが活動しており、グラウンドゴルフや親

睦旅行、清掃活動などを実施し、会員相互の親

睦及び健康増進を図っております。 

  市ではそれらの活動に対し、補助金を交付し

支援しております。これら地域の自主的活動の

ほか、新庄市地域包括支援センターでは、介護

状態になるのを未然に予防することを目的とし、

専門のインストラクターを派遣して行う運動教

室や、脳を鍛えるトレーニングの方法を指導す

る事業を行っております。 

  また、事業所に通いレクリエーションや機能

訓練を継続して行い、機能の維持を行うものや、

運動機能が低下している方に対して有酸素運動、

筋力トレーニングなど、短期集中的に行う介護

予防事業もございます。今後はこれらの活動を

推進していくとともに、地域活動の場がさらに

拡充していくよう努めてまいります。 

  次に、冬期の雪対策、生活しやすいまちづく

りの対策として、１点目の小中学校の冬期間の

スクールバスについての御質問については、教

育長より答弁させますので、よろしくお願いし

ます。 

  次に、流雪溝の整備についてお答えします。

流雪溝につきましては、市民の除雪作業に対す

る負担軽減や地域コミュニティーへの波及効果

も考えられるなど、生活しやすいまちづくり対

策においても重要な役割を担う施設であると考

えております。 

  本市では、平成16年に策定した第２次新庄市

総合雪対策基本計画に沿って、これまで50キロ

メートルの流雪溝を整備し、運用してきており

ます。今年度は、実施した３地区のうち常葉町

地区については全線完成、金沢地区では県との

共同事業が完成し、一部運用を開始しており、

新規事業の桧町地区では測量設計に着手したと

ころであります。 

  今後の方向性としましては、現在進めている

２地区において、金沢地区は令和５年度の完成

に向け、桧町地区は来年度より工事に着手する

予定でありますので、順次事業の進捗を図って

いきたいと考えております。 

  また、現在の基本計画は策定から20年近く経

過し、少子高齢化による町並みの変化など、計

画当時とは沿わないような状況も生じてきてお

りますので、今後のまちづくりの方向性を踏ま

えさらに生活しやすいまちづくりの推進に努め

てまいりたいと考えております。 

  次に、商業地区やスクールゾーンにおける歩

道の現状と歩道融雪システムの導入の考えにつ

いてお答えいたします。 

  本市の歩道除雪につきましては、ほとんどの

路線で機械除雪を行っており、無散水消雪施設

の整備につきましては、市街地の一部の路線で

のみ実施しております。機械除雪の路線では、

歩道と車道の間に雪壁ができ、見通しが悪くな

ることから、児童生徒の通学など歩行者の多い

路線を中心にパトロールを強化し、早めの雪壁

除去を行っております。また、無散水消雪施設

の導入につきましては、これまで中心市街地の

路線について道路改修などの事業に併せて整備

してきております。今後、歩道融雪の在り方を

含めさらに生活しやすいまちづくりが進められ

るよう努めてまいります。 

  次に、最上地域の８市町村で検討する道の駅

についての御質問ですが、これまで県の主導に

よって進められてきたもがみ創生北のゲートウ

ェイプロジェクト検討会は、昨年11月25日で最

上８市町村に主体を移すこととし、新たな検討

会として発足を目指しています。 

  現在、仮称新庄インターチェンジ付近道の駅

検討会として、今月末の設立を目指し、委員に

は最上８市町村と新庄最上のランドマーク検討

協議会の商工団体、また国や県からも参加して

いただくことで考えております。 

  御質問の民間からの提案状況ですが、この会

の設立後、委員と市の意見を受け、協議してい
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ただきたいと考えております。現段階では、８

市町村の担当課長で打合せを行っており、国や

県、商工団体とも協議をしながら、検討会の準

備を進めております。 

  今後、仮称新庄インターチェンジ付近道の駅

検討会として、協議を進めていくこととなりま

すが、必要な機能や設置場所、運営の主体、ま

た８市町村の負担割合などといった課題があり、

この検討会の中で、皆さんの理解を図りながら

進めていくことが必要と認識しており、完成ま

では時間がかかるものと考えております。 

  現在市が進めているエコロジーガーデン周辺

の道の駅については、既存施設の機能強化によ

って、魅力の向上を図る全国的にも珍しい登録

有形文化財を活用した道の駅として整備をし、

また新庄インターチェンジ付近の道の駅につい

ては、最上８市町村に回遊を促すための情報案

内機能や物流などの中継点、防災拠点としての

機能を持つ道の駅として捉えており、すみ分け

をした上で、整備検討してまいりたいと考えて

おります。 

  次に、令和４年度の新庄まつりについての御

質問でありますが、昨年10月に新庄まつり実行

委員会を開催し、令和４年度は例年どおりの祭

り行事を実施するということで準備を進めてい

るところです。 

  山車連盟からの連絡によると、令和４年度の

参加町内は19町内であると聞いております。１

町内が都合により参加を辞退したため、20町内

全ての山車がそろわないことは誠に残念であり

ます。不参加となった要因としては、山車の作

り手不足や、新型コロナウイルス感染症の影響

などの理由があると聞いております。 

  また、２つ目の質問ですが、全国的な出生率

の低迷や大都市圏への人口流出により、新庄ま

つりを支える若連の担い手不足や、山車の引き

手である子供たちの減少については、かねてか

ら課題とされ、新庄まつりを次世代に引き継い

でいくためには、山車若連の引き手のみならず、

神輿、囃子などの新庄まつりを支える後継者の

確保、育成が最重要課題だと考えております。 

  実際に、他地域から山車製作の体験や、高校

生ボランティアの受入れを行うなど、祭り行事

を実践する各団体においても、担い手不足の解

消に向けた取組を行っておりますが、解消には

至っていないのが現状です。 

  地区住民の減少や少子高齢化により、若連の

維持や、今まで培ってきた若連独自の技術の継

承が困難になるなどの問題に直面しております。 

  新庄まつりは市民がつくり、受け継がれてき

た祭りであることから、山車製作や運行などで、

実際に祭りに携わることのやりがいや、魅力を

掘り起こしていく取組が必要だと考えておりま

す。 

  また、市民の誇りである新庄まつりを格式あ

る伝統行事として次代へ引き継いでいくための

振興策である新庄まつり百年の大計の第３期計

画が平成25年の策定から10年が経過し、改定時

期を迎えるため、令和４年度に新たな第４期計

画を策定いたします。 

  新庄まつりを支える山車製作の担い手や、引

き手となる後継者の確保についてなど、諸課題

を関係団体と協議し、解決に向けた方向性を探

ってまいります。今後も、藩政時代から大切に

受け継がれてきた伝統ある市民の祭りである新

庄まつりを絶やすことなく、後世へ受け継いで

いくためにも、新庄まつり実行委員会をはじめ

とする関係団体との連携を密にし、担い手解消

に向けた取組の支援に努めてまいります。 

  私からは、以上壇上からの答弁とさせていた

だきます。スクールバスについては、教育長に

答弁させますので、よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

高野 博教育長 議長、高野 博。 

髙橋富美子議長 教育長高野 博さん。 

高野 博教育長 それでは、冬期のスクールバス
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の送迎に関する質問についてお答えします。 

  まず、運行体制について御説明申し上げます

と、本市ではバス12台を運行し、また山交バス

などの路線バスを利用する児童生徒については、

その費用を助成しています。さらに、冬期間は

バスの対象地区を拡大しているため、一部民間

会社に運行業務を委託し、児童生徒の送迎に対

応している状況です。 

  さて、この冬は例年以上に豪雪の状況が続い

ておりますが、幸いこれまでトラブルなどは発

生しておりません。スクールバスの運行につい

ては、小学校低学年から利用することを踏まえ、

また特に冬期間は交通事情なども十分考慮し、

余裕を持ったスケジュールで対応しております。

さらに、下校の対応に関しては、部活動の終了

時刻なども考慮し、日によっては３回から４回

往復するなど、きめ細やかな運行に努めている

ところです。 

  なお、年明けより本市においてもコロナウイ

ルスの感染拡大により、学年、学級閉鎖なども

発生しています。バスの運行に関しては、消毒

など基本的な対策を継続するとともに、バスの

密状況を踏まえ、一部のバスを増便するなど感

染予防策を強化しているところです。 

  本市のような豪雪地帯には、冬期間の安全な

通学環境の確保は非常に重要だと考えておりま

す。今後も学校、保護者、地区の皆様の御意見

を踏まえ、問題点、課題などを検証し、改善す

べき点があれば迅速に対応してまいります。引

き続き丁寧なバス運行に努め、児童生徒の安全

安心な通学環境の維持向上に努めてまいります。 

  以上であります。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 御回答ありがとうござ

います。再度質問をさせてください。 

  １番目の子育て世代の負担軽減として、小中

学生の新入学児の給付について実施されること

は大変喜ばしいことだと思っております。対象

となる保護者の方々からも助かるとお話をお聞

きしております。 

  しかしながら、子供は生まれてきたならば、

人口の歯止めにはなるのだけれどという現実も

あるのも事実です。現実的な話で大変申し訳あ

りません。出産時の分娩費用も平均値50万円と

いうこともお聞きしております。そもそも国か

らの分娩費用も足らないといったこともささや

かれているのは、メディアだけではなく、本当

に２人目、３人目をお考えになっている御家族

からもよく聞かれる話でございます。 

  不妊治療も補助が出るようになり、ベビーを

望む若い御夫婦がいると考えると、本当に人口

を増やすためには、ありとあらゆる手だてが必

要と考えます。 

  再度お聞きいたします。本市独自で出産祝い

金を出して、子供とその御夫婦を応援するとい

う施策は新庄市には必要と思いますが、担当課

長のお考えをぜひともお聞かせください。この

町に住んで子育てしたいと思ってもらえる施策

だと私は考えております。 

髙橋富美子議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２８分 休憩 

     午前１０時２９分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

西田裕子。 

髙橋富美子議長 子育て推進課長兼福祉事務所長

西田裕子さん。 

西田裕子子育て推進課長兼福祉事務所長 出産祝

い金についての御質問でございます。子育て支

援策の一つとして、私のほうから御回答させて

いただきたいと思います。 

  出産祝い金につきましては、確かに自治体に

よって第１子10万円ですとか、第２子20万円、
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第３子以降30万円ですとか、そういったところ

実施しているところは多々ございます。ただ、

このたび来年度に向けて、先ほど市長答弁にも

ありましたように、小中学生向けの新入学生の

祝い金、こちらのほうを予算計上させていただ

いていますけれども、そうした祝い金につきま

しては、支援策として様々なことが考えられま

すので、そうしたことの一つとして今後検討課

題として検討させていただきたいと思います。

以上です。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ぜひとも前向きな施策

に生かしていただきたいと心から思っておりま

す。金額だけではなく、心意気をという気持ち

でおります。どうかよろしくお願いいたします。

若い御夫婦に成り代わりお願いいたします。 

  ２番目にシルバー世代の方々は、とてもアク

ティブな方々が多く、卓球やグラウンドゴルフ、

バレーボールや射撃など多趣味な方もたくさん

いらっしゃいます。でも、気軽に楽しめる体操

やウオーキングは医師からも推奨されるほど体

にもよく、健診にも数値にすぐ現れるというこ

とをお聞きしております。幾ら長生きしても体

が悪く、ベッドにばかりいては決して豊かな老

後とは言えません。ぜひとも元気なシルバー世

代のために、市として後押ししていただきたい

と思います。ここは再質問は結構です。 

  スクールバスのことですが、今シーズンは大

変雪が多く、運転士の方も、保護者の方も、小

中学生も大変だったと思います。次年度に向け

てこの経験を生かしていただきたいと思ってお

ります。皆様が交通安全であること、よろしく

お願いいたします。こちらも再質問は結構です。 

  ４番の敷地の狭い住宅地や歩道や除雪車両の

寄せた雪などを片づけるために、流雪溝は重要

性のある設備だと思っております。ただ、その

水は無限なものではなく、水利権などお金がか

かることだと市民の皆様にも知っていただきた

いところでもございます。便利とはたくさんの

労力の上に成り立っていることも事実でござい

ます。そのバランスを取りながら、住みやすい

まちづくりを目指していただきたいと思ってお

ります。担当課長として、重点地区を見極め、

流雪溝だけでなく道路行政を行ってもらえたら

と考えております。次年度への取組について、

再度質問させてください。よろしくお願いいた

します。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 市の雪対策について御質

問いただきました。ありがとうございます。新

庄市といたしましても冬期間の市民生活の確保、

交通の利便性の確保ということは重要な課題で

あるというふうなことで認識しております。 

  御質問にありますように、流雪溝の整備につ

きましては大変時間もかかり、費用もかかると

いうふうなことで、実施に向けては相当の時間

もかかるということで、皆さん御理解いただい

ているところだと思っております。 

  現在、実施中の２地区につきましても、でき

るだけ早くの完成に向けて、事業展開を考えて

いるところでございますが、先ほど市長からの

答弁にもありましたように、現在進めておりま

す第２次雪総合対策計画につきましては、20年

ほど前の計画ということで、現在の町並みなど

も大きく変わってきている部分もございます。

そちらの状況も踏まえながら、今後のまちづく

りに向けた対策として、計画の内容についても

検証していくことも必要だというふうに認識し

ているところでございます。 

  また、機械除雪につきましても、市内各地に

おいて市道を含め生活道路においても、除雪の

作業をしているところでございますが、こちら

についても除雪業者の皆さんからの協力をいた

だきながら、また市民の皆さんからも御協力い
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ただいて、冬の生活の確保ということで努力し

ているところでございますので、皆様方からの

御協力もいただきながら、今後も雪対策に向け

て努めてまいりたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） 来シーズンには適量の

雪であるといいなと思っております。ぜひとも

よろしくお願いいたします。 

  スクールゾーンのお話になります。スクール

ゾーンや歩道の除雪についてですが、県道とい

うことなので、市民、特に子供さんやお年寄り

が行き来するところで、県との連携を深めてい

ただけたらと思っております。 

  その点で、窓口である担当課として、県に申

入れをしていただきたいと思っております。特

に、私が申し上げた曲川新庄線は、大型車もた

くさん通る道のため、大変危険性を伴っており

ます。思うことも何度もございます。危ないな

あと思うこともたくさんあるんです。どうかよ

ろしくお願いいたします。本来ならば、ロード

ヒーティングを設置されることを切に願ってお

ります。その点も申入れていただけますでしょ

うか。再度御回答をお願いいたします。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 県が管理する道路につい

ての申入れということで御質問、御意見いただ

いたところです。 

  曲川新庄線につきましては、国道13号線から

東北中央道にアクセスする主要な道路としても、

交通量も多く皆さんの御利用状況が多いという

路線であるとも認識しております。また、子供

さん方が通行する通学路の一部としても御利用

いただいているというふうなことで、認識して

いるところでございますが、県のほうへも雪の

状況などにつきましては、市民の皆様方からの

御連絡をいただいたときに関しましては、県の

ほうに直接市のほうからも連絡を取りながら、

連携を取って除雪の体制を組んでいるところで

ございます。 

  今後の歩道の整備の方針というふうなことで

ございますが、県のほうへも現状についての課

題などについて伝達させていただきながら、そ

の方向性について申入れをさせていただければ

と思いますので、御理解いただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ありがとうございます。

新庄ランドマークの件ですが、全線開通までに

という悲願があることは分かります。ただ、あ

まり事を急ぐと後で大きなしこりが残ったり、

遺恨ができたりと、よいことばかりとは限りま

せん。ぜひとも他地域の実情に耳を傾け、より

よいものを８市町村で意見を積み上げていって

いただけたらと思っております。民間の方々の

望む道の駅が実現するために、官民手を携えて

歩んでいただきたいと願っております。 

  昨年、会派の研修として、秋田の道の駅３か

所を視察させていただき、各駅長さんのお話を

お聞きいたしました。そのコンセプトもいろい

ろで、アクションを起こしている客層も様々で

ございました。何よりもスタッフの情熱の熱さ

に、商いとは立地も大切だが、最終的には人な

んだと心から思いました。人が空間をつくり、

訪れたいと思える場所をつくると、本当にそん

なふうに感じました。 

  再度質問させていただきます。急ぐことなく、

よりよいものを、道の駅を民間の方々とつくり

上げていただけるよう中心地として役割を果た

していただきたいと思います。今のお考えを再

度お話しください。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 
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長沢祐二都市整備課長 新庄インターチェンジ付

近の道の駅の整備に向けた８市町村での検討、

協議検討というふうなことで御質問いただいた

ところです。 

  先ほど市長からの答弁にもございましたよう

に、現在８市町村と地域の経済団体である最上

郡内の３商工団体、また、国と県の皆様からの

参加もいただきながら、今月末ごろをめどに検

討会の設置に向けて準備を進めているところで

ございます。この検討会が発足いたしました暁

に、その内容について協議を進めていくという

ふうなことになると思いますが、先ほども申し

ましたように、設置の思い、各市町村の思いで

あったり、経済団体の考え方、意見、また国と

県からの御協力や、御助言いただきながら進め

ていければというふうに思っているところでご

ざいます。 

  今後の協議内容というふうなことになること

でございますけれども、設置場所や運営主体な

どにつきましても、具体的なところに検討を進

めていけるように、検討会の中で協議を進めて

いきたいと考えておりますのでよろしくお願い

したいと思います。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ありがとうございます。 

  最後の質問になります。新庄まつりの件です

が、今後残る１つの若連は消滅するということ

なのでしょうか。コロナが終息しても参加する

ことはないのでしょうか。相談に乗っていると

いうような前向きな活動報告はないのでしょう

か。また、まつりの引き手としては、広域など

で連携を深めている近隣県である秋田県湯沢市

とも希望者を募って、招待をするということは

いかがでしょうか。ぜひとも御協議されればう

れしいと思っております。この点についてお聞

かせください。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 令和４年度の山車の製作

につきましては、１団体から今年は無理だとい

うことでお話をいただいているところでござい

ますが、来年度についての話は、現況について

はお聞きしていない状況であります。その町内

に聞きますと、やっぱり作り手がちょっと足り

ないんだということで、今年は出すのをやめる

というような話でしたので、今後も連盟さんと

か各関係団体とも協議をしながら、進めていけ

ればなというふうに思っております。 

  それから、２つ目の引き手の募集につきまし

ても、こちらの市だけでできることではござい

ませんので、各連盟、それからまつり実行委員

会とも協議しながら進めてまいりたいというふ

うに思います。よろしくお願いします。 

８ 番（庄司里香議員） 議長、庄司里香。 

髙橋富美子議長 庄司里香さん。 

８ 番（庄司里香議員） ぜひとも湯沢市と提携

を結んでいろいろされているということも実績

もあるので、新庄まつりもその時期は多分、湯

沢市はお祭りがないと思いますので、ぜひとも

来ていただきたいなというふうな気持ちでいま

す。 

  最後になります。３月末にて御退職されます

職員の方々、大変お疲れさまでございました。

定年という節目に今思うことは、職場を離れて

も新庄市の仲間として、これからも別のステー

ジで新庄市を盛り上げていただきたいと思って

おります。そして、その人生幸多きことを心か

ら御祈念いたしております。私の一般質問はこ

れで終わります。御清聴ありがとうございます。 

髙橋富美子議長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午前１０時４２分 休憩 

     午前１０時５２分 開議 

 



- 131 - 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

叶内恵子議員の質問 

 

髙橋富美子議長 次に、叶内恵子さん。 

   （２番叶内恵子議員登壇） 

２ 番（叶内恵子議員） 議席番号２番、勁草21

の叶内恵子と申します。通告に従いまして、一

般質問をさせていただきます。 

  行財政の改革についてという項目として、ま

ずは本市は、変化し続ける課題に対応できる行

財政資源の確保を行財政改革の目指す方向性と

示しております。その目指すべき方向性を実現

するためには、歳入確保を取り組むことは重要

な課題であります。行財政改革の基本方針であ

る財政基盤の確立の取組として、使用料、手数

料の適正化が実施計画に示されております。こ

れは、受益者負担の観点からこれまで取り組ん

できた使用料等の見直しを定期的に実施してい

くことを示していると考えられますし、そう示

しているというわけですが、行政財産の目的外

の使用に係る使用料も、貴重な財源であること

を認識するものであります。 

  公有財産の有効活用と税外収入の増加を図り、

歳入の確保につなげていくために、消極的な改

革であった項目を見直していくことも重要と考

えております。 

  現在、公有財産に設置している自動販売機に

ついて、その使用許可の理由、そしてその基準、

そして期間、使用許可の条件、使用料について、

使用料の減免を許可している場合は、その理由

について伺います。 

  以上となります。御答弁お願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、叶内市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  公有財産に設置している自動販売機について

の御質問にお答えします。 

  12月議会においても答弁しておりますが、市

有施設に設置されている自動販売機は、およそ

20台設置されております。本庁舎は財政課、第

２庁舎は上下水道課、市民プラザや体育館など

に設置されているものは、社会教育課といった

それぞれ各施設を管理している担当課において、

行政財産目的外使用の許可を行っております。 

  担当課では、設置希望者から使用許可の申請

書が提出されますと、使用目的や施設の業務に

支障がないかを確認し、問題がなければ許可を

出しております。 

  御質問にあります使用許可の理由と基準につ

きましては、公有財産規則第９条において行政

財産の目的外使用における許可条件を規定して

おり、条件といたしましては申請した目的以外

に使用しないこと、電力計を設置し、使用電気

料を支払うこと、空き缶などのごみ箱を設置し、

環境美化に配慮することなどの内容となってお

ります。 

  次に、期間につきましては最長１年ですが、

更新も認めております。 

  使用料につきましては、公有財産規則におい

て、１台月3,000円と規定されておりますが、

市庁舎に設置しております３台は、職員の福利

厚生のための設置ということで減免しており、

社会教育課所管の施設については、規則に基づ

く使用料を頂いております。 

  財政運営において公有財産の有効活用と歳入

確保は非常に重要でありますが、施設利用者の

利便性の観点で設置しておりますので、御理解

賜りますようよろしくお願いいたします。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） それでは、再質問させ

ていただきます。 
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  目的外使用の自動販売機の設置については、

情報公開を求め、その申請の理由、そして許可

の内容確認をさせていただいたところでありま

すが、こちらの中でまず端的に申し上げますと、

これまで目的外の使用許可の手続については適

正であると思います。しかし、この使用許可の

実態、こちらが転貸の実態となっている。平成

29年のときに使用料を見直したときに、内部に

おいてそういった検討がなかったのかどうなの

か、その点についてお伺いします。 

髙橋富美子議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時５９分 休憩 

     午前１１時００分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 質問の内容の部分で、転貸と

いう話でしたけれども、いま一度その意味をお

知らせいただければと思います。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） まずは、こういう財産

規則の中で27条ですか、27条で普通財産につい

て準用規定をしております、３項ですね、借受

けの権利を譲渡し並びに転貸しないこと。こち

らの内容というのはもう当然、行政財産より一

層厳しく管理をしていかなくちゃいけないとい

うものですので、この規定は準用されるものに

なります。 

  そして、どういったことが問題になっている

のかといいますと、規則、許可の中では自動販

売機を設置するために申請した先に対して、許

可を与えているんですけれども、実際自動販売

機を設置すること自体、許可を受けた団体がそ

れを設置、実際的にできないという理由なんで

すよね。だから、販売を実際、自動販売機を販

売している業者でもない、リースをしている業

者でもない、原材料や商品を調達して、それを

売れるものでもない。平成29年の金額を見直し

たときに、これまで目的外使用許可に当たって

は、建物土地の評価額に対して1,000分の幾ら

ずつを掛けるような低額な金額で、より低額な

金額であったかと思うんですけれども、それを

見直して一歩増収を図ったという、その達成を

されたのかとは思うんですが、その際に全国的

な事例の中から、そういった議論があったので

はなかったのかな、全く気づかなかったのか、

そういった点をお伺いしておきたいと思います。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 ただいまおっしゃられた部分

については、実際に設置者である方と、実際に

製造販売元の間で業務委託契約という形でやっ

ておるかと思います。ただ、設置者が実際に市

に対して目的外使用の許可申請を行うという部

分については、それが元請である、元請じゃな

い、ベンダーである製造販売元が直接市に設置

者として申請する場合もあれば、もしくはその

製造販売元と設置者の契約の中で、設置者があ

くまでも申請するという部分があろうかと思い

ます。 

  ただ、新庄市の場合については、設置者であ

る方がその目的に照らし合わせた中で、目的外

使用という形で使用許可申請を出していること

でございますので、その議論があったかどうだ

かという話ですけれども、あくまでも設置者が

申請をするという行為については、何ら問題は

ないのかなというふうに思ってございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 外部包括監査を新庄市

は受けたことがないかとは思うんですが、これ

をしていくことによって、転貸であるというこ

とが明らかになってきておりまして、様々な自
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治体でその在り方を今見直しているかと思いま

す。 

  条例に規則に従った手続は適正である、それ

は認めるところで、その書類のものについても。

ですが、より上の上位法、そして政令に照らし

合わせていったときに違法であると、それを認

め、是正を始めた自治体がまず出てきて、多く

出てきているということでありますので、これ

は行政として見直していく。その機会に平成18

年に自治法の改正によって、貸付けの範囲が拡

大をしています。これを活用して貸付けによる、

公募等による貸付けということで、増収を図っ

ている。そのためには規則を見直さなければい

けないし、あとは手続上のものも見直さなけれ

ばいけないし、でもそれによって増収が図られ

ているということが一番大きいなと思いました。 

  その事例の中で様々な小さい自治体から、山

形県内は前回の質疑、質問の中でなかなかちょ

っと見受けられないと。１市取り組んでいると

ころがあるようだけれどもという話でしたが、

全国的に小さい自治体、新庄市よりも人口規模

の小さいところはどうなのかというふうにして、

少し調べてみましたらば、やはり是正をして貸

付け目的外使用許可で13台公有財産の中にあっ

たところが、そちらのほうが、ちょっとお待ち

ください。すみません、失礼しました。 

  目的外の使用許可を、規則の内容は皆さんお

分かりになると思うので、大体計算の内容もほ

ぼ変わらない。その中で年間13台あるうち8万

3,000円だったと、年間の税外収入。こちらが

見直しを行うことによって、そして３年ごとの

賃貸契約で更新はしないと。そして、３年ごと

に公募をして一般競争入札、それで業者のほう

から提案をしてもらうといった自動販売機が市

民の利便性に、職員、庁舎を使う、公有財産を

使う方々の利便性に資するのかということを提

案をしてもらって、その中で歳入増として391

万7,000円と、大きな歳入増を果たしていると。 

  そうしますと、新庄市の規模であってもこれ

は行えることだなというふうに考えたところで

した。また、規模の大きい自治体になりますと、

全体で28施設に59台あると。それも、同じよう

に見直しをしまして、目的外使用にしていた時

代というのは、年間130万円程度であったと。

それが今1,890万円と1,760万円の収入増を実現

しているということでした。 

  これを聞くに、やっぱり条例、規則やそうい

ったものを上位法のほうから見直しをしていっ

て、機会を見逃さずに正していく、適正にして

いくということが必要なのではないかなと考え

ております。まずは、その点についていかがで

しょうか。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 委員がおっしゃいますとおり、

貴重な財源だと。歳入確保についても税収の部

分については、これだけ人口減少の中で、なか

なか伸びるということも期待もできなくなって

きている状況にもあります。 

  ただ、そこでいわゆる公有財産のそこの中の

使用料、もしくは手数料等の部分を見直しをし

ながら財源を確保していくという部分について

は、その考えは当然もちろんございますけども、

ただ、実際に今までにうちのほうで入札制度を

設けていかなかったという部分については、複

数の設置希望者ということがなかったという１

点があります。 

  また、入札によって価格競争において採算性

の悪化による撤退ということも懸念されるとい

う部分がございます。現に斎場にもかつて自販

機を設置しておりました。また、福田山の工業

団地の運動広場のほうにも設置したということ

がありますけれども、現にその２か所について

は撤退というようなことで、当然採算性が合わ

ないという部分で撤退しております。それを仮

に、今回、目的外使用料を入札をかけて、かけ
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てみたが、逆にその部分で折り合いがつかない

とすれば、撤退というような状況にも発生する

と。実際に、いわゆる自販機の設置については

先ほど市長答弁にありましたけれども、やはり

利用者の利便性を確保するという部分が、大き

い問題がございますので、単に歳入確保という

ことだけでするのか、そうじゃなくてやっぱり

いわゆる利用者の利便性の確保というのが一番

大きな問題がございますので、そちらのほうを

優先しなければならないのではないかというこ

とで、3,000円が高いのか低いのかというよう

な部分は、これからまだまだ研究しなきゃなら

ない部分がありますけれども、再三申し上げま

すとおり、撤退ということのないように図って

いくというようなことも、市民サービスの一つ

ではないかというふうに考えてございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） すみません、今申し上

げたのは、法律から来る根拠として規則、そし

て、その施行令を見直し、適正にしていくこと

によって目的外使用としてこれまで当たり前で

あった、こういうふうにしていいと思っていた

ことがそうではないんだということがはっきり

とした場合に、それを是正しなければいけない

わけではないですか。是正した場合の方法とし

て、平成18年に自治法改正で、敷地、公有財産

の行政財産の余剰面積について、そちらについ

て貸付けができるというふうに法令が改正され

ている。それを活用して増収につなげている、

それを見直して、さらに増収に活用して見直し

ているという自治体の例を申し上げているわけ

です。 

  まず直さなければ、見直していかなければい

けないのが市民の利便性というのは、施設利用

者の利便性というのは十分わかりますが、その

利便性を提供するために法律、政令、そういっ

たものにちゃんと即しているのかどうかという

ことを、どこから見られても、どこから聞かれ

ても適正であるのかという形に直していかなけ

ればいけないということを申し上げているつも

りなんです。 

  その利便性ということは分かりますが、１点、

庁舎内にある１基について障害者協会が目的外

使用許可を取って、そして設置しているところ

があると思います。これについても、明確に違

反であるということが出ているんですね。その

違反ということが、ちょっとお待ちください。 

  こちらについては、福祉協会のためにその収

入の確保として、設置を許可していると思いま

す。活動のための。それは一見正しくいいこと

です。ですが、これを法律に照らし合わせてい

きますと、身体障害者福祉法第22条１項、身体

障害者からの申請があったときはこの公共的施

設内において、新聞、書籍、たばこ、事務用品、

食料品その他の物品を販売するために売店を設

置することを許すように努めなければならない

と定めています。そして、同３項に売店を設置

することを許された身体障害者は、病気その他

正当な理由がある場合のほかは自らその業務に

従事しなければならないというふうに記されて

います。 

  そうしますと、申請の形というのは適正であ

りますけれども、実態というところが適正では

ない形にみすみす見逃している、その転貸とい

う違法な状態をということになります。 

  であれば、どういうふうに是正をしていくべ

きなのかと考えると、自動販売機の設置によっ

て障害者福祉協会のほうでどのくらいの利益を

上げているのか。財政、市のほうでは確認され

ていらっしゃいますか。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 実際にその使用許可を出す、

出さないの判断については、この規則で定めて

いるとおりでございますので、実際にその団体
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がそこが転貸として扱うのかという部分につい

ては、あくまでも設置者に対しての使用許可で

ございますので、規則に倣って使用許可を出し

ているというような状況でございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） それは、規則に従って

はそうですけれども、常に皆さん理解しておか

なければいけないのは、その規則は何によって

できたかということではないでしょうか。上位

法があって、その上位法に従ってこの規則があ

り、そして行政を運用している。そういった場

合にこの事実が適正であるのか、適正でないの

かということを判断したときに、適正でないな

らば是正を促していくということも行政の皆さ

んの仕事なのではないんでしょうか。いかがで

しょうか。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 規則に倣って設置してござい

ますので問題ないと思っています。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） それでは、規則を上位

法から見直してみていただきたいと思います。

今回この目的外許可を行うということは、その

団体に対して支援を行っているということにな

ります。調べた結果、上位法から全て整理をし

ていった結果、今の新庄市の在り方が適正では

ないと判断された場合、新庄市の身体障害者福

祉協会というのは、市の助成の下に運営をされ

ている、市が育成をしている団体では協議会、

団体ではないかと思われます。こういったとこ

ろには、その収益によって得られている利益と

いうのが、活動のために必要なお金であるので

はないかと思います。 

  それについては、市として減免を行うのでは

なく、自販機の設置について減免を行うのでは

なくて、必要な部分を金額についてきちっと明

確にして補助を行っていく、補助によって支給

によって、財政的な支援を行っていくというこ

とが本来あるべき姿なのではないかと思うんで

すが、いかがお考えでしょうか。 

小松 孝副市長 議長、小松 孝。 

髙橋富美子議長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 自販機の設置の部分でございま

すけれども、市の庁舎の部分については職員の

福利厚生という視点で対応しているということ

であります。 

  本来であれば総務課が福利厚生の事業の一環

として、管理運営をするということも一つの筋

でありますけれども、その部分を、結果ほかの

業者団体にお願いしていくという中の取組とい

うふうに理解しております。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 同じ状況が体育施設に

設置されている指定管理者が目的外許可を出し

ております。これについても、一斉に見直しを

していただいて、指定管理者の業務内として、

協定する業務内として、自販機の事業自体を入

れるのか、入れないのか、そういったことも整

理をして、一元化というか、市としての在り方

を改定していく、そういったことが重要である

のではないかと思って考えますが、それはいか

がでしょうか。 

小松 孝副市長 議長、小松 孝。 

髙橋富美子議長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 自販機の設置の部分というと、

どうしても指定管理者が管理する施設に設置し

ているケースが非常に多いというのが現状であ

ります。 

  そして、指定管理者と総務課が中心になって、

原課も含めてですけれども、聞き取りを毎年行

っていますが、指定管理者側からすると様々苦

労して、工夫して事業を行ってはいるわけです
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が、金銭面においてその自販機が貴重な収入源

になっているというような御意見もいただいて

おりますので、市としても指定管理者のある意

味財政的な支援になっているところは実質ある

のかなというふうに捉えております。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 指定管理者が管理する

施設については、自動販売機の手数料がやはり

重要な収入になっていると、今副市長のお答え

でした。制度をしっかり見直していくことで、

施設内管理として、その目的外使用許可で自動

販売機を設置できるというものではなくて、指

定管理者の自主事業として行っていくことも可

能としている自治体が見受けられるようになっ

てきています。 

  それによって、市としてじゃあどの部分を市

のほうに歳入として入れてもらうのか、それと

も必要ないのか。あとは自主事業としてより一

層収入を増やしてもらうことにするのか、そう

いったことが可能と、規則、条例規則を整理す

ることで、可能としている自治体が見受けられ

るようになってきておりますので、より機動的

に税収を収入を増やしていく、そういった提案

ができるようになればいいのではないかと考え

ております。 

  まずは、今回多くの自治体でそういった指摘

があって、是正をせざるを得ないということを

発表しているところが見受けられました。新庄

市において、今までやっていることが本当に適

正なんだろうか、どうなんだろうか、自分たち

の条例集にある、例規集にある規則、それ自体

がどうなんだろうかという見直すことが必要な

のではないかと非常に思ったところです。そう

いった中で、新庄市においても外部監査という

ものを導入してみるということはいかがでしょ

うか。 

荒澤精也財政課長 議長、荒澤精也。 

髙橋富美子議長 財政課長荒澤精也さん。 

荒澤精也財政課長 先ほど来、議員さんからは、

歳入確保という部分での使用料の見直しという

こともありますので、実際に多くの自治体が取

り入れているかどうか分かりませんけれども、

市といたしましても3,000円が適正な使用料で

あるかと、そういった部分については今後検討

させていただきたいと思います。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 金額が適正であるのか

どうかということにもそうですが、それをつか

さどっている政令に、法令に基づく条例の状態、

そしてそれへの理解の在り方で、それに基づく

行政手続の在り方含めて、一度外部監査を入れ

ていくということを提案したいなと思うんです

が、一事は万事であります。そうすると、これ

までこれでいいと思っていたことがそうではな

いということが多々発見されて、より行財政改

革につながっていくのではないかと提案するも

のでありますが、どのように考えていらっしゃ

いますでしょうか。 

小松 孝副市長 議長、小松 孝。 

髙橋富美子議長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 先ほども申したところでありま

すけれども、自販機の設置については指定管理

者の施設管理している施設に設置しているとい

うのが非常に多いというような状況であります。

その使用料の部分をどうするかということであ

りますけれども、実質的な実入りを市で頂くこ

とになるのか、それとも指定管理者の歳入にな

るのかという議論もありますので、ある意味指

定管理者からすれば本当に貴重な財源で、工夫

して、管理も含めて対応しているというような

話も聞いているところであります。 

  そういうことから、その部分も含めてどうあ

るべきかということは、再度指定管理者、関係

者も含めて、議論させていただければと考えて
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おります。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 転貸という違法な状態

になっているということのまず確認、理解をし

ていただきたいと思います。それには、御自身

の中で、行政の中で、それがはっきりと精査で

きないようであれば、外部の力を借りるという

ことは非常に重要なのではないかと思います。

さらに、再度御提案をして、外部監査を実施し

てみるということを新庄市の今後の行財政改革

の上で非常に重要なのではないかと思いました

ので、考えますので提案をさせていただきたい

と思います。それについて何かございましたら、

お願いいたします。 

小松 孝副市長 議長、小松 孝。 

髙橋富美子議長 副市長小松 孝さん。 

小松 孝副市長 転貸というお話でしたけれども、

設置者に対して許可を出していると。そしてそ

の設置者が、どういう自販機を設置するかとい

うのは設置者の裁量の中での制度ですから、転

貸には該当しないのかなというふうに認識して

いるところであります。そういう全体の中で、

今後再度検討してまいりたいと考えております。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 許可を与えた相手とい

うのが、どう見ても自動販売機を自ら設置する

ことができない先なわけです。そうしますと、

じゃあ、いいですか、申し上げるといいですか

ね。転貸に当たるか、当たらないかというのは、

自動販売機を設置の許可を受けた者ですね、こ

の場合は、が自ら自販機を所有し、またはリー

スし、または商品を原材料を仕入れ売上げを管

理するというところが設置をしているのであれ

ば、転貸に当たらないのではないでしょうか。

ですが、許可をした先が自ら設置することはで

きないところじゃないでしょうか。そうします

とこれは転貸に当たってくるのではないでしょ

うかと考えるわけです。 

  それで、あくまでも市の許可の中では間違っ

ていないとおっしゃっておりますが、再度整理

をしていただいて、全国的な事例を研究、検討

していただきまして、どうであるのか。今日こ

の場でどうであるという答えはないと思います

ので、この先どのような是正をしていくのかと

いうことを見ていきたいと思います。 

  また、目的外使用許可については、前回も質

問させていただきました。これについては、な

かなか深いものであるなと非常に思っておりま

す。また、重ねて質問をしていきたいと思って

おります。本日はあとこれ以上の回答を期待で

きないと思いますので、私の一般質問を終了さ

せていただきます。 

髙橋富美子議長 ただいまから１時まで休憩いた

します。 

 

     午前１１時２９分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

八鍬長一議員の質問 

 

 

髙橋富美子議長 次に、八鍬長一さん。 

   （４番八鍬長一議員登壇） 

４ 番（八鍬長一議員） お疲れでしょうが、よ

ろしくお願い申し上げます。議席番号４番、勁

草21、八鍬長一です。 

  厳しかった冬の季節からやっと春を迎えよう

としています。今市民の間では、人が集まれば

３つの話題で持ち切りです。その１つは、なか

なか収まらないコロナの感染と、おめえ打った

がというワクチンの話。２つ目は、毎日のよう
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にテレビを騒がしているロシアのウクライナ侵

略、そして３つ目が新庄の道の駅どうすんだべ、

道の駅の話題です。 

  この中から、私は初めに新庄市の将来に係る

重要な課題であります道の駅について質問いた

します。 

  新庄市は、２つの道の駅を造る方針で進んで

います。果たして道の駅は２つ必要でしょうか。

残念ながら、どこの市町村でも人口減少社会を

見据えながら将来のまちづくりを考えなければ

なりません。 

  国立社会保障・人口問題研究所の予測では、

2040年、18年後です。令和22年には新庄市の人

口は２万5,400人と予測されています。実際に

は、現段階でもこの予測を超えて人口減が進ん

でいますので、現実にはもっと厳しいかもしれ

ません。２万5,400人という数字は今の県内の

市町村人口と比較してみますと、高畠町や庄内

町より少し多いくらい、そのぐらいの規模にな

ります。2040年、あと18年と言いますが、すぐ

目の前の現実となってくるでありましょう。 

  当然そうなれば、新庄市という自治体の収入

が減り、予算規模は小さくなります。よく行政

自体を経営体として考える、または会社として

考えることがよくあります。市役所は役に立つ

ところ、それなんかもそうですね。サービス産

業という考えであります。そういう点で、行政

を経営体として見た場合、２つの道の駅を構え

ることは新庄市の経営戦略として果たしていか

がでしょうか。明らかに私は過剰投資といいま

す。株主、言い換えれば市民の理解が得られる

のでしょうか。 

  言うまでもなく、新庄市は陸路、鉄路の時代

から交通の要衝として発展してきました。そう

いう中で、市民の皆さんは高速交通網の時代の

到来を感覚的に鋭く実感しております。来年度、

令和４年度中には新庄泉田道路が供用開始され

ます。これを目の前にして、今の交通量が１日

約エコロジーガーデンの前で１万5,000台であ

りますが、供用開始すると約8,000台に半減し

ます。半減する交通量を目の前にして、エコロ

ジーガーデンを令和７年のオープンの計画で進

めようとしていることに、私は疑問を持ってい

ます。 

  一方、将来交通量が米沢の道の駅の２倍に近

い４万台と予測される新庄インターチェンジ付

近に設置されることを、市民のほとんどが望ん

でいるのは当然のことだと思います。 

  今まで執行部の皆さん方と議論してきた中で、

こういう言い方をしております。エコロジーガ

ーデンの道の駅については、補助制度を活用し

て、または道の駅の手法を用いてエコロジーガ

ーデンを整備していきたいと何回も説明を受け

ました。 

  しかし、単独で整備した場合と、そうでない

場合で財政的に本当に有利なのか、私は疑問を

持っています。まず、その比較を示してもらい

たいと思いますし、むしろエコロジーガーデン

の現在の既存の施設の中で、駐車場やトイレな

どを整備したほうが、使い勝手がよく、産直、

まゆの郷など、利用者の皆さんの利便が高まる

のではないかと考えます。 

  そして、現施設は24時間のうち日中だけ開い

ています。言うまでもなく、道の駅は24時間オ

ープンして管理していかなければなりません。

それに加えて、冬の三、四か月間の問題もあり

ます。そういう道の駅として整備する手法とか、

制度を利用していくということについては、そ

の整備の仕方そのものについても、私は理解し

かねるところであります。 

  道の駅の問題の最後に、山形道の途中に川崎

インターがありますけれども、宮城県川崎町で

は2019年に基本計画を定めて、進めてきた道の

駅構想について、３年後の今年の１月、町長は

白紙撤回を議会に示しました。交通量の予測で

は、大体新庄のエコロジーガーデン7,000台か
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ら8,000台を見込んでの道の駅の構想でありま

す。この白紙撤回について、どう受け止めて分

析しているかお伺いいたします。 

  続いて、野生動物による、そしてまた鳥によ

る感染症についてお尋ねします。 

  動物を介して人に感染したコロナパンデミッ

クから２年、日本では第６波を越えようとして

いますが、まだ終息の兆しが見えません。担当

職員並びに医療関係者、福祉施設の皆さんに改

めて敬意と感謝を申し上げます。 

  さて、新庄市には多くの野生動物がいます。

私のうちの裏にもしょっちゅう足跡がついてい

ます。雪国ではありますが、里山が豊かである

証拠であると私は理解しております。野生動物

の生息種類にも変化が見られます。ウサギが減

る一方タヌキが増え、最近ではイノシシの出没

が多く見られるようになりました。 

  そこで、心配されるのが感染症です。つい最

近尾花沢市で、豚熱に感染したイノシシが見つ

かりました。山形県内では今年度120頭のイノ

シシが豚熱に感染しております。新庄市では養

豚場はありませんが、近隣町村では大規模な養

豚場があります。豚熱は、人にうつりませんが、

殺処分は行われると同時に移動禁止措置が取ら

れます。新庄市への影響はどうなるのでしょう

か、お尋ねしたいと思います。 

  次に、鳥類の野鳥類の話をしたいと思います。

白鳥はシベリアに帰り始めました。日本列島は、

渡り鳥の目的地、そして中継地であります。そ

の点では、常に鳥インフルエンザ発生の可能性

を抱えています。 

  去年は、新潟県、最近では、秋田県横手市で

発生し、すれすれで山形県をかすめています。

本市では、人家に近いところにニワトリ農場が

あります。いたずらに不安をあおるつもりはあ

りませんが、鳥インフルエンザについても正し

い知識と発生した場合の危機管理について示し

ておくことが必要と思います。市長の考えをお

尋ねいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、八鍬市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  質問の冒頭に、減少社会、人口減少社会、収

入減、さらには税不足ということで、市の行財

政が大変になるだろうというような御心配いた

だき大変ありがとうございます。 

  以前からこの質問を受けているときに、道の

駅に関して、将来的な人口減少ということが非

常に懸念されるということを何度も何度も申し

上げてまいりました。まず第一には、既に新庄

駅に道の駅の機能をする駅の駅があるというこ

とを、再三に渡って申してきたところでありま

す。さらには、エコロジーガーデン、そしてイ

ンターチェンジ駅と３つになると、これが市で

抱えるべきものなのかということは、非常に大

変心配なところがあるというようなことは以前

から申しています。 

  平成の30年、29年か30年、議会からも道の駅

設置の要望が、議会から提出されております。

早急に設置をするようにというようなことであ

ります。その中で、やはり何度も申し上げてき

たと、エコロジーガーデンを第一義的に第二義

的にインターチェンジ付近を考えたいというよ

うなことで、多くの市民がそこではないだろう

と、インターチェンジ付近だろうという方々が

いるというようなことで、その前に議会からも

当然提案あったことについて応えていかなけれ

ばいけないということや、様々な調査を私自身

もさせていただきました。 

  道の駅を運営するのに必要なものとなると、

必ずそこにおける脇に産直施設なる購買施設、

そこの売上げをもって運営するというようなお

話がございます。しかし、それが確実に入るか

どうかについては、分からないわけであります。
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そこに施設を造り、そこに誘導し、購買力を上

げるということは、大変な作業になります。今

日の庄司議員の御意見にもありましたが、まさ

しくそこを経営する駅長という方がどれだけの

器量があるかということで、その道の駅が決ま

るというふうに言われております。 

  そんなことも様々考えながら、しかし、現状

としてエコロジーガーデンにつきましては、こ

こ開設してから約十何年、20年近くなるわけで

すけれども、着実にお客さんが増えている。そ

して、道の駅に付随する皆さん普通の方が思う

産直であるとか、レストランであるとか、様々

なことを夢を描いていただくのは大変ありがた

いことでありますが、当地域において冬にそれ

を経済活動をなし続けられるかということは大

変難しい問題だというふうに思っております。

24時間365日、絵に描いたようなお客さんが来

るかということは、非常に厳しいものがあると

いうふうに思います。 

  また、道の駅を運営する中で、そこに来られ

る方が地元の人が６割以上ないとそれは経営が

難しいというようなデータも出ていると。通り

すがりの方々を集めて、人がお金を押すだろう

と、内容によってその滞在時間は15分から45分

というふうに言われております。そうした方々

にどう魅力を提供するかということについては、

相当な議論が必要であるというふうに思ってお

ります。 

  そうした意味で、今後始まるエコロジーガー

デン以外の新庄インターチェンジ付近について

も、経営が最初にあるのか、場所が最初にある

のか、誰が運営するのか、そうしたことも今後

しっかりと検討しなければいけない課題の一つ

だと思っております。 

  それはなぜならば、最初に申し上げたように

人口減少です。今までのような形の世の中があ

り続けることはあり得ないというような時代に

もう入ってきているというふうに実感しており

ます。そうした意味で、第一義的に既に活動し

ているエコロジーガーデン、それを活用するこ

とは大いに意義のあることだというふうに思っ

ております。 

  今は、答弁書にないことですので、最初に八

鍬議員がおっしゃった人口減少社会における私

なりの考え方であります。道の駅はという形で

はなく、市が施設を運営するという観点でいき

ますと、既にゆめりあがあり、エコロジーガー

デンがあり、そして３つ目をどう考えるかとい

うことになるということを申し上げたかったと

ころであります。 

  第１段階で市が主体となって造るエコロジー

ガーデン周辺の道の駅の整備については、そし

て第２段階として最上８市町村で考える新庄イ

ンターチェンジ付近の道の駅の協議を進めるこ

とというふうなことを昨年からずっと提案して

いるわけであります。 

  １番目の御質問の、過剰投資ではないかとい

う点についてありますが、まず本市が主体とな

って進めるエコロジーガーデン周辺の道につい

ては、これまでも駐車場が狭く、大型バスの乗

り入れが出来ないことや、イベント時に駐車場

への渋滞が発生すること、また屋外トイレが不

足していることなどの課題があり、施設機能の

拡充が要望されてきております。 

  この解決策として、道の駅の制度を活用し、

国との一体型での整備を進めることで、市の負

担を大幅に軽減することができるメリットがあ

ります。また、最近の災害の状況などを考える

と、現状でエコロジーガーデンの冬期の除排雪

等については、一部のみ除排雪行われているわ

けです。しかし、24時間、災害やその他に対応

していくということは、そこにもあり、またイ

ンターチェンジ付近にも近くに24時間駐車場に

避難することができるということは、大きなメ

リットであるというふうにも考えております。 

  新庄インターチェンジ付近の道の駅について
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は、これまで県が主導してまいりましたが、今

後は最上地域の８市町村が主体となる仮称新庄

インターチェンジ付近道の駅検討会をこの３月

末までに立ち上げ、必要な機能や設置場所、運

営の手法や、総事業費などについて協議検討を

進めてまいりたいと考えています。 

  県が考えてきたことと、８市町村の中での話

合いがなかなか進まないということであります。

そういうことで、何とか８市町村で考えてもら

いたいということで、８市町村に主体が移った

というふうに御理解いただきたいというふうに

思います。 

  やはり、そこで最初に進める中にあって、８

市町村の意見、総意、考え方ですね、それを整

えるということが非常にハードルの高いところ

でありまして、県としても相談をいたしまして

も、８市町村がどのようなイメージを抱いてい

るかということが一様にそろわないということ

が、県としてなかなか進まなかったという背景

がございます。 

  そんなことで、新庄市が７町村の意見を十二

分に聞いて、それぞれの意見をまとめるという

立場に変わったということをぜひ御理解いただ

きたいというふうに思います。 

  また、エコロジーガーデンについては、本市

を象徴する登録有形文化財を活用した全国でも

珍しい道の駅として、また新庄インターチェン

ジ付近については、最上地域における物流の起

点としての機能、また８市町村の情報を発信す

る機能を持った道の駅として、それぞれ目的や

趣旨が異なっている道の駅と捉えており、双方

とも必要な施設であると考えております。 

  ２つ目の御質問の新庄インターチェンジ付近

への道の駅の設置を望んでいる市民の方がいる

ことも承知しておりますが、エコロジーガーデ

ン周辺の道の駅についても、駐車場から小さい

子供を連れて市道を横断して渡るのは危ないと

いう御意見もいただいており、これらの施設の

拡充を望む市民の方も多くいらっしゃいます。 

  ３つ目のエコロジーガーデンを道の駅にする

のには何が有利なのかとの御質問ですが、これ

までも駐車場や屋外トイレなど施設機能の拡充

が要望されていることに加え、国道13号は尾花

沢から雄勝までの約60キロメートルにわたり、

道の駅の空白地帯となっていることから、24時

間利用できる駐車場や休憩所について、国と一

体となって整備を進めていくことで、エコロジ

ーガーデンの利用者と、道路利用者の双方にと

って利便性が向上し、市としても費用負担の軽

減につながるものと有利に考えております。 

  ４つ目の御質問の既存の施設内で駐車場トイ

レを整備したほうが、利用者の利便が高まるの

ではないかとの質問でありますが、既存の施設

内では、駐車場が非常に狭いため、歩行者と車

両の分離が困難な状況となっております。道の

駅整備に合わせて車両と人の動線を分離し、既

存施設へのアクセス性も考慮し、安心して利用

しやすい施設となるよう計画したいと考えてお

ります。 

  道の駅の開設となれば、24時間開放する施設

となりますので、夜間の休憩機能や防災の機能

なども含めて整備を進めていきたいと考えてお

ります。 

  市内の旅行業者から、大型バスが入れないと

多くの旅行業者の仲間から、新庄市に何がある

かと、連れて行きたいんだけれどもと言われる

けれども、ぜひエコロジーガーデンに連れてい

きたいと。しかし、大型バスが入れないと、ぜ

ひそこに大型バスが入るように駐車場を整備し

てほしいというようなお声もいただいていると

ころであります。 

  最後の５つ目の、宮城県川崎の道の駅につい

てどう分析しているかとのことですが、このこ

とについては、それぞれの自治体には様々な事

情や背景があり、その上での判断と考えており

ますので、事情あるいは背景を察するに、非常
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に時間的な余裕もなく、コメントは差し控えさ

せていただきます。 

  まずは、エコロジーガーデン周辺の道の駅と

して整備することによって、道の駅としての情

報発信機能を活用し、全国的に珍しい登録有形

文化財を活用した道の駅を全国にＰＲしてまい

りたいと考えております。 

  また、新庄インターチェンジ付近の道の駅に

ついても、最上地域の８市町村が主体となった

検討の中で、地域の商工団体、国や県の御意見

をいただきながら、検討を進めていきたいと考

えているところであります。 

  次に、野生動物、鳥による感染症対策につい

てお答えさせていただきます。 

  議員のおっしゃるとおり野生鳥獣の目撃が近

年増加しており、中でも野生イノシシの生息範

囲は最上地域にも拡大していると推測されてお

ります。野生鳥獣の感染症については、県内で

は豚熱が、隣県については、高病原性鳥インフ

ルエンザが捕獲発見された個体から確認されて

おります。 

  豚熱については、県内の養豚場での感染は確

認されておりませんが、野生イノシシへの感染

は116件発生しており、当市においては養豚場

はございませんが、近隣町村で発生した場合は、

山形県豚熱対策本部対応マニュアルに沿って、

県主導により養豚場に隣接する市内主要道路、

通行車両の消毒など防疫体制を行い蔓延防止に

努めてまいります。 

  また、高病原性鳥インフルエンザについては、

県内においての発生事例はございませんが、秋

田県横手市の養鶏場で令和３年11月に発生して

おり、発生した場合は県で作成している最上総

合支庁高病原性鳥インフルエンザ対応マニュア

ルに沿って、県主導により72時間以内に殺処分

及び防疫措置が実施されます。 

  市におきましても、高病原性鳥インフルエン

ザ等防疫対策本部設置要綱を策定しており、県

が実施する防疫活動への支援を行うこととして

おります。 

  例年秋から春にかけて、渡り鳥による感染例

があることから、注意喚起のため市公式ホーム

ページ及び市報にて周知をするとともに、保育

所、小中学校に対しても分かりやすいリーフレ

ットを作成し配布しております。 

  なお、豚熱及び高病原性鳥インフルエンザは、

国内において人への感染事例はございませんが、

今後もより一層市民生活の安全確保のため、県

及び関係機関と連携し、早期発見、早期対応に

努めてまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） 答弁いただきました。

初めにエコロジーガーデンの道の駅の話であり

ますけれども、第１駐車場の予定が当初200台

というふうに説明を受けていましたが、その後

もその数字は変わっていないのか、そしてその

協議が進んでいるのかについてお尋ねします。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 エコロジーガーデンの道

の駅ということで、駐車場台数についての御質

問をいただきました。 

  これまでも御説明させていただいてきており

ますが、エコロジーガーデンの駐車場の台数に

関しましては、200台ということで現在も考え

ているところでございます。実際には、これま

でも利用されているイベント等の活用によりま

して、既存の駐車場以外にも臨時の駐車場とし

て使われている内容が200台以上の場所を使っ

ているということを踏まえまして、現在も200

台ということで台数を設定してございます。 

  また、その検討の内容につきましては、まだ

国のほうとの協議というのは具体的なところま

で進んでいないというのは現状でございますが、
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市の思いについては、お伝えしているというふ

うなことで御理解いただければと思います。以

上です。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） 200台という数字は固

まっているけれども、まだ協議が進んでいない

というふうに承りました。 

  そうしますと、駐車場を基本計画のようにあ

そこに集中することによって、たくさんは止ま

れるけれども、例えばあそこにある施設から見

ますと、前の外のそばまで車で行きたいといっ

ても行けなくなるんではないか。駐車場を大規

模にすることによって、例えばあそこはハザー

ドマップ上の問題がありますから、盛土をする

という説明を前に受けましたけれども、駐車場

と建物群との間に高低差が出るのじゃないか。

そういう不便さを考えた場合には、無理して道

の駅として整備するよりも、もっと使い勝手の

いい、そばに駐車場を、大規模にまとめないで、

比較的施設群が使いやすいようにして整備して

いったほうがいいのではないかというふうに思

っていますが、国交省との協議はまだテーブル

に入っていないということですか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 駐車場の配置等の計画に

ついて、また全体的な整備の計画について御質

問いただいたところでございます。 

  議員おっしゃいましたように、まだ実際の具

体的な協議というふうなものにつきましては、

一体型に向けての調整ということで国交省のほ

うと調整をさせていただいておりますが、具体

的な内容についての協議というのは、これから

ということで御理解いただきたいと思います。 

  また、既存施設へ近づきやすい駐車場の配置

というふうなことでも御意見いただいたところ

でございますが、今回エコロジーガーデン周辺

の道の駅の計画を進める上で、全体、既存の施

設の利便性の向上ということも踏まえまして、

駐車場の配置などについても、検討していきた

いというふうに思っております。 

  現在、駐車場として追加整備したいという用

地につきましては、当然これまで駐車場が狭い

ということで、拡張する必要が出てくるかと思

いますけれども、その配置につきましては、全

体の既存施設も踏まえた計画ということで進め

させていただければというふうに思っていると

ころでございます。以上です。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） そうしますと、基本計

画というのは、一応我々市民の前に示したんだ

けれども、まだ内容的にはそんなに固まってい

ないということで、私は理解したいと思います。 

  そうしますと、前にたしか市民説明会をした

らどうかという提案もあったんですが、それは

しないで、議会と広報紙を通じてするというこ

とと併せてパブリックコメントをしていきたい

という説明があったと思うんですが、当初の段

階ではパブリックコメントは４月頃というふう

に聞いておったんですが、市報を見たらもう始

まっているんですよね。前倒しにした理由は何

でしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 ただいまの御質問の前に

先ほどの御質問で国との協議というふうな内容

につきまして、これからということで答弁をさ

せていただいたところでありますが、市の考え

方としまして、これまでも国のほうに駐車台数

の200台というふうなものと、その整備の方向

性というふうなことでは国のほうにもお示しさ

せていただいて、協議のベースということでお

伝えしてあることは申し伝えさせていただきた

いと思っております。 
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  ただいまの御質問であります道の駅の計画の

市民に対してのお知らせの方法ということで、

これまでも整備の方針につきまして、全戸配布

のチラシを作成させていただきましてお知らせ

もさせていただきました。また、市報上におき

ましても、その内容について一部お知らせして

いるところでございます。また、今回のような

議会の場におきましても、様々な御質問に対し

ましても、この場をお借りしまして内容につい

てお知らせしているというふうなことで理解し

ているところでございます。 

  前段で道の駅の整備計画について、パブコメ

を実施するということでお知らせしておりまし

たが、この実施計画、整備計画につきまして全

協、全員協議会のほうでもお示しさせていただ

いた内容について御意見もいただきながらまと

めたところでございますが、皆様からの御意見

を取りまとめたものが早めに整ったということ

で、その内容に基づきましてパブリックコメン

トを実施するというふうなことで、協議会のほ

うでもお知らせしたというふうに理解している

ところでございます。その全員協議会を踏まえ

まして、パブリックコメントの開始ということ

でさせていただいたところでございます。 

  以上でございます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） そうしますと、今やっ

ているパブリックコメントというのは、例えば

国交省との協議の場でも活用されるということ

でしょうか。 

  それから、いわゆる一体型で進めるわけです

から、市だけの考えにはならないわけですね。

その場合の今後の一体型で進める場合の問題に

なりそうなところということについては、どん

な点を把握しておりますでしょうか。 

長沢祐二都市整備課長 議長、長沢祐二。 

髙橋富美子議長 都市整備課長長沢祐二さん。 

長沢祐二都市整備課長 パブリックコメントをさ

せていただいている内容について、皆様からの

御意見に関して、これからの国交省との協議の

内容に関係するのかというふうなことで御質問

いただいたところです。 

  現在パブリックコメントを実施させている内

容につきましては、前段で皆様のほうにお示し

させていただきました整備計画の内容に対して

のパブリックコメントというふうなことで考え

ております。 

  これまでもお示ししている整備計画につきま

しては、一体型の整備に向けた市の考え方を取

りまとめたものというふうなことで説明をさせ

ていただいていたかと思いますので、市が考え

る一体型の整備する方針として取りまとめる内

容ということで考えております。 

  その内容について、今後国交省との協議の中

で、できるだけその方針に沿った形で進められ

るように協議を進めていきたいというふうに考

えているところですので、御理解いただければ

と思います。 

  また、今後国交省との協議の中で、大きな課

題になる部分というふうなことで認識している

内容としましては、当然その施設の内容、どの

ような規模、またどのような施設の機能を持た

せる、当然休憩施設、情報発信施設ということ

ですので、駐車場とかトイレ、またその休憩機

能について、どのような設備施設を整備するの

かというふうなことについては、国交省のほう

とも十分協議を進め、重ねるというふうなこと

が必要になるかというふうに思っております。 

  また、整備する配分、区分についても、どこ

までが国で整備をされるもの、また、市のほう

で整備をしなければならないものというふうな

部分の区分についても、協議の対象になってく

るものというふうに思っておりますので、その

内容については、今後の協議ということで御理

解いただければと思います。以上です。 
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４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） いずれにしましても、

協議途中であるということが今日の段階で明ら

かになりました。 

  私は今日の説明を聞いても、それから市長の

熱心な３つの、事実上ね、３つの道の駅に相当

するような施設があるというそういう説明を受

けた後であっても、エコロジーガーデンを道の

駅まで高めて市民に開放し、そして全国展開す

るということについては、私は理解できません。

もし、エコロジーガーデンの道の駅という案が

進めば、新庄市の将来に暗雲が高まってくると

いうふうに思っていますし、私は市民が望んで

いないエコロジーガーデンを道の駅にすること

は反対でありますし、今後とも発言していきた

いと思っています。 

  なお、私はエコロジーガーデンの道の駅じゃ

なくて、エコロジーガーデンの整備そのものに

はこれまでも賛成してきましたし、今後ともそ

ういう姿勢で臨んでいくということであります。

やっぱり整備計画を見れば見るほど、使い勝手

のいい施設にならなくなる、かえってそのこと

があだになるんじゃないか、エコロジーガーデ

ンのよさが生かせるようなそういう道の駅での

計画ではないということであります。 

  時間の関係もありますから、次に移りますが、

豚熱の説明については一応一通り分かりました

が、やっぱり問題は大規模養豚場があって、養

豚場についてはかなり山奥にあります。鶏舎は、

私の地元で申し訳ないんですが、市内に肉用の

鶏舎は２つと、あともう一つ小さいやつあるん

ですが、特に本合海のやつは学校まで900メー

ターしかないんですよね、小学校まで。そのこ

とと、国道、主要県道、市道が立ち込んでいる

場所であります。殺処分されて、消毒、それか

ら通行止め等があると思うんですが、その場合

には、実際には学校付近の道路封鎖や、それか

ら国道と県道舟形線の通行については、どうな

るんでしょうか。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

髙橋富美子議長 農林課長三浦重実さん。 

三浦重実農林課長 ただいまの御質問にお答えを

させていただきます。 

  最上総合支庁高病原性鳥インフルエンザ対応

マニュアルによりますと、本合海の養鶏施設で

高病原性鳥インフルエンザの感染が確認された

場合の通行規制につきましては、全面的に道路

封鎖を行う形ではなく、防疫措置の関係車両に

限定して、主要幹線道路等に設置される消毒ポ

イントに誘導しまして、石灰などによる車両の

消毒を行うということになっております。 

  養鶏場における殺処分等の防疫措置が完了し

いたしましてから21日間は、消毒ポイントでの

防疫措置が行われるということでございます。 

  また、なお一般車両、歩行者等への通行を規

制することは想定されておりません。一般生活

に大きく支障が出ない形で、防疫措置が図られ

る計画となっているようでございます。以上で

す。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） 鳥インフルエンザの場

合には、殺処分はそこの施設内、そこのという

のは、農場ですね、鶏舎の施設内で行われるん

でしょうか。 

  それから、もし分かれば、これは農林課かな

環境課かな、出荷、羽数でなくて、実際今飼っ

ている数についても確認しておきたいと思いま

す。 

髙橋富美子議長 暫時休憩いたします。 

 

     午後１時４５分 休憩 

     午後１時４６分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 
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三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

髙橋富美子議長 農林課長三浦重実さん。 

三浦重実農林課長 お答えします。 

  殺処分につきましては、２つの方法が今考え

られておるところでございます。まず、埋立て

でございますけれども、農場地内にまず埋立て

をするということと、ただその条件によって全

て埋立てすることがまず不可能なこともござい

ますので、併せて焼却処分も考えられておりま

す。その焼却処分につきましては、エコプラザ

もがみ高原性鳥インフルエンザ焼却業務マニュ

アルが平成29年に策定されておりますので、そ

のマニュアルに沿って対応するというふうなこ

とになっております。 

  あと、市内におきましての鳥の数につきまし

ては、令和３年度２月１日現在の数字でお答え

させていただきますと、３万8,855羽というふ

うなことで報告を受けているところでございま

す。以上です。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） ３万8,000羽が４回転

ぐらいして15万羽くらいを超える出荷、羽数に

なるんだと思います。あそこに鶏舎が設置され

た後そこの地域の環境を守るために、本合海地

区環境協議会という経営者も含めたそういう団

体がつくられて、その場でいろんなことの話合

いがされているというのは聞いております。 

  しかし、一般住民から見てみますと、いろん

な不安があるわけでありますので、ある程度の

鳥インフルエンザの情報について、地区の全員

にということではありません。地域のリーダー

といいますか、例えば区長会とか、それから防

災組織とか消防団とか関係の幹部の方々に、も

しなった場合にはこういうマニュアルで対応し

ますということで、あらかじめ示しておく必要

があると思うんですが、今の段階では全く皆無

でありますので、そういう情報が必要ではない

かと思いますがいかがでしょうか。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

髙橋富美子議長 農林課長三浦重実さん。 

三浦重実農林課長 議員おっしゃるとおり地域住

民の皆様に情報の提供をするということは大変

重要なことだと考えております。 

  先ほど市長答弁でありましたように、例年、

秋から春にかけて、渡り鳥により感染例がある

ことから、注意喚起のために市広報ホームペー

ジ、及び市報にて周知をするとともに、保育所、

小中学校に対しても分かりやすいリーフレット

を作成し、配布しております。これからも関係

者の皆様も含めまして、正しい知識の啓発に努

めてまいりたいと考えております。 

  なお、高病原性鳥インフルエンザの発生時に

おきましては、初動対応としまして最上総合支

庁家畜保健衛生所において、消毒ポイントの設

置場所など、防疫措置に関する情報発信がホー

ムページ等を通じまして行われるということと、

市といたしましても地域住民の皆様に対しまし

て、速やかな周知が図られるよう、広報車での

巡回や防災行政無線での放送、市のホームペー

ジ、また公式ＬＩＮＥなども活用しながら、迅

速に情報提供をしてまいりたいと考えておりま

す。 

  以上でございます。 

４ 番（八鍬長一議員） 議長、八鍬長一。 

髙橋富美子議長 八鍬長一さん。 

４ 番（八鍬長一議員） やっぱり感染症につい

ては、最後は正しい情報を持って、そしてそれ

に正しく対応していくということが一番大事だ

と思います。 

  四、五日前、私のうちの前の国道に白鳥が１

羽下りてきました。多分けがをしていたと思う

んですね。近所の人がかわいいと思って走って

いきました。私飛んでいって触るなと大きい声

で言いました。そんなことで、お互いみんなが

気をつけていきたいものであります。 



- 147 - 

  終わります。 

髙橋富美子議長 ただいまから10分間休憩いたし

ます。 

 

     午後１時５１分 休憩 

     午後２時００分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

石川正志議員の質問 

 

 

髙橋富美子議長 次に、石川正志さん。 

   （１４番石川正志議員登壇） 

１４番（石川正志議員） 今期定例会一般質問最

後の通告者となりました。起新の会の石川正志

でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  今期定例会初日になりますけれども、今話題

となっておりますが、ロシアウクライナ問題に

関しまして、議会の意思を表明し、全会一致と

いう運びとなりました。このようなことは極め

て残念なことでございます。背景としては、人

の価値観を認めない、人の話を最後まで聞こう

としない。言わば唯我独尊的思想が招いた悲し

い結果であるということを踏まえまして、私も

政治に携わる地方議員の１人として、しっかり

ルールに基づき、皆様方の答弁などはしっかり

聞くという真摯な姿勢を持って一般質問に臨み

たいというふうに思っております。 

  それでは、通告書に基づきまして質問いたし

ます。 

  初めに、職員定員管理計画の見直しについて

質問いたします。 

  公務員の定年延長に関しては、国の動向を踏

まえ、県においてもそれに準じた条例改正など

話題になっているところであります。新庄市に

おいても令和５年から職員の定年を順次引き上

げ、令和13年をめどに65歳まで働くことができ

る環境が整備されていくものと思います。 

  さて、本市の職員定数は、本年度当初予算ベ

ースで再任用職員を含め273人です。また、市

が抱える事務事業数は令和２年度事務事業評価

の対象になった数は、430となっております。

単純に割り算をいたしますと、職員１人当たり

の事務事業数は1.5を超えて、かなり窮屈な事

業運営をしているのではないでしょうか。 

  事務事業評価をはじめ議会における審議によ

って、これまでも事業の統合、終了などによっ

て数的には精査されてきましたが、市民への行

政サービスの低下を招かないためにも、大幅な

削減はできないのが現状であります。 

  12月に示された中期財政計画では、令和８年

度まで人件費は現行と変わらない見込みとなっ

ており、今後５年間は変わらず窮屈な事業運営

をしていくのではないかと心配しております。 

  ２月の全員協議会において、行政運営に係る

デジタル化の推進計画が示されました。計画の

推進によって、将来的には職員の負担軽減が見

込まれるのではないかといった予測ができます。

また、さきに述べた公務員の定年延長の効果も

含んだ管理計画の見直しが図られると思います

が、フルタイム職員を一定数確保する観点から

も、職員数を増やしていくという選択もあって

いいのではないでしょうか。職員定員管理計画

について、市長はどのような考えをお持ちなの

か伺います。 

  次の大きな項目になりますが、行政運営体制

についてです。まず、事業の民間委託に関して

質問いたします。 

  どこの自治体においても、限られた職員数の

中で効率的に行政運営を進めていくことは永遠

の課題であると認識しております。地方におい

ては、人口減少社会が到来している一方で、福

祉の拡充など市民の行政に対するニーズは多様
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化し、年々よりきめ細やかな対応が求められる

ようになってきております。したがって、市が

抱える事業数は人口減少と比例することなく、

減少はしていかないものと考えられます。 

  事業の民間委託に関しては、これまで市民協

働の観点から取り組んできたと捉えております

が、さらに民間委託を進めてはといった声も聞

かれるようになってまいりました。 

  最近、コロナ禍にあって経済対策の各種支援

事業については、商工会議所と連携を取りなが

ら、スピード感を持って対応してきた点は多く

の事業所をはじめ、市民の皆様から評価された

と思っております。限りある職員数の中で、市

民に対する行政サービスを執行していく上で、

民間委託を積極的に進めていくことは有効な手

法と考えられますが、市長の考えを伺います。 

  また、これまで行財政改革を背景に民間委託

に関しては、どちらかといえば直営より安くで

きるといった経費削減の考えから進められてき

たと思います。しかしながら、日々状況が変化

していく社会状況を考慮すれば、行政と事業者

が対等な関係に基づく、まさに真の市民協働を

実現していく必要があると思います。併せて市

長の考えを伺います。 

  最後の質問になりますが、組織のフラット化

について質問いたします。 

  新庄市における諸組織のフラット化は、平成

17年に始まり現在に至っているとお聞きしまし

た。当時の目的として、変化する行政事業に機

敏で柔軟に対応する組織づくりが掲げられてい

ます。背景として、高度成長期に比較的多く採

用された職員が役付となる一方で、その後採用

が抑制されたため、主任、主事級の事務処理を

する担当する職員が相対的に減少傾向にありま

した。 

  そこで、組織の柔軟性、機敏性を損なわない

方策として、係を廃止して、担当制及び室制へ

の移行、中間職制を廃止して意思決定の迅速化、

さらに事務事業の平準化などに取り組んできて

おります。 

  一般的にフラット制については、上司と部下

が一体感を持って、目的達成のための価値観や

ビジョンを共有しやすくなり、若い職員も市に

対して高い貢献感を持つことができるようにな

ることや、管理職手当など人件費削減など利点

として挙げられております。 

  一方、弊害としては次のようなことが提起さ

れております。部下の自立性、問題解決力が低

い場合、組織全体の力が低下してしまうことな

どです。いずれも可能性の話であり、本市にお

いて当てはまらないかもしれませんが、時代の

変遷を踏まえ当初の目的どおり組織運営がなさ

れているのか、検証する時期に来ているのでは

ないでしょうか。市長の考えを伺います。答弁

よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

髙橋富美子議長 市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、石川市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、定員管理計画の見直しについての御

質問でございます。定員管理計画につきまして

は、これまでの定員管理の実績や今後の財政状

況などを踏まえ、引き続き最少の経費で最大の

効果を上げるための簡素で効率的な行政体制の

整備を目指して作成したものであります。 

  令和２年３月に策定した現在の定員管理計画

は、令和３年度から令和７年度までの５年間の

計画期間とし、令和３年４月１日現在職員数

273人に対し、令和７年４月１日時点の目標と

する職員数を263人としております。 

  議員御指摘のとおり、職員数が減少している

一方、事務事業数は年々増加しており、行政評

価において選択と集中を図っておりますが、ス

クラップできる事業は限られており、職員の負

担も大きくなってきていると認識しているとこ
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ろであります。 

  定員管理計画につきましては、定年延長制の

導入や、国、県の新たな施策展開などの流動的

な要因により、計画と大きな乖離が生じた場合

は、適宜見直しを行うこととしておりますが、

昨年６月に地方公務員法の一部を改正する法律

が公布され、国家公務員について現行60歳であ

る職員の定年について、令和５年度から２年に

１歳ずつ段階的に引き上げ、令和13年度に65歳

とすることから、地方公務員についても同様の

措置を講ずるよう通知がありました。 

  このことから、現在の定員管理計画につきま

しても、令和４年度中に見直しを行う必要があ

ると考えております。 

  新たな計画の策定に当たっては、定年引上げ

の期間内に60歳に到達する職員への情報提供や

意思確認を行いながら、新規採用を含めた中長

期的な採用、退職管理の在り方を検討する必要

があります。 

  また、議員おっしゃるとおり、デジタル化の

推進による将来的職員の負担軽減も見込まれる

ところでありますが、その効果を定員管理に反

映するには少し時間がかかるものと考えており

ます。 

  今後につきましても、多様化する行政課題に

的確に対応していくため、中長期的な視点で将

来に向けた適正な職員数について検討してまい

りたいと考えておりますので、御理解くださる

ようお願い申し上げます。 

  次に、事業の民間委託についての御質問であ

ります。事業の民間委託につきましては、これ

まで行財政改革大綱及びその実施計画に基づき、

保育所や、神室荘の民間への移管、学校給食な

どの民間委託や公共施設への指定管理者制度の

導入などを進めてまいりました。こうした取組

により、人件費の抑制をはじめとする経費削減

効果を生み出し、その財源を市民サービスにつ

ながる事業に振り分けるとともに、民間の強み

を活用した効果的、効率的な施設運営の実施な

どにより、市民サービスの維持向上が図られて

きたものと考えております。 

  近年では、特別定額給付金の支給事務に係る

申請書の入力業務や、新型コロナウイルスのワ

クチン接種に係るコールセンター業務など、一

般的な事務にも民間委託を活用し、市民サービ

スの向上と業務の効率化を図っているところで

あります。 

  現在市では、第５次新庄市総合計画に掲げる

まちの将来像を実現するため、第７次行財政改

革大綱に基づき継続的な行財政改革を推進して

いるところであります。この大綱についても事

務事業を精査し、民間に委ねることが効果的、

効率的なものについては、民間活力を活用しな

がら進めていくこととしており、経費の削減と

いった財政的な観点や、市が重点的、戦略的に

取り組むべき事業に職員を集中させるといった

行政効率的な観点のみならず、質の高い行政サ

ービスを提供するため、民間の持つ強みを最大

限活用するといった観点からも、民間活用の推

進に引き続き取り組んでまいります。 

  現在市では、指定管理者制度の導入をかなり

幅広く行っているわけですけれども、本来の目

的である市民ニーズに柔軟に対応する制度、そ

れが指定管理者制度であると。単なる委託では

ないというようなことに基づいて、指定管理者

の方々と対等な形で、施設運営の協議に乗らせ

ていただいているつもりでございます。 

  次に、組織のフラット化についての御質問で

あります。本市においては、平成17年度からフ

ラット制を本格導入し、今年度で17年目を迎え

ました。 

  導入当時は、高度経済成長下の昭和40年代か

ら昭和50年代に多数採用された職員がいわゆる

役付となる年代を迎える中、行財政改革の観点

から、業務の民営化や組織改革、職員採用の抑

制など、様々な手法により職員数の削減を進め
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た結果、課長補佐、係長クラスといった中間層

の職員の増加に伴う意思決定の承認段階の増加

や、少人数の係の増加による業務の硬直化、主

任主事クラスといった実務を担当する職員の不

足など、組織的な課題が顕在化してきている状

況でありました。 

  こうした状況を受け、少人数の係を室として

再編するとともに、従来、課長、課長補佐、係

長、担当者の４段階としていた意思決定の承認

段階について、課長、室長、担当者の３段階と

し、課長補佐、係長の一部を事務処理を行う主

査として位置づけるといった組織構造のフラッ

ト化を実施したところであります。 

  このフラット化の実施により、業務の多寡や

難易度に応じた柔軟な職員配置が可能になると

ともに、意思決定過程の迅速化や事務処理を行

う職員不足の解消といった効果があったものと

考えております。 

  しかしながら現在では、フラット制を導入し

た当時とは職員構成も変化し、中間層となる主

査級の職員が相対的に少なく、経験年数の少な

い主事主任クラスが増加しております。 

  こうした職員構成の変化を踏まえ、多様化す

る行政課題に対応するため、昨年度策定した第

７次新庄市行財政改革大綱において、効果的な

組織、機構の編成に取り組むこととしており、

具体的な課題の抽出とその解決策の方向性につ

いて、今年度から検討を進めているところであ

ります。 

  令和５年度には、職員の定年の段階的延長が

予定されており、市の組織体制に与える影響も

大きいと考えているところでありますが、今後

も第５次新庄市総合計画を着実に推進するとと

もに、市民ニーズの変化に的確に迅速に対応で

きる組織の実現を図ってまいります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 市長答弁以上のお答え

を期待して、再質問するわけではございません

が、職員の定員管理計画に関しては中長期的な

視点というところで、いろんな部分を勘案しな

がら、ポイントは令和４年度中にもう一回見直

すということでよろしいでしょうか。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

髙橋富美子議長 総務課長関 宏之さん。 

関 宏之総務課長 現在の定員管理計画には、定

年延長の部分が入っておりませんので、令和５

年度からの実施に向けて、早急にそちらのほう

入れた計画を策定する必要がありますので、令

和４年度中に策定する見込み、予定でございま

す。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 分かりました。市長の

答弁の中では、職員定数の増というところまで

はなかなか踏み込めなかった。財政状況を鑑み

ますと、私ここで無理難題を押しつけない、行

かない。 

  私今回一般質問で、結局同じ課に３題預ける

ようなことになりましたが、私は職員の皆さん

の負担軽減のためにやっているわけではない。

これまでも事業数膨大に及びますけれども、全

てが市民の皆さんに対する市の行政サービス、

これがいついかなる時代であっても、滞ること

があってはならない。そのためにどうするんだ

ということでお伺いしたところでございます。 

  私今回活用させていただいた中で、事務事業

評価という文言を活用させていただきました。

議会における決算審査のときにも、私今は発言

できませんけれども、私もよく参考として見せ

ていただいた自分をチェックするための一つの

手法としては有効な手法ではないかなと思って

おりますが、令和２年度の例を引き合いに出し

ました。基本計画が４次から５次に移行する中

で、できるだけ前年度の事務事業を踏襲すると
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いうような形なのかなと思いますが、一般論で

差し支えございませんけれども、現在行ってい

る事務事業評価の手法、それから皆様方以外で

外部の方々から御意見を聴取するような機会が

あるのかどうか、教えていただきたい。 

渡辺安志総合政策課長 議長、渡辺安志。 

髙橋富美子議長 総合政策課長渡辺安志さん。 

渡辺安志総合政策課長 答弁させていただく機会

をいただきましてありがとうございました。 

  市長答弁の中にも何度かありましたけれども、

昨年、皆様方から大変御協議いただきましてこ

の次の10年間、今年からの10年間の第５次新庄

市総合計画つくらせていただきました。令和２

年はこれに向けた実施計画につきましても、昨

年11月から３月にかけて皆様方にお示しながら、

検討を加えてきたところでございます。 

  この行政評価というのはやはり大きくこの総

合計画の進行管理ということで、今のやってい

る事業に対して、事務事業としてどうなのか。

そして、施策として向かっているのかというこ

とを考えていく一つのシステムだと思っており

ます。 

  新庄市の行政評価においては、事後評価とい

うものと事中評価と２つ分けております。事後

評価というのは前年度、今、間もなく令和３年

度終わるわけですけれども、令和４年度になっ

て令和３年度の事務事業をどうだったのだろう

かと、目的の妥当性とか有効性とか効率性とか、

職員の政策形成能力とか、そして当然この総合

計画の進行管理としてどうなのかということも

含めて行います。これが、事後評価という形で

前年度のものを振り返ると。 

  この中で令和２年度につきまして、今年度、

令和３年度につきましては、令和２年度が先ほ

ど申しましたように、皆様方と一緒にこちらを

検討させていただいたので、事後評価はござい

ませんでしたけれども、次の事中評価というよ

うな形で今度は施策ごとに、こちら柱あるわけ

ですけれども、施策ごとの目標指標に対してど

うなんだろうということを検討するということ

で事中評価を行っています。それらの結果がま

た翌年度の計画のほうに反映されるというよう

な形になってございます。 

  あと、この事務事業評価におきましては、総

合計画審議会という外部の方々に入っていただ

く、外部評価いただいているところでございま

す。市議会の議員の皆様方からも代表して入っ

ていただいておりますし、当然学識経験者とか

教育関係、農業関係、公共的な団体の役員の方

とかいただいて、それぞれの分野で、それぞれ

の知見で、それぞれ市にたくさんの行政課題あ

りますので、こんなところがこうなっているん

だよなんて意見をいただいて、こういうふうに

したらいいんじゃないですかなんていうアドバ

イスをいただく、そういう場も設けております。 

  なお令和３年度のこの事中評価につきまして

は、一応今月中に公表したいというふうな形で、

今総合政策で進めておりますので、どうぞ御理

解よろしくお願いいたします。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 非常に分かりやすい説

明でした。いずれにしろ、結局は全体的な問題

の中で、事業数を削減していくというのは非常

にちょっと我々の決算あるいは予算の審議でも

直接市民への行政サービス、あるいは質に関わ

る部分ですので、なかなかもろ手を挙げてこれ

をやめるべきだと言えない大前提があると。先

ほど次年度、令和４年度で適正な定員管理計画

を実施していくという中で、先ほど原稿を読み

上げたときにも、それじゃあどうすると、職員

数は現状のまま、もしかして増えるかもしれま

せん。ところが、やっぱり事務事業は減ってい

かない。市長の口から民間委託に関しては、効

果的、効率的、民間が持ち得る力を最大引き出

すような手法で民間委託を取り組むというお話
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を聞いて私も安心しております。 

  例えば、私申し上げたいのは、直営というの

は皆様方非常に優秀な方なのは、お分かりなん

ですが、残念ながら異動というものがありまし

て、ですから１つの施設が持つ特徴に特化した

部分で、職員を張りつけるわけにはいかないと

いう大きな決まり事がある。 

  これも市長答弁で承りましたけども、施設の

持つ特徴を最大限発揮するようなということで

も、やっぱり民間活用かなと。基礎的な例えば、

市長答弁にありましたが、市が抱える施設の管

理に関しましては、指定管理者制度という制度

で、今最大限活用させて、運営していただいて

おりますが、指定管理者制度に関しましては所

管するのは渡辺課長のところかとは思いますけ

れども答弁、特に管理運営者の声は年間的に市

のほうに伝わってらっしゃるというふうに思い

ます。 

  ですからやはり、最近人件費の上昇をはじめ

基本的な民間の委託のやり方も含め、これから

やっぱり議論していかなきゃならないかなと思

いますけれども、その辺に関してはどのような

お考えでしょうか。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

髙橋富美子議長 総務課長関 宏之さん。 

関 宏之総務課長 民間委託のこれからの考え方

ということですけれども、やっぱり民間の強み

というのは民間の持つノウハウ、そして専門性、

当然市としてはこの効率性も期待するわけです

けれども、そちらのほうを考えるとやはり今後

も民間に委託できるものについては、委託すべ

きでしょうと。こちらのほうは費用対効果も十

分に考えなければいけないわけなんですけれど

も、やはり民間を活用するという考え方も一つ

の考え方なんですけれども、これから必要とな

ってくるのは民間に市を利用していただくと。

民間委託先が今後どうなるのか、人口減少とい

うのが今進んでいくと、その業務を引き受ける

業者がなくなるということもありますので、そ

ちらのほうは十分に配慮した対応をしていかな

ければいけないということと、やはり民間と話

合いを行いながら、できれば民間の意識のほう

もうちのほうでやるから、市でやってほしいと

いうふうな形の意識で、そして市も民間にやっ

ていただくという意識に変わると。そして、市

は公の部分をしっかり役目を果たすというふう

な関係性が大事だと思いますので、これから相

談、民間のほうと相談しながらやっていかなけ

ればいけないのかなと思っております。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 私は総務課長を信じて

おりますので、これ以上聞きませんけれども、

例えば私が冒頭の質問では、商工観光課が商工

会議所を引き合いに出して原稿を作りましたけ

れども、例えば同じ産業系でいきますと、新庄

市農林行政ということを抱えております。これ

までも例えば、地元の農業者の声、あるいは聞

くというところで、国や県に求める補助の申請

の中では、例えば農協さんであったり、そうい

ったところと連携しながらよりスピード感を持

った対応をしてきたのではないかなと。 

  ただ、農林行政今のところほぼ100％直営な

のかなというふうに思いますが、今今というこ

とはありませんけれども、今後農林行政の中に

おいて、それぞれの役割を精査しながらですが、

民間への委託という方向性に関しては、課長い

かがお考えでしょうか。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

髙橋富美子議長 農林課長三浦重実さん。 

三浦重実農林課長 ありがとうございます。それ

ではお答えさせていただきます。 

  農林課における業務の民間委託につきまして

は、ただいま市長答弁にありましたように、民

間に委ねることが効果的、効率的な事務事業に

ついては民間活力を活用しながら進めてまいり
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たいと考えておるところでございます。 

  農林課の取組ということでございますけれど

も、森林環境贈与税を活用しまして、森林整備

の促進を図るため、新庄市、最上広域森林組合、

民間の林業事業体、３者により長期森林整備計

画を立てているところでございます。民間のノ

ウハウを最大限活用しまして、間伐の優先順位、

実施期間の選定を行い、官民の連携によります

体制を構築し、森林整備に取り組んでまいりた

いと考えているところでございます。以上です。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） ありがとうございます。

森林に関しては今非常に、県のほうで森林ノミ

クスなど訴えておりまして、当市議会でも重要

な保育施設、木造でやってはというような全員

協議会での意見を踏まえて、市長のほうが対応

していただいているということで、といっても、

林業なかなか昔ですと、人口大幅にいたんです

が、今非常に斜陽している産業である。そのよ

うなところで今ちょっとあれでしたけれども、

森林組合と一緒に力を携えて、計画を立ててい

るということで、やはり行政でもそういった部

分のほう、ちゃんと我々は見ているんだよとい

う姿勢を示すというのも民間への委託の一つな

のかな、第一歩なのかなと思いますが、課長、

突っ込んだ話して申し訳ございませんが、その

計画自体は大体どの辺りから始められる予定な

んでしょうか。当然、政策決定機関であります

政策調整会議を踏まえての話かと思いますが、

お答えできる範囲で結構です。 

三浦重実農林課長 議長、三浦重実。 

髙橋富美子議長 農林課長三浦重実さん。 

三浦重実農林課長 ただいま御説明さしあげまし

た新庄市、最上広域森林組合、民間の林業事業

体というふうな形での森林整備を進めていきた

いという考えにつきましては、まだ原案中の原

案ということで、これから県も含めまして、ど

のような形で進めていくことが一番有効なのか、

ただ、新庄市の農林課だけで言いますと、なか

なか森林整備に関するノウハウ、知識がまだ不

足しております。 

  ですから、森林組合といたしますと、民間の

林業業者のノウハウを最大限に活用させていた

だきたい。ただ、森林組合につきましても、最

上郡全体の森林整備計画がございます。民間企

業もそれぞれの計画がございます。さあ、どこ

に委託をすればいいんだということでは、いや、

今回今年は県の仕事が入っていますのでできま

せんというわけにはいきませんので、もう計画

の段階から３者合同での計画を立てていって、

着実に進めていくことができないものかという

ことで、手探りではありますけれども、進めさ

せていただいているというふうなことでござい

ます。よろしくお願いします。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 最後の質問になるのか

な、フラット制に関して何でこのようなことを

さっき聞いたかというと、これはちょっとまた

違った観点でございます。市長答弁の中にもあ

りました職員の構造的、つまり私も同じ多分資

料を見させてもらっておりますが、今の職員の

年齢別の構成図、拝見いたしますと、今のとこ

ろ56歳の方が比較的ぼわっと多いと。そのあと

徐々に減少傾向になってきまして、特に今の40

歳、41歳、39歳のときが急激に少なくなるとき

が来るんです。 

  フラット制のいい点は私も十分に理解してお

りまして、それを直ちに変えなさいということ

じゃない。本当に平成17年当時と、今のときに

は先ほど市長もお答えになっておりますが、基

本的に違うんですね。その辺がどうなのかなと。 

  あと当然、今の55歳あるいは52歳の方が退職

する頃には、室長それから課長、当然年が若く

なるんですね。その際に、今から準備しておか
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ないと、体制確認しておかないとまずいんじゃ

ないかなという観点で質問させてもらいました。

市長は、確実に見直しをかけるということだっ

たので安心しておりますが、せめて若い職員が

市への貢献度ということでそれぞれ責任感を持

ってやっていただくというのは一つの狙いなん

ですが、やはり市の意思、市長の意思とは言い

ません。市の意思、つまり執行の代表、今我々

と対峙している課長さんがしかるべき指揮系統

を明確にすることによって、これまで以上にそ

の部下の方が分かりやすい、つまり課長の意思

が部下まで隅々までより伝わるようなものを、

最大限発揮するための見直しも視野に入れなく

てはならないのかなというふうに考えておりま

すが、答えられる範囲で結構ですので、お答え

いただけますか。 

関 宏之総務課長 議長、関 宏之。 

髙橋富美子議長 総務課長関 宏之さん。 

関 宏之総務課長 今現在、課長の意思が隅々ま

で伝わっていないかどうかというと、決してい

ないわけではなくて、伝わっているものと考え

ておりますけれども、議員おっしゃられたよう

に、年齢構成というのはかなり市役所の場合ひ

ずみがあると。41歳、40歳代になると、39歳に

なると２人か３人しかいないというふうな状況

ですので、市はこれまでもその年代を補おうと

して社会人採用のところとかもしたわけですけ

れども、まだ是正するには至っていない。 

  しかしながら、この年齢構成自体はすぐにど

うこうできるものではありませんので、それと

は別に職階というものがございます。６級が何

人か、５級が何人か、４級が何人かということ

になりますけれども、今一番大きな問題が５級

が多くて４級が少ない。これが物すごく顕著に

なっている。これを何とかしなければいけない

と。これを滑らかな右肩上がりにすることで、

組織も活性化なる部分もあると思われますし、

是正される部分も出てくると思いますので、こ

れについての課題抽出を、組織の見直しを行う

ための課題抽出に着手したということでござい

ます。 

  係制からフラット制になったので、年齢、そ

の状況も変わったのでまた係制に戻せばいいか

というと、決してそれだけではなくて、どうや

れば今のフラット制のメリットもあると思うん

です。機動性とか、柔軟性とか、意思の迅速性、

そういうメリットも残しながら、答弁の中にも

ありましたように室長にかなりの負担がいって

いる状況なので、急に室長になってその力が発

揮できないという職員もいるわけです。今まで

そういった長の経験がないので。できればその

中でなるべく主査級になれば、それなりの職務

を果たせるような形で、何とかそういう手法は

ないものかなということをこれから検討してま

いりたいと思いますので、これからのことにな

りますけれども、取り組んでまいりたいと思い

ます。 

１４番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

髙橋富美子議長 石川正志さん。 

１４番（石川正志議員） 信じています。 

  私最後になりますが、本当に同僚議員の多く

の皆様、今回退職なされる方に敬意を表してい

らっしゃる。私はそれは全く同感でございます

が、今日３月４日、あと４週間もございますの

で、たそがれモードに浸っている場合ではない、

これまで、議会の席で市長の代弁者として我々

に約束しているところ、もう一回発言に基づき

まして、言ったことを本当にこれまでやってこ

られたのかどうか、ぜひ再検証していただきた

いし、我々も皆さん感謝しつつ、注視しており

ます。市民の皆さんも同様でございます。残り

４週間、全力を挙げていただきたい。終わりま

す。 

 

 

散      会 
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髙橋富美子議長 以上で今期定例会の一般質問を

終了いたします。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会の本会議を明日３月５日から３月

16日まで休会したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  よって、今期定例会の本会議を３月５日から

３月16日まで休会し、３月17日午前10時から本

会議を再開いたしますので御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時４３分 散会 
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令和４年３月定例会会議録（第４号） 

 

 

令和４年３月１７日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 髙 橋 富美子     副議長 奥 山 省 三 

 

 出 席 議 員（１７名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   新  田  道  尋  議員     ４番   八  鍬  長  一  議員 

  ５番   今  田  浩  徳  議員     ６番   押  切  明  弘  議員 

  ７番   山  科  春  美  議員     ８番   庄  司  里  香  議員 

  ９番   佐  藤  文  一  議員    １０番   山  科  正  仁  議員 

 １２番   奥  山  省  三  議員    １３番   下  山  准  一  議員 

 １４番   石  川  正  志  議員    １５番   小  嶋  冨  弥  議員 

 １６番   髙  橋  富 美 子  議員    １７番   佐  藤  卓  也  議員 

 １８番   小  野  周  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

 欠 員（１名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 小 松   孝 

総 務 課 長 関   宏 之  総 合 政 策 課 長 渡 辺 安 志 

財 政 課 長 荒 澤 精 也  税 務 課 長 佐 藤   隆 

市 民 課 長 伊 藤 幸 枝  環 境 課 長 小 関   孝 

成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 伊 藤 リ カ  子育て推進課長 

兼福祉事務所長 西 田 裕 子 

健 康 課 長 山 科 雅 寛  農 林 課 長 三 浦 重 実 

商 工 観 光 課 長 柏 倉 敏 彦  都 市 整 備 課 長 長 沢 祐 二 

上 下 水 道 課 長 矢 作 宏 幸  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 荒 田 明 子 

教 育 長 高 野   博  教 育 次 長     
兼教育総務課長 平 向 真 也 

学 校 教 育 課 長 髙 橋 昭 一  社 会 教 育 課 長 渡 辺 政 紀 

監 査 委 員 大 場 隆 司  監 査 委 員    
事 務 局 長 津 藤 隆 浩 
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選挙管理委員会  
委 員 長 武 田 清 治  選挙管理委員会  

事 務 局 長 小 関 紀 夫 

農業委員会会長 浅 沼 玲 子  農 業 委 員 会   
事 務 局 長 横 山   浩 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 武 田 信 也  総 務 主 査 叶 内 敏 彦 

主 任 庭 崎 佳 子  主 任 小 松 真 子 

 

議 事 日 程 （第４号） 

令和４年３月１７日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

   （予算特別委員長報告） 

日程第 １ 議案第１０号令和４年度新庄市一般会計予算 

日程第 ２ 議案第１１号令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 ３ 議案第１２号令和４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

日程第 ４ 議案第１３号令和４年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第 ５ 議案第１４号令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第 ６ 議案第１５号令和４年度新庄市水道事業会計予算 

日程第 ７ 議案第１６号令和４年度新庄市下水道事業会計予算 

 

   （総務文教常任委員長報告） 

日程第 ８ 議案第１９号新庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第２０号新庄市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議案第２１号新庄市庁舎建設基金条例について 

日程第１１ 議案第２２号新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１２ 議案第２３号新庄市北辰屋内運動場の管理を行わせる指定管理者の指定について 

 

   （産業厚生常任委員長報告） 

日程第１３ 議案第２４号新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条

例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第２５号新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第１５ 議案第２６号新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例の一部を改正する条例につ

いて 

 

 

本日の会議に付した事件 
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議事日程（第４号）のほか 

日程第１６ 議案第２７号令和３年度新庄市一般会計補正予算（第１１号） 

日程第１７ 議会案第１号水田活用の直接支払交付金見直しについて慎重な対応を求める意見書の提出

について 

日程第１８ 議会案第２号ロシア軍のウクライナからの即時撤収と国際法の遵守を求める意見書の提出

について 

日程第１９ 閉会中の継続調査申し出について 
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開      議 

 

 

髙橋富美子議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は17名です。 

  これより本日の会議を開きます。 

  上下水道課長より発言の申出がありますので、

これを許可します。 

  上下水道課長矢作宏幸さん。 

矢作宏幸上下水道課長 おはようございます。 

  令和４年３月11日の予算特別委員会において、

佐藤悦子議員より御質問をいただきました不納

欠損について、答弁の訂正をお願いいたします。 

  不納欠損に該当する事由を、債権金額が少額

で取立てに要する費用に満たないと認められる

ものと答弁をした後、債権金額が少額とは幾ら

なのかという御質問に対し、５万円とお答えし

ましたが、誤りであり、正しくは金額は定めて

おらず、滞納者の状況等に応じ対応していると

答えるべきものでしたので、訂正をお願いしま

す。申し訳ございませんでした。 

髙橋富美子議長 本日の会議は、お手元に配付し

ております議事日程（第４号）によって進めま

す。 

 

 

予算特別委員長報告 

 

 

髙橋富美子議長 日程第１議案第10号令和４年度

新庄市一般会計予算から日程第７議案第16号令

和４年度新庄市下水道事業会計予算までの議案

計７件を一括議題といたします。 

  本件に関し予算特別委員長の報告を求めます。 

  予算特別委員長今田浩徳さん。 

   （今田浩徳予算特別委員長登壇） 

今田浩徳予算特別委員長 おはようございます。 

  私から予算特別委員会における審査の経過と

結果について報告いたします。 

  予算特別委員会は全議員をもって構成されて

おりますので、要点のみの御報告とさせていた

だきます。 

  予算特別委員会に付託された案件は、議案第

10号令和４年度新庄市一般会計予算から議案第

16号令和４年度新庄市下水道事業会計予算まで

の計７件であります。予算特別委員会は、３月

９日、10日、11日の３日間にわたり活発な議論

の下に慎重な審査が行われたところであります。 

  初めに、議案第10号令和４年度新庄市一般会

計予算につきましては、各委員より数多くの質

疑があり、活発な議論が交わされました。質疑

終了後に、歳出７款商工費１項商工費３目観光

費及び８款土木費４項都市計画費１目都市計画

総務費等において修正動議が出され、質疑の後、

討論はなく、採決の結果、賛成少数で否決され

ました。その後、原案についての討論に入り、

佐藤悦子委員より反対の討論があり、採決の結

果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  次に、議案第14号令和４年度新庄市後期高齢

者医療事業特別会計予算につきましては、質疑

の後、討論はなく、採決の結果、賛成多数で原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第11号令和４年度新庄市国民健康

保険事業特別会計予算、議案第12号令和４年度

新庄市交通災害共済事業特別会計予算、議案第

13号令和４年度新庄市介護保険事業特別会計予

算、議案第15号令和４年度新庄市水道事業会計

予算及び議案第16号令和４年度新庄市下水道事

業会計予算の議案５件につきましては、質疑の

後、討論はなく、採決の結果、全員異議なく原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上、予算特別委員会に付託されました議案

第10号令和４年度新庄市一般会計予算から議案

第16号令和４年度新庄市下水道事業会計予算ま



- 161 - 

での議案７件については、いずれも原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  以上、議長よりよろしくお取り計らいくださ

いますようお願い申し上げ、予算特別委員会に

おける審査の経過と結果についての御報告とい

たします。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  予算特別委員会は全議員をもって構成されて

おり、質疑、討論は終わっておりますので、直

ちに採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  初めに、委員長報告のうち質疑、討論があり、

採決の結果、賛成多数で可決すべきものとした

議案１件について採決いたします。 

  議案第10号令和４年度新庄市一般会計予算に

ついて、委員長報告のとおり決することに賛成

の方は賛成のボタンを、反対の方は反対のボタ

ンを押してください。 

   （電子表決） 

髙橋富美子議長 ボタンの押し忘れはございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 それでは、締め切ります。 

  賛成12票、反対３票、棄権１票、計16であり

ます。賛成多数であります。よって、議案第10

号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑の後、討論は

なく、採決の結果、賛成多数で可決すべきもの

とした議案１件について採決いたします。 

  議案第14号令和４年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の方は賛成のボタンを、反

対の方は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

髙橋富美子議長 ボタンの押し忘れはございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 それでは、締め切ります。 

  表決の結果は、賛成15票、反対１票、賛成多

数であります。よって、議案第14号は委員長報

告のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑の後、討論は

なく、採決の結果、全員異議なく可決すべきも

のとした議案第11号令和４年度新庄市国民健康

保険事業特別会計予算、議案第12号令和４年度

新庄市交通災害共済事業特別会計予算、議案第

13号令和４年度新庄市介護保険事業特別会計予

算、議案第15号令和４年度新庄市水道事業会計

予算及び議案第16号令和４年度新庄市下水道事

業会計予算の議案５件について、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第11号、議案第12号、議案第13号、議案第

15号及び議案第16号は、委員長報告のとおり可

決されました。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

髙橋富美子議長 日程第８議案第19号新庄市職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例についてから、日程第12議案第23号新庄市北

辰屋内運動場の管理を行わせる指定管理者の指

定についてまでの議案５件を一括議題といたし

ます。 

  本件に関し総務文教常任委員長の報告を求め

ます。 

  総務文教常任委員長山科正仁さん。 

   （山科正仁総務文教常任委員長登壇） 

山科正仁総務文教常任委員長 おはようございま

す。 
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  私から総務文教常任委員会の審査の経過と結

果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案５件

であります。審査のために、３月７日午前10時

より議員協議会室において委員７名出席の下、

審査を行いました。 

  初めに、議案第19号新庄市職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例については、

総務課職員の出席を求め、補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、令和４年10月１日施

行分についてをこのたび改正としなかったのは

なぜかといった質疑があり、総務課からは、国

の法律改正後に国の規則も改正される、その規

則を確認しながら条例の改正を行いたいとの説

明がありました。 

  また、別の委員からは、今回の条例改正は上

位法の改正によるものと認識しているが、上位

法と異なる点はあるのかとの質疑があり、総務

課からは、国と異なる点はないとの説明があり

ました。 

  また、別の委員からは、対象となる非常勤職

員はどういった方々か、また、育児休業中の方

はどれぐらいいるのかとの質疑があり、総務課

からは、パートタイム会計年度任用職員、再任

用職員を想定している。また、現在育児休業を

とっている非常勤職員の方はいないとの説明が

ありました。 

  そのほか、部分休業の内容等についての質疑

がありましたが、採決の結果、全員異議なく可

決すべきものと決しました。 

  次に、議案第20号新庄市個人情報保護条例の

一部を改正する条例については、総合政策課職

員の出席を求め、補足説明を受けた後、審査を

行いました。 

  審査に入り、委員より、個人情報保護委員会

とはどのようなものかといった質疑があり、総

合政策課からは、個人情報保護委員会は国の機

関であり、個人情報保護法を管理する機関とな

るとの説明がありました。 

  そのほか質疑はなく、採決の結果、全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第21号新庄市庁舎建設基金条例に

ついては、財政課職員の出席を求め、補足説明

を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、基金の管理として金

融機関への預金とあるが１社なのかといった質

疑があり、財政課からは、市中銀行と考えては

いるが、実際には１社になると考えているとの

説明がありました。 

  また、基金の運用から生ずる収益とあるが、

どのような運用を検討しているのかといった質

疑があり、財政課からは、運用益については利

子となる。銀行への積立てで発生する利子を同

じく積み立てていくということになると説明が

ありました。 

  その他、基金の管理・運用手法等についての

質疑がありましたが、採決の結果、全員異議な

く可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第22号新庄市公民館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例については、

社会教育課職員の出席を求め、補足説明を受け

た後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、使用料が前よりも少

し高くなり、使いづらいという声はないか、説

明は行ったのかといった質疑があり、社会教育

課からは、設置から使用料などについては、主

に区長さんを中心に説明をしながら進めてきた。

部屋の大きさ、施設の快適性、利便性などを考

慮して、この金額に上がることについては特に

問題はなく、ここでの活動を今後楽しみにして

いるというお話をいただいたとの説明を受けま

した。 

  そのほか質疑はなく、採決の結果、全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第23号新庄市北辰屋内運動場の管
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理を行わせる指定管理者の指定については、社

会教育課職員の出席を求め、補足説明を受けた

後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員より、応募団体がどこもな

い場合はどのようにするのかといった質疑があ

り、社会教育からは、再考を行う。それでも応

募がない場合は、直営での運営を考えていると

の説明がありました。 

  また、中間年度に施設の評価的なものがなさ

れているのかとの質疑があり、社会教育課から

は、市の指定管理施設は期間内に外部評価委員

による審査をいただくとの説明がありました。 

  その他、指定管理者候補選定委員会における

点数基準の見直しや、施設に関してのモニタリ

ング評価結果の委員会への報告等についての意

見や質疑がありましたが、採決の結果、全員異

議なく可決すべきものと決しました。 

  以上で総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 ただいまの総務文教常任委員長

報告に対して質疑に入ります。 

  初めに、議案第19号新庄市職員の育児休業等

に関する条例の一部を改正する条例について質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第19号新庄市職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例については、委員長

報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第19号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第20号新庄市個人情報保護条例の

一部を改正する条例について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第20号新庄市個人情報保護条例の一部を

改正する条例については、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第20号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第21号新庄市庁舎建設基金条例に

ついて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第21号新庄市庁舎建設基金条例について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第21号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第22号新庄市公民館設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第22号新庄市公民館設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第22号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第23号新庄市北辰屋内運動場の管

理を行わせる指定管理者の指定について質疑あ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第23号新庄市北辰屋内運動場の管理を行

わせる指定管理者の指定については、委員長報

告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第23号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

髙橋富美子議長 日程第13議案第24号新庄市特定

教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担に関する条例の一部を改正する条例につ

いてから、日程第15議案第26号新庄市中小企業

緊急災害等対策利子補給基金条例の一部を改正

する条例についてまでの議案３件を一括議題と

いたします。 

  本件に関し産業厚生常任委員長の報告を求め

ます。 

  産業厚生常任委員長佐藤文一さん。 

   （佐藤文一産業厚生常任委員長登壇） 

佐藤文一産業厚生常任委員長 おはようございま

す。 

  私のほうから産業厚生常任委員会の審査の経

過と結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案３件
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です。審査のため、３月８日午前10時より議員

協議会室において委員８名出席の下、審査を行

いました。 

  初めに、議案第24号新庄市特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関す

る条例の一部を改正する条例については、子育

て推進課職員の出席を求め、補足説明を受けた

後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、県内のほかの市町

村で独自に全額無償化を実施しているという状

況について把握しているかとの質疑がありまし

た。子育て推進課からは、県内全ての市町村を

把握してはいないが、13市において無償化を実

施しているところは８市あると説明がありまし

た。 

  また、本市で全額無償化とならなかった理由

は何かという質問がありました。子育て推進課

からは、子育て支援に関しては、成長過程にお

いて様々な支援が考えられることから、子育て

支援全体として考えて今回の判断となった。今

後の県あるいは国の状況を見ながら検討を続け

ていきたいとの説明がありました。 

  その他、全額無償化した場合の市の持ち出し

額についてなど質疑がありましたが、採決の結

果、議案第24号については、全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第25号新庄市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例については、健康課職員

の出席を求め、補足説明を受けた後、審査を行

いました。 

  審査に入り、委員からは、15歳以下の子供の

均等割を市独自に減額するということだが、市

独自分の持ち出し額は年間でどのくらいになる

のかとの質疑がありました。健康課からは、市

独自の拡充分においては1,000万円弱と見込ん

でいるとの説明がありました。 

  その他、18歳までの均等割の減額の拡充につ

いてなどの質疑がありましたが、採決の結果、

議案第25号については、全員異議なく原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第26号新庄市中小企業緊急災害等

対策利子補給基金条例の一部を改正する条例に

ついては、商工観光課職員の出席を求め、補足

説明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員からは、借受けた資金の返

済方法について条件変更を行った業者件数は何

件かとの質疑がありました。商工観光課からは、

令和３年度においては既に２件あり、その方を

支援するためにも必要な条例改正であるとの説

明がありました。 

  ほかに質疑はなく、採決の結果、議案第26号

については、全員異議なく原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  以上で、産業厚生常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての報告を終

わります。よろしくお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 ただいまの産業厚生常任委員長

報告に対して質疑に入ります。 

  初めに、議案第24号新庄市特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関す

る条例の一部を改正する条例について質疑に入

ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第24号新庄市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の
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一部を改正する条例については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第24号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第25号新庄市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例について質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第25号新庄市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例については、委員長報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第25号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第26号新庄市中小企業緊急災害等

対策利子補給基金条例の一部を改正する条例に

ついて質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第26号新庄市中小企業緊急災害等対策利

子補給基金条例の一部を改正する条例について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第26号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時３２分 休憩 

     午前１０時４７分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日 程 の 追 加 

 

 

髙橋富美子議長 追加案件が出ておりますので、

ここで議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長佐藤卓也さん。 

   （佐藤卓也議会運営委員長登壇） 

佐藤卓也議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について御報告

いたします。 

  本日午前10時34分から、議員協議会室におい

て議会運営委員６名出席の下、執行部から副市

長、関係課長並びに議会事務局職員の出席を求

めて議会運営委員会を開催し、本日の本会議に

おける議事日程の追加について協議をしたとこ

ろであります。 

  協議の結果、議案第27号令和３年度新庄市一
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般会計補正予算（第11号）、議会案第１号水田

活用の直接支払交付金見直しについて慎重な対

応を求める意見書の提出について、議会案第２

号ロシア軍のウクライナからの即時撤収と国際

法の遵守を求める意見書の提出について及び閉

会中の継続調査申出についてを本日の議事日程

に追加することにいたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、議会運営委員会における協

議の経過と結果についての報告といたします。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た補正予算１件、議会案２件及び閉会中の継続

調査申出についてを本日の議事日程に追加する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

補正予算１件、議会案２件、閉会中の継続調査

申出についてを本日の議事日程に追加すること

に決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午前１０時５０分 休憩 

     午前１０時５２分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１０時５３分 休憩 

     午前１１時０１分 開議 

 

髙橋富美子議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第１６議案第２７号令和３年

度新庄市一般会計補正予算（第１

１号） 

 

 

髙橋富美子議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第16議案第27号令和３年度新庄市一般会

計補正予算（第11号）を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第27号令和３年度

新庄市一般会計補正予算（第11号）について御

説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第27号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ１億

9,631万5,000円を追加し、補正後の予算総額を

226億1,835万円とするものであります。 

  このたびの補正につきましては、今般の豪雪

に係る道路及び施設などの除排雪経費の過不足

を補正するとともに、県補助金の精算に伴う返

還金などの必要な補正を行うものであります。 

  除排雪経費の追加につきましては、歳出、８

ページの冬期生活支援業務委託料に206万円、

９ページの道路除排雪業務費に３億3,600万円

を増額補正しております。 

  道路の除排雪業務費につきましては、田畑や

公園などが早く使えるよう雪戻し作業などに要

する費用を追加補正するものであります。財源

といたしましては、普通交付税、前年度繰越金

及び財政調整基金からの繰入金などを充当する

とともに、各種事業の精算に伴い不用となる一

般財源を充てるものであります。 

  以上御審議いただき、御決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第27号令和３

年度新庄市一般会計補正予算（第11号）は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第27号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  これより議案第27号令和３年度新庄市一般会

計補正予算（第11号）の質疑に入ります。質疑

ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） ９ページの商工費７款

の１商工費５目新型コロナウイルス対策費で、

小規模事業者事業継続支援給付金がマイナス

6,000万円となっています。市独自の一般財源

を使った事業で大きなマイナスになったわけで

すが、この理由、内容、予定はどのぐらいだっ

たのか、この補助給付を受けた件数は何件であ

ったのか、お願いします。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 ただいま佐藤議員のほう

から、市内の事業者売上げ減少対策費の小規模

事業者の事業継続支援給付金について御質問い

ただきました。 

  こちらにつきましては、12月定例会の補正予

算において、約940件相当を見込んで予算を計

上したわけでございます。３月16日、昨日現在

で申請件数が172件ということで、今後の申請

件数を見込みまして、不用額となる分の6,000

万円を減額するものでございます。 

  当初は数多くの業種に対して給付したいとい

う思いで金額を計上したわけでございますが、

実際に申請された事業主等を見ますと、どうも

偏っているというふうな状況が分かってきまし

て、現段階では172件の申請にとどまっている

ということでございます。今後の10日間の申請

件数を見込んだ額の精査をしまして、減額とさ

せていただいたところでございます。よろしく

お願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 940件を見込んで、そ

の方々に御案内はしてみたのか。それから、な

ぜこれほど申請が少なかったのか。要件が厳し

いとかそういうことがなかったのか、お願いし

ます。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 まず、こちらの事業の周

知方法について御質問がありましたので御説明

申し上げます。 

  チラシを全戸に回覧をしております。それか

ら、市内に事業所を要する方、郡内在住の方も

いらっしゃいますので、郡内にチラシの新聞折

り込みをさせていただいております。それから、

市のホームページ、それから広報お知らせ版の

ほうに掲載をさせていただいております。また、

追加周知としまして、市のホームページで再度

通知を行いますとともに、市の公式ＬＩＮＥで

の周知、それから商工会議所にお願いしての会

員宛ての再度の通知等を行ったところでござい

ます。 

  また、940件ということで業種をかなり広め

て行ったということでございますが、今回の申

請者の件数を見ますと、特に飲食業の方の申請

件数が多くなっているということが把握されて

おります。 

  また、要件が厳しかったのではないかという

ことでございますが、こちらにつきましては、

令和３年の年間の事業収入と令和元年、もしく

は令和２年の年間事業収入を比較して２割程度

を減少している方というようなことで、かなり

緩くしたつもりではあったんですけれども、若

干申請件数が伸びなかったということで分析し

ているところでございます。 

  以上、よろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 
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髙橋富美子議長 佐藤悦子さん。 

１ 番（佐藤悦子議員） 飲食業関連の方の申請

が多かったということでした。そういう意味で

は、今回のコロナ関係での感染での影響が、飲

食業関連者の皆さんに大変な御苦労をおかけし

ているんだなということを改めて思い至りまし

た。そういう意味では、飲食業の皆さんが、前

に何回も３月議会中に申し上げましたが、３月

で終わりか、みたいにおっしゃっている方々が

かなりおられるわけです。終わりにしないで、

ぜひ続けていただくという意味で、手厚い支援

を考える必要があると思いますが、どうですか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 大変ありがとうございま

す。 

  令和４年度の当初予算を議決していただいた

後に、追加の経済対策のほうも考えてまいりた

いというふうに考えておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 同じく、７款１項５目

の新型コロナウイルス対策費市内小規模事業者

への支援給付金なんですけれども、今し方、課

長が周知の仕方の中で全戸に回覧をしたと。そ

の回覧の方法をもっと具体的にお聞かせくださ

い。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 市内全戸回覧チラシを作

りまして、市報と一緒に回覧をしております。

一応全戸に渡るような部数で、市報に折り込み

ながら実施したところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 各戸、１万2,000ほど

の世帯が、全戸１枚ずつ手に取れるという形で

配布したという理解でいいでしょうか。にもか

かわらずなんですが、知らなかったという方が

かなりおりまして、様々、私のほうにもありま

して、こういうのがあるんだということをお知

らせしたんですが、知らなかったという方が結

構多くいらっしゃいました。配布の周知の仕方、

やっぱりインターネットを見れない方も数多く

いる、スマホを持っていたとしても。情報の入

手の仕方がどのように入手していったら簡単に

つながっていくのかということが分かりづらい

と非常に感じました。本当に声を聞くと、大変

困っています。本当に困っています。そういっ

た中で、10万円という金額自体、給付されてそ

れで何とかなるというものではないけれども、

もう本当に困っている。周知の仕方をもっとも

っと簡単にアクセスできるように変えていくと

いうことが必要なのではないかとつくづく思っ

たんですが、いかがでしょうか。 

柏倉敏彦商工観光課長 議長、柏倉敏彦。 

髙橋富美子議長 商工観光課長柏倉敏彦さん。 

柏倉敏彦商工観光課長 議員おっしゃるとおり、

確かにスマホを持っていない、ＰＣを持ってな

い方、ネットにつなげないという方がいらっし

ゃるということで、チラシの配布、それから紙

ベースの市の広報紙での周知のほうも行ったと

ころございます。なおかつ、再度そういった形

で、公式ＬＩＮＥ、ホームページも活用しなが

ら、また、紙ベースで会議所の会員、800事業

所等あるわけですけれども、そちらのほうにも

再度周知をお願いしたりというようなことで、

活用できる範囲でこちらのほうでもしたつもり

であったんですけれども、もう少し周知の仕方

については今後も検討させていただければとい

うふうに思います。よろしくお願いします。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

髙橋富美子議長 叶内恵子さん。 

２ 番（叶内恵子議員） 全体に回るようにちゃ
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んとしている、その事実は事実なんですけれど

も、本当に手に取ることを逃してしまった人が、

ああ、私たちなんて小さいから相手にされてい

ないんだというような状態になっているのを直

接聞く機会があって、そうではないということ

を本当に工夫して、ぜひ全体に行き渡るように、

さらに工夫してお願いしたいと思います。以上

です。 

髙橋富美子議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  ほかに質疑なしと認めます。よって、質疑を

終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第27号令和３年度新庄市一般会計補正予

算（第11号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第27号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１７議会案１号水田活用の

直接支払交付金見直しについて慎

重な対応を求める意見書の提出に

ついて 

 

 

髙橋富美子議長 日程第17議会案第１号水田活用

の直接支払交付金見直しについて慎重な対応を

求める意見書の提出についてを議題といたしま

す。 

  提案者の説明を求めます。 

  産業厚生常任委員長佐藤文一さん。 

   （佐藤文一産業厚生常任委員長登壇） 

佐藤文一産業厚生常任委員長 議会案第１号水田

活用の直接支払交付金見直しについて慎重な対

応を求める意見書の提出について。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第２項の規定より提出いたします。 

  令和４年３月17日、新庄市議会議長髙橋富美

子殿。 

  提出者、新庄市議会産業厚生常任委員会委員

長佐藤文一。 

  別紙になります。 

  水田活用の直接支払交付金見直しについて慎

重な対応を求める意見書。 

  新庄市において、これまで需要に応じた米生

産の下、水田フル活用と農業所得の増大に向け、

生産者・行政・ＪＡ等が一体となって「生産の

目安達成」に取り組んでまいりました。米の需

給安定のためには、今後も引き続き作付転換が

必要であり、農業者の意欲を維持する政策の堅

持が不可欠です。 

  対して国においては、水田活用支払交付金の

見直しを示し、農業者をはじめとする生産現場

に大きな不安と混乱を招いております。これは

農業を基幹産業とする本市にとって産業の継続

を揺るがすもので、看過できないものでありま

す。 

  つきましては、水田農業を維持するための作

付転換に取り組んでいる生産者が将来にわたり

営農と農地の維持を展望できるよう、現場の課

題を十分に検証した上で適切かつ万全な対策を

講じるよう、以下のとおり要請いたします。 

  記。 

  １、「今後５年間一度も水張りをしない水田

を交付金の対象から除外する」方針は、農業者

の意欲減退につながり、耕作放棄地や離農者の
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増加を招く懸念があるため、運用に当たっては

現場の実績を十分考慮して進めること。 

  ２、交付対象水田を畑地化し条件を改良する

ことは、生産の目安を達成し効率的な生産を行

うため農業者が努力したものであり、これを評

価し、所得が減少することなく生産に取り組め

るよう可能な措置を講じること。 

  ３、多年生作物（牧草）は、繁殖・肥育牛及

び酪農経営の耕畜連携による自給飼料の確保す

る上で必要になっている。見直しによる交付金

の削減により、経費負担が増大し耕畜連携の体

制崩壊並びに農地貸借契約継続に影響を与える

恐れがある。農業と農地の多面的機能を維持す

る観点から、従来の基準を維持し酪農計画を検

討する期間を設けること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先、衆議院議長宛て、参議院議長宛て、

内閣総理大臣宛て、農林水産大臣宛て、以上で

ございます。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第１号水田

活用の直接支払交付金見直しについて慎重な対

応を求める意見書の提出については、会議規則

第37条第２項の規定により、委員会への付託を

省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第１号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第１号水田活用の直接支払交付金見直

しについて慎重な対応を求める意見書の提出に

ついては、原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１８議会案２号ロシア軍の

ウクライナからの即時撤収と国際

法の遵守を求める意見書の提出に

ついて 

 

 

髙橋富美子議長 日程第18議会案第２号ロシア軍

のウクライナからの即時撤収と国際法の遵守を

求める意見書の提出についてを議題といたしま

す。 

  提出者の説明を求めます。 

  議会運営委員長佐藤卓也さん。 

   （佐藤卓也議会運営委員長登壇） 

佐藤卓也議会運営委員長 議会案第２号ロシア軍

のウクライナからの即時撤収と国際法の遵守を

求める意見書の提出について。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第２項の規定により提出します。 

  令和４年３月17日、新庄市議会議長髙橋富美

子殿。 

  提出者、新庄市議会議会運営委員長佐藤卓也

でございます。 

  ロシア軍のウクライナからの即時撤収と国際



- 172 - 

法の遵守を求める意見書。 

  ロシア軍によるウクライナへの侵略は、力に

よる一方的な現状変更への試みであり、ウクラ

イナへの主権を侵害する明確な国際法違反であ

る。 

  このような力を背景とした侵略は、国際秩序

の根本を揺るがす深刻な行為で、断じて容認す

ることができない暴挙であり、唯一の被爆国で

ある日本としては、核によるいかなる威嚇も使

用も許すことはできない。 

  よって、新庄市議会は「平和都市宣言」を行

った都市として、国に対し、ウクライナ在留邦

人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊

密に連携し、ロシア軍に対しウクライナからの

即時撤収と国際法の遵守を求め、速やかな国際

社会の平和の実現を図るよう強く求めるもので

ある。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先は、衆議院議長宛て、参議院議長宛て、

内閣総理大臣宛て、外務大臣宛て、以上でござ

います。 

髙橋富美子議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第２号ロシ

ア軍のウクライナからの即時撤収と国際法の遵

守を求める意見書の提出については、会議規則

第37条第２項の規定により、委員会への付託を

省略したいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第２号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 別に質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 討論なしと認めます。 

  よって、討論を終結し、直ちに採決したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議会案第２号ロシア軍のウクライナからの即

時撤収と国際法の遵守を求める意見書の提出に

ついては、原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第２号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１９閉会中の継続調査申し

出について 

 

 

髙橋富美子議長 日程第19閉会中の継続調査申し

出についてを議題といたします。 

  各常任委員会及び議会運営委員会の活動につ

いて各委員長より閉会中の継続調査の申出があ

りますので、申出のとおり決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

髙橋富美子議長 御異議なしと認めます。よって、

閉会中の継続調査については各委員長の申出の

とおり決しました。 

 

 

閉      会 

 

 

髙橋富美子議長 ここで市長より御挨拶がありま

す。 
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  市長山尾順紀さん。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 ３月２日の開会から今日まで２週

間余りにつきまして、令和４年度の事業執行に

当たる行政施策の予算審議、誠にありがとうご

ざいました。議員の皆様からいただいた御意見

を真摯に受け止め、施策に反映し、市民の安全、

安心、安寧に努めてまいりたいというふうに思

います。 

  今年、令和４年の初めは大変な猛吹雪で年明

けをしたというふうに思っております。そして、

東京での新庄ふるさと会を計画しておりました

が、多くの議員の皆さんも参加の予定でありま

したが、コロナというようなことで、急遽中止

させていただいたところであります。 

  その後も雪が降り続き、何とか２月に入って、

青年会議所の皆さんが子供たちへの思い出づく

りというようなことで、新庄雪まつりを開催し

ていただきました。そこまでは何とか数名以内

の感染者というようなことで、落ちついた状況

にあったと記憶しております。 

  その間、１月には新庄の観光大使としてお願

いしておりました今村翔吾さんが直木賞受賞と

いう大変喜ばしい報告をいただき、市民の皆さ

んの多くも大変喜んでいるところでございます。

今後のさらなる活躍が期待されるところで、本

市にとっても大変うれしく思っているところで

あります。 

  ２月16日、突然でありますが、かなりの人数

のコロナ感染が発表されまして、新庄市民はじ

め、郡内の皆さんが驚きを持って対応するとい

うようなことで、約１か月となりました。この

間、保育所、幼稚園、中学校、高校、そして御

家庭、職場など、それぞれの感染対応に追われ、

保健所でも、今は大変非常にパニくっていると

いうような状況であります。早い収束を願うと

ころではありますが、これまでの新しい生活様

式の下、収束に向けたことが必要だというふう

に思っています。 

  こんな中、昨日は中学校の卒業式が行われま

した。第１回の明倫学園の卒業式ということで、

出席させていただきました。 

  子供たちの答辞の中で、おととし、突然、３

月に緊急事態宣言で学校が３か月休んだと。当

初１週間ぐらいはのほほんとしていたが、やっ

ぱりそれを過ぎると仲間に会いたい、怒られて

も先生に会いたいというような気持ちに駆られ

たというような、素直な感想を述べられており

ました。非常にぎくしゃくした形で学校生活を

送りながらも、しっかりと仲間と支えながら、

自分の目指すものへと頑張ってきたというよう

な印象を受けて、この経験が将来に必ずや生き

るんだろうなというふうに思ったところであり

ます。 

  明日は小学校の卒業式というようなことであ

りますが、感染対策を十二分に行いながら、ま

た、出席者も本来議員の皆さんの来賓に御案内

を差し上げるところでありますが、教育委員会、

学校当事者としては、主催者のみというような

ことで、そして保護者は２人までというような

お話を聞いているところであります。 

  こんな中で育ちゆく子供たちの将来、大いに

応援してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

  さて、来年からいよいよ、令和７年の開府

400年のプレ事業、その前にプレとしての事業

を行うためのロゴマークとキャッチフレーズの

募集を行ったところでありますが、キャッチフ

レーズについては新聞でもあったかと思います

が、本合海小学校５年生の伊藤りのんさんとい

う方が最優秀賞を受けまして、「受け継ぐ想い

が、未来をつくる。」というような、大変すば

らしいキャッチフレーズ標語をいただきまして、

この柱の下に、令和７年の開府400年に向けて、

市民一体となって心がつながるような形のすば

らしい標語になったというふうに思っています。 
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  その後、今並行して２月21日から３月22日ま

で、記念の事業のロゴマークを募集していると

ころであります。標語とロゴマークが完成する

と、町の中に400年に向けたプレイベントをは

じめ、一つ一つ新庄への、歴史のまち文化保存

事業も含めた400年に向けた事業がスタートす

るという、非常に大切な年だというふうに思っ

ております。 

  そんな意味で、あっという間の１年１年の重

ねでありますが、市民の生活はとどまることを

知らないわけでありまして、特に、昨日の地震

におきましては、11年前、ここで、たしか金曜

日の３月11日の予算委員会の途中だったと思い

ました。夜の地震ということで非常に緊張し、

職員も30分以内に近隣の関係会社、１時間以内

には各施設の点検、それから災害等の復旧連絡

等に全て当たりまして、１時間半程度で解散で

きたと、その背景にはやっぱり電気が消えてい

なかったということが大変大きいなと。当時は、

電源が喪失ですか、電気が消えて停電というよ

うなことで、非常に不安な夜を過ごした市民の

皆さんが多かったかと思いますけれども、今回

は停電がなかったと、不幸中の幸いであるかな

というふうに思っております。 

  そして、いよいよ、令和４年度が始まるわけ

ですが、この令和３年度の末で退職になる職員

が大勢おります。私にとっても大変苦労を共に

した職員でありますし、市民の安全、安心のた

めに全力で尽くしてくれた職員と別れなければ

いけないというのは大変つらいものがあります

が、別れはもう一つの出会い始まりでもありま

す。新たな新規の職員を迎えながら、新たな新

庄市の市政の執行に努めてまいりたいというふ

うに思います。 

  また、コロナ禍というようなことで、さっき

最後の質問もございましたが、年度末のぎりぎ

りではありますけれども、臨時議会の開催のお

願いをしているところでございます。２月中旬

からのコロナで大変疲弊している皆さんに、幅

広く、柔軟に支援できるような形を考えてまい

りたいというふうに思っておりますので、今後

ともぜひ御指導、御協力のほどお願い申し上げ

ます。 

  ３月議会、長期間の議会でありますが、皆様

方の御意見を重ねて真摯に受け止めて、市民の

安全、安心に努めてまいりたいと思いますので、

来年度１年もまたよろしくお願いし、私からの

御礼の挨拶とさせていただきます。誠にありが

とうございました。 

髙橋富美子議長 以上をもちまして、令和４年３

月定例会の日程を全て終了いたしましたので、

閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午前１１時３５分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  髙 橋 富美子 

 

   会議録署名議員  叶 内 恵 子 

 

    〃    〃   小 野 周 一 

 




